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祝辞

学校法人静岡理工科大学
80周年に寄せて
～「有徳の人」づくり ～

　学校法人静岡理工科大学が創立 80 周年を迎えられましたこ
とを、心からお慶び申し上げます。
　貴学校法人は、1940（昭和 15）年に“技術者の育成をもって地
域社会に貢献する”を建学の精神として静岡県自動車学校を開
設され、以来 80 年の歳月を積み重ね、今では 1991（平成 3）年に
開学した静岡理工科大学を中核に、2つの中学校、2つの高等学
校、6つの専門学校、2つの各種学校から成る県内屈指の総合学
園に発展されました。
　現在、総合学園としての強みを活かし、「中・高一貫教育」、
「高・大一貫教育」、「高・専一貫教育」など、7,700 名余もの学生・
生徒の皆様が多彩な教育連携による魅力ある学びを享受され
るなど、正に、本県の私学教育の中核を担っていただいている
ところであります。
　これもひとえに、貴学校法人の橋本新平理事長並びに、歴代
の理事長、役員、教職員の皆様をはじめ、卒業生の皆様など、多
くの関係する方々の並々ならぬ熱意と御尽力の賜物であり、こ
こに深く敬意を表するものであります。
　また、現在、世界に蔓延する新型コロナウイルス感染症が本
県にも大きな影響を及ぼしておりますが、こうした中にあって
も、貴学校法人では、学校等での徹底した感染拡大の防止対策
や、ICTを活用した授業に取り組まれるなど、ウィズコロナ時
代における学生・生徒の学びの保障に努めていただいている
ことに対しまして、深く感謝を申し上げます。
　県といたしましても、県民の皆様の生命を守る感染防止対策
と社会・経済活動の再生、さらには、今後の社会・経済や個人
の価値観の変化を見据えたふじのくにの新しいライフスタイ
ルの創出に向けて取組を進めてまいりますので、御理解と御協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　さて、静岡県では、霊峰富士を擁する本県の地域性に最も適
うのは、富士山から導き出される多様な価値に立脚した地域づ
くりであるという視点に立ち、富士の字義を体した「富国有徳
の美しい“ふじのくに”づくり」を県政運営の基本理念に掲げて
おります。
　「富士」の字は、豊かな「富」を学徳ある「士」が支える形となっ

ております。魅力ある地域づくりの礎を成すのは人でありま
す。本県が目指すのは、霊峰・富士の姿のように、気品をたたえ、
調和した人格を持つ「士」すなわち「有徳の人」を育成する、それ
が“ふじのくに”の教育理念であります。
　『論語』に「吾十有五にして学に志す」とありますが、子供は十
代で自分の個性を知り得ます。知性、感性、身体能力など、子供
一人ひとりの能力や適性、意欲や才能に応じた教育を施すこと
が重要です。このため、本県では「文・武・芸」三道の鼎立とい
う考えの下、「知性を高める学習」の充実はもとより、ものづく
りやスポーツ、芸術、芸能等の様々な分野に子供の学びの場を
広げ、自らの才能を伸ばす実践的な学問としての「技芸を磨く
実学」を奨励しています。あわせて、ICT等最先端技術の進展に
伴い、より一層のグローバル化が見込まれる中、国際的な視野
を身に付け、新しい価値を創造して社会に貢献し、未来を切り
拓く人材の育成にも、県を挙げて取り組んでおります。
　地域の自立の基礎は教育の自立であります。また、全ての県
民の願いは、本県の宝であり希望をもたらす子供たち・若者た
ちの健やかな成長であります。子供たち、若者たちが富士山の
ように高い志を抱き、夢に向かってはばたけるように、「地域の
子供は地域の大人が育てる」という強い決意を持ち、地域ぐる
み・社会総がかりで子供を育てる機運を醸成し、富国有徳の「美
しい“ふじのくに”」の未来を担う「有徳の人」づくりを全力で進
めてまいります。
　貴学校法人の建学の精神である「技術者の育成をもって地域
社会に貢献する」、目指す姿に掲げる「総合学園の特徴を生かし
て、専門力・人間力と国際性を兼ね備えた優れた人材を多数輩
出する」は、こうした県の教育理念と正に合致するものであり
ます。県内私学教育の中核を担う貴学校法人の皆様におかれま
しては、本県の進める「有徳の人」づくりに、なお一層の御支援・
御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、関係する皆様の長年の御尽力に改めて謝意と敬意を表
しますとともに、この記念すべき年を新たなスタートとして、学
校法人静岡理工科大学のますますの御発展と、関係の皆様の一層
の御活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。

静岡県知事 

川勝 平太

祝辞

学校法人静岡理工科大学
創立 80周年へ

　「学校法人静岡理工科大学」が創立 80 周年を迎えられた事は
深い感慨と共に、大変嬉しく、この喜びを学園に関係されたす
べての皆さん方と分かち合いたいと思っている。
　太平洋戦争の始まる直前の 1940（昭和15）年に、自動車関連の
技術者養成の目的で、私の父や叔父が地元経済界の皆様と共に創
設したこの学園は、戦争後も順調な発展を続け、静岡県内に自動
車関係の諸学校に加えて、二つの高等学校と幾つかの専門学校を
併せ持つ大きな学校法人グループに成長する事が出来た。
　しかし、その巨大化と同時に、交通警察が管轄し、その御指導
の下に経営を行う自動車関連諸学校と、静岡県と文部行政の指
導の下にある高等学校・専門学校群と言う、もともと学校とし
ての基本的な体質が異なる学校群を一つの学校法人でまとめ
て行く事が次第に困難になっていった。
　このため協議が行われ、最終的には学園を二つの独立した学
校グループに分離し、それぞれ特色を生かして独立した経営を
行っていく事となり、結果、私どもの鈴与グループが文部省関
連の学校群について経営を支えていく事となった。
　また物づくりに伝統のある静岡県であるが、理工系の学部
が少なく、地元の学生は東京はじめ他県に流れている状態で、
こうした学生を静岡に引き止め、静岡に多くある工場群に良
質な技術者を供給していく事を、新しい学園の出発の中でぜ
ひ実現したい、理工系大学の設立がどうしても必要だ、と言う
関係者の熱心な訴えに我々も賛同し、鈴与グループで全面的
に新しい学園を支援すると共に、静岡理工科大学設立を決心
した次第である。
　とは言うものの、理工系大学の設立は巨額な資金の調達が必
要であり、また文部科学省の厳しい許認可の為の基準を満た
し、審査をパスする必要があり、認可を頂戴し開学するまで、そ
の苦労は尋常なものではなかった。
　当初はすべてが手探りの状態で、時にはぶつかり合い、激し
い議論になる事もあったが、何とか良い大学を作りたいと言う
純粋な気持ちはすべての人達が共有していた。改めて、当時の
関係された皆さんのご努力に敬意と感謝を捧げたい。
　月去り人は移り時は流れて、色々苦労もあったが、大学経営

も一応軌道に乗り、建築・土木学科の新設も目途がついた。
　高等学校もそれぞれが中学校を併設し、ご父兄からの評価も
高いと聞いている。また、専門学校も価値が多様化する時代の
変化に合わせ、色々なチャレンジをしてくれている。
　これは全員が真面目に経営に取り組んでくれた結果であり、
学園の財務内容も他学校に負けることは無く、まずまず立派な
内容である。
　かつて本学園が分離独立し、私が初代理事長に就任した時に
考えていた学園の諸課題は、それなりにクリアできたと思う
し、学園経営の経営基盤は格段に固まったと思っている。今は
将来に向かって学園の次の発展を考える時であろう。
　創立 80周年を機会に、歴史を振り返りそれぞれのステージ
で活躍された皆さんお一人お一人すべてに、改めて心からの
感謝と拍手を送ると共に、新しいチャレンジに出発する「学校
法人静岡理工科大学」のこれからの大きな発展を心から祈っ
ている。

鈴与株式会社　代表取締役会長

鈴木 與平
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るなど、正に、本県の私学教育の中核を担っていただいている
ところであります。
　これもひとえに、貴学校法人の橋本新平理事長並びに、歴代
の理事長、役員、教職員の皆様をはじめ、卒業生の皆様など、多
くの関係する方々の並々ならぬ熱意と御尽力の賜物であり、こ
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　また、現在、世界に蔓延する新型コロナウイルス感染症が本
県にも大きな影響を及ぼしておりますが、こうした中にあって
も、貴学校法人では、学校等での徹底した感染拡大の防止対策
や、ICTを活用した授業に取り組まれるなど、ウィズコロナ時
代における学生・生徒の学びの保障に努めていただいている
ことに対しまして、深く感謝を申し上げます。
　県といたしましても、県民の皆様の生命を守る感染防止対策
と社会・経済活動の再生、さらには、今後の社会・経済や個人
の価値観の変化を見据えたふじのくにの新しいライフスタイ
ルの創出に向けて取組を進めてまいりますので、御理解と御協
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　さて、静岡県では、霊峰富士を擁する本県の地域性に最も適
うのは、富士山から導き出される多様な価値に立脚した地域づ
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　『論語』に「吾十有五にして学に志す」とありますが、子供は十
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一人ひとりの能力や適性、意欲や才能に応じた教育を施すこと
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う考えの下、「知性を高める学習」の充実はもとより、ものづく
りやスポーツ、芸術、芸能等の様々な分野に子供の学びの場を
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しては、本県の進める「有徳の人」づくりに、なお一層の御支援・
御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、関係する皆様の長年の御尽力に改めて謝意と敬意を表
しますとともに、この記念すべき年を新たなスタートとして、学
校法人静岡理工科大学のますますの御発展と、関係の皆様の一層
の御活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。

静岡県知事 

川勝 平太

祝辞

学校法人静岡理工科大学
創立 80周年へ

　「学校法人静岡理工科大学」が創立 80 周年を迎えられた事は
深い感慨と共に、大変嬉しく、この喜びを学園に関係されたす
べての皆さん方と分かち合いたいと思っている。
　太平洋戦争の始まる直前の 1940（昭和15）年に、自動車関連の
技術者養成の目的で、私の父や叔父が地元経済界の皆様と共に創
設したこの学園は、戦争後も順調な発展を続け、静岡県内に自動
車関係の諸学校に加えて、二つの高等学校と幾つかの専門学校を
併せ持つ大きな学校法人グループに成長する事が出来た。
　しかし、その巨大化と同時に、交通警察が管轄し、その御指導
の下に経営を行う自動車関連諸学校と、静岡県と文部行政の指
導の下にある高等学校・専門学校群と言う、もともと学校とし
ての基本的な体質が異なる学校群を一つの学校法人でまとめ
て行く事が次第に困難になっていった。
　このため協議が行われ、最終的には学園を二つの独立した学
校グループに分離し、それぞれ特色を生かして独立した経営を
行っていく事となり、結果、私どもの鈴与グループが文部省関
連の学校群について経営を支えていく事となった。
　また物づくりに伝統のある静岡県であるが、理工系の学部
が少なく、地元の学生は東京はじめ他県に流れている状態で、
こうした学生を静岡に引き止め、静岡に多くある工場群に良
質な技術者を供給していく事を、新しい学園の出発の中でぜ
ひ実現したい、理工系大学の設立がどうしても必要だ、と言う
関係者の熱心な訴えに我々も賛同し、鈴与グループで全面的
に新しい学園を支援すると共に、静岡理工科大学設立を決心
した次第である。
　とは言うものの、理工系大学の設立は巨額な資金の調達が必
要であり、また文部科学省の厳しい許認可の為の基準を満た
し、審査をパスする必要があり、認可を頂戴し開学するまで、そ
の苦労は尋常なものではなかった。
　当初はすべてが手探りの状態で、時にはぶつかり合い、激し
い議論になる事もあったが、何とか良い大学を作りたいと言う
純粋な気持ちはすべての人達が共有していた。改めて、当時の
関係された皆さんのご努力に敬意と感謝を捧げたい。
　月去り人は移り時は流れて、色々苦労もあったが、大学経営

も一応軌道に乗り、建築・土木学科の新設も目途がついた。
　高等学校もそれぞれが中学校を併設し、ご父兄からの評価も
高いと聞いている。また、専門学校も価値が多様化する時代の
変化に合わせ、色々なチャレンジをしてくれている。
　これは全員が真面目に経営に取り組んでくれた結果であり、
学園の財務内容も他学校に負けることは無く、まずまず立派な
内容である。
　かつて本学園が分離独立し、私が初代理事長に就任した時に
考えていた学園の諸課題は、それなりにクリアできたと思う
し、学園経営の経営基盤は格段に固まったと思っている。今は
将来に向かって学園の次の発展を考える時であろう。
　創立 80周年を機会に、歴史を振り返りそれぞれのステージ
で活躍された皆さんお一人お一人すべてに、改めて心からの
感謝と拍手を送ると共に、新しいチャレンジに出発する「学校
法人静岡理工科大学」のこれからの大きな発展を心から祈っ
ている。

鈴与株式会社　代表取締役会長

鈴木 與平

学校法人静岡理工科大学創立 80 周年にあたって

007006



理事長 挨拶

「フェアでオリジナリティの高い
教育・研究活動を通じて地域社会に
貢献し学生・生徒と共に成長し
続ける総合学園」を目指して

　1940（昭和 15）年に“技術者の育成をもって地域社会に貢献す
る”を建学の精神として設立された本学園も、おかげさまで創
立 80 周年を迎えることができました。20世紀から 21世紀にか
けてのその軌跡は、戦後の復興から、モータリゼーションやコ
ンピュータの出現に象徴される高度成長時代を経て、バブル崩
壊による世界的な経済不況も経験、そして、現在のAI やグロー
バル化時代の訪れなど、社会全体や産業界もドラスティックな
変化とともに起伏のあった 80年でありました。
　そして今、本学園の歴史を振り返る時、それぞれの時代で常
に未来志向で真摯に学園の発展を担ってきた多くの先達の
方々の弛まぬ努力と英知の結集とに心より深く感謝の意を表
したいと存じます。また、ご後援いただいた多くの保護者、卒業
生の方々、本学園各校の教育にご理解とご支援をいただいた多
くの企業様、そして本学園設置校の成長を温かく見守り応援し
続けていただいた地域の皆様に対しましても心より深謝申し
上げる次第です。
　本学園は、現在、静岡県全域に大学、中学校、高等学校、専門
学校、日本語学校全 13 校 7,700 名強を擁する総合学園へと発
展してまいりました。近年では、多様性のある学校種の融合を
図るため、全教職員が目標を共有し、オープンな環境を創り出
し、学園全体で一体感を醸成することに注力してきました。総
合学園として多彩な一貫教育の教育連携を推し進め、繋がり
の仕組みをより進化、魅力あるものとさせてきたのもその一
環であります。
　さて、2020（令和 2）年は、コロナ禍で始まった未曾有の年と
なり、先の見透しが困難で閉塞感を感じた一方で、社会の在り
様や人間の生き方等についても深く教えられることも多く、
教育に就きましても大きく進歩、変革する機会を与えてくれ
た年であると捉えています。実施せざるを得なかったオンラ
イン授業ですが、単に対面授業の代替というだけではなく教
育の見える化を始めとし幾つかの気づきを得ると共に、対面
授業の必要性も実感させられました。そして教育には変える
べきことと変えてはいけない重要なことの存在を強く自覚し
たことは今後の教育活動にとり大切な資産になった、と思い

ます。また、このコロナ禍は改めて教育と社会との“繋がり”の
強さを感じさせられた出来事でもありました。地域社会への
貢献の重要性を再認識し、地域社会に貢献し続けることによ
り、学校教育の必然性を更に高めることが必要であることを
強く認識しました。
　総合学園としての次のステージでは、学校種の多様性ゆえ
の特長を活かし、様々な企業や地域社会との連携を更に深め、
「開かれた学園」として永続的な発展を目指ざしていくことを
“80 年の誓い”として邁進する所存であります。その一例とし
て、建学の精神にもある「地域に対する貢献」というテーマを
広い範囲で具現化するため、静岡駅前に、産業界など地域社会
との接点を更に深く、大きくする様々な情報発信や人生百年
時代の生涯教育などの機能を合わせ持つ御幸町キャンパスを
本学園のランドマークとして新設し、地域と共に発展して行
きたいと考えています。
　他にも新しい取り組みを積極的に展開する意向であります
が、その為には常に望ましい未来像を描いたうえで、現在を振
り返り、課題を発見し、解決するバックキャスティング思考を
全学園の運営に浸透させ、地域社会の協力を得ながら、新しい
価値観を創造し続けていく文化を根付かせ醸成したいと考え
ています。そして、変えねばならぬ点は変え、守るべき点は守
り、全教職員一丸となって、90 周年、100 周年に向けて、日々精
進を重ねてまいる所存でございます。
　今後とも皆様方の温かいご支援・ご指導を賜りますようお
願い申し上げます。
　結びとなりますが、学園創立 80周年記念の準備にあたり、ご
尽力、ご協力いただきましたすべての皆様方に感謝申し上げま
すとともに、記念誌にご寄稿賜りました皆様方には厚く御礼申
し上げます。

学校法人静岡理工科大学　理事長

橋本 新平

常務理事 挨拶

豊富な学校種を擁する
総合学園の強みを活かして

　学校法人静岡理工科大学は、1940（昭和 15）年の設立以来、幾
多の苦難と紆余曲折を経て令和 2 年に 80 周年を迎えることと
なりました。これも偏に先人の皆様の教育にかける熱意とご努
力の賜物であると深く感謝申し上げる次第です。
　さて、本学園は、現在静岡理工科大学を中心に、中学・高校４
校、専門学校６校、日本語学院 2校、計 13 校を擁する総合学園
に発展して参りました。今回の 80 周年記念誌発刊にあたり、時
は第 2次世界大戦前の軍需優先の中、運転免許を持つ者の多く
が戦争に召集されてしまい、国内での運輸業務遂行のために自
動車学校設立を計画し苦労の末、用地買収をまとめた矢先、護
国神社の移転先として取り上げられてしまったことなど、多く
の苦難とそれを克服した創業者の皆様方のご努力があって、こ
の学校法人が誕生したことを知りました。このような先人の皆
様のご恩に報いるためにも、80 周年を一つのきっかけとし、90
年、100 年、更に未来に向かって永久に発展することを期待し、
又、微力ながら学園の発展に貢献していくことに決意を新たに
しております。
　ご承知の通り、2020（令和 2）年に入り、中国を感染源とした新
型コロナウイルスにより、日本はもとより、世界中の経済社会
が大打撃を受け、先が見通せない VUCA の時代を迎えていま
す。本学園においても、教育ではオンライン授業が導入され、ま
た、教職員の働き方として在宅勤務を経験し、今まで考えられ
なかった変化が起こっています。無論全てがオンライン授業に
なるわけではなく、対面授業とのハイブリッド型授業になるも
のと思われ、また、働き方についても在宅と出勤のメリット・
デメリットを考慮した形態になると思われますが、まさにパラ
ダイムシフトというべきであり、今までの常識が通用しない時
代に突入したという感じが致します。
　しかし、このような時代にあっても、変わるべきものと変え
てはいけないものがあります。時代のニーズに対応する教育内
容は変えるべきものです。変えてはいけないものは、「技術者の
育成をもって地域社会に貢献する」という建学の精神です。“技
術者”の現代的定義をし直す必要はありますが、建学の精神自
体は不変です。

　現在、第 4次中期計画（2022 ～ 2027 年度）策定にあたり、若手
教職員を集め、未来の学園のあるべき姿を検討してもらってい
るところですが、この不易流行の考え方により、教職員及び学
生・生徒の皆さんが生き生きと希望をもって働き、学べるよう
な素晴らしい“未来の姿”が描けることを期待しています。
　また、創立 80 周年記念事業として、「未来の学園コンテスト」
を実施中です。これは、学園に関わる全ての教職員及び学生・
生徒が将来のビジョンを共有できる学園を目指して、未来への
決意表明をしてもらおうという趣旨に基づくものです。137 件
という多くの応募があり、教職員及び学生生徒の、未来にかけ
る思いの詰まった素晴らしい提案がたくさんあります。これか
ら選考の段階に移りますが、動画を活用したプレゼンテーショ
ンによる最終選考会にて優秀者の表彰を行う予定です。
　今までにない大規模投資として、静岡駅北口の一等地に位
置する御幸町再開発ビルに「御幸町キャンパス」を 2024（令和
6）年 4 月に開校する予定です。これは、静岡理工科大学の研究
拠点・地域連携拠点となるサテライト・ラボ及び地域協働セ
ンターを設置し、「理工系教育・人間形成教育の振興」と、静岡
デザイン専門学校を中心とした「中心市街地の賑わい創出」な
ど、学園を挙げて SIST（Shizuoka Institute of Science and 
Technology）グループのランドマークとするものです。コロナ
禍を危機と捉えるだけではなく、チャンスととらえ、この御幸
町キャンパスを大いに利用しながら、学園の発展に資するも
のとして位置付けております。
　とはいえ、少子高齢化とコロナ禍による不況により、進学率
の減少も危惧されるなど、学校運営を取り巻く状況は益々厳し
くなることが予想されます。
　この変化の激しい時代にあって、全国的にも例を見ない豊富
な学校種を擁する総合学園の強みを活かした学校運営により、
学園全教職員が一致団結してこの難局を乗り越え、更に発展し
ていきたいと考えます。
　今後とも皆様方のご支援・ご指導のほど、よろしくお願い申
し上げます。

学校法人静岡理工科大学　常務理事
（法人担当）

藤浪 和夫

学校法人静岡理工科大学創立 80 周年にあたって
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理事長 挨拶

「フェアでオリジナリティの高い
教育・研究活動を通じて地域社会に
貢献し学生・生徒と共に成長し
続ける総合学園」を目指して

　1940（昭和 15）年に“技術者の育成をもって地域社会に貢献す
る”を建学の精神として設立された本学園も、おかげさまで創
立 80 周年を迎えることができました。20世紀から 21世紀にか
けてのその軌跡は、戦後の復興から、モータリゼーションやコ
ンピュータの出現に象徴される高度成長時代を経て、バブル崩
壊による世界的な経済不況も経験、そして、現在のAI やグロー
バル化時代の訪れなど、社会全体や産業界もドラスティックな
変化とともに起伏のあった 80年でありました。
　そして今、本学園の歴史を振り返る時、それぞれの時代で常
に未来志向で真摯に学園の発展を担ってきた多くの先達の
方々の弛まぬ努力と英知の結集とに心より深く感謝の意を表
したいと存じます。また、ご後援いただいた多くの保護者、卒業
生の方々、本学園各校の教育にご理解とご支援をいただいた多
くの企業様、そして本学園設置校の成長を温かく見守り応援し
続けていただいた地域の皆様に対しましても心より深謝申し
上げる次第です。
　本学園は、現在、静岡県全域に大学、中学校、高等学校、専門
学校、日本語学校全 13 校 7,700 名強を擁する総合学園へと発
展してまいりました。近年では、多様性のある学校種の融合を
図るため、全教職員が目標を共有し、オープンな環境を創り出
し、学園全体で一体感を醸成することに注力してきました。総
合学園として多彩な一貫教育の教育連携を推し進め、繋がり
の仕組みをより進化、魅力あるものとさせてきたのもその一
環であります。
　さて、2020（令和 2）年は、コロナ禍で始まった未曾有の年と
なり、先の見透しが困難で閉塞感を感じた一方で、社会の在り
様や人間の生き方等についても深く教えられることも多く、
教育に就きましても大きく進歩、変革する機会を与えてくれ
た年であると捉えています。実施せざるを得なかったオンラ
イン授業ですが、単に対面授業の代替というだけではなく教
育の見える化を始めとし幾つかの気づきを得ると共に、対面
授業の必要性も実感させられました。そして教育には変える
べきことと変えてはいけない重要なことの存在を強く自覚し
たことは今後の教育活動にとり大切な資産になった、と思い

ます。また、このコロナ禍は改めて教育と社会との“繋がり”の
強さを感じさせられた出来事でもありました。地域社会への
貢献の重要性を再認識し、地域社会に貢献し続けることによ
り、学校教育の必然性を更に高めることが必要であることを
強く認識しました。
　総合学園としての次のステージでは、学校種の多様性ゆえ
の特長を活かし、様々な企業や地域社会との連携を更に深め、
「開かれた学園」として永続的な発展を目指ざしていくことを
“80 年の誓い”として邁進する所存であります。その一例とし
て、建学の精神にもある「地域に対する貢献」というテーマを
広い範囲で具現化するため、静岡駅前に、産業界など地域社会
との接点を更に深く、大きくする様々な情報発信や人生百年
時代の生涯教育などの機能を合わせ持つ御幸町キャンパスを
本学園のランドマークとして新設し、地域と共に発展して行
きたいと考えています。
　他にも新しい取り組みを積極的に展開する意向であります
が、その為には常に望ましい未来像を描いたうえで、現在を振
り返り、課題を発見し、解決するバックキャスティング思考を
全学園の運営に浸透させ、地域社会の協力を得ながら、新しい
価値観を創造し続けていく文化を根付かせ醸成したいと考え
ています。そして、変えねばならぬ点は変え、守るべき点は守
り、全教職員一丸となって、90 周年、100 周年に向けて、日々精
進を重ねてまいる所存でございます。
　今後とも皆様方の温かいご支援・ご指導を賜りますようお
願い申し上げます。
　結びとなりますが、学園創立 80周年記念の準備にあたり、ご
尽力、ご協力いただきましたすべての皆様方に感謝申し上げま
すとともに、記念誌にご寄稿賜りました皆様方には厚く御礼申
し上げます。

学校法人静岡理工科大学　理事長

橋本 新平

常務理事 挨拶

豊富な学校種を擁する
総合学園の強みを活かして

　学校法人静岡理工科大学は、1940（昭和 15）年の設立以来、幾
多の苦難と紆余曲折を経て令和 2 年に 80 周年を迎えることと
なりました。これも偏に先人の皆様の教育にかける熱意とご努
力の賜物であると深く感謝申し上げる次第です。
　さて、本学園は、現在静岡理工科大学を中心に、中学・高校４
校、専門学校６校、日本語学院 2校、計 13 校を擁する総合学園
に発展して参りました。今回の 80 周年記念誌発刊にあたり、時
は第 2次世界大戦前の軍需優先の中、運転免許を持つ者の多く
が戦争に召集されてしまい、国内での運輸業務遂行のために自
動車学校設立を計画し苦労の末、用地買収をまとめた矢先、護
国神社の移転先として取り上げられてしまったことなど、多く
の苦難とそれを克服した創業者の皆様方のご努力があって、こ
の学校法人が誕生したことを知りました。このような先人の皆
様のご恩に報いるためにも、80 周年を一つのきっかけとし、90
年、100 年、更に未来に向かって永久に発展することを期待し、
又、微力ながら学園の発展に貢献していくことに決意を新たに
しております。
　ご承知の通り、2020（令和 2）年に入り、中国を感染源とした新
型コロナウイルスにより、日本はもとより、世界中の経済社会
が大打撃を受け、先が見通せない VUCA の時代を迎えていま
す。本学園においても、教育ではオンライン授業が導入され、ま
た、教職員の働き方として在宅勤務を経験し、今まで考えられ
なかった変化が起こっています。無論全てがオンライン授業に
なるわけではなく、対面授業とのハイブリッド型授業になるも
のと思われ、また、働き方についても在宅と出勤のメリット・
デメリットを考慮した形態になると思われますが、まさにパラ
ダイムシフトというべきであり、今までの常識が通用しない時
代に突入したという感じが致します。
　しかし、このような時代にあっても、変わるべきものと変え
てはいけないものがあります。時代のニーズに対応する教育内
容は変えるべきものです。変えてはいけないものは、「技術者の
育成をもって地域社会に貢献する」という建学の精神です。“技
術者”の現代的定義をし直す必要はありますが、建学の精神自
体は不変です。

　現在、第 4次中期計画（2022 ～ 2027 年度）策定にあたり、若手
教職員を集め、未来の学園のあるべき姿を検討してもらってい
るところですが、この不易流行の考え方により、教職員及び学
生・生徒の皆さんが生き生きと希望をもって働き、学べるよう
な素晴らしい“未来の姿”が描けることを期待しています。
　また、創立 80 周年記念事業として、「未来の学園コンテスト」
を実施中です。これは、学園に関わる全ての教職員及び学生・
生徒が将来のビジョンを共有できる学園を目指して、未来への
決意表明をしてもらおうという趣旨に基づくものです。137 件
という多くの応募があり、教職員及び学生生徒の、未来にかけ
る思いの詰まった素晴らしい提案がたくさんあります。これか
ら選考の段階に移りますが、動画を活用したプレゼンテーショ
ンによる最終選考会にて優秀者の表彰を行う予定です。
　今までにない大規模投資として、静岡駅北口の一等地に位
置する御幸町再開発ビルに「御幸町キャンパス」を 2024（令和
6）年 4 月に開校する予定です。これは、静岡理工科大学の研究
拠点・地域連携拠点となるサテライト・ラボ及び地域協働セ
ンターを設置し、「理工系教育・人間形成教育の振興」と、静岡
デザイン専門学校を中心とした「中心市街地の賑わい創出」な
ど、学園を挙げて SIST（Shizuoka Institute of Science and 
Technology）グループのランドマークとするものです。コロナ
禍を危機と捉えるだけではなく、チャンスととらえ、この御幸
町キャンパスを大いに利用しながら、学園の発展に資するも
のとして位置付けております。
　とはいえ、少子高齢化とコロナ禍による不況により、進学率
の減少も危惧されるなど、学校運営を取り巻く状況は益々厳し
くなることが予想されます。
　この変化の激しい時代にあって、全国的にも例を見ない豊富
な学校種を擁する総合学園の強みを活かした学校運営により、
学園全教職員が一致団結してこの難局を乗り越え、更に発展し
ていきたいと考えます。
　今後とも皆様方のご支援・ご指導のほど、よろしくお願い申
し上げます。

学校法人静岡理工科大学　常務理事
（法人担当）

藤浪 和夫

学校法人静岡理工科大学創立 80 周年にあたって
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理事 挨拶

80 年の歴史を礎に、
さらなる発展を目指して

　本学園は、1940（昭和 15）年 5月、静岡市柚木に開校した静岡
県自動車学校から始まりました。その後、戦中・戦後の動乱期、
高度経済成長やリーマンショックなど、幾多の苦難を乗り越え
て現在に至っております。
　本学園の歴史の中で、最も大きな出来事は、1990（平成２）年
12 月に法人名称を学校法人静岡理工科大学に変更し、翌年の４
月に静岡理工科大学を開学したことです。その後、新たな専門
学校や日本語学校、中学校の開校により、学校数は 7校から 13
校となりました。本学園の 80 年の歴史の中で、この約 10 年間
は、学校数の増加のみならず、中学校を開校したことで中等教
育と高等教育を擁した学校法人に拡大して参りました。また、
時代のニーズに対応して、学科の再編や新学科の開設も行って
参りました。
　これもひとえに、先人の方々のご努力はもとより、本学園を
支えて下さった自治体や企業の方々並びに市民の方々のご支
援の賜と、心よりお礼申し上げます。
　静岡理工科大学の歴史は、法人名称が学校法人静岡理工科大
学になって以降の歴史と同じですので、満 30 歳を迎えること
ができました。１学部４学科で開設した本学は、1995（平成７）
年の大学院設置、2008（平成 20）年の総合情報学部（現在の情報
学部）設置、2017（平成 29）年の県内大学初の建築学科設置、昨年
のコンピュータシステム学科データサインエンス専攻設置を
経て、現在２学部７学科１研究科となり、在籍者数も開学当時
の1,400名程から1,700名程になりました。また、昨年12月には、
袋井市と「ふくろい産業イノベーションセンター設置」につい
ての合意書を締結し、地域産業との連携の新たな展開を目指し
て、これから実質的な活動を行って参ります。
　現在、本学では、来年４月の土木工学科開設に向けて、新校舎
と実験棟の建設工事を行っており、来年 9 月に竣工予定です。
静岡県には、理工系私立大学は、本学のみでありますし、建築・
土木分野の学科を有する大学は、県内の国公立大学を含めても
本学の他にありません。また、数年後には、学生増加に伴う教室
増設工事や大学院博士課程設置も検討しております。
　ここ数年の本学の歩みやこれらの計画は、静岡県に位置する

大学として、これからの地域経済や産業の変化、それに対応し
て求められる人材や技術の動向などを踏まえ、使命や役割を再
定義して、その達成に向けて教育改革や研究の活性化を図れる
ように講じてきている施策の一環です。
　今は、世界的に猛威を振るっている新型コロナウィルスの
感染防止と経済活動の両立、大学で云うと、教育研究活動との
両立ができるように、迅速かつ弾力的に対応することを第一
優先としております。しかし、新型コロナウィルスは必ず終息
するときがきます。終息後に本学に求められる使命や役割は、
現在、認識しているものとは異なってくることも予想されま
す。特に、地政学的な変化が国際社会に与える影響は、益々、顕
著になり、それによる国内はもとより、静岡県の経済や産業に
及ぼす影響は多大であり、これが本学の使命や役割にも波及
してくることも予想されます。そのために、現在の取り組みの
成果を確実に得られるようにすることと、終息後の世界を予
測して、そのときに成すべきことができるための準備もして
おります。
　本学の理念は“豊かな人間性を基に、「やらまいか精神と創造
性」で地域社会に貢献する技術者を育成する”です。この理念の
意味するところを不易として、“地域社会”や“技術者”は、その
時代に適した再定義をしつつ、流行を取り入れ、不易と流行の
バランスを取りながら柔軟な対応を図って参りたいと存じま
す。また、自治体や企業の方々などからも一層のご教示を賜り、
これらの方々とも更なる連携を図りながら、本学が社会の発展
や活性化に寄与できるようにして参りたいと存じます。
　後の時代に、本学園の歴史を振り返ったとき、これからの取り
組みが、本学は元より、本学園にとっても、大きな転機であったと
認めて頂けるように、今後も邁進して参る所存であります。
　今後とも益々のご支援とご指導・ご鞭撻を賜りますよう、宜
しくお願い申し上げます。

学校法人静岡理工科大学　理事
                （大学担当）

下田 修

理事 挨拶

学園に息衝く
「気合い」について

　本学園創立 80 周年、この記念すべき日を迎えることができ
たのも、ひとえに、創立以来本学園の教育にご支援・ご協力を
いただきました地域の皆様、保護者の皆様、役員の皆様方はも
とより、これまで本学園の教育を支えてこられました歴代校長
先生をはじめ、多くの教職員の方々、そして、何よりも努力と研
鑽を積み重ねている卒業生の皆様のおかげであると心より感
謝申し上げます。
　さて、中・高部門は、1963（昭和 38）年自動車の普及が進む中、
クルマ社会のニーズに応えるべく、技術者の育成を目指して静岡
県自動車工業高校を開校したところから始まります。爾来、1977
（昭和 52）年には学校法人金指学園から星陵高等学校の経営を受
け継ぎ、2010（平成 22）年には静岡北中学校を、翌年の 2011（平成
23）年には星陵中学校を開校し、現在に至っております。
　この間、各校は地域のニーズに応えるべく数々の変遷を繰り
返し、時には、募集定員を下回る入学状況になる等、非常に厳し
い状況に置かれることもありましたが、先人達が中心となり、
その都度「気合い」で乗り越えてまいりました。それでは、本学
園に息衝く「気合い」とは何でしょうか。
　それは「目標達成のためには、教職員が一丸となって、精神を集
中して物事に取り組む」という姿勢です。これが原動力となって
いるのです。「今、何が悪いからこういう状況になっているのか」
「次を上手くやるにはどうすれば良いのか」「今の状況をより良く
するためには、どこを、どのように改善すれば良いのか」等々を、
皆で集中して考えることができるという文化があり、それが「気
合を入れる」ということだと考えているからです。
　「目標」は、達成しなければ目標ではありません。目標を達成
するためには、それぞれの「職責」において論理的・科学的プロ
セスであるマネジメントサイクル（P･D･C･A）を、常に回すこと
が重要であります。しかしながら、結果を出すために、どんなに
綿密に計画を立てても、期待通りの結果が出るということは稀
であるということもまた事実です。そこで大切なのは定期的な
検証なのです。今後もその検証を怠ることなく実施し、善後策
をたて、具体的に行動していく所存でございますので、ご
支援・ご助言の程よろしくお願いいたします。

　今、時代は急激な変革期にあります。日本は、今後益々進むグ
ローバル化に対応するため、小学校・中学校・高等学校では「学
習指導要領の改訂」が行われ、高大接続の部分においては「大学
入試改革」が行われています。このような中、卒業生、在校生と
もに「入学して良かった」「先生と出会えて良かった」と言って
もらえる学校になることはもとより、建学の精神を受け継ぎ、
これまでの教育実践をさらに加速させ、豊かな個性と優れた人
格、心身ともに健康で、進んで未来を切り拓き、逞しく生きるこ
とのできる生徒の育成を目指し、教職員が一丸となって、建学
の精神に則った教育を邁進してまいりますので、本学園発展の
ために、今後とも、皆様方からのご支援・ご指導を賜りますよ
うよろしくお願いいたします。
　結びに、学園創立 80 周年記念の準備に当たり、ご尽力・ご協
力いただきました皆様方、ご多忙中にもかかわらず玉稿をいた
だきました皆様方に深く御礼を申し上げます。

学校法人静岡理工科大学　理事
　　　（中学校・高等学校担当）

渡邉 一洋

学校法人静岡理工科大学創立 80 周年にあたって

011010



理事 挨拶

80 年の歴史を礎に、
さらなる発展を目指して

　本学園は、1940（昭和 15）年 5月、静岡市柚木に開校した静岡
県自動車学校から始まりました。その後、戦中・戦後の動乱期、
高度経済成長やリーマンショックなど、幾多の苦難を乗り越え
て現在に至っております。
　本学園の歴史の中で、最も大きな出来事は、1990（平成２）年
12 月に法人名称を学校法人静岡理工科大学に変更し、翌年の４
月に静岡理工科大学を開学したことです。その後、新たな専門
学校や日本語学校、中学校の開校により、学校数は 7校から 13
校となりました。本学園の 80 年の歴史の中で、この約 10 年間
は、学校数の増加のみならず、中学校を開校したことで中等教
育と高等教育を擁した学校法人に拡大して参りました。また、
時代のニーズに対応して、学科の再編や新学科の開設も行って
参りました。
　これもひとえに、先人の方々のご努力はもとより、本学園を
支えて下さった自治体や企業の方々並びに市民の方々のご支
援の賜と、心よりお礼申し上げます。
　静岡理工科大学の歴史は、法人名称が学校法人静岡理工科大
学になって以降の歴史と同じですので、満 30 歳を迎えること
ができました。１学部４学科で開設した本学は、1995（平成７）
年の大学院設置、2008（平成 20）年の総合情報学部（現在の情報
学部）設置、2017（平成 29）年の県内大学初の建築学科設置、昨年
のコンピュータシステム学科データサインエンス専攻設置を
経て、現在２学部７学科１研究科となり、在籍者数も開学当時
の1,400名程から1,700名程になりました。また、昨年12月には、
袋井市と「ふくろい産業イノベーションセンター設置」につい
ての合意書を締結し、地域産業との連携の新たな展開を目指し
て、これから実質的な活動を行って参ります。
　現在、本学では、来年４月の土木工学科開設に向けて、新校舎
と実験棟の建設工事を行っており、来年 9 月に竣工予定です。
静岡県には、理工系私立大学は、本学のみでありますし、建築・
土木分野の学科を有する大学は、県内の国公立大学を含めても
本学の他にありません。また、数年後には、学生増加に伴う教室
増設工事や大学院博士課程設置も検討しております。
　ここ数年の本学の歩みやこれらの計画は、静岡県に位置する

大学として、これからの地域経済や産業の変化、それに対応し
て求められる人材や技術の動向などを踏まえ、使命や役割を再
定義して、その達成に向けて教育改革や研究の活性化を図れる
ように講じてきている施策の一環です。
　今は、世界的に猛威を振るっている新型コロナウィルスの
感染防止と経済活動の両立、大学で云うと、教育研究活動との
両立ができるように、迅速かつ弾力的に対応することを第一
優先としております。しかし、新型コロナウィルスは必ず終息
するときがきます。終息後に本学に求められる使命や役割は、
現在、認識しているものとは異なってくることも予想されま
す。特に、地政学的な変化が国際社会に与える影響は、益々、顕
著になり、それによる国内はもとより、静岡県の経済や産業に
及ぼす影響は多大であり、これが本学の使命や役割にも波及
してくることも予想されます。そのために、現在の取り組みの
成果を確実に得られるようにすることと、終息後の世界を予
測して、そのときに成すべきことができるための準備もして
おります。
　本学の理念は“豊かな人間性を基に、「やらまいか精神と創造
性」で地域社会に貢献する技術者を育成する”です。この理念の
意味するところを不易として、“地域社会”や“技術者”は、その
時代に適した再定義をしつつ、流行を取り入れ、不易と流行の
バランスを取りながら柔軟な対応を図って参りたいと存じま
す。また、自治体や企業の方々などからも一層のご教示を賜り、
これらの方々とも更なる連携を図りながら、本学が社会の発展
や活性化に寄与できるようにして参りたいと存じます。
　後の時代に、本学園の歴史を振り返ったとき、これからの取り
組みが、本学は元より、本学園にとっても、大きな転機であったと
認めて頂けるように、今後も邁進して参る所存であります。
　今後とも益々のご支援とご指導・ご鞭撻を賜りますよう、宜
しくお願い申し上げます。

学校法人静岡理工科大学　理事
                （大学担当）

下田 修

理事 挨拶

学園に息衝く
「気合い」について

　本学園創立 80 周年、この記念すべき日を迎えることができ
たのも、ひとえに、創立以来本学園の教育にご支援・ご協力を
いただきました地域の皆様、保護者の皆様、役員の皆様方はも
とより、これまで本学園の教育を支えてこられました歴代校長
先生をはじめ、多くの教職員の方々、そして、何よりも努力と研
鑽を積み重ねている卒業生の皆様のおかげであると心より感
謝申し上げます。
　さて、中・高部門は、1963（昭和 38）年自動車の普及が進む中、
クルマ社会のニーズに応えるべく、技術者の育成を目指して静岡
県自動車工業高校を開校したところから始まります。爾来、1977
（昭和 52）年には学校法人金指学園から星陵高等学校の経営を受
け継ぎ、2010（平成 22）年には静岡北中学校を、翌年の 2011（平成
23）年には星陵中学校を開校し、現在に至っております。
　この間、各校は地域のニーズに応えるべく数々の変遷を繰り
返し、時には、募集定員を下回る入学状況になる等、非常に厳し
い状況に置かれることもありましたが、先人達が中心となり、
その都度「気合い」で乗り越えてまいりました。それでは、本学
園に息衝く「気合い」とは何でしょうか。
　それは「目標達成のためには、教職員が一丸となって、精神を集
中して物事に取り組む」という姿勢です。これが原動力となって
いるのです。「今、何が悪いからこういう状況になっているのか」
「次を上手くやるにはどうすれば良いのか」「今の状況をより良く
するためには、どこを、どのように改善すれば良いのか」等々を、
皆で集中して考えることができるという文化があり、それが「気
合を入れる」ということだと考えているからです。
　「目標」は、達成しなければ目標ではありません。目標を達成
するためには、それぞれの「職責」において論理的・科学的プロ
セスであるマネジメントサイクル（P･D･C･A）を、常に回すこと
が重要であります。しかしながら、結果を出すために、どんなに
綿密に計画を立てても、期待通りの結果が出るということは稀
であるということもまた事実です。そこで大切なのは定期的な
検証なのです。今後もその検証を怠ることなく実施し、善後策
をたて、具体的に行動していく所存でございますので、ご
支援・ご助言の程よろしくお願いいたします。

　今、時代は急激な変革期にあります。日本は、今後益々進むグ
ローバル化に対応するため、小学校・中学校・高等学校では「学
習指導要領の改訂」が行われ、高大接続の部分においては「大学
入試改革」が行われています。このような中、卒業生、在校生と
もに「入学して良かった」「先生と出会えて良かった」と言って
もらえる学校になることはもとより、建学の精神を受け継ぎ、
これまでの教育実践をさらに加速させ、豊かな個性と優れた人
格、心身ともに健康で、進んで未来を切り拓き、逞しく生きるこ
とのできる生徒の育成を目指し、教職員が一丸となって、建学
の精神に則った教育を邁進してまいりますので、本学園発展の
ために、今後とも、皆様方からのご支援・ご指導を賜りますよ
うよろしくお願いいたします。
　結びに、学園創立 80 周年記念の準備に当たり、ご尽力・ご協
力いただきました皆様方、ご多忙中にもかかわらず玉稿をいた
だきました皆様方に深く御礼を申し上げます。

学校法人静岡理工科大学　理事
　　　（中学校・高等学校担当）

渡邉 一洋

学校法人静岡理工科大学創立 80 周年にあたって

011010



1940（昭和 15）年 5月

1956（昭和 31）年 4月

1962（昭和 37）年 9月

1963（昭和 38）年 4月

1970（昭和 45）年 7月

1973（昭和 48）年 4月

1976（昭和 51）年 3月

1977（昭和 52）年 6月

1980（昭和 55）年 4月

1982（昭和 57）年 4月

1983（昭和 58）年 4月

1984（昭和 59）年 9月

1985（昭和 60）年 4月

1988（昭和 63）年 4月

1990（平成 2）年 4月

7月

12 月

1991（平成 3）年 4月

1995（平成 7）年 1月

1996（平成 8）年 4月

1997（平成 9）年 4月

1999（平成 11）年 4月

2000（平成 12）年 4月

2001（平成 13）年 4 月

11 月

2005（平成 17）年 4月

2007（平成 19）年 4月

2008（平成 20）年 4月

2010（平成 22）年 4月

2011（平成 23）年 4月

10 月

11 月

2012（平成 24）年 4月

2013（平成 25）年 8月

10 月

2016（平成 28）年 4月

2017（平成 29）年 4月

2019（平成 31）年 4月

2020（令和 2）年

静岡県自動車学校開設

静岡県自動車学校に整備科を設置

法人名を学校法人静岡県自動車学園に改称

静岡県自動車工業高等学校開校

静岡県自動車学校から静岡産業技術専門学校を分離開設

静岡産業技術専門学校に電子計算機科を設立し、コンピュータ教育を開始

学校教育法（専修学校規定）により静岡産業技術専門学校が専修学校（専門課程）として認可

星陵高等学校がグループ校に加入

静岡県自動車工業高等学校を静岡北高等学校に校名変更　　静岡産業技術専門学校に情報処理科を設置

静岡北高等学校に普通科を設置

沼津情報専門学校開校

静岡文化専門学校がグループ校に加入

浜松情報専門学校開校

静岡北高等学校に工業技術科を開設　　星陵高等学校に英数科を開設

静岡北高等学校に理数科を開設

学校法人静岡県自動車学園より学校法人静岡自動車学園が分離

学校法人静岡県自動車学園を学校法人静岡理工科大学に改称

静岡理工科大学開学

文部省（当時）より当学校法人の専門学校の当該課程を修了した者を「専門士」と称することが認定される

静岡理工科大学に大学院を開設

静岡文化専門学校を静岡デザイン専門学校に校名変更

静岡理工科大学に情報システム学科を開設

静岡北高等学校に国際コミュニケーション科を開設

静岡北高等学校、星陵高等学校から、静岡理工科大学への高・大一貫教育を開始

静岡理工科大学開学 10 周年記念式典を開催

浜松情報専門学校が浜松駅前に新校舎を建設し移転

文部科学省から静岡北高等学校がスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を受ける

静岡理工科大学に総合情報学部を開設
静岡インターナショナル･エア･リゾート専門学校、静岡デザイン専門学校　浜松校開校

静岡北中学校開校　　沼津情報専門学校を沼津情報・ビジネス専門学校に校名変更

星陵中学校開校　　静岡デザイン専門学校浜松校を専門学校 浜松デザインカレッジに校名変更

浜松日本語学院開校

静岡理工科大学開学 20 周年記念式典を開催

文部科学省から静岡北高等学校が 2期目となるスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を受ける

沼津情報・ビジネス専門学校創立 30 周年記念式典を開催

静岡北高等学校創立 50 周年記念式典を開催

沼津情報・ビジネス専門学校が沼津駅南に新校舎を建設し移転

静岡理工科大学に建築学科を開設　　沼津日本語学院開校

文部科学省から静岡北高等学校が 3期目となるスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を受ける

学校法人静岡理工科大学創立 80 周年

沿革
理事 挨拶

紡ぎ繋いでいく
「信頼」と「挑戦」

　この度、本学園創立 80 周年を史上最多の 7,714 名の学生・
生徒とともに迎えられたことに喜びを実感しております。偏
に学園創立以来、時代の要請に応える教育を実践されてきた
先輩諸氏のご努力と先見の明に敬意を表するとともに、深く
感謝申し上げたいと存じます。また、学園各校の教育にご理
解、ご支援くださいました多くの卒業生、保護者の皆様及び地
域並びにご支援を頂いています企業・団体の皆様に深く感謝
申し上げます。
　さて、専門学校教育としての本学園の歴史を辿りますと、
1956（昭和 31）年 4 月に、今の静岡産業技術専門学校の前身で
ある静岡県自動車学校整備科第 1 期生は 38 名から始まりま
した。爾来、自動車整備教育から始まり、1973（昭和 48）年に情
報処理教育を開始、昭和 50 年代後半（1980 年代）には、沼津情
報専門学校、浜松情報専門学校、静岡文化専門学校と地域、分
野を広げ、2008（平成 20）年には富士山静岡空港開港に合わせ、
静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校が開校す
るとともに、静岡デザイン専門学校浜松校を開校し、更に 2011
（平成 23）年に浜松日本語学院、６年後に沼津日本語学院が開
校となりました。常に、時代々々の要請に応えた人材育成に挑
み、地域に多くの人材を輩出し、現在は、専門学校 6 校、日本語
学院 2 校に 3,092 名が在籍し、静岡県下専門学校生の 23％を
占めるに至り、まさに「県下 No.1 の専門学校グループ」に成長
してまいりました。
　本学園の進取の気性に富んだ専門学校展開の底には、常に
「技術者の育成を以て地域社会に貢献する」とした建学の精神
に基づき、真摯に技術者教育を実践し、そこから醸成された地
域、企業、保護者、卒業生の皆様からの「信頼」を先輩諸氏が一つ
ひとつ紡ぎ繋いできてくださったことにあるものです。
　「信頼」は一足飛びに得ることはできず、地道に重ね合わせ積
み上げてきた努力と真摯な姿勢、そして教育への情熱から得ら
れるものであり、手前勝手な理屈ではなく、常に学生、地域、企
業のニーズを察知して積み上げてきた学園の財産であると思
います。
　2020（令和 2）年・80周年の記念の年は、新型コロナウィルス

COVID-19の感染拡大の禍にも拘らず、教職員は「うつらない、う
つさない」ことを基本とし、学生を守りつつ学びを止めないとし
てオンライン授業を模索しながら、学生に寄り添うことに専心し
ておりました。このことは、学生だけでなく、保護者を始めとした
ご家族、更には進学を希望する方々からも多くの「信頼」を頂くこ
とと繋がってまいりました。
　もとより、これからの時代は Society5.0 に向けたDX（デジタ
ル・トランスフォーメーション）による変革が進むと言われて
いたところに、コロナ禍の影響もあり、その変革スピードは大
きく加速し、教育の在り方、手法も大きな変化の時代を迎える
こととなります。オンライン授業と対面授業のハイブリッド型
での授業運営や在宅勤務を定着させ、これまでにはできないと
思ったことが簡単にできるような仕組みやサービスが数多く
我々の眼前に現れるものと思われます。そうしたものを取り入
れながら、新しい時代の教育、人材育成を標榜していくことと
なります。
　こうした時代背景の中、我々は「県下No.1 の専門学校グルー
プ」に相応しい「質」を求め、あらゆる側面において、「質の向上」
に邁進していかなければならないと考えております。今後、「県
下 No.1 の専門学校グループとしての圧倒的な教育力を構築し
ていく」ことを目指していきたいと考えています。
　この先の学園事業としましても、ビッグプロジェクトである
2024（令和6）年の「御幸町キャンパス構築」と、それに伴う専門
学校の再編が展開されていきます。将来の学園のランドマーク
としての「御幸町キャンパス」を軸に、専門学校グループの力を
掛け合わせて、様々な事業展開を進めて行くこととなります。
　しかしながら、変えてはいけない基本姿勢として、学園の財
産である「信頼」と「進取の気性」は、将来に向けても繋いで行か
なければいけないものであり、学園を支えてくださった先人の
皆様が紡いで来られた「信頼」を専門学校部門教職員一丸と
なって更に高く築き上げていき、変革の時代に相応しい「進取
の気性に富んだ挑戦」を続けていきたいと思います。
　どうぞ、今後とも皆様方のご指導・ご支援を賜りますよう宜
しくお願い申し上げます。

学校法人静岡理工科大学　理事
            （専門学校担当）

髙橋 仁

学校法人静岡理工科大学創立 80 周年にあたって

013012



1940（昭和 15）年 5月

1956（昭和 31）年 4月

1962（昭和 37）年 9月

1963（昭和 38）年 4月

1970（昭和 45）年 7月

1973（昭和 48）年 4月

1976（昭和 51）年 3月

1977（昭和 52）年 6月

1980（昭和 55）年 4月

1982（昭和 57）年 4月

1983（昭和 58）年 4月

1984（昭和 59）年 9月

1985（昭和 60）年 4月

1988（昭和 63）年 4月

1990（平成 2）年 4月

7月

12 月

1991（平成 3）年 4月

1995（平成 7）年 1月

1996（平成 8）年 4月

1997（平成 9）年 4月

1999（平成 11）年 4月

2000（平成 12）年 4月

2001（平成 13）年 4 月

11 月

2005（平成 17）年 4月

2007（平成 19）年 4月

2008（平成 20）年 4月

2010（平成 22）年 4月

2011（平成 23）年 4月

10 月

11 月

2012（平成 24）年 4月

2013（平成 25）年 8月

10 月

2016（平成 28）年 4月

2017（平成 29）年 4月

2019（平成 31）年 4月

2020（令和 2）年

静岡県自動車学校開設

静岡県自動車学校に整備科を設置

法人名を学校法人静岡県自動車学園に改称

静岡県自動車工業高等学校開校

静岡県自動車学校から静岡産業技術専門学校を分離開設

静岡産業技術専門学校に電子計算機科を設立し、コンピュータ教育を開始

学校教育法（専修学校規定）により静岡産業技術専門学校が専修学校（専門課程）として認可

星陵高等学校がグループ校に加入

静岡県自動車工業高等学校を静岡北高等学校に校名変更　　静岡産業技術専門学校に情報処理科を設置

静岡北高等学校に普通科を設置

沼津情報専門学校開校

静岡文化専門学校がグループ校に加入

浜松情報専門学校開校

静岡北高等学校に工業技術科を開設　　星陵高等学校に英数科を開設

静岡北高等学校に理数科を開設

学校法人静岡県自動車学園より学校法人静岡自動車学園が分離

学校法人静岡県自動車学園を学校法人静岡理工科大学に改称

静岡理工科大学開学

文部省（当時）より当学校法人の専門学校の当該課程を修了した者を「専門士」と称することが認定される

静岡理工科大学に大学院を開設

静岡文化専門学校を静岡デザイン専門学校に校名変更

静岡理工科大学に情報システム学科を開設

静岡北高等学校に国際コミュニケーション科を開設

静岡北高等学校、星陵高等学校から、静岡理工科大学への高・大一貫教育を開始

静岡理工科大学開学 10 周年記念式典を開催

浜松情報専門学校が浜松駅前に新校舎を建設し移転

文部科学省から静岡北高等学校がスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を受ける

静岡理工科大学に総合情報学部を開設
静岡インターナショナル･エア･リゾート専門学校、静岡デザイン専門学校　浜松校開校

静岡北中学校開校　　沼津情報専門学校を沼津情報・ビジネス専門学校に校名変更

星陵中学校開校　　静岡デザイン専門学校浜松校を専門学校 浜松デザインカレッジに校名変更

浜松日本語学院開校

静岡理工科大学開学 20 周年記念式典を開催

文部科学省から静岡北高等学校が 2期目となるスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を受ける

沼津情報・ビジネス専門学校創立 30 周年記念式典を開催

静岡北高等学校創立 50 周年記念式典を開催

沼津情報・ビジネス専門学校が沼津駅南に新校舎を建設し移転

静岡理工科大学に建築学科を開設　　沼津日本語学院開校

文部科学省から静岡北高等学校が 3期目となるスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を受ける

学校法人静岡理工科大学創立 80 周年

沿革
理事 挨拶

紡ぎ繋いでいく
「信頼」と「挑戦」

　この度、本学園創立 80 周年を史上最多の 7,714 名の学生・
生徒とともに迎えられたことに喜びを実感しております。偏
に学園創立以来、時代の要請に応える教育を実践されてきた
先輩諸氏のご努力と先見の明に敬意を表するとともに、深く
感謝申し上げたいと存じます。また、学園各校の教育にご理
解、ご支援くださいました多くの卒業生、保護者の皆様及び地
域並びにご支援を頂いています企業・団体の皆様に深く感謝
申し上げます。
　さて、専門学校教育としての本学園の歴史を辿りますと、
1956（昭和 31）年 4 月に、今の静岡産業技術専門学校の前身で
ある静岡県自動車学校整備科第 1 期生は 38 名から始まりま
した。爾来、自動車整備教育から始まり、1973（昭和 48）年に情
報処理教育を開始、昭和 50 年代後半（1980 年代）には、沼津情
報専門学校、浜松情報専門学校、静岡文化専門学校と地域、分
野を広げ、2008（平成 20）年には富士山静岡空港開港に合わせ、
静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校が開校す
るとともに、静岡デザイン専門学校浜松校を開校し、更に 2011
（平成 23）年に浜松日本語学院、６年後に沼津日本語学院が開
校となりました。常に、時代々々の要請に応えた人材育成に挑
み、地域に多くの人材を輩出し、現在は、専門学校 6 校、日本語
学院 2 校に 3,092 名が在籍し、静岡県下専門学校生の 23％を
占めるに至り、まさに「県下 No.1 の専門学校グループ」に成長
してまいりました。
　本学園の進取の気性に富んだ専門学校展開の底には、常に
「技術者の育成を以て地域社会に貢献する」とした建学の精神
に基づき、真摯に技術者教育を実践し、そこから醸成された地
域、企業、保護者、卒業生の皆様からの「信頼」を先輩諸氏が一つ
ひとつ紡ぎ繋いできてくださったことにあるものです。
　「信頼」は一足飛びに得ることはできず、地道に重ね合わせ積
み上げてきた努力と真摯な姿勢、そして教育への情熱から得ら
れるものであり、手前勝手な理屈ではなく、常に学生、地域、企
業のニーズを察知して積み上げてきた学園の財産であると思
います。
　2020（令和 2）年・80周年の記念の年は、新型コロナウィルス

COVID-19の感染拡大の禍にも拘らず、教職員は「うつらない、う
つさない」ことを基本とし、学生を守りつつ学びを止めないとし
てオンライン授業を模索しながら、学生に寄り添うことに専心し
ておりました。このことは、学生だけでなく、保護者を始めとした
ご家族、更には進学を希望する方々からも多くの「信頼」を頂くこ
とと繋がってまいりました。
　もとより、これからの時代は Society5.0 に向けたDX（デジタ
ル・トランスフォーメーション）による変革が進むと言われて
いたところに、コロナ禍の影響もあり、その変革スピードは大
きく加速し、教育の在り方、手法も大きな変化の時代を迎える
こととなります。オンライン授業と対面授業のハイブリッド型
での授業運営や在宅勤務を定着させ、これまでにはできないと
思ったことが簡単にできるような仕組みやサービスが数多く
我々の眼前に現れるものと思われます。そうしたものを取り入
れながら、新しい時代の教育、人材育成を標榜していくことと
なります。
　こうした時代背景の中、我々は「県下No.1 の専門学校グルー
プ」に相応しい「質」を求め、あらゆる側面において、「質の向上」
に邁進していかなければならないと考えております。今後、「県
下 No.1 の専門学校グループとしての圧倒的な教育力を構築し
ていく」ことを目指していきたいと考えています。
　この先の学園事業としましても、ビッグプロジェクトである
2024（令和6）年の「御幸町キャンパス構築」と、それに伴う専門
学校の再編が展開されていきます。将来の学園のランドマーク
としての「御幸町キャンパス」を軸に、専門学校グループの力を
掛け合わせて、様々な事業展開を進めて行くこととなります。
　しかしながら、変えてはいけない基本姿勢として、学園の財
産である「信頼」と「進取の気性」は、将来に向けても繋いで行か
なければいけないものであり、学園を支えてくださった先人の
皆様が紡いで来られた「信頼」を専門学校部門教職員一丸と
なって更に高く築き上げていき、変革の時代に相応しい「進取
の気性に富んだ挑戦」を続けていきたいと思います。
　どうぞ、今後とも皆様方のご指導・ご支援を賜りますよう宜
しくお願い申し上げます。

学校法人静岡理工科大学　理事
            （専門学校担当）

髙橋 仁

学校法人静岡理工科大学創立 80 周年にあたって
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静岡北高の誕生と星陵高校の加入
　当学園の教習部門（静岡校）で無線教習を開始した1973
（昭和48）年、自工高校は創立10周年を迎え、記念事業の一
環として新校舎および体育館を新築することになった。情報
処理科の開設などによって生徒数が増え、従来の校舎だけで
は狭くなったためである。
　これによって施設のほぼすべてが整い、スポーツ各部のめ
ざましい活躍も始まる。これ以後の10年を見ると、サッカー
部は県大会で2度の優勝を果たし、卓球部の全国大会出場回数
も6回におよび、1980（昭和55）年には交通工学科3年生が
ジュニア卓球全国大会で準優勝するなど好成績を残した。こ
のほか、自転車競技も全国大会に3回出場し、バスケットボー
ル部も同56年の県大会に準優勝している。また、同60年以後
には当校の特色を生かした「自動車工作部」が自作車輛で省
エネ競技会に出場し、企業チームを抑えて入賞するなど好成
績をおさめた。
　この自工高校が「静岡北高等学校」（以下、静岡北高）と
名称を変更したのが1980（昭和55）年、当学園が創立40周年
を迎えた年だった。学科が4つに増えて教育内容が多様化し、
工業高校という名称の枠に入らなくなってきたためである。
このころには社会的にも普通科志向が高まっており、静岡北
高は改称した年から工業経営科に普通コースを設置し、1982
（昭和57）年には普通科を新設した。
　上記期間、当法人は学校法人金指学園を合併することとな
り、1977（昭和52）年6月3日付で県知事の認可を得た。これ
により金指学園は解散し、その経営下にあった星陵高等学校
（以下、星陵高）の経営のすべてを当学園が引き継いだ。
　星陵高は市街を一望できる風光明媚な富士宮市星山の高台
に位置し、10万㎡の校地を有する全日制普通科の男子高校で
あった。校地面積は、高校設置基準の約3倍の広さで、優れた
教育環境を有している。まだ学校創立3年目という新しい学校
だった。
　合併当時、同校の職員数は事務職員を含めて35人、在学生
は全学年合わせて487人だった。生徒は、3学年が初めてそ
ろったばかりで、卒業予定者の大半が進学を希望しており、
星陵高校の教育や進路指導への期待も大きかったことが想像
できる。
　合併からほどない9月24日、星陵高で初となる文化部発表会
が開催された。初めての試みのため一般公開をしない校内行

事とし、翌年以降、一般公開に臨めるよう活動の充実を目指
すこととなった。翌25日には第2回体育大会を実施した。10月
からは受験に向けた本格的な進路指導が展開された。第1期卒
業生の進路希望の内訳は進学が99人、就職が46人、自営5人
だったが、県内外から50社を超える求人があり、求人者数
は、就職希望者数の3倍ほどに達した。
　翌1978（昭和53）年3月、初めての卒業式を挙行（卒業生
149人）し、4月に173人の新入生を迎えると、早くも地元地区
の中学などから入学定員増の陳情が寄せられた。第1期卒業生
の進学や就職実績もその要因の一つであった。当学園は地元
の要望に応えるべく、急遽、私学協会の了承をとり、1979
（昭和54）年度の募集定員を225人に拡大し、さらに翌年3月3
日付で同55年度の入学者数を320人（総定員960人）にまで増
加するための認可を取得した。
　同時期、校舎の増築工事が進行しており、1979（昭和54）
年8月に竣工した。増加する生徒の受入体制を整える一方、
1983（昭和58）年12月には武道館も完成させ、同59年1月に竣
工式を挙行した。さらに同年11月には夜間照明総合施設も落
成し、翌60年には念願のテニスコートの整備も完了した。か
つて自工高校がそうであったように、星陵高も創立10周年を
迎える年にはほぼすべての教育施設を整えた。
　この間、生徒数は順調に増加した。部活動も年を追う毎に
実績を上げ、その名を県外に示した。1981（昭和56）年の全
国高校総体では星陵高の自転車競技部がイタリアンチーム
レースに出場し、1分47秒21の日本記録を樹立。同58年にはハ
ンドボール部が全国高校総体県大会で初優勝を飾り、全国大

会へ出場した。同60年5月には高校総体静岡県大会の自転車競
技（団体）で念願の初優勝に輝いたほか、1000mタイムトライ
アルで1～4位を独占した上、1万mポイントレースで星陵高の
選手が優勝した。また、文化系の吹奏楽部も同57年から富士
宮市民文化会館で定期演奏会を開始した。定期演奏会は、や
がて多くのファンを集める地域の恒例行事になっていった。
　星陵高校の校訓は「誠・友・厳」で、「誠」は誠実な心で
事に当たる、「友」は、友情の輪を広げる、「厳」は厳しさ
を自ら求める、を意味している。
　1973（昭和48）年以後、2度のオイルショックを経て、日本
は戦後最大の不況といわれる時代に突入していた。しかし、
当学園の高等学校は教職員たちの努力もあって、順調に生徒
数を増やし、発展し始めた。

オイルショックの影響と対策
　高等学校2校の設備が整えられる一方、静岡産業技術専門学
校（以下、静岡産技）の新校舎も1972（昭和47）年7月に完成
し、同49年2月には自動車完成検査場も竣工した。この間、テ
レビ・新聞などの報道を通じて当校の“女性技術者養成”の
理念が高い評価を受け、1973（昭和48）年7月には中日ショッ
パー社の企画で「これからの女子の職業」をテーマとする座
談会も小冊子として発行された。
　ただ、同年10月に勃発した第4次中東戦争を契機に起きた第
1次オイルショックの影響もあり、専門学校への進学者は激減
していく。もちろん、それは全国的な傾向であったが、とく
に1975（昭和50）年以後の自動車整備学校は“苦難の時代”
を迎え、各地で休校や廃校となるケースが相次いだ。当然な
がら、その状況は静岡産技も同様で、当該時期に校長に就い
た寺田實は後にこの時期のことを「就任早々、私に課された
のは起死回生の振興策でした」と振り返っている。
　この“起死回生の振興策”として寺田が理事会に上程した
計画は、なんと「生徒数を2.5倍に増やす」という大胆なプラ
ンだった。寺田自身の予測通り、同案は「机上論だ」と非難
を浴びることとなるが、このときから寺田を含む職員たちは2
人1組となって日本全国の中学や高校を車で巡り、地道な広報
活動を開始する。むろん初めての経験でもあり、その場でよ
い返事などはもらえない。それでも職員が一丸となって活動
を続け、これと並行して学校のさらなる振興策を練っていく

ことになった。広報活動を続ける傍ら、寺田は建学精神に立
ち返って熟考を重ね、やがて3つの施策にたどり着く。
　第1の策は「必要な教材はすべて買うこと」。当時の静岡産技
はいわゆる各種学校であり、社会的評価も決して高いとはいえ
なかった。教材も、あちらこちらから譲られた“おさがり”ば
かりが目立ち、決して自慢できる状況にはなかったのである。
　第2の策は、社会人としてのマナー教育の実施だった。これを
徹底することで、生徒すべてを学校が自信をもって企業に推薦
できる学生にしようと考えたのである。事実、企業からは、社
会人としての常識をわきまえた人材を望む声が上がっていた。
　最後の策は「完全2年制」。当時の学科は中卒を対象とする1
年制と高卒を対象とした2年制に分けられていたが、これをすべ
て2年制学科にする方針としたのである。これで整備科卒業生は
2級整備士資格を取得できるし、電子計算機科（1981（昭和56）
年にコンピュータ科と改称）でも80人を1年間で教育するより40
人を2年間で育てるほうが充実した教育内容にできる。
　これら3つの施策は1975（昭和50）年以後、着実に実行され
ていく。すると、日本全国から資料請求の葉書が届くように
なり、パンフレットを送り返すと実際に学生が入学し始め
た。ほどなく従来優先していた地元の推薦を待たずに定員を
満たすようになり、地域の高校からクレームがつけられるよ
うになった。やがて、定員確保を心配するどころか、志願者
全員に入学試験を実施するようにさえなったのである。こう
なると当然ながら学生の質が大きく向上し、1979（昭和54）
年から全員が2級自動車整備士試験に合格するなど卒業生の好
実績が目立つようになった。
　こうして起死回生を図った寺田の策は功を奏し、各高校や
就職先企業から「静岡産技はいい」との評判をとるように
なったのである。
　もちろん、この好循環の背景には、専修学校制度の発足、
自動車産業の発展といった外的要因もあった。法的裏付けに
より当法人を含む専門学校の社会的地位は向上し、自動車産
業の成長で学生やその保護者たちには「自動車業界は将来有
望」「自動車メーカーに就職すれば安心」といった風潮が
あった。
　しかしこれらの外的要因があったとしても、背水の陣を敷
いた寺田の策と職員たちの実行力がなければ、オイルショッ
クによる悪影響を跳ね返すことはできなかっただろう。後に
寺田は当時得た教訓を次のように語っている。
「失敗を恐れないことです。失敗を怖がる人は失敗しないよ

うな行動しかできなくなる。そこからは何も生まれないで
しょう」
　これ以後、当学園の専門学校は近い将来における情報産業
の発展を予見し、自動車産業とともに情報処理技術教育の充
実に取り組んでいくことになる。

電算化の推進と情報専門学校の開設
　当法人の専門学校のうち、静岡産技を除く2校（沼津校・浜
松校）は1974（昭和49）年に廃止となっていたが、第2種情報
処理技術者の養成を目的として沼津情報専門学校（以下、沼
津情報）と浜松情報専門学校（以下、浜松情報）を開校する
ことになった。
　これまで当学園は電算機の活用を本格化させており、1981
（昭和56）年には教習部門の静岡校で業務の電算化を実現
し、同59年にはすべての教習所で同システムの導入を完了し
た。この当学園が開発したフルコンピューターシステムは県
内唯一の本格的電算化方式であり、全国的に見てもトップレ
ベルのシステムとなった。
　またこの年には静岡産技にパソコン・ネットワーク室が完成
している。このとき当校は文部省（現、文部科学省）より
1983（昭和58）年度私立学校施設整備補助金を受けており、
同室にOCR（文字読み取り装置）、NEC製16ビットパソコン
（PC9801-E）10セットを導入し、光ファイバーで結んだネッ
トワークを構築した。これは近い将来に普及するオフィス・
オートメーションを先取りしたローカルエリアネットワーク
（LAN）システムのプロトタイプだった。これに加えてオ
フィスのデスク作業の変革も予見し、OAデスクやチェア、間
接照明なども取り入れた先進的な施設とした。
　沼津情報の開校がこれと同時期、1983（昭和58）年4月の
ことだった。前年の秋から入学試験を実施し、コンピュータ
科の第1期生103人を迎え入れた。すでに同校は県の私立学校
審議会の事前審査に合格しており、開校時から専修学校専門
課程（専門学校）として発足した。これら1期生はプレハブ
の仮校舎からのスタートとなったが、新校舎は教習部門（沼
津校）との合同校舎として建築が進められ、その竣工後、旧
校舎と教習コースの改築・改修工事も行われた。同年には浜
松情報の設立も決定し、こちらは1984（昭和59）年に私学審
議会の審査を受け、1985（昭和60）年4月、専門学校として
開校した。
　2校とも従来の自動車整備関連学科を置かず、情報処理技

術教育を中心とする専門校である。浜松情報にはコンピュー
タ科のほか、オフィス・オートメーション科（以下、OA
科）、メカトロニクス科、エレクトロニクス科が置かれ、第
1期生として合計219人を入学させた。さらに1986（昭和61）
年には3年制のOAビジネス科の開設を決定し、翌62年4月に
開講している。学科内容や取得をめざす資格などは現行の
OA科と同様だが、3年制であるため社会人でも時間をかけて
じっくり学習できる科である。主な募集対象は浜松市周辺の
大手紡績会社（4社5工場）の社員だった（一般からも募集す
る方針がとられた）。
　沼津情報では1985（昭和60）年に第1期生が卒業し、同62年
には浜松情報の第1回卒業式を挙行した。これら情報専門学校
2校には開校当初から求人数も多く、卒業予定者の就職活動は
順調な出だしとなった。情報産業関連業界が好況を呈しつつ
あったとはいえ、両校とも新設校である。合格率数十％とい
う難関の第2種情報処理技術者試験で50％という高い合格率を
記録した生徒たちの好成績に加え、教職員たちの努力の賜と
いっていいだろう。
　実際、沼津情報の職員らは第1期生卒業の約1年前から就職先
開拓についての活動を開始している。当時、学園報『交さ
点』（昭和59年4月号）には卒業生の就職と専門学校の評価と
の関係について、「専門学校の評価は、卒業生が在学中に得
た職業に関する専門の知識・技術を生かせて就職しているか
にかかっている」と記されており、担当の職員たちはこのこ
とを念頭に500社におよぶ県東部企業の調査を始めた。
　浜松情報でも卒業前年である1986（昭和61）年6月から2年生
に就職対策講座を実施し、地元企業人事部長による講演会や正
しい話し方についての動画上映、労働省職業適性検査などを
行った。この時期、コンピューターが専門家だけのものだった
時代は終わり、多くの企業がOA化を進めるようになってい
た。当法人自体も業務における総合的なシステム化を推進して
おり、1986（昭和61）年時点で専門学校のシステムは完成間近
になっていた。これは入試管理や学籍、学業、学費、就職、卒
業生管理にいたるまで一貫した情報処理を可能とするシステム
である。一方、CAI（コンピューター支援教育）についても学
園内に推進委員会を設けて研究を開始した。

杉山学園の合併
　浜松情報が発足した1984（昭和59）年の9月、当学園は創立
以来57年の歴史をもつ静岡文化服装専門学校（従来の経営母
体は学校法人杉山学園）を合併することとなった。
　同校の創立は1927（昭和2）年2月にまでさかのぼる。当初
の校名は「F.S洋裁学院」だったが、その後、1933（昭和8）年
3月に「静岡杉山洋裁縫女学校」、1963（昭和38）年4月には
「静岡文化服装学院」と改称し、1976（昭和51）年に専修学
校制度による専門学校に認定され、静岡文化服装専門学校と
なった。さらに同57年4月に「ビジネス秘書科」を開設し、
「静岡文化専門学校」（以下、静岡文化）となった。
　ファッションデザインを学ぶ同校の特色は当学園のそれと
異なっているが、技術者教育という目的――すなわち、アパ
レル（既製服）産業界に必要とされるスペシャリストの養成

――では共通している。これまで洋裁といえばミシンによる
製縫技術が中心だったが、すでにコンピューターによる型紙
やサイズの拡縮、生地使用における効率化技術などが発達
し、デザインやファッションカラー分野にもコンピューター
を用いた情報処理技術が活用され始めていた。さらに服装科
の卒業生には服装専攻科への道が拓かれており、高級既製服
（プレタポルテ）技術者のための先端技術教育も受けられる
ようになっている。なお、1986（昭和61）年、服装科を「ア
パレル・ファッション科」に、服装専攻科を「ファッション
専攻科」に名称を改めている。
　また、ビジネス秘書科とは、OLをめざす女性を対象として
就職先企業のイメージを高められる品位ある職業人を養成す
る学科である。一般の高等学校に欠けているビジネス現場に
おける礼儀作法や身だしなみ、接遇態度をはじめ文書作成や
実用英語を学び、急速に導入の進むOA機器の取り扱いや簿記
なども同時に修めることとなる。
　当学園の所属校となった約2カ月後、11月1日より早くも
1985（昭和60）年度入学生の願書受付を開始しており、さっ
そく学園報『交さ点』には優秀な生徒確保のための協力を呼
びかける記事が掲載された。
　一方、静岡文化では、同月25日に校内で日頃の学習成果の
発表と学校のPRを兼ねたファッションショーを開催した。企
画・製作・モデルに至るまで生徒自身の自主活動によるもの
で、ワンピースやスーツ、革ブルゾン、ウェディングドレス
など約80点の作品を披露した。詰めかけた300人ほどの観客を
魅了したこのショーの模様はSBSテレビや静岡けんみんテレビ
（現、静岡朝日テレビ）で取材・放映された。
　また、1988（昭和63）年には開発中の社会人向けCAI教育を
インテリジェント・ハウス“TEN”として開講を決定した。
CAI教育とはコンピューターの支援を活用し、各人がマイペー
スで実力をつけられる新時代のシステムである。このため、
3.5インチフロッピーディスクを装備したNEC製16ビットパソ
コン「PC9801UV11」とNTTの「NTT-CAI」を導入し、体験
講座を始めた。内容はアマチュア無線資格や簿記検定、工事
担任者試験などの資格試験に関する講座のほか、表計算ソフ
ト「Lotus123」やワープロソフト「一太郎」など、一般向け
アプリケーションソフトについての講座も合わせて開始す
る。これらはワークステーションと異なり、MS-DOSを基本ソ
フトとしており、各講座は予定どおりに1989（平成元）年1月
よりスタートした。

当学園の転換期
　1985（昭和60）年前後、いわゆる産学交流といった動きが
見られるようになり、当学園の教員が高等学校などに出向
き、専門分野の講義を行うことも増えてきた。これにほぼ並
行し、パソコンやOA化の普及を背景に、社会人を対象とする
講座も増加し始めた。1984（昭和59）年、開校したばかりの
沼津情報で実施した夜間パソコン講座や静岡産技の夜間
COBOL講座などはその例である。
　また、大学・短大・専門学校間の共通科目で相互乗入れの
気運が高まり、当学園が産業能率大学（短大）の通信教育
コースから情報処理コースを選定し、短大併修コースを計画
したのも同年だった。同62年には教育界と産業界の情報交流
の必要性がいっそう叫ばれるようになり、県内研究開発企業
における人材確保と育成システムの充実・強化を図るため、
企業と専修学校の関係者が情報交流や共同調査研究を行う目
的で「交流会」を発足させた。当然ながら本校もこれに積極
的に参加する方針をとり、専修学校各種学校振興会に置かれ
た事務局の局長に本学園の寺田常務が就いた。
　同時期、高校など教育現場における国際交流の気運が高
まっており、グループ内の学校に台湾や中国、韓国などから
の留学生が見られ始めた。
　この1987（昭和62）年から同63年にかけての時期、当法人
の各部門は組織改革の転換期に向かっていた。静岡北高の生
徒数は1300人を超え、合併した星陵高の生徒数も当初の450人
から1200人に達していた。静岡産技も800人が学ぶ県内屈指の
専門学校となった。
　生徒数だけ見れば順調だが、1989（平成元）年以降になる
と、高等学校では生徒の減少期に入り、これはやがて専門学
校における学生数減少へと連鎖していくことになった。当法
人の各部門は来たるべき少子化時代への転換、すなわち「学
校が入学生を選抜する時代」から「学生やその保護者から学
校が選ばれる時代」への変化に適応していく必要があった。
〈高校部門〉
　教育部門のうち、高校では「量から質への転換」が求められ
ていた。そのため「教育環境の充実整備」「教師の教育活動の
活性化と資質向上」を目標とし、1988（昭和63）年度から静岡
北高で工業技術科を、星陵高では英数科を新設することになっ
た。特色あるカリキュラムの編成により、生徒や保護者の進学
への期待に応えられるように考慮した結果である。

　この当時、社会全体で国際化や情報化が急速に進むなか、
高等教育機関における新たな学部や学科の新設が相次いで進
められており、当学園でもこうした変化にともなうニーズに
対応するべく方針を決定した。
　また、星陵高では厳友学舎生徒館の意欲的活用も目標として
挙げた。これは重点的な教育を実現するための宿泊教育施設で
あり、以後、星陵高における教育の中心を担う施設となる。
〈専門学校部門〉
　静岡産技では生徒増に対応する教室の確保と新校舎の増築を
最優先とし、特に新校舎は県内の教育機関初のインテリジェン
トビルとする計画とした。これは1988（昭和63）年に起工し、
1989（平成元）年3月に完成している。全館に光ファイバーを巡
らせ、AV機器をネットワーク接続した高度情報化教育施設が
出現した。この間、1987（昭和62）年にはコンピュータ科に
ハードウエアコースを設置して教育内容を拡充し、並行して教
師全員の研修や自己啓発を促進しながら「社会から信頼評価さ
れる教育の確立」をめざしていくことになった。
　幸い、1988（昭和63）年には静岡産技と沼津情報、浜松情
報が通産省の推進する情報化人材育成推進事業の委嘱機関に
指定された。地域における当校の教育が評価された証だろ
う。政府は21世紀初頭に40万人のコンピュータソフト技術者
が不足すると予測しており、同省は技術革新の激しい情報処
理技術者を産学協同で育成する方針を打ち出した。その連携
機関として同事業を委嘱された当学園の専門学校3校は、地域
の情報技術教育における中核的存在へ飛躍する足がかりの一
つを得たことになる。
　実際、同年9月には「専修学校と研究開発型企業との情報交
流会」が静岡産技で行われた。その当日、協和システム制
御、ユニテック、浜松情報、沼津情報、静岡文化ほか種々の
企業や学校が参加して県産業界の情勢や海外産業について情
報交換などを行い、その模様はNHKやSBSの取材を受け、テ
レビニュースなどで報じられた。
　また11月には静岡産技が文部省から「専修学校における職
業教育の高度化に関する開発研究の実施内容が適切である」
と認められ、「職業教育高度化開発研究校」に指定されてい
る。これにより、本校は情報化社会における情報処理関連教
育に関し、「勤労者の学習要求に即応する専修学校の特性を
活かした新しい授業形態の開発研究」を3年間で進めることに
もなった。静岡産技が自動車電子科とコンピュータ制御科を
新設し、教育内容のさらなる充実を図ったのが翌、1989（平
成元）年だった。この翌年には沼津情報とともに3年制の情報

システム科も新設している（浜松情報の情報システム科は同4
年に設置された）。
〈教習部門〉
　教習部門では他校との差別化を明確化するため、1987（昭和
62）年、教習車を全面的に差し替えた。近い将来に実施される
予定のオートマチック（以下、AT）車限定免許制度を前提
に、2時間のAT車教習を導入した年だ。以後、当校の教習部門
はさらに業績を伸ばすべく、同60年に掲げた2つの目標「①教習
高率・教習サービスの向上」「②苦情ゼロ・実績を県平均以上
にする」をめざして努力を継続することとなった。
　実際のところ、②については同62年時点で改善が見られて
おり、苦情件数は大幅に低下し、まったく苦情がないという
声も聞かれるようになってきた。むしろ、外部から「事務所
が明るくなって気持ちがいい」「電話の応対がいい」などと
いった評価も出始めた。しかし、①については目標を達成し
ているとは言えず、概ねこれを達成できたのは5年を経過した
1990（平成2）年のことである。その評価の目安は修了検定や
試験の合格率であり、1990（平成2）年にはそのいずれもが県
内の平均以上となったのだった。
〈沼津校の移転〉
　同時期の教習部門で大きな課題とされていたのが沼津校の
移転問題で、これは昭和40年代にまで遡る「市道占有問題」
に端を発していた。細かい経緯については学園報『交さ点』
（昭和60年の創立45周年記念号）などに詳しいが、発足当
時、沼津校は指定教習所としての条件を満たすため、敷地の
一部として市道を占有することとなった。ただその際、「将
来、何時でも返還に応ずる」との条件を含む覚書を提出して
いたのである。以来、当法人と市、返還を要求する地元住民
とが相互に協議を重ねてきたが、同59年、沼津校はとうとう
市道を返還し、施設全体を移転させる方針となった。
　しかし、公安委員会指定教習所として継続するには、同一
性を保つかたちで近傍に移転しなければならない。やっと見
いだした用地（沼津市東椎路）には地盤や地価のほか、農地
転用や開発行為などの申請や埋没文化財の発掘調査、土地利
用委員会の承認、国土利用計画法にもとづく売買価格の承認
など多数の問題があった。1年4カ月にわたる地主との交渉や
各種申請の末、土地取得の契約は1987（昭和62）年3月に完了
した。翌年4月に校舎の建設を開始し、同年11月10日に教習
コースとともに完成した。竣工式当日、県警や施工業者、地
域の自治体ほか関係機関から200人ほどが臨席し、新沼津校の
門出を祝ったのである。

拡大・発展期 広く地域の人材育成を担い、
グループの拡大へ。2 1973（昭和 48) 年～

コンピュータを中心とした電子技術が普及した時代。静岡産業技術専門学校の電子計算機科設立から始
まり、沼津情報専門学校、浜松情報専門学校の開校によって情報・コンピュータ分野の人材育成を全県へ
と広げていく。また、星陵高等学校の加入、静岡北高等学校への校名変更、静岡文化専門学校（現静岡デザ
イン専門学校）の加入など、グループも拡大し発展を遂げる。

静岡県自動車工業高等学校開校 10 周年を記念した人文字　1974（昭和 49）年

夏の全国高校野球県大会　1973（昭和 48）年

静岡産業技術専門学校第1号女性技術者たち　1973（昭和48）年～1974（昭和49）年卒
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静岡北高の誕生と星陵高校の加入
　当学園の教習部門（静岡校）で無線教習を開始した1973
（昭和48）年、自工高校は創立10周年を迎え、記念事業の一
環として新校舎および体育館を新築することになった。情報
処理科の開設などによって生徒数が増え、従来の校舎だけで
は狭くなったためである。
　これによって施設のほぼすべてが整い、スポーツ各部のめ
ざましい活躍も始まる。これ以後の10年を見ると、サッカー
部は県大会で2度の優勝を果たし、卓球部の全国大会出場回数
も6回におよび、1980（昭和55）年には交通工学科3年生が
ジュニア卓球全国大会で準優勝するなど好成績を残した。こ
のほか、自転車競技も全国大会に3回出場し、バスケットボー
ル部も同56年の県大会に準優勝している。また、同60年以後
には当校の特色を生かした「自動車工作部」が自作車輛で省
エネ競技会に出場し、企業チームを抑えて入賞するなど好成
績をおさめた。
　この自工高校が「静岡北高等学校」（以下、静岡北高）と
名称を変更したのが1980（昭和55）年、当学園が創立40周年
を迎えた年だった。学科が4つに増えて教育内容が多様化し、
工業高校という名称の枠に入らなくなってきたためである。
このころには社会的にも普通科志向が高まっており、静岡北
高は改称した年から工業経営科に普通コースを設置し、1982
（昭和57）年には普通科を新設した。
　上記期間、当法人は学校法人金指学園を合併することとな
り、1977（昭和52）年6月3日付で県知事の認可を得た。これ
により金指学園は解散し、その経営下にあった星陵高等学校
（以下、星陵高）の経営のすべてを当学園が引き継いだ。
　星陵高は市街を一望できる風光明媚な富士宮市星山の高台
に位置し、10万㎡の校地を有する全日制普通科の男子高校で
あった。校地面積は、高校設置基準の約3倍の広さで、優れた
教育環境を有している。まだ学校創立3年目という新しい学校
だった。
　合併当時、同校の職員数は事務職員を含めて35人、在学生
は全学年合わせて487人だった。生徒は、3学年が初めてそ
ろったばかりで、卒業予定者の大半が進学を希望しており、
星陵高校の教育や進路指導への期待も大きかったことが想像
できる。
　合併からほどない9月24日、星陵高で初となる文化部発表会
が開催された。初めての試みのため一般公開をしない校内行

事とし、翌年以降、一般公開に臨めるよう活動の充実を目指
すこととなった。翌25日には第2回体育大会を実施した。10月
からは受験に向けた本格的な進路指導が展開された。第1期卒
業生の進路希望の内訳は進学が99人、就職が46人、自営5人
だったが、県内外から50社を超える求人があり、求人者数
は、就職希望者数の3倍ほどに達した。
　翌1978（昭和53）年3月、初めての卒業式を挙行（卒業生
149人）し、4月に173人の新入生を迎えると、早くも地元地区
の中学などから入学定員増の陳情が寄せられた。第1期卒業生
の進学や就職実績もその要因の一つであった。当学園は地元
の要望に応えるべく、急遽、私学協会の了承をとり、1979
（昭和54）年度の募集定員を225人に拡大し、さらに翌年3月3
日付で同55年度の入学者数を320人（総定員960人）にまで増
加するための認可を取得した。
　同時期、校舎の増築工事が進行しており、1979（昭和54）
年8月に竣工した。増加する生徒の受入体制を整える一方、
1983（昭和58）年12月には武道館も完成させ、同59年1月に竣
工式を挙行した。さらに同年11月には夜間照明総合施設も落
成し、翌60年には念願のテニスコートの整備も完了した。か
つて自工高校がそうであったように、星陵高も創立10周年を
迎える年にはほぼすべての教育施設を整えた。
　この間、生徒数は順調に増加した。部活動も年を追う毎に
実績を上げ、その名を県外に示した。1981（昭和56）年の全
国高校総体では星陵高の自転車競技部がイタリアンチーム
レースに出場し、1分47秒21の日本記録を樹立。同58年にはハ
ンドボール部が全国高校総体県大会で初優勝を飾り、全国大

会へ出場した。同60年5月には高校総体静岡県大会の自転車競
技（団体）で念願の初優勝に輝いたほか、1000mタイムトライ
アルで1～4位を独占した上、1万mポイントレースで星陵高の
選手が優勝した。また、文化系の吹奏楽部も同57年から富士
宮市民文化会館で定期演奏会を開始した。定期演奏会は、や
がて多くのファンを集める地域の恒例行事になっていった。
　星陵高校の校訓は「誠・友・厳」で、「誠」は誠実な心で
事に当たる、「友」は、友情の輪を広げる、「厳」は厳しさ
を自ら求める、を意味している。
　1973（昭和48）年以後、2度のオイルショックを経て、日本
は戦後最大の不況といわれる時代に突入していた。しかし、
当学園の高等学校は教職員たちの努力もあって、順調に生徒
数を増やし、発展し始めた。

オイルショックの影響と対策
　高等学校2校の設備が整えられる一方、静岡産業技術専門学
校（以下、静岡産技）の新校舎も1972（昭和47）年7月に完成
し、同49年2月には自動車完成検査場も竣工した。この間、テ
レビ・新聞などの報道を通じて当校の“女性技術者養成”の
理念が高い評価を受け、1973（昭和48）年7月には中日ショッ
パー社の企画で「これからの女子の職業」をテーマとする座
談会も小冊子として発行された。
　ただ、同年10月に勃発した第4次中東戦争を契機に起きた第
1次オイルショックの影響もあり、専門学校への進学者は激減
していく。もちろん、それは全国的な傾向であったが、とく
に1975（昭和50）年以後の自動車整備学校は“苦難の時代”
を迎え、各地で休校や廃校となるケースが相次いだ。当然な
がら、その状況は静岡産技も同様で、当該時期に校長に就い
た寺田實は後にこの時期のことを「就任早々、私に課された
のは起死回生の振興策でした」と振り返っている。
　この“起死回生の振興策”として寺田が理事会に上程した
計画は、なんと「生徒数を2.5倍に増やす」という大胆なプラ
ンだった。寺田自身の予測通り、同案は「机上論だ」と非難
を浴びることとなるが、このときから寺田を含む職員たちは2
人1組となって日本全国の中学や高校を車で巡り、地道な広報
活動を開始する。むろん初めての経験でもあり、その場でよ
い返事などはもらえない。それでも職員が一丸となって活動
を続け、これと並行して学校のさらなる振興策を練っていく

ことになった。広報活動を続ける傍ら、寺田は建学精神に立
ち返って熟考を重ね、やがて3つの施策にたどり着く。
　第1の策は「必要な教材はすべて買うこと」。当時の静岡産技
はいわゆる各種学校であり、社会的評価も決して高いとはいえ
なかった。教材も、あちらこちらから譲られた“おさがり”ば
かりが目立ち、決して自慢できる状況にはなかったのである。
　第2の策は、社会人としてのマナー教育の実施だった。これを
徹底することで、生徒すべてを学校が自信をもって企業に推薦
できる学生にしようと考えたのである。事実、企業からは、社
会人としての常識をわきまえた人材を望む声が上がっていた。
　最後の策は「完全2年制」。当時の学科は中卒を対象とする1
年制と高卒を対象とした2年制に分けられていたが、これをすべ
て2年制学科にする方針としたのである。これで整備科卒業生は
2級整備士資格を取得できるし、電子計算機科（1981（昭和56）
年にコンピュータ科と改称）でも80人を1年間で教育するより40
人を2年間で育てるほうが充実した教育内容にできる。
　これら3つの施策は1975（昭和50）年以後、着実に実行され
ていく。すると、日本全国から資料請求の葉書が届くように
なり、パンフレットを送り返すと実際に学生が入学し始め
た。ほどなく従来優先していた地元の推薦を待たずに定員を
満たすようになり、地域の高校からクレームがつけられるよ
うになった。やがて、定員確保を心配するどころか、志願者
全員に入学試験を実施するようにさえなったのである。こう
なると当然ながら学生の質が大きく向上し、1979（昭和54）
年から全員が2級自動車整備士試験に合格するなど卒業生の好
実績が目立つようになった。
　こうして起死回生を図った寺田の策は功を奏し、各高校や
就職先企業から「静岡産技はいい」との評判をとるように
なったのである。
　もちろん、この好循環の背景には、専修学校制度の発足、
自動車産業の発展といった外的要因もあった。法的裏付けに
より当法人を含む専門学校の社会的地位は向上し、自動車産
業の成長で学生やその保護者たちには「自動車業界は将来有
望」「自動車メーカーに就職すれば安心」といった風潮が
あった。
　しかしこれらの外的要因があったとしても、背水の陣を敷
いた寺田の策と職員たちの実行力がなければ、オイルショッ
クによる悪影響を跳ね返すことはできなかっただろう。後に
寺田は当時得た教訓を次のように語っている。
「失敗を恐れないことです。失敗を怖がる人は失敗しないよ

うな行動しかできなくなる。そこからは何も生まれないで
しょう」
　これ以後、当学園の専門学校は近い将来における情報産業
の発展を予見し、自動車産業とともに情報処理技術教育の充
実に取り組んでいくことになる。

電算化の推進と情報専門学校の開設
　当法人の専門学校のうち、静岡産技を除く2校（沼津校・浜
松校）は1974（昭和49）年に廃止となっていたが、第2種情報
処理技術者の養成を目的として沼津情報専門学校（以下、沼
津情報）と浜松情報専門学校（以下、浜松情報）を開校する
ことになった。
　これまで当学園は電算機の活用を本格化させており、1981
（昭和56）年には教習部門の静岡校で業務の電算化を実現
し、同59年にはすべての教習所で同システムの導入を完了し
た。この当学園が開発したフルコンピューターシステムは県
内唯一の本格的電算化方式であり、全国的に見てもトップレ
ベルのシステムとなった。
　またこの年には静岡産技にパソコン・ネットワーク室が完成
している。このとき当校は文部省（現、文部科学省）より
1983（昭和58）年度私立学校施設整備補助金を受けており、
同室にOCR（文字読み取り装置）、NEC製16ビットパソコン
（PC9801-E）10セットを導入し、光ファイバーで結んだネッ
トワークを構築した。これは近い将来に普及するオフィス・
オートメーションを先取りしたローカルエリアネットワーク
（LAN）システムのプロトタイプだった。これに加えてオ
フィスのデスク作業の変革も予見し、OAデスクやチェア、間
接照明なども取り入れた先進的な施設とした。
　沼津情報の開校がこれと同時期、1983（昭和58）年4月の
ことだった。前年の秋から入学試験を実施し、コンピュータ
科の第1期生103人を迎え入れた。すでに同校は県の私立学校
審議会の事前審査に合格しており、開校時から専修学校専門
課程（専門学校）として発足した。これら1期生はプレハブ
の仮校舎からのスタートとなったが、新校舎は教習部門（沼
津校）との合同校舎として建築が進められ、その竣工後、旧
校舎と教習コースの改築・改修工事も行われた。同年には浜
松情報の設立も決定し、こちらは1984（昭和59）年に私学審
議会の審査を受け、1985（昭和60）年4月、専門学校として
開校した。
　2校とも従来の自動車整備関連学科を置かず、情報処理技

術教育を中心とする専門校である。浜松情報にはコンピュー
タ科のほか、オフィス・オートメーション科（以下、OA
科）、メカトロニクス科、エレクトロニクス科が置かれ、第
1期生として合計219人を入学させた。さらに1986（昭和61）
年には3年制のOAビジネス科の開設を決定し、翌62年4月に
開講している。学科内容や取得をめざす資格などは現行の
OA科と同様だが、3年制であるため社会人でも時間をかけて
じっくり学習できる科である。主な募集対象は浜松市周辺の
大手紡績会社（4社5工場）の社員だった（一般からも募集す
る方針がとられた）。
　沼津情報では1985（昭和60）年に第1期生が卒業し、同62年
には浜松情報の第1回卒業式を挙行した。これら情報専門学校
2校には開校当初から求人数も多く、卒業予定者の就職活動は
順調な出だしとなった。情報産業関連業界が好況を呈しつつ
あったとはいえ、両校とも新設校である。合格率数十％とい
う難関の第2種情報処理技術者試験で50％という高い合格率を
記録した生徒たちの好成績に加え、教職員たちの努力の賜と
いっていいだろう。
　実際、沼津情報の職員らは第1期生卒業の約1年前から就職先
開拓についての活動を開始している。当時、学園報『交さ
点』（昭和59年4月号）には卒業生の就職と専門学校の評価と
の関係について、「専門学校の評価は、卒業生が在学中に得
た職業に関する専門の知識・技術を生かせて就職しているか
にかかっている」と記されており、担当の職員たちはこのこ
とを念頭に500社におよぶ県東部企業の調査を始めた。
　浜松情報でも卒業前年である1986（昭和61）年6月から2年生
に就職対策講座を実施し、地元企業人事部長による講演会や正
しい話し方についての動画上映、労働省職業適性検査などを
行った。この時期、コンピューターが専門家だけのものだった
時代は終わり、多くの企業がOA化を進めるようになってい
た。当法人自体も業務における総合的なシステム化を推進して
おり、1986（昭和61）年時点で専門学校のシステムは完成間近
になっていた。これは入試管理や学籍、学業、学費、就職、卒
業生管理にいたるまで一貫した情報処理を可能とするシステム
である。一方、CAI（コンピューター支援教育）についても学
園内に推進委員会を設けて研究を開始した。

杉山学園の合併
　浜松情報が発足した1984（昭和59）年の9月、当学園は創立
以来57年の歴史をもつ静岡文化服装専門学校（従来の経営母
体は学校法人杉山学園）を合併することとなった。
　同校の創立は1927（昭和2）年2月にまでさかのぼる。当初
の校名は「F.S洋裁学院」だったが、その後、1933（昭和8）年
3月に「静岡杉山洋裁縫女学校」、1963（昭和38）年4月には
「静岡文化服装学院」と改称し、1976（昭和51）年に専修学
校制度による専門学校に認定され、静岡文化服装専門学校と
なった。さらに同57年4月に「ビジネス秘書科」を開設し、
「静岡文化専門学校」（以下、静岡文化）となった。
　ファッションデザインを学ぶ同校の特色は当学園のそれと
異なっているが、技術者教育という目的――すなわち、アパ
レル（既製服）産業界に必要とされるスペシャリストの養成

――では共通している。これまで洋裁といえばミシンによる
製縫技術が中心だったが、すでにコンピューターによる型紙
やサイズの拡縮、生地使用における効率化技術などが発達
し、デザインやファッションカラー分野にもコンピューター
を用いた情報処理技術が活用され始めていた。さらに服装科
の卒業生には服装専攻科への道が拓かれており、高級既製服
（プレタポルテ）技術者のための先端技術教育も受けられる
ようになっている。なお、1986（昭和61）年、服装科を「ア
パレル・ファッション科」に、服装専攻科を「ファッション
専攻科」に名称を改めている。
　また、ビジネス秘書科とは、OLをめざす女性を対象として
就職先企業のイメージを高められる品位ある職業人を養成す
る学科である。一般の高等学校に欠けているビジネス現場に
おける礼儀作法や身だしなみ、接遇態度をはじめ文書作成や
実用英語を学び、急速に導入の進むOA機器の取り扱いや簿記
なども同時に修めることとなる。
　当学園の所属校となった約2カ月後、11月1日より早くも
1985（昭和60）年度入学生の願書受付を開始しており、さっ
そく学園報『交さ点』には優秀な生徒確保のための協力を呼
びかける記事が掲載された。
　一方、静岡文化では、同月25日に校内で日頃の学習成果の
発表と学校のPRを兼ねたファッションショーを開催した。企
画・製作・モデルに至るまで生徒自身の自主活動によるもの
で、ワンピースやスーツ、革ブルゾン、ウェディングドレス
など約80点の作品を披露した。詰めかけた300人ほどの観客を
魅了したこのショーの模様はSBSテレビや静岡けんみんテレビ
（現、静岡朝日テレビ）で取材・放映された。
　また、1988（昭和63）年には開発中の社会人向けCAI教育を
インテリジェント・ハウス“TEN”として開講を決定した。
CAI教育とはコンピューターの支援を活用し、各人がマイペー
スで実力をつけられる新時代のシステムである。このため、
3.5インチフロッピーディスクを装備したNEC製16ビットパソ
コン「PC9801UV11」とNTTの「NTT-CAI」を導入し、体験
講座を始めた。内容はアマチュア無線資格や簿記検定、工事
担任者試験などの資格試験に関する講座のほか、表計算ソフ
ト「Lotus123」やワープロソフト「一太郎」など、一般向け
アプリケーションソフトについての講座も合わせて開始す
る。これらはワークステーションと異なり、MS-DOSを基本ソ
フトとしており、各講座は予定どおりに1989（平成元）年1月
よりスタートした。

当学園の転換期
　1985（昭和60）年前後、いわゆる産学交流といった動きが
見られるようになり、当学園の教員が高等学校などに出向
き、専門分野の講義を行うことも増えてきた。これにほぼ並
行し、パソコンやOA化の普及を背景に、社会人を対象とする
講座も増加し始めた。1984（昭和59）年、開校したばかりの
沼津情報で実施した夜間パソコン講座や静岡産技の夜間
COBOL講座などはその例である。
　また、大学・短大・専門学校間の共通科目で相互乗入れの
気運が高まり、当学園が産業能率大学（短大）の通信教育
コースから情報処理コースを選定し、短大併修コースを計画
したのも同年だった。同62年には教育界と産業界の情報交流
の必要性がいっそう叫ばれるようになり、県内研究開発企業
における人材確保と育成システムの充実・強化を図るため、
企業と専修学校の関係者が情報交流や共同調査研究を行う目
的で「交流会」を発足させた。当然ながら本校もこれに積極
的に参加する方針をとり、専修学校各種学校振興会に置かれ
た事務局の局長に本学園の寺田常務が就いた。
　同時期、高校など教育現場における国際交流の気運が高
まっており、グループ内の学校に台湾や中国、韓国などから
の留学生が見られ始めた。
　この1987（昭和62）年から同63年にかけての時期、当法人
の各部門は組織改革の転換期に向かっていた。静岡北高の生
徒数は1300人を超え、合併した星陵高の生徒数も当初の450人
から1200人に達していた。静岡産技も800人が学ぶ県内屈指の
専門学校となった。
　生徒数だけ見れば順調だが、1989（平成元）年以降になる
と、高等学校では生徒の減少期に入り、これはやがて専門学
校における学生数減少へと連鎖していくことになった。当法
人の各部門は来たるべき少子化時代への転換、すなわち「学
校が入学生を選抜する時代」から「学生やその保護者から学
校が選ばれる時代」への変化に適応していく必要があった。
〈高校部門〉
　教育部門のうち、高校では「量から質への転換」が求められ
ていた。そのため「教育環境の充実整備」「教師の教育活動の
活性化と資質向上」を目標とし、1988（昭和63）年度から静岡
北高で工業技術科を、星陵高では英数科を新設することになっ
た。特色あるカリキュラムの編成により、生徒や保護者の進学
への期待に応えられるように考慮した結果である。

　この当時、社会全体で国際化や情報化が急速に進むなか、
高等教育機関における新たな学部や学科の新設が相次いで進
められており、当学園でもこうした変化にともなうニーズに
対応するべく方針を決定した。
　また、星陵高では厳友学舎生徒館の意欲的活用も目標として
挙げた。これは重点的な教育を実現するための宿泊教育施設で
あり、以後、星陵高における教育の中心を担う施設となる。
〈専門学校部門〉
　静岡産技では生徒増に対応する教室の確保と新校舎の増築を
最優先とし、特に新校舎は県内の教育機関初のインテリジェン
トビルとする計画とした。これは1988（昭和63）年に起工し、
1989（平成元）年3月に完成している。全館に光ファイバーを巡
らせ、AV機器をネットワーク接続した高度情報化教育施設が
出現した。この間、1987（昭和62）年にはコンピュータ科に
ハードウエアコースを設置して教育内容を拡充し、並行して教
師全員の研修や自己啓発を促進しながら「社会から信頼評価さ
れる教育の確立」をめざしていくことになった。
　幸い、1988（昭和63）年には静岡産技と沼津情報、浜松情
報が通産省の推進する情報化人材育成推進事業の委嘱機関に
指定された。地域における当校の教育が評価された証だろ
う。政府は21世紀初頭に40万人のコンピュータソフト技術者
が不足すると予測しており、同省は技術革新の激しい情報処
理技術者を産学協同で育成する方針を打ち出した。その連携
機関として同事業を委嘱された当学園の専門学校3校は、地域
の情報技術教育における中核的存在へ飛躍する足がかりの一
つを得たことになる。
　実際、同年9月には「専修学校と研究開発型企業との情報交
流会」が静岡産技で行われた。その当日、協和システム制
御、ユニテック、浜松情報、沼津情報、静岡文化ほか種々の
企業や学校が参加して県産業界の情勢や海外産業について情
報交換などを行い、その模様はNHKやSBSの取材を受け、テ
レビニュースなどで報じられた。
　また11月には静岡産技が文部省から「専修学校における職
業教育の高度化に関する開発研究の実施内容が適切である」
と認められ、「職業教育高度化開発研究校」に指定されてい
る。これにより、本校は情報化社会における情報処理関連教
育に関し、「勤労者の学習要求に即応する専修学校の特性を
活かした新しい授業形態の開発研究」を3年間で進めることに
もなった。静岡産技が自動車電子科とコンピュータ制御科を
新設し、教育内容のさらなる充実を図ったのが翌、1989（平
成元）年だった。この翌年には沼津情報とともに3年制の情報

システム科も新設している（浜松情報の情報システム科は同4
年に設置された）。
〈教習部門〉
　教習部門では他校との差別化を明確化するため、1987（昭和
62）年、教習車を全面的に差し替えた。近い将来に実施される
予定のオートマチック（以下、AT）車限定免許制度を前提
に、2時間のAT車教習を導入した年だ。以後、当校の教習部門
はさらに業績を伸ばすべく、同60年に掲げた2つの目標「①教習
高率・教習サービスの向上」「②苦情ゼロ・実績を県平均以上
にする」をめざして努力を継続することとなった。
　実際のところ、②については同62年時点で改善が見られて
おり、苦情件数は大幅に低下し、まったく苦情がないという
声も聞かれるようになってきた。むしろ、外部から「事務所
が明るくなって気持ちがいい」「電話の応対がいい」などと
いった評価も出始めた。しかし、①については目標を達成し
ているとは言えず、概ねこれを達成できたのは5年を経過した
1990（平成2）年のことである。その評価の目安は修了検定や
試験の合格率であり、1990（平成2）年にはそのいずれもが県
内の平均以上となったのだった。
〈沼津校の移転〉
　同時期の教習部門で大きな課題とされていたのが沼津校の
移転問題で、これは昭和40年代にまで遡る「市道占有問題」
に端を発していた。細かい経緯については学園報『交さ点』
（昭和60年の創立45周年記念号）などに詳しいが、発足当
時、沼津校は指定教習所としての条件を満たすため、敷地の
一部として市道を占有することとなった。ただその際、「将
来、何時でも返還に応ずる」との条件を含む覚書を提出して
いたのである。以来、当法人と市、返還を要求する地元住民
とが相互に協議を重ねてきたが、同59年、沼津校はとうとう
市道を返還し、施設全体を移転させる方針となった。
　しかし、公安委員会指定教習所として継続するには、同一
性を保つかたちで近傍に移転しなければならない。やっと見
いだした用地（沼津市東椎路）には地盤や地価のほか、農地
転用や開発行為などの申請や埋没文化財の発掘調査、土地利
用委員会の承認、国土利用計画法にもとづく売買価格の承認
など多数の問題があった。1年4カ月にわたる地主との交渉や
各種申請の末、土地取得の契約は1987（昭和62）年3月に完了
した。翌年4月に校舎の建設を開始し、同年11月10日に教習
コースとともに完成した。竣工式当日、県警や施工業者、地
域の自治体ほか関係機関から200人ほどが臨席し、新沼津校の
門出を祝ったのである。

拡大・発展期 広く地域の人材育成を担い、
グループの拡大へ。2 1973（昭和 48) 年～

コンピュータを中心とした電子技術が普及した時代。静岡産業技術専門学校の電子計算機科設立から始
まり、沼津情報専門学校、浜松情報専門学校の開校によって情報・コンピュータ分野の人材育成を全県へ
と広げていく。また、星陵高等学校の加入、静岡北高等学校への校名変更、静岡文化専門学校（現静岡デザ
イン専門学校）の加入など、グループも拡大し発展を遂げる。

静岡県自動車工業高等学校開校 10 周年を記念した人文字　1974（昭和 49）年

夏の全国高校野球県大会　1973（昭和 48）年

静岡産業技術専門学校第1号女性技術者たち　1973（昭和48）年～1974（昭和49）年卒
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静岡北高の誕生と星陵高校の加入
　当学園の教習部門（静岡校）で無線教習を開始した1973
（昭和48）年、自工高校は創立10周年を迎え、記念事業の一
環として新校舎および体育館を新築することになった。情報
処理科の開設などによって生徒数が増え、従来の校舎だけで
は狭くなったためである。
　これによって施設のほぼすべてが整い、スポーツ各部のめ
ざましい活躍も始まる。これ以後の10年を見ると、サッカー
部は県大会で2度の優勝を果たし、卓球部の全国大会出場回数
も6回におよび、1980（昭和55）年には交通工学科3年生が
ジュニア卓球全国大会で準優勝するなど好成績を残した。こ
のほか、自転車競技も全国大会に3回出場し、バスケットボー
ル部も同56年の県大会に準優勝している。また、同60年以後
には当校の特色を生かした「自動車工作部」が自作車輛で省
エネ競技会に出場し、企業チームを抑えて入賞するなど好成
績をおさめた。
　この自工高校が「静岡北高等学校」（以下、静岡北高）と
名称を変更したのが1980（昭和55）年、当学園が創立40周年
を迎えた年だった。学科が4つに増えて教育内容が多様化し、
工業高校という名称の枠に入らなくなってきたためである。
このころには社会的にも普通科志向が高まっており、静岡北
高は改称した年から工業経営科に普通コースを設置し、1982
（昭和57）年には普通科を新設した。
　上記期間、当法人は学校法人金指学園を合併することとな
り、1977（昭和52）年6月3日付で県知事の認可を得た。これ
により金指学園は解散し、その経営下にあった星陵高等学校
（以下、星陵高）の経営のすべてを当学園が引き継いだ。
　星陵高は市街を一望できる風光明媚な富士宮市星山の高台
に位置し、10万㎡の校地を有する全日制普通科の男子高校で
あった。校地面積は、高校設置基準の約3倍の広さで、優れた
教育環境を有している。まだ学校創立3年目という新しい学校
だった。
　合併当時、同校の職員数は事務職員を含めて35人、在学生
は全学年合わせて487人だった。生徒は、3学年が初めてそ
ろったばかりで、卒業予定者の大半が進学を希望しており、
星陵高校の教育や進路指導への期待も大きかったことが想像
できる。
　合併からほどない9月24日、星陵高で初となる文化部発表会
が開催された。初めての試みのため一般公開をしない校内行

事とし、翌年以降、一般公開に臨めるよう活動の充実を目指
すこととなった。翌25日には第2回体育大会を実施した。10月
からは受験に向けた本格的な進路指導が展開された。第1期卒
業生の進路希望の内訳は進学が99人、就職が46人、自営5人
だったが、県内外から50社を超える求人があり、求人者数
は、就職希望者数の3倍ほどに達した。
　翌1978（昭和53）年3月、初めての卒業式を挙行（卒業生
149人）し、4月に173人の新入生を迎えると、早くも地元地区
の中学などから入学定員増の陳情が寄せられた。第1期卒業生
の進学や就職実績もその要因の一つであった。当学園は地元
の要望に応えるべく、急遽、私学協会の了承をとり、1979
（昭和54）年度の募集定員を225人に拡大し、さらに翌年3月3
日付で同55年度の入学者数を320人（総定員960人）にまで増
加するための認可を取得した。
　同時期、校舎の増築工事が進行しており、1979（昭和54）
年8月に竣工した。増加する生徒の受入体制を整える一方、
1983（昭和58）年12月には武道館も完成させ、同59年1月に竣
工式を挙行した。さらに同年11月には夜間照明総合施設も落
成し、翌60年には念願のテニスコートの整備も完了した。か
つて自工高校がそうであったように、星陵高も創立10周年を
迎える年にはほぼすべての教育施設を整えた。
　この間、生徒数は順調に増加した。部活動も年を追う毎に
実績を上げ、その名を県外に示した。1981（昭和56）年の全
国高校総体では星陵高の自転車競技部がイタリアンチーム
レースに出場し、1分47秒21の日本記録を樹立。同58年にはハ
ンドボール部が全国高校総体県大会で初優勝を飾り、全国大

会へ出場した。同60年5月には高校総体静岡県大会の自転車競
技（団体）で念願の初優勝に輝いたほか、1000mタイムトライ
アルで1～4位を独占した上、1万mポイントレースで星陵高の
選手が優勝した。また、文化系の吹奏楽部も同57年から富士
宮市民文化会館で定期演奏会を開始した。定期演奏会は、や
がて多くのファンを集める地域の恒例行事になっていった。
　星陵高校の校訓は「誠・友・厳」で、「誠」は誠実な心で
事に当たる、「友」は、友情の輪を広げる、「厳」は厳しさ
を自ら求める、を意味している。
　1973（昭和48）年以後、2度のオイルショックを経て、日本
は戦後最大の不況といわれる時代に突入していた。しかし、
当学園の高等学校は教職員たちの努力もあって、順調に生徒
数を増やし、発展し始めた。

オイルショックの影響と対策
　高等学校2校の設備が整えられる一方、静岡産業技術専門学
校（以下、静岡産技）の新校舎も1972（昭和47）年7月に完成
し、同49年2月には自動車完成検査場も竣工した。この間、テ
レビ・新聞などの報道を通じて当校の“女性技術者養成”の
理念が高い評価を受け、1973（昭和48）年7月には中日ショッ
パー社の企画で「これからの女子の職業」をテーマとする座
談会も小冊子として発行された。
　ただ、同年10月に勃発した第4次中東戦争を契機に起きた第
1次オイルショックの影響もあり、専門学校への進学者は激減
していく。もちろん、それは全国的な傾向であったが、とく
に1975（昭和50）年以後の自動車整備学校は“苦難の時代”
を迎え、各地で休校や廃校となるケースが相次いだ。当然な
がら、その状況は静岡産技も同様で、当該時期に校長に就い
た寺田實は後にこの時期のことを「就任早々、私に課された
のは起死回生の振興策でした」と振り返っている。
　この“起死回生の振興策”として寺田が理事会に上程した
計画は、なんと「生徒数を2.5倍に増やす」という大胆なプラ
ンだった。寺田自身の予測通り、同案は「机上論だ」と非難
を浴びることとなるが、このときから寺田を含む職員たちは2
人1組となって日本全国の中学や高校を車で巡り、地道な広報
活動を開始する。むろん初めての経験でもあり、その場でよ
い返事などはもらえない。それでも職員が一丸となって活動
を続け、これと並行して学校のさらなる振興策を練っていく

ことになった。広報活動を続ける傍ら、寺田は建学精神に立
ち返って熟考を重ね、やがて3つの施策にたどり着く。
　第1の策は「必要な教材はすべて買うこと」。当時の静岡産技
はいわゆる各種学校であり、社会的評価も決して高いとはいえ
なかった。教材も、あちらこちらから譲られた“おさがり”ば
かりが目立ち、決して自慢できる状況にはなかったのである。
　第2の策は、社会人としてのマナー教育の実施だった。これを
徹底することで、生徒すべてを学校が自信をもって企業に推薦
できる学生にしようと考えたのである。事実、企業からは、社
会人としての常識をわきまえた人材を望む声が上がっていた。
　最後の策は「完全2年制」。当時の学科は中卒を対象とする1
年制と高卒を対象とした2年制に分けられていたが、これをすべ
て2年制学科にする方針としたのである。これで整備科卒業生は
2級整備士資格を取得できるし、電子計算機科（1981（昭和56）
年にコンピュータ科と改称）でも80人を1年間で教育するより40
人を2年間で育てるほうが充実した教育内容にできる。
　これら3つの施策は1975（昭和50）年以後、着実に実行され
ていく。すると、日本全国から資料請求の葉書が届くように
なり、パンフレットを送り返すと実際に学生が入学し始め
た。ほどなく従来優先していた地元の推薦を待たずに定員を
満たすようになり、地域の高校からクレームがつけられるよ
うになった。やがて、定員確保を心配するどころか、志願者
全員に入学試験を実施するようにさえなったのである。こう
なると当然ながら学生の質が大きく向上し、1979（昭和54）
年から全員が2級自動車整備士試験に合格するなど卒業生の好
実績が目立つようになった。
　こうして起死回生を図った寺田の策は功を奏し、各高校や
就職先企業から「静岡産技はいい」との評判をとるように
なったのである。
　もちろん、この好循環の背景には、専修学校制度の発足、
自動車産業の発展といった外的要因もあった。法的裏付けに
より当法人を含む専門学校の社会的地位は向上し、自動車産
業の成長で学生やその保護者たちには「自動車業界は将来有
望」「自動車メーカーに就職すれば安心」といった風潮が
あった。
　しかしこれらの外的要因があったとしても、背水の陣を敷
いた寺田の策と職員たちの実行力がなければ、オイルショッ
クによる悪影響を跳ね返すことはできなかっただろう。後に
寺田は当時得た教訓を次のように語っている。
「失敗を恐れないことです。失敗を怖がる人は失敗しないよ

うな行動しかできなくなる。そこからは何も生まれないで
しょう」
　これ以後、当学園の専門学校は近い将来における情報産業
の発展を予見し、自動車産業とともに情報処理技術教育の充
実に取り組んでいくことになる。

電算化の推進と情報専門学校の開設
　当法人の専門学校のうち、静岡産技を除く2校（沼津校・浜
松校）は1974（昭和49）年に廃止となっていたが、第2種情報
処理技術者の養成を目的として沼津情報専門学校（以下、沼
津情報）と浜松情報専門学校（以下、浜松情報）を開校する
ことになった。
　これまで当学園は電算機の活用を本格化させており、1981
（昭和56）年には教習部門の静岡校で業務の電算化を実現
し、同59年にはすべての教習所で同システムの導入を完了し
た。この当学園が開発したフルコンピューターシステムは県
内唯一の本格的電算化方式であり、全国的に見てもトップレ
ベルのシステムとなった。
　またこの年には静岡産技にパソコン・ネットワーク室が完成
している。このとき当校は文部省（現、文部科学省）より
1983（昭和58）年度私立学校施設整備補助金を受けており、
同室にOCR（文字読み取り装置）、NEC製16ビットパソコン
（PC9801-E）10セットを導入し、光ファイバーで結んだネッ
トワークを構築した。これは近い将来に普及するオフィス・
オートメーションを先取りしたローカルエリアネットワーク
（LAN）システムのプロトタイプだった。これに加えてオ
フィスのデスク作業の変革も予見し、OAデスクやチェア、間
接照明なども取り入れた先進的な施設とした。
　沼津情報の開校がこれと同時期、1983（昭和58）年4月の
ことだった。前年の秋から入学試験を実施し、コンピュータ
科の第1期生103人を迎え入れた。すでに同校は県の私立学校
審議会の事前審査に合格しており、開校時から専修学校専門
課程（専門学校）として発足した。これら1期生はプレハブ
の仮校舎からのスタートとなったが、新校舎は教習部門（沼
津校）との合同校舎として建築が進められ、その竣工後、旧
校舎と教習コースの改築・改修工事も行われた。同年には浜
松情報の設立も決定し、こちらは1984（昭和59）年に私学審
議会の審査を受け、1985（昭和60）年4月、専門学校として
開校した。
　2校とも従来の自動車整備関連学科を置かず、情報処理技

術教育を中心とする専門校である。浜松情報にはコンピュー
タ科のほか、オフィス・オートメーション科（以下、OA
科）、メカトロニクス科、エレクトロニクス科が置かれ、第
1期生として合計219人を入学させた。さらに1986（昭和61）
年には3年制のOAビジネス科の開設を決定し、翌62年4月に
開講している。学科内容や取得をめざす資格などは現行の
OA科と同様だが、3年制であるため社会人でも時間をかけて
じっくり学習できる科である。主な募集対象は浜松市周辺の
大手紡績会社（4社5工場）の社員だった（一般からも募集す
る方針がとられた）。
　沼津情報では1985（昭和60）年に第1期生が卒業し、同62年
には浜松情報の第1回卒業式を挙行した。これら情報専門学校
2校には開校当初から求人数も多く、卒業予定者の就職活動は
順調な出だしとなった。情報産業関連業界が好況を呈しつつ
あったとはいえ、両校とも新設校である。合格率数十％とい
う難関の第2種情報処理技術者試験で50％という高い合格率を
記録した生徒たちの好成績に加え、教職員たちの努力の賜と
いっていいだろう。
　実際、沼津情報の職員らは第1期生卒業の約1年前から就職先
開拓についての活動を開始している。当時、学園報『交さ
点』（昭和59年4月号）には卒業生の就職と専門学校の評価と
の関係について、「専門学校の評価は、卒業生が在学中に得
た職業に関する専門の知識・技術を生かせて就職しているか
にかかっている」と記されており、担当の職員たちはこのこ
とを念頭に500社におよぶ県東部企業の調査を始めた。
　浜松情報でも卒業前年である1986（昭和61）年6月から2年生
に就職対策講座を実施し、地元企業人事部長による講演会や正
しい話し方についての動画上映、労働省職業適性検査などを
行った。この時期、コンピューターが専門家だけのものだった
時代は終わり、多くの企業がOA化を進めるようになってい
た。当法人自体も業務における総合的なシステム化を推進して
おり、1986（昭和61）年時点で専門学校のシステムは完成間近
になっていた。これは入試管理や学籍、学業、学費、就職、卒
業生管理にいたるまで一貫した情報処理を可能とするシステム
である。一方、CAI（コンピューター支援教育）についても学
園内に推進委員会を設けて研究を開始した。

杉山学園の合併
　浜松情報が発足した1984（昭和59）年の9月、当学園は創立
以来57年の歴史をもつ静岡文化服装専門学校（従来の経営母
体は学校法人杉山学園）を合併することとなった。
　同校の創立は1927（昭和2）年2月にまでさかのぼる。当初
の校名は「F.S洋裁学院」だったが、その後、1933（昭和8）年
3月に「静岡杉山洋裁縫女学校」、1963（昭和38）年4月には
「静岡文化服装学院」と改称し、1976（昭和51）年に専修学
校制度による専門学校に認定され、静岡文化服装専門学校と
なった。さらに同57年4月に「ビジネス秘書科」を開設し、
「静岡文化専門学校」（以下、静岡文化）となった。
　ファッションデザインを学ぶ同校の特色は当学園のそれと
異なっているが、技術者教育という目的――すなわち、アパ
レル（既製服）産業界に必要とされるスペシャリストの養成

――では共通している。これまで洋裁といえばミシンによる
製縫技術が中心だったが、すでにコンピューターによる型紙
やサイズの拡縮、生地使用における効率化技術などが発達
し、デザインやファッションカラー分野にもコンピューター
を用いた情報処理技術が活用され始めていた。さらに服装科
の卒業生には服装専攻科への道が拓かれており、高級既製服
（プレタポルテ）技術者のための先端技術教育も受けられる
ようになっている。なお、1986（昭和61）年、服装科を「ア
パレル・ファッション科」に、服装専攻科を「ファッション
専攻科」に名称を改めている。
　また、ビジネス秘書科とは、OLをめざす女性を対象として
就職先企業のイメージを高められる品位ある職業人を養成す
る学科である。一般の高等学校に欠けているビジネス現場に
おける礼儀作法や身だしなみ、接遇態度をはじめ文書作成や
実用英語を学び、急速に導入の進むOA機器の取り扱いや簿記
なども同時に修めることとなる。
　当学園の所属校となった約2カ月後、11月1日より早くも
1985（昭和60）年度入学生の願書受付を開始しており、さっ
そく学園報『交さ点』には優秀な生徒確保のための協力を呼
びかける記事が掲載された。
　一方、静岡文化では、同月25日に校内で日頃の学習成果の
発表と学校のPRを兼ねたファッションショーを開催した。企
画・製作・モデルに至るまで生徒自身の自主活動によるもの
で、ワンピースやスーツ、革ブルゾン、ウェディングドレス
など約80点の作品を披露した。詰めかけた300人ほどの観客を
魅了したこのショーの模様はSBSテレビや静岡けんみんテレビ
（現、静岡朝日テレビ）で取材・放映された。
　また、1988（昭和63）年には開発中の社会人向けCAI教育を
インテリジェント・ハウス“TEN”として開講を決定した。
CAI教育とはコンピューターの支援を活用し、各人がマイペー
スで実力をつけられる新時代のシステムである。このため、
3.5インチフロッピーディスクを装備したNEC製16ビットパソ
コン「PC9801UV11」とNTTの「NTT-CAI」を導入し、体験
講座を始めた。内容はアマチュア無線資格や簿記検定、工事
担任者試験などの資格試験に関する講座のほか、表計算ソフ
ト「Lotus123」やワープロソフト「一太郎」など、一般向け
アプリケーションソフトについての講座も合わせて開始す
る。これらはワークステーションと異なり、MS-DOSを基本ソ
フトとしており、各講座は予定どおりに1989（平成元）年1月
よりスタートした。

当学園の転換期
　1985（昭和60）年前後、いわゆる産学交流といった動きが
見られるようになり、当学園の教員が高等学校などに出向
き、専門分野の講義を行うことも増えてきた。これにほぼ並
行し、パソコンやOA化の普及を背景に、社会人を対象とする
講座も増加し始めた。1984（昭和59）年、開校したばかりの
沼津情報で実施した夜間パソコン講座や静岡産技の夜間
COBOL講座などはその例である。
　また、大学・短大・専門学校間の共通科目で相互乗入れの
気運が高まり、当学園が産業能率大学（短大）の通信教育
コースから情報処理コースを選定し、短大併修コースを計画
したのも同年だった。同62年には教育界と産業界の情報交流
の必要性がいっそう叫ばれるようになり、県内研究開発企業
における人材確保と育成システムの充実・強化を図るため、
企業と専修学校の関係者が情報交流や共同調査研究を行う目
的で「交流会」を発足させた。当然ながら本校もこれに積極
的に参加する方針をとり、専修学校各種学校振興会に置かれ
た事務局の局長に本学園の寺田常務が就いた。
　同時期、高校など教育現場における国際交流の気運が高
まっており、グループ内の学校に台湾や中国、韓国などから
の留学生が見られ始めた。
　この1987（昭和62）年から同63年にかけての時期、当法人
の各部門は組織改革の転換期に向かっていた。静岡北高の生
徒数は1300人を超え、合併した星陵高の生徒数も当初の450人
から1200人に達していた。静岡産技も800人が学ぶ県内屈指の
専門学校となった。
　生徒数だけ見れば順調だが、1989（平成元）年以降になる
と、高等学校では生徒の減少期に入り、これはやがて専門学
校における学生数減少へと連鎖していくことになった。当法
人の各部門は来たるべき少子化時代への転換、すなわち「学
校が入学生を選抜する時代」から「学生やその保護者から学
校が選ばれる時代」への変化に適応していく必要があった。
〈高校部門〉
　教育部門のうち、高校では「量から質への転換」が求められ
ていた。そのため「教育環境の充実整備」「教師の教育活動の
活性化と資質向上」を目標とし、1988（昭和63）年度から静岡
北高で工業技術科を、星陵高では英数科を新設することになっ
た。特色あるカリキュラムの編成により、生徒や保護者の進学
への期待に応えられるように考慮した結果である。

　この当時、社会全体で国際化や情報化が急速に進むなか、
高等教育機関における新たな学部や学科の新設が相次いで進
められており、当学園でもこうした変化にともなうニーズに
対応するべく方針を決定した。
　また、星陵高では厳友学舎生徒館の意欲的活用も目標として
挙げた。これは重点的な教育を実現するための宿泊教育施設で
あり、以後、星陵高における教育の中心を担う施設となる。
〈専門学校部門〉
　静岡産技では生徒増に対応する教室の確保と新校舎の増築を
最優先とし、特に新校舎は県内の教育機関初のインテリジェン
トビルとする計画とした。これは1988（昭和63）年に起工し、
1989（平成元）年3月に完成している。全館に光ファイバーを巡
らせ、AV機器をネットワーク接続した高度情報化教育施設が
出現した。この間、1987（昭和62）年にはコンピュータ科に
ハードウエアコースを設置して教育内容を拡充し、並行して教
師全員の研修や自己啓発を促進しながら「社会から信頼評価さ
れる教育の確立」をめざしていくことになった。
　幸い、1988（昭和63）年には静岡産技と沼津情報、浜松情
報が通産省の推進する情報化人材育成推進事業の委嘱機関に
指定された。地域における当校の教育が評価された証だろ
う。政府は21世紀初頭に40万人のコンピュータソフト技術者
が不足すると予測しており、同省は技術革新の激しい情報処
理技術者を産学協同で育成する方針を打ち出した。その連携
機関として同事業を委嘱された当学園の専門学校3校は、地域
の情報技術教育における中核的存在へ飛躍する足がかりの一
つを得たことになる。
　実際、同年9月には「専修学校と研究開発型企業との情報交
流会」が静岡産技で行われた。その当日、協和システム制
御、ユニテック、浜松情報、沼津情報、静岡文化ほか種々の
企業や学校が参加して県産業界の情勢や海外産業について情
報交換などを行い、その模様はNHKやSBSの取材を受け、テ
レビニュースなどで報じられた。
　また11月には静岡産技が文部省から「専修学校における職
業教育の高度化に関する開発研究の実施内容が適切である」
と認められ、「職業教育高度化開発研究校」に指定されてい
る。これにより、本校は情報化社会における情報処理関連教
育に関し、「勤労者の学習要求に即応する専修学校の特性を
活かした新しい授業形態の開発研究」を3年間で進めることに
もなった。静岡産技が自動車電子科とコンピュータ制御科を
新設し、教育内容のさらなる充実を図ったのが翌、1989（平
成元）年だった。この翌年には沼津情報とともに3年制の情報

システム科も新設している（浜松情報の情報システム科は同4
年に設置された）。
〈教習部門〉
　教習部門では他校との差別化を明確化するため、1987（昭和
62）年、教習車を全面的に差し替えた。近い将来に実施される
予定のオートマチック（以下、AT）車限定免許制度を前提
に、2時間のAT車教習を導入した年だ。以後、当校の教習部門
はさらに業績を伸ばすべく、同60年に掲げた2つの目標「①教習
高率・教習サービスの向上」「②苦情ゼロ・実績を県平均以上
にする」をめざして努力を継続することとなった。
　実際のところ、②については同62年時点で改善が見られて
おり、苦情件数は大幅に低下し、まったく苦情がないという
声も聞かれるようになってきた。むしろ、外部から「事務所
が明るくなって気持ちがいい」「電話の応対がいい」などと
いった評価も出始めた。しかし、①については目標を達成し
ているとは言えず、概ねこれを達成できたのは5年を経過した
1990（平成2）年のことである。その評価の目安は修了検定や
試験の合格率であり、1990（平成2）年にはそのいずれもが県
内の平均以上となったのだった。
〈沼津校の移転〉
　同時期の教習部門で大きな課題とされていたのが沼津校の
移転問題で、これは昭和40年代にまで遡る「市道占有問題」
に端を発していた。細かい経緯については学園報『交さ点』
（昭和60年の創立45周年記念号）などに詳しいが、発足当
時、沼津校は指定教習所としての条件を満たすため、敷地の
一部として市道を占有することとなった。ただその際、「将
来、何時でも返還に応ずる」との条件を含む覚書を提出して
いたのである。以来、当法人と市、返還を要求する地元住民
とが相互に協議を重ねてきたが、同59年、沼津校はとうとう
市道を返還し、施設全体を移転させる方針となった。
　しかし、公安委員会指定教習所として継続するには、同一
性を保つかたちで近傍に移転しなければならない。やっと見
いだした用地（沼津市東椎路）には地盤や地価のほか、農地
転用や開発行為などの申請や埋没文化財の発掘調査、土地利
用委員会の承認、国土利用計画法にもとづく売買価格の承認
など多数の問題があった。1年4カ月にわたる地主との交渉や
各種申請の末、土地取得の契約は1987（昭和62）年3月に完了
した。翌年4月に校舎の建設を開始し、同年11月10日に教習
コースとともに完成した。竣工式当日、県警や施工業者、地
域の自治体ほか関係機関から200人ほどが臨席し、新沼津校の
門出を祝ったのである。

教習管理システムの完全自動化が実現　1981（昭和 56）年

静岡杉山洋裁縫女学校

静岡産業技術専門学校　1985（昭和 60）年度卒業生

■ 静岡理工科大学グループ　80 年の歩み　第 2 章　拡大・発展期

025024



静岡北高の誕生と星陵高校の加入
　当学園の教習部門（静岡校）で無線教習を開始した1973
（昭和48）年、自工高校は創立10周年を迎え、記念事業の一
環として新校舎および体育館を新築することになった。情報
処理科の開設などによって生徒数が増え、従来の校舎だけで
は狭くなったためである。
　これによって施設のほぼすべてが整い、スポーツ各部のめ
ざましい活躍も始まる。これ以後の10年を見ると、サッカー
部は県大会で2度の優勝を果たし、卓球部の全国大会出場回数
も6回におよび、1980（昭和55）年には交通工学科3年生が
ジュニア卓球全国大会で準優勝するなど好成績を残した。こ
のほか、自転車競技も全国大会に3回出場し、バスケットボー
ル部も同56年の県大会に準優勝している。また、同60年以後
には当校の特色を生かした「自動車工作部」が自作車輛で省
エネ競技会に出場し、企業チームを抑えて入賞するなど好成
績をおさめた。
　この自工高校が「静岡北高等学校」（以下、静岡北高）と
名称を変更したのが1980（昭和55）年、当学園が創立40周年
を迎えた年だった。学科が4つに増えて教育内容が多様化し、
工業高校という名称の枠に入らなくなってきたためである。
このころには社会的にも普通科志向が高まっており、静岡北
高は改称した年から工業経営科に普通コースを設置し、1982
（昭和57）年には普通科を新設した。
　上記期間、当法人は学校法人金指学園を合併することとな
り、1977（昭和52）年6月3日付で県知事の認可を得た。これ
により金指学園は解散し、その経営下にあった星陵高等学校
（以下、星陵高）の経営のすべてを当学園が引き継いだ。
　星陵高は市街を一望できる風光明媚な富士宮市星山の高台
に位置し、10万㎡の校地を有する全日制普通科の男子高校で
あった。校地面積は、高校設置基準の約3倍の広さで、優れた
教育環境を有している。まだ学校創立3年目という新しい学校
だった。
　合併当時、同校の職員数は事務職員を含めて35人、在学生
は全学年合わせて487人だった。生徒は、3学年が初めてそ
ろったばかりで、卒業予定者の大半が進学を希望しており、
星陵高校の教育や進路指導への期待も大きかったことが想像
できる。
　合併からほどない9月24日、星陵高で初となる文化部発表会
が開催された。初めての試みのため一般公開をしない校内行

事とし、翌年以降、一般公開に臨めるよう活動の充実を目指
すこととなった。翌25日には第2回体育大会を実施した。10月
からは受験に向けた本格的な進路指導が展開された。第1期卒
業生の進路希望の内訳は進学が99人、就職が46人、自営5人
だったが、県内外から50社を超える求人があり、求人者数
は、就職希望者数の3倍ほどに達した。
　翌1978（昭和53）年3月、初めての卒業式を挙行（卒業生
149人）し、4月に173人の新入生を迎えると、早くも地元地区
の中学などから入学定員増の陳情が寄せられた。第1期卒業生
の進学や就職実績もその要因の一つであった。当学園は地元
の要望に応えるべく、急遽、私学協会の了承をとり、1979
（昭和54）年度の募集定員を225人に拡大し、さらに翌年3月3
日付で同55年度の入学者数を320人（総定員960人）にまで増
加するための認可を取得した。
　同時期、校舎の増築工事が進行しており、1979（昭和54）
年8月に竣工した。増加する生徒の受入体制を整える一方、
1983（昭和58）年12月には武道館も完成させ、同59年1月に竣
工式を挙行した。さらに同年11月には夜間照明総合施設も落
成し、翌60年には念願のテニスコートの整備も完了した。か
つて自工高校がそうであったように、星陵高も創立10周年を
迎える年にはほぼすべての教育施設を整えた。
　この間、生徒数は順調に増加した。部活動も年を追う毎に
実績を上げ、その名を県外に示した。1981（昭和56）年の全
国高校総体では星陵高の自転車競技部がイタリアンチーム
レースに出場し、1分47秒21の日本記録を樹立。同58年にはハ
ンドボール部が全国高校総体県大会で初優勝を飾り、全国大

会へ出場した。同60年5月には高校総体静岡県大会の自転車競
技（団体）で念願の初優勝に輝いたほか、1000mタイムトライ
アルで1～4位を独占した上、1万mポイントレースで星陵高の
選手が優勝した。また、文化系の吹奏楽部も同57年から富士
宮市民文化会館で定期演奏会を開始した。定期演奏会は、や
がて多くのファンを集める地域の恒例行事になっていった。
　星陵高校の校訓は「誠・友・厳」で、「誠」は誠実な心で
事に当たる、「友」は、友情の輪を広げる、「厳」は厳しさ
を自ら求める、を意味している。
　1973（昭和48）年以後、2度のオイルショックを経て、日本
は戦後最大の不況といわれる時代に突入していた。しかし、
当学園の高等学校は教職員たちの努力もあって、順調に生徒
数を増やし、発展し始めた。

オイルショックの影響と対策
　高等学校2校の設備が整えられる一方、静岡産業技術専門学
校（以下、静岡産技）の新校舎も1972（昭和47）年7月に完成
し、同49年2月には自動車完成検査場も竣工した。この間、テ
レビ・新聞などの報道を通じて当校の“女性技術者養成”の
理念が高い評価を受け、1973（昭和48）年7月には中日ショッ
パー社の企画で「これからの女子の職業」をテーマとする座
談会も小冊子として発行された。
　ただ、同年10月に勃発した第4次中東戦争を契機に起きた第
1次オイルショックの影響もあり、専門学校への進学者は激減
していく。もちろん、それは全国的な傾向であったが、とく
に1975（昭和50）年以後の自動車整備学校は“苦難の時代”
を迎え、各地で休校や廃校となるケースが相次いだ。当然な
がら、その状況は静岡産技も同様で、当該時期に校長に就い
た寺田實は後にこの時期のことを「就任早々、私に課された
のは起死回生の振興策でした」と振り返っている。
　この“起死回生の振興策”として寺田が理事会に上程した
計画は、なんと「生徒数を2.5倍に増やす」という大胆なプラ
ンだった。寺田自身の予測通り、同案は「机上論だ」と非難
を浴びることとなるが、このときから寺田を含む職員たちは2
人1組となって日本全国の中学や高校を車で巡り、地道な広報
活動を開始する。むろん初めての経験でもあり、その場でよ
い返事などはもらえない。それでも職員が一丸となって活動
を続け、これと並行して学校のさらなる振興策を練っていく

ことになった。広報活動を続ける傍ら、寺田は建学精神に立
ち返って熟考を重ね、やがて3つの施策にたどり着く。
　第1の策は「必要な教材はすべて買うこと」。当時の静岡産技
はいわゆる各種学校であり、社会的評価も決して高いとはいえ
なかった。教材も、あちらこちらから譲られた“おさがり”ば
かりが目立ち、決して自慢できる状況にはなかったのである。
　第2の策は、社会人としてのマナー教育の実施だった。これを
徹底することで、生徒すべてを学校が自信をもって企業に推薦
できる学生にしようと考えたのである。事実、企業からは、社
会人としての常識をわきまえた人材を望む声が上がっていた。
　最後の策は「完全2年制」。当時の学科は中卒を対象とする1
年制と高卒を対象とした2年制に分けられていたが、これをすべ
て2年制学科にする方針としたのである。これで整備科卒業生は
2級整備士資格を取得できるし、電子計算機科（1981（昭和56）
年にコンピュータ科と改称）でも80人を1年間で教育するより40
人を2年間で育てるほうが充実した教育内容にできる。
　これら3つの施策は1975（昭和50）年以後、着実に実行され
ていく。すると、日本全国から資料請求の葉書が届くように
なり、パンフレットを送り返すと実際に学生が入学し始め
た。ほどなく従来優先していた地元の推薦を待たずに定員を
満たすようになり、地域の高校からクレームがつけられるよ
うになった。やがて、定員確保を心配するどころか、志願者
全員に入学試験を実施するようにさえなったのである。こう
なると当然ながら学生の質が大きく向上し、1979（昭和54）
年から全員が2級自動車整備士試験に合格するなど卒業生の好
実績が目立つようになった。
　こうして起死回生を図った寺田の策は功を奏し、各高校や
就職先企業から「静岡産技はいい」との評判をとるように
なったのである。
　もちろん、この好循環の背景には、専修学校制度の発足、
自動車産業の発展といった外的要因もあった。法的裏付けに
より当法人を含む専門学校の社会的地位は向上し、自動車産
業の成長で学生やその保護者たちには「自動車業界は将来有
望」「自動車メーカーに就職すれば安心」といった風潮が
あった。
　しかしこれらの外的要因があったとしても、背水の陣を敷
いた寺田の策と職員たちの実行力がなければ、オイルショッ
クによる悪影響を跳ね返すことはできなかっただろう。後に
寺田は当時得た教訓を次のように語っている。
「失敗を恐れないことです。失敗を怖がる人は失敗しないよ

うな行動しかできなくなる。そこからは何も生まれないで
しょう」
　これ以後、当学園の専門学校は近い将来における情報産業
の発展を予見し、自動車産業とともに情報処理技術教育の充
実に取り組んでいくことになる。

電算化の推進と情報専門学校の開設
　当法人の専門学校のうち、静岡産技を除く2校（沼津校・浜
松校）は1974（昭和49）年に廃止となっていたが、第2種情報
処理技術者の養成を目的として沼津情報専門学校（以下、沼
津情報）と浜松情報専門学校（以下、浜松情報）を開校する
ことになった。
　これまで当学園は電算機の活用を本格化させており、1981
（昭和56）年には教習部門の静岡校で業務の電算化を実現
し、同59年にはすべての教習所で同システムの導入を完了し
た。この当学園が開発したフルコンピューターシステムは県
内唯一の本格的電算化方式であり、全国的に見てもトップレ
ベルのシステムとなった。
　またこの年には静岡産技にパソコン・ネットワーク室が完成
している。このとき当校は文部省（現、文部科学省）より
1983（昭和58）年度私立学校施設整備補助金を受けており、
同室にOCR（文字読み取り装置）、NEC製16ビットパソコン
（PC9801-E）10セットを導入し、光ファイバーで結んだネッ
トワークを構築した。これは近い将来に普及するオフィス・
オートメーションを先取りしたローカルエリアネットワーク
（LAN）システムのプロトタイプだった。これに加えてオ
フィスのデスク作業の変革も予見し、OAデスクやチェア、間
接照明なども取り入れた先進的な施設とした。
　沼津情報の開校がこれと同時期、1983（昭和58）年4月の
ことだった。前年の秋から入学試験を実施し、コンピュータ
科の第1期生103人を迎え入れた。すでに同校は県の私立学校
審議会の事前審査に合格しており、開校時から専修学校専門
課程（専門学校）として発足した。これら1期生はプレハブ
の仮校舎からのスタートとなったが、新校舎は教習部門（沼
津校）との合同校舎として建築が進められ、その竣工後、旧
校舎と教習コースの改築・改修工事も行われた。同年には浜
松情報の設立も決定し、こちらは1984（昭和59）年に私学審
議会の審査を受け、1985（昭和60）年4月、専門学校として
開校した。
　2校とも従来の自動車整備関連学科を置かず、情報処理技

術教育を中心とする専門校である。浜松情報にはコンピュー
タ科のほか、オフィス・オートメーション科（以下、OA
科）、メカトロニクス科、エレクトロニクス科が置かれ、第
1期生として合計219人を入学させた。さらに1986（昭和61）
年には3年制のOAビジネス科の開設を決定し、翌62年4月に
開講している。学科内容や取得をめざす資格などは現行の
OA科と同様だが、3年制であるため社会人でも時間をかけて
じっくり学習できる科である。主な募集対象は浜松市周辺の
大手紡績会社（4社5工場）の社員だった（一般からも募集す
る方針がとられた）。
　沼津情報では1985（昭和60）年に第1期生が卒業し、同62年
には浜松情報の第1回卒業式を挙行した。これら情報専門学校
2校には開校当初から求人数も多く、卒業予定者の就職活動は
順調な出だしとなった。情報産業関連業界が好況を呈しつつ
あったとはいえ、両校とも新設校である。合格率数十％とい
う難関の第2種情報処理技術者試験で50％という高い合格率を
記録した生徒たちの好成績に加え、教職員たちの努力の賜と
いっていいだろう。
　実際、沼津情報の職員らは第1期生卒業の約1年前から就職先
開拓についての活動を開始している。当時、学園報『交さ
点』（昭和59年4月号）には卒業生の就職と専門学校の評価と
の関係について、「専門学校の評価は、卒業生が在学中に得
た職業に関する専門の知識・技術を生かせて就職しているか
にかかっている」と記されており、担当の職員たちはこのこ
とを念頭に500社におよぶ県東部企業の調査を始めた。
　浜松情報でも卒業前年である1986（昭和61）年6月から2年生
に就職対策講座を実施し、地元企業人事部長による講演会や正
しい話し方についての動画上映、労働省職業適性検査などを
行った。この時期、コンピューターが専門家だけのものだった
時代は終わり、多くの企業がOA化を進めるようになってい
た。当法人自体も業務における総合的なシステム化を推進して
おり、1986（昭和61）年時点で専門学校のシステムは完成間近
になっていた。これは入試管理や学籍、学業、学費、就職、卒
業生管理にいたるまで一貫した情報処理を可能とするシステム
である。一方、CAI（コンピューター支援教育）についても学
園内に推進委員会を設けて研究を開始した。

杉山学園の合併
　浜松情報が発足した1984（昭和59）年の9月、当学園は創立
以来57年の歴史をもつ静岡文化服装専門学校（従来の経営母
体は学校法人杉山学園）を合併することとなった。
　同校の創立は1927（昭和2）年2月にまでさかのぼる。当初
の校名は「F.S洋裁学院」だったが、その後、1933（昭和8）年
3月に「静岡杉山洋裁縫女学校」、1963（昭和38）年4月には
「静岡文化服装学院」と改称し、1976（昭和51）年に専修学
校制度による専門学校に認定され、静岡文化服装専門学校と
なった。さらに同57年4月に「ビジネス秘書科」を開設し、
「静岡文化専門学校」（以下、静岡文化）となった。
　ファッションデザインを学ぶ同校の特色は当学園のそれと
異なっているが、技術者教育という目的――すなわち、アパ
レル（既製服）産業界に必要とされるスペシャリストの養成

――では共通している。これまで洋裁といえばミシンによる
製縫技術が中心だったが、すでにコンピューターによる型紙
やサイズの拡縮、生地使用における効率化技術などが発達
し、デザインやファッションカラー分野にもコンピューター
を用いた情報処理技術が活用され始めていた。さらに服装科
の卒業生には服装専攻科への道が拓かれており、高級既製服
（プレタポルテ）技術者のための先端技術教育も受けられる
ようになっている。なお、1986（昭和61）年、服装科を「ア
パレル・ファッション科」に、服装専攻科を「ファッション
専攻科」に名称を改めている。
　また、ビジネス秘書科とは、OLをめざす女性を対象として
就職先企業のイメージを高められる品位ある職業人を養成す
る学科である。一般の高等学校に欠けているビジネス現場に
おける礼儀作法や身だしなみ、接遇態度をはじめ文書作成や
実用英語を学び、急速に導入の進むOA機器の取り扱いや簿記
なども同時に修めることとなる。
　当学園の所属校となった約2カ月後、11月1日より早くも
1985（昭和60）年度入学生の願書受付を開始しており、さっ
そく学園報『交さ点』には優秀な生徒確保のための協力を呼
びかける記事が掲載された。
　一方、静岡文化では、同月25日に校内で日頃の学習成果の
発表と学校のPRを兼ねたファッションショーを開催した。企
画・製作・モデルに至るまで生徒自身の自主活動によるもの
で、ワンピースやスーツ、革ブルゾン、ウェディングドレス
など約80点の作品を披露した。詰めかけた300人ほどの観客を
魅了したこのショーの模様はSBSテレビや静岡けんみんテレビ
（現、静岡朝日テレビ）で取材・放映された。
　また、1988（昭和63）年には開発中の社会人向けCAI教育を
インテリジェント・ハウス“TEN”として開講を決定した。
CAI教育とはコンピューターの支援を活用し、各人がマイペー
スで実力をつけられる新時代のシステムである。このため、
3.5インチフロッピーディスクを装備したNEC製16ビットパソ
コン「PC9801UV11」とNTTの「NTT-CAI」を導入し、体験
講座を始めた。内容はアマチュア無線資格や簿記検定、工事
担任者試験などの資格試験に関する講座のほか、表計算ソフ
ト「Lotus123」やワープロソフト「一太郎」など、一般向け
アプリケーションソフトについての講座も合わせて開始す
る。これらはワークステーションと異なり、MS-DOSを基本ソ
フトとしており、各講座は予定どおりに1989（平成元）年1月
よりスタートした。

当学園の転換期
　1985（昭和60）年前後、いわゆる産学交流といった動きが
見られるようになり、当学園の教員が高等学校などに出向
き、専門分野の講義を行うことも増えてきた。これにほぼ並
行し、パソコンやOA化の普及を背景に、社会人を対象とする
講座も増加し始めた。1984（昭和59）年、開校したばかりの
沼津情報で実施した夜間パソコン講座や静岡産技の夜間
COBOL講座などはその例である。
　また、大学・短大・専門学校間の共通科目で相互乗入れの
気運が高まり、当学園が産業能率大学（短大）の通信教育
コースから情報処理コースを選定し、短大併修コースを計画
したのも同年だった。同62年には教育界と産業界の情報交流
の必要性がいっそう叫ばれるようになり、県内研究開発企業
における人材確保と育成システムの充実・強化を図るため、
企業と専修学校の関係者が情報交流や共同調査研究を行う目
的で「交流会」を発足させた。当然ながら本校もこれに積極
的に参加する方針をとり、専修学校各種学校振興会に置かれ
た事務局の局長に本学園の寺田常務が就いた。
　同時期、高校など教育現場における国際交流の気運が高
まっており、グループ内の学校に台湾や中国、韓国などから
の留学生が見られ始めた。
　この1987（昭和62）年から同63年にかけての時期、当法人
の各部門は組織改革の転換期に向かっていた。静岡北高の生
徒数は1300人を超え、合併した星陵高の生徒数も当初の450人
から1200人に達していた。静岡産技も800人が学ぶ県内屈指の
専門学校となった。
　生徒数だけ見れば順調だが、1989（平成元）年以降になる
と、高等学校では生徒の減少期に入り、これはやがて専門学
校における学生数減少へと連鎖していくことになった。当法
人の各部門は来たるべき少子化時代への転換、すなわち「学
校が入学生を選抜する時代」から「学生やその保護者から学
校が選ばれる時代」への変化に適応していく必要があった。
〈高校部門〉
　教育部門のうち、高校では「量から質への転換」が求められ
ていた。そのため「教育環境の充実整備」「教師の教育活動の
活性化と資質向上」を目標とし、1988（昭和63）年度から静岡
北高で工業技術科を、星陵高では英数科を新設することになっ
た。特色あるカリキュラムの編成により、生徒や保護者の進学
への期待に応えられるように考慮した結果である。

　この当時、社会全体で国際化や情報化が急速に進むなか、
高等教育機関における新たな学部や学科の新設が相次いで進
められており、当学園でもこうした変化にともなうニーズに
対応するべく方針を決定した。
　また、星陵高では厳友学舎生徒館の意欲的活用も目標として
挙げた。これは重点的な教育を実現するための宿泊教育施設で
あり、以後、星陵高における教育の中心を担う施設となる。
〈専門学校部門〉
　静岡産技では生徒増に対応する教室の確保と新校舎の増築を
最優先とし、特に新校舎は県内の教育機関初のインテリジェン
トビルとする計画とした。これは1988（昭和63）年に起工し、
1989（平成元）年3月に完成している。全館に光ファイバーを巡
らせ、AV機器をネットワーク接続した高度情報化教育施設が
出現した。この間、1987（昭和62）年にはコンピュータ科に
ハードウエアコースを設置して教育内容を拡充し、並行して教
師全員の研修や自己啓発を促進しながら「社会から信頼評価さ
れる教育の確立」をめざしていくことになった。
　幸い、1988（昭和63）年には静岡産技と沼津情報、浜松情
報が通産省の推進する情報化人材育成推進事業の委嘱機関に
指定された。地域における当校の教育が評価された証だろ
う。政府は21世紀初頭に40万人のコンピュータソフト技術者
が不足すると予測しており、同省は技術革新の激しい情報処
理技術者を産学協同で育成する方針を打ち出した。その連携
機関として同事業を委嘱された当学園の専門学校3校は、地域
の情報技術教育における中核的存在へ飛躍する足がかりの一
つを得たことになる。
　実際、同年9月には「専修学校と研究開発型企業との情報交
流会」が静岡産技で行われた。その当日、協和システム制
御、ユニテック、浜松情報、沼津情報、静岡文化ほか種々の
企業や学校が参加して県産業界の情勢や海外産業について情
報交換などを行い、その模様はNHKやSBSの取材を受け、テ
レビニュースなどで報じられた。
　また11月には静岡産技が文部省から「専修学校における職
業教育の高度化に関する開発研究の実施内容が適切である」
と認められ、「職業教育高度化開発研究校」に指定されてい
る。これにより、本校は情報化社会における情報処理関連教
育に関し、「勤労者の学習要求に即応する専修学校の特性を
活かした新しい授業形態の開発研究」を3年間で進めることに
もなった。静岡産技が自動車電子科とコンピュータ制御科を
新設し、教育内容のさらなる充実を図ったのが翌、1989（平
成元）年だった。この翌年には沼津情報とともに3年制の情報

システム科も新設している（浜松情報の情報システム科は同4
年に設置された）。
〈教習部門〉
　教習部門では他校との差別化を明確化するため、1987（昭和
62）年、教習車を全面的に差し替えた。近い将来に実施される
予定のオートマチック（以下、AT）車限定免許制度を前提
に、2時間のAT車教習を導入した年だ。以後、当校の教習部門
はさらに業績を伸ばすべく、同60年に掲げた2つの目標「①教習
高率・教習サービスの向上」「②苦情ゼロ・実績を県平均以上
にする」をめざして努力を継続することとなった。
　実際のところ、②については同62年時点で改善が見られて
おり、苦情件数は大幅に低下し、まったく苦情がないという
声も聞かれるようになってきた。むしろ、外部から「事務所
が明るくなって気持ちがいい」「電話の応対がいい」などと
いった評価も出始めた。しかし、①については目標を達成し
ているとは言えず、概ねこれを達成できたのは5年を経過した
1990（平成2）年のことである。その評価の目安は修了検定や
試験の合格率であり、1990（平成2）年にはそのいずれもが県
内の平均以上となったのだった。
〈沼津校の移転〉
　同時期の教習部門で大きな課題とされていたのが沼津校の
移転問題で、これは昭和40年代にまで遡る「市道占有問題」
に端を発していた。細かい経緯については学園報『交さ点』
（昭和60年の創立45周年記念号）などに詳しいが、発足当
時、沼津校は指定教習所としての条件を満たすため、敷地の
一部として市道を占有することとなった。ただその際、「将
来、何時でも返還に応ずる」との条件を含む覚書を提出して
いたのである。以来、当法人と市、返還を要求する地元住民
とが相互に協議を重ねてきたが、同59年、沼津校はとうとう
市道を返還し、施設全体を移転させる方針となった。
　しかし、公安委員会指定教習所として継続するには、同一
性を保つかたちで近傍に移転しなければならない。やっと見
いだした用地（沼津市東椎路）には地盤や地価のほか、農地
転用や開発行為などの申請や埋没文化財の発掘調査、土地利
用委員会の承認、国土利用計画法にもとづく売買価格の承認
など多数の問題があった。1年4カ月にわたる地主との交渉や
各種申請の末、土地取得の契約は1987（昭和62）年3月に完了
した。翌年4月に校舎の建設を開始し、同年11月10日に教習
コースとともに完成した。竣工式当日、県警や施工業者、地
域の自治体ほか関係機関から200人ほどが臨席し、新沼津校の
門出を祝ったのである。

教習管理システムの完全自動化が実現　1981（昭和 56）年

静岡杉山洋裁縫女学校

静岡産業技術専門学校　1985（昭和 60）年度卒業生
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大学設置に向けて
　「昭和62年に文部省へ大学設置について打診したところ
“可能性あり”との印象を受けた」
　これは創立50周年記念式典で宇野紳七郎理事長が述べた挨
拶の一節である。
　静岡県自動車工業高等学校（現、静岡北高等学校）の創立
当時、当法人は将来における大学設立の方針を再確認してい
た。しかし、昭和50年代以後、政府が大学新設について抑制
的な政策をとっていたこともあり、断念せざるを得ない状況
が続いていた。
　ところが1986（昭和61）年から1992（平成4）年までの期
間、文部省は18歳人口の増加を踏まえ、大学の収容能力を増
大させる方針をとった。これが大学設置の可能性を探った背
景である。当学園はその“好印象”を受け、翌63年2月の理事
会・評議員会の席上、「大学設置構想」について改めて話し
合いをもつこととなった。
　その際、議論された主な内容は学園の経営安定化と教育環
境の整備についてである。すなわち、近い将来、高等学校で
定員割れが必然であること、大学の設置によって対象とする
年齢層を弾力的に拡大できることである。定員割れの原因は
学齢層の人口減少であり、これは教習部門もほぼ同じ立場と
なるだろう。さらに、時代のニーズに的確に応えられる教育
環境を構築するには、大学を核とする体制づくりが不可欠と
の結論も得た。
　これらの審議の結果、4月1日から大学設置準備室を開設
し、大学設置準備委員会を発足させた。同委員会が計画の進
行状況を報告したのが約3カ月後のことである。
　設置場所については県内10カ所の候補で検討を進め、並行し
て自治体と接触してその意向を確認してきた。7月中旬には2カ
所まで絞りこみ、最終的に経済的な協力を申し出てきた袋井市
に決定した。ただし、この時点では同市の意向を尊重し、公式
発表をしないことになっていた。翌8月、大学教授を構成メン
バーとして全般的な問題を審議するための専門委員会を設置
し、大学設置の基本構想やカリキュラムの決定、教員候補者の
選考のための活動を開始した。同年末には大学名を「静岡理工
科大学」（以下、理工科大）と決定。学部として理工学部を設
置し、機械工学科、電子工学科、知能情報学科、物質科学科の4

学科（定員合計300人）を置くこととなった。
　1989（平成元）年1月、当初から助言を受けていた東京大学
名誉教授石原智男氏より、初代学長就任について内諾を得
た。7月には第1次設置認可申請と設置にともなう寄附行為変
更申請を文部省に提出し、12月15日、同申請を認可された。
その間、6月から校地の造成を開始し、11月には新たに第2法
人の設置認可申請書を県知事に提出した。これは教習部門と
自動車産業に関する教育部門を第2法人に移し、従来の法人に
大学を中心とする教育体制を構築するためである。
　1990（平成2）年2月1日、袋井市や地元関係者との業務連絡
のため大学設置準備室袋井分室を設置し、6日には大学校舎の
起工式を執り行った。学園本部事務局が静岡県自動車学校本
館に移転したのも同月中のことである。

創立50周年　静岡北高の変化
　大学設置準備が進行していた1990（平成2）年は、当法人
の創立50周年という大きな節目の年でもあった。記念事業の
準備委員会が1987（昭和62）年6月に発足し、記念式典・イ
ベントの企画立案や記念出版物の資料収集、PRなどについて
準備を進めた。そして1990（平成2）年4月2日、静岡北高の
体育館で創立50周年記念式典を盛大に挙行した。例年のよう
に永年勤続表彰の受賞者が発表され、宇野紳七郎理事長が挨
拶に立った。

　静岡北高の入学式はその8日後の10日に行われ、新設した理
数科の第1期生37人を含む458人の新入生を迎え入れた。その
一方、翌5月の理事会・評議員会では、同校の自動車工学科と
工業技術科を普通科に統合することを可決した。
　静岡北高は創立以来、自動車工学科を中心に発展してきた
が、近年これと最も関係の深い自動車整備関連企業は2級整備
士の教育を行う専門学校への期待を高めており、事実上、当
校の3級整備士養成教育はその使命をほぼ終えていた。
　実際、前章で「転換期」と述べた1988（昭和63）年以後の3
年間、自動車工学科の卒業生で自動車整備関連企業へ就職し
た者は20％を大きく下回るようになっていた。一方、生徒や
保護者の専門学校への進学希望は予想を超えて高まってお
り、産業界では情報化・技術の高度化が急ピッチで進むこと
から、これらに対応できる人材の育成は急務となってきた。
　このため、当校の「職業教育」のあり方をいったん見直
し、専門学校4校との連携をいっそう密接にした特色ある普通
高校への脱皮が今後の社会からの期待に沿うことにつながる
と考えられた。そのためには従来の「自動車」というイメー
ジから脱却し、多様なニーズに対応できる柔軟な教育プログ
ラムを構築しなければならない。
　以後、静岡北高は理数科や進学コースを軸とした大学進学
のためのコース、さらには専門学校との連携による「高・専
一貫」による情報技術教育など、本学園ならではの幅広い
コース制を導入した「特色ある普通科」を設置する進学校へ
と変貌していくのである。
　なお、創立50周年記念事業の一環として1990（平成2）年8
月14日、当学園と県サッカー協会の共催による「日・独・伯
親善サッカー大会」を実施した。静岡北高に留学中のブラジ
ル人学生は同校サッカー部の中心選手となってもおり、近
年、静岡北高や星陵高で一般化してきた国際交流の幅をいっ
そう拡大した。とくに、星陵高ではオーストラリアの聖ヨセ
フ（ジョセフ）校（通称ナジー校）やキャノンヒル高校との
間で相互訪問が始まり、早期から国際交流を始めていた。

第2法人設置と理工科大の開学
　1990（平成2）年5月に開かれた理事会・評議員会で第2法人の
設置認可の本申請提出前の議案について決議され、続けて開かれ
た第2法人設立発起人会でその名称を「静岡自動車学園」、設置
校名を「静岡工科専門学校」（以下、静岡工科）と決定した。
　これにより、静岡産技の自動車科・自動車電子科・コン

ピュータ電子科の生徒は1991（平成3）年4月1日から静岡工科
に転学する。同時に、現在の「学校法人静岡県自動車学園」
の収益事業（自動車教習所・車両整備工場）は新法人「静岡
自動車学園」に所属することとなった。この第2法人の設置は
同年7月16日に認可され、同月21日に登記を行い、私立学校法
にもとづく静岡自動車学園の設置が完了した。
　これ以後、文部省の大学設置審議会専門委員による教員の
審査、さらには大学設置・学校法人審議会の袋井市での実地
調査などが行われ、12月21日、ついに文部大臣より理工科大
の設置とそれにともなう寄附行為変更の認可を受けた。そし
て従来の法人の名称が「静岡県自動車学園」から大学名に変
更され、ここに「学校法人静岡理工科大学」が誕生した。理
事長には鈴与株式会社の代表取締役社長を務める鈴木通弘氏
（現、同社代表取締役会長8代目鈴木与平氏）が就任した。
　また、12月21日に開かれた理事会・評議員会では新たに発
足する大学などのシンボルマークやカラーイメージなどを決
議した。シンボルマークのモチーフとされたのは大学名のイ
ニシャル「S」だった。
　ところがその4日後の12月25日、当学園に思いがけぬ訃報が
入った。学長をお願いしていた石原智男氏が同日急逝され、
残念ながら理工科大の開学を見ないまま没したのである。そ
のため当学園は同日から喪に服し、理事長による学園報の年
頭挨拶も中止と決定したのだった。
　深い悲しみとともに年が明け、正月を過ぎた1991（平成
3）年2月11日、この日から翌13日にかけて理工科大の入学試
験を実施し、その際、静岡や東京、浜松、名古屋に試験会場
を設置した。定員300人の小規模新設校ではあったが4000人
にのぼる学生が受験し、2次の3月24日（試験会場は静岡と浜
松）でも600人が応募した。理工科大の初代学長として、日
新製鋼株式会社副社長の久松敬弘氏が就任したのが同月12日
のことだった。
　そして1991（平成3）年4月10日、とうとう理工科大の第1回
入学式を挙行し、理工学部4学科の第1期生（合計372人）を迎
え入れた。
　開学した理工科大の教育理念は「広く産業の発展に貢献出来
る技術の修得とともに、その技術を正しく活用できる人格の陶
治」であり、これは、前身である学校法人静岡自動車学園から
継承した、学園建学の精神『技術者の育成をもって地域社会に
貢献する』のもと、教育基本法及び学校教育法に基づき「科
学・技術に関する学術を研究教授し、国際的視野と技術者とし
ての使命感を持った向上心溢れる人材の育成、及び実践的創造
的研究により社会に貢献する」ことを目的としている。以降、
取り巻く環境の変化に対応すべく多くのご意見を聴取しながら
検討を重ね、本学が到達すべき理想的な姿を包括した、「豊か
な人間性を基に、『やらまいか精神と創造性』で地域社会に貢
献する技術者を育成する」を理念としている。
　同年8月、学園報を創刊し、その名称を『SIST』とした。同
月30日には受験生のためのオープンキャンパスを実施し、翌
日には「国際性を持った人間とは？」と題して第1回静岡理工
科大学公開講座を催した。本学の教員200人ほどに市民も加
わって聴講し、当大学は開かれた大学づくりの第一歩を踏み
出した。11月2、3日には在学する1年生のみで準備を進めてき

た第1回大学祭を開催、ささやかなものではあったが天候にも
恵まれて大成功に終わった。
　そして同月22日、日本私立大学協会の理事会で当法人の加
入について審議され、同日付で承認された。その結果、当法
人は前記協会の中部支部に所属することになったのである。

高・専一貫教育
　1992（平成4）年4月22日、翌年に創立30周年を控えた静岡
北高は情報系専門学校志望者を対象とした2年間のダブルス
クールを開講し、いわゆる「高・専一貫教育」を開始した。
これは高校の基礎学力と専門学校の知識・技術を結びつける
もので、高校の指定休の土曜日や6時限終了後（放課後）など
を利用し、学園内の専門学校へ通学させる独自のシステムで
ある。静岡北高の所在地などを鑑み、このコースの対象とな
る専門学校は静岡産技と静岡工科である。
　この高・専一貫コースの内容は、①情報、②電子、③自動
車という3つの系統に分かれており、それぞれの概要は以下の
通りである。
①情報系：コンピューターソフト分野のスペシャリスト
（SE、プログラマー）の育成を目的とし、卒業生を情報処理
技術者として社会に送り出す
②電子系：コンピューターハード分野の設計・開発を行う技
術者の育成を目的とする。電子技術と情報技術を駆使できる
バランスの取れたエンジニアを社会に送り出す
③自動車系：カーエレクトロニクス分野のスペシャリスト育
成を目的とする。高度な自動車電装システムに対応できるハ
イメカニックを産業界に送り出す
　静岡北高の各志望者たちはダブルスクールでそれぞれの基
礎について学び、その後、専門学校へ進学して応用技術と知
識を習得することになる。
　この新たな教育プロセスは主に4つの特色を備えている。す
なわち、「実践的で最新の技術革新に対応した教育を提供で
きること」「生徒に明確な目的意識を持たせられること」
「ダブルスクールによって学ぶ場を変え、新鮮な学習意欲を
与えられること」「早期から高い技術と専門性を学ぶことに
より資格取得の幅を広げられ、合格率の上昇を期待できるこ
と」などである。1993（平成5）年7月21日付発行の『SIST』
には、学園内の大学・専門学校・高校の間の進学・編入学な
どの連携を示す概念図が掲載されている。
　この当時、グループ内のネットワークを応用した専門学校

や理工科大への進学が徐々に定着しつつあった。大学創立以
来の3年間（1994（平成6）年まで）で静岡北高と星陵高から
の理工科大進学者数は33人を数え、さらに増加傾向を示して
いた。また、高校部門から専門学校への進学者数は4校合わせ
て97人にのぼり、その翌年には北高の高・専一貫コースから
90人ほどが進学していた。
　同時期、星陵高は創立18年目で男女共学の導入に踏み切
り、森英恵デザインによる制服とも相俟って地域における学
校イメージを一新した。当初、男女共学は英数科のみの実施
だったが、1994（平成6）年度からは普通科でも実現し、創立
20周年にして完全な男女共学の高等学校となった。更に、社
会からのニーズに応えてCAI教室の設置や進学講座を実施する
とともに、国際交流の一環として留学生の受入や海外の学校
との姉妹校提携などにも力を入れていた。当時は正に、新学
習指導要領が実施された時期であり、国際化・情報化に則し
た教育への転換をさらに進めることとなる。そして1995（平
成７）年度からは星陵高でも新時代に求められる人材教育を
めざし、普通科に高・専一貫コースと国際文化コースを設置
し、1996（平成8）年度には、英数科に英数科総合コースを開
設した。星陵高ではこれらのコース新設を一つの大きなス
テップとし、同校の果たすべき役割を改めて認識するととも
に、以後の新たな学校運営につなげていこうとの方針を打ち
出した。なお、星陵高の高・専一貫コースは普通科情報コー
スと沼津情報とのダブルスクールであり、実施に先だって希
望する生徒42人が同校を見学するほど人気を博した。

専門学校の改革―情報化社会への対応
　80年代バブルが崩壊する一方、「IT革命」が始まる時期、
専門学校部門では多様化する教育や情報化の進む社会のニー
ズに対応し、以下のような変更・新設をした。
　1990（平成2）年に沼津情報で3年制の「システム研究科」を
開設し、同4年には静岡産技でOA科を「OAビジネス科」と改
称したほか、浜松情報でも「システム研究科」を新設してい
る。さらに1994（平成6）年度、静岡産技は「情報テクノ科」を
新設して高・専一貫コースによる進学者の受け皿とし、同7年度
には「コンピュータグラフィックス科」も新設した。浜松情報
ではOA科を「ビジネスクリエイト科」に改称、コンピュータ
デザイン科にコンピュータエレクトロニクス科を統合した。
ちょうど、文部省による専門士制度が始まった年である。静

岡・沼津・浜松それぞれに「マルチメディア科」を新設したの
もこの年から翌8年度にかけてのことで、同時期に発売された
Windows95をきっかけにパソコンとインターネットの普及が加
速し、多くのパソコンゲームが店頭に並んだ。そして同8年度、
静岡産技は「ゲームクリエイト科」を新設、翌9年度には沼津情
報が「ゲームインターフェース科」を設置した。
　一方、静岡産技が文部省より「インターネットを利用した
専修学校教育における実践的な開発研究」の委託を受けたの
がこの年である。これは同省が開催した第1回専修学校イン
ターネット教育開発協議会の決定によるもので、静岡産技を
含む委託校7校は3年間にわたって「教材の共同開発」「共同
授業」「インターネット活用方法」など、情報化社会に向け
た開発研究を進めることとなった。なお、同校にインター
ネットサーバーが立ち上げられたのも同年のことで、WWW
による情報発信や電子メールサービスがスタートした。
　一方、静岡文化が大きく変化したのも同時期である。1995
（平成7）年、同校は「ファッションとビジネスの学校」とし
て「ビジネスプランニング科」を新設したが、「魅力ある学
校」となるべく検討を重ねた結果、ファッション系2学科とデ
ザイン系3学科を設置する「デザインとファッションの学校
（総定員390人）」への転換を決定した。このため1996（平成
8）年から新校舎の建設を開始し、翌9年には校名を「静岡デ
ザイン専門学校」（以下、静岡デザイン）へ改めた（校舎は
同年6月に竣工）。県内高校生を対象とした「高校生プロダク
トデザインコンペ」の主催も同年から始まった。以後、地域
におけるデザイン専門学校のリーダー的存在としての認知度
を高め、在校生が技能五輪で入賞するなどメディアへの登場
機会も増加していくことになる。

（注）専門士制度…当学園の専門学校は「専門士」の称号付与が可能な学校に認定
されており、当該課程を修了した学生にこれを授与できる。

地域に開かれた理工科大大学院
　1993（平成5）年9月、理工科大の開学を記念し、教育棟の
中庭に彫刻「光の座」が寄贈された。作者は東京芸術大学教
授林武史、寄贈者は鈴与建設株式会社である。この月、当法
人は理事会の席上、大学院（修士課程）設置の方針を決議
し、1996（平成8）年4月の開設をめどに準備を進めることに
なった。設置準備の概略は以下の通りである。
　1994（平成6）年9月末の理事会・評議員会で大学院設置認
可申請手続の開始を決定。

　1995（平成7）年6月30日、文部省に「大学院理工学研究科
修士課程」の設置認可申請書を提出し、これが受理された。
これに先立つ同月7日、大学院の研究施設とするため既存の研
究実験棟の東側で増築工事を開始した。
　同年12月、文部省から設置認可が告知され、翌1996（平成
8）年4月、静岡理工科大学大学院修士課程を開設。高度な教
育修了者を社会に送り出すことを責務として大学院理工学研
究科（修士課程）を設置し、以下の2専攻で技術革新の時代に
望まれる学際的な技術者の養成をめざす。
①システム工学専攻：定員15人。システム制御や生産システ
ム、工学解析、電子システム、知能情報システムの各分野で構
成され、総合的なシステム工学に関する技術者を養成する。
②材料科学専攻：定員10人。物性物理や材料設計、材料化学、
電子材料の各分野で構成、種々の材料における物理・化学的基
礎教育に重点をおき、工学的応用についても教育する。
　開設初年度、システム工学専攻に10人、材料科学専攻に5人
が第1期生として入学した。システム工学専攻では「2.5ギガヘ
ルツの高性能アンプの理論的解明と作製」「ダクテッドファ
ン型VTOL垂直離着陸機の姿勢制御」ほかの研究が進められ、
材料科学専攻でも「シリコンの基板上でアルコールからダイ
ヤモンドをつくる」など特色あるテーマが研究された。これ
ら大学院の開設準備と並行し、全教職員の参加のもとに進め
たのが新カリキュラムの策定だった。こちらも大学院の開設
と同時に実施に移り、そのプロセスでいっそうの検討を加え
ていくこととなる。
　さらに2000（平成12）年以後、「地域に開かれた大学院」を
テーマに新しい大学院の構築をめざすこととなった。地域の有
能な人材を客員教員に招聘し、外部研究機関との共同研究やプ
ロジェクト研究も視野に入れる方針とした。もともと理工科大
は市民体験入学を毎年開催するなど「地域に開かれた大学」と
して開学した経緯がある。第1回卒業式から全国でも珍しい袋井
市民による「卒業生を送る会」が実施されてきたし、卒業生も
同市発展への祈念と感謝の気持ちを込めて愛野公園にプラタナ
スなどの植樹を続け、地域や市民との別れを惜しんできた。な
により、卒業生の8割以上が地元企業に就職しているのである。
　なお、大学院に経営科目群の授業を開講し、修士（技術経
営）の学位を取得できるようになり、学部3年生から入学可能
なスキップ入学による進学が始まったのが以上とほぼ同時
期、2001（平成13）年のことである。

理工科大の情報システム学科
　昭和60年代前半、18歳人口の一時的な増加期を迎え、日本
政府は大学進学率の上昇に対応するため臨時の定員増を認め
た。当法人の理工科大設立も同時期に当たっている。しか
し、この措置は1999（平成11）年度を期限とされており、多
くの大学が臨時定員の扱い（継続か廃止）に注目していた。
そんななか、1997（平成9）年1月の大学審議会の答申にもと
づき、その5割ほどを1999（平成11）年度から同16年度にかけ
て順次廃止していく方針が決定された。学校によっては臨時
定員が過半を占めることもあり、今後、多くの大学が少子化
時代に向けた体質強化に努めていくことになる。

　新設された理工科大に臨時定員はなかったが、同様な経営
環境に曝されることに違いはない。1997（平成9）年度の経営
方針において、大学における教育効果や採算性の向上をめざ
した将来構想を早急にまとめ、同11年度から実行に移す方針
が策定された。その結果、1998（平成10）年春までにまとめ
られた構想案が次の2つだった。
　①知能情報学科にコース制を設け、「情報システム学科」
へ改称すること。これにともなってカリキュラムを改変し、
同時に入学定員数を80人から140人に増やす。
　②物質科学科のカリキュラムを改変し、「物質生命科学
科」へ改称すること。これにともなって入学定員数を60人か
ら100人に増やす。
　文部省での事前相談を含めて検討を重ねた末、今回は②を中
止し、①のみを申請することとなった。その見通しは必ずしも
明るくはなく、大学の経営状態や計画の裏付けとなる財源など
も十分な状況とはいえなかったが、1997（平成9）年4月末に
「情報システム学科設置認可申請書」を提出。1998（平成10）
年12月、文部省から同申請が認可され、1999（平成11）年4月よ
り定員も140人に増えた学科としてスタートした。同学科に用意
されるコースは3つ。すなわち、コンピュータシステムコース、
ネットワークシステムコース、生命情報システムコースであ
る。この後、理工科大では、学部教育・大学院教育の検討、組
織運営改善、研究の活性化などと並行して「受験生減少への対
策」を検討していくことになるが、次項に述べる高・大一貫教
育、高校生のための公開実験講座などもその一環といえる。

高・大一貫教育―各部門の改革
　前項と同時期、当法人内の各部門でも少子化時代に向けた
改革を進めている。沼津情報では入学募集活動に力を入れ、
ダイレクトメール（DM）の工夫や体験入学の充実のほか、高
校の生徒と教諭への知名度アップに努めた。並行して教育内
容の充実も図り、星陵高との高・専一貫教育の好影響もあっ
て定員を上回る入学者を確保した。2000（平成12）年には静
岡産技とともにカリキュラムと学科編成の見直しを行い、両
校とも同14年度から新体制をスタートさせた。この間、静岡
産技は建築科を新設し、地域のニーズに応えると同時に教育
分野を拡大させた。同13年には国際的に有利な資格であるベ
ンダー試験も取り入れている。
　浜松情報でも沼津情報の事例を踏まえた生徒募集活動を開始
し、1999（平成11）年からコース選択のわかりやすさや自由度

向上、ターゲット層拡大などをめざして学科の再編成を行っ
た。同時にカリキュラム・職員組織の見直しや近隣高校との
ジョイント・スクール制構築も推進し、同13年、聖隷クリスト
ファー高校との高・専一貫教育を発足させた（法人間では県内
初）。さらに、浜松駅前に移転した同17年には、沼津情報とと
もに公務員コースや医療事務科を設置し、情報系・デザイン
系・ビジネス系という3分野のバランスをとった総合的専門学校
に生まれ変わった。高さ48.8m、北面総ガラス張りの新校舎は新
たなランドマークとしてアクトシティ浜松の東隣にそびえ、動
く歩道を備えた空中回廊でJR浜松駅と結ばれている。
　静岡デザインでもDMや高校訪問、体験入学ほか生徒募集に
力を入れ、2002（平成14）年ごろには高校1、2年生対象のガ
イダンスも実施するようになってきた。とくに同校では学生
の創作活動がそのまま同校の広報活動に結びつく効率のよい
運営が継続されており、定員を上回る学生を集めている。
　一方、高校部門では教職員それぞれの視野拡大や資質向上
をその中心テーマとした。その上で静岡北高では「各生徒に
目を向け、それぞれの自己実現を可能とする手作りの教育の
実現」をめざし、星陵高では「子どもと保護者の多様な価値
観に基づく個性重視の教育、さらには地域に密着した信頼度
の高い新たな学校づくり」を目標とした。むろん、法人内
ネットワークを活用した高・専一貫コースの存在は他校との
差別化に貢献しただろう。
　これら2校のうち、いち早く国際交流を充実させた星陵高は
地域の中堅進学校との評価を得るようになっていた。また、
実業高校から普通進学校へ転換した静岡北高は1997（平成9）
年度の時点で国公立大学への進学実績を学校史上最高とし、
2000（平成12）年には「国際コミュニケーション科」を開設
してさらなる教育環境の充実を図っている。そしてその翌13
年度、これら2高校と理工科大・同大学院とを結ぶ「高・大一
貫教育」（7～9年）をスタートさせた。ちょうど理工科大が
創立10周年を祝い、記念事業の一環であるクラブ棟を完成さ
せた年のことである。
　高・大一貫教育の議論は1999（平成11）年ごろから本格化
しており、社会現象ともいえる理科教育に関わる課題を端緒
としていた。すなわち、理科教育のつまらなさなどに起因す
る「理科離れ」「物理離れ」「技術教育の低レベル化」と
いった深刻な問題である。実際、国際比較でも日本児童の理
科における応用力低下が指摘されていた。これはとりもなお
さず「実社会を生きていくツールとしての理科教育を身につ

けていない」ことを意味したが、製造現場の技術者にとって
物理学的センスの習得は極めて重要といえた。
　以上の解決には学生数の確保と理科教育の質的向上が必須
だが、そのためには理科系志望の生徒を増やさねばならな
い。このとき浮上したのが「高・大一貫教育」の構想だっ
た。理科（とくに物理）の面白さを教えるには、大学教員が
高校で直接伝えるのが最も効果的だからだ。幸い、当法人は
これを実現できる環境を備えていた。こうして当法人では
「高・専一貫」に加えて「高・大一貫」による教育システム
を実施し、他校との差別化の強化と同時に理科教育の質的向
上を実現したのだった。
　他方、理工科大の物質科学科では1997（平成9）年から高校
生のための実験講座を開き、授業や受験勉強から離れて理科
の面白さを伝える取組もしてきた。高・大一貫教育を決定し
た同12年度からは機械工学・電子工学・情報システム・物質
科学の全4学科による全学規模の企画に拡大し、県内外の高校
から多くの生徒が参加するようになった。高・大一貫教育は
法人内での連携によって実現したが、全国でも例のない実験
講座もグループや県境を超えて高校生たちの心を捉え、その
成果を上げ始めている。

理科教育とSPP・SSH
　2002（平成14）年度、文部科学省は「科学技術・理科大
好きプラン」を開始した。目的は「児童生徒の科学技術・
理科に対する関心を高め、学習意欲の向上を図り、創造
性、知的好奇心・探究心を育成すること」であり、いわゆ
る“理科離れ”の対策事業に位置づけられる。その一角を
担うのがScience Partnership Program（SPP）であり、理
工科大（物質生命科学科）は2005（平成17）年度プログラ
ムに参加した。
　理工科大ではこれ以前から高校生や中学生、小中学校の教員
を対象とする実験講座などで同様な活動をしてきたが、今回
のSPPでは夏休み期間を利用して掛川西・掛川東の両高等学校
との教育連携講座を実施した。このとき取り組んだのは「環
境に優しい新素材」をテーマにした講義や実験だった。両高
校の生徒合計15人が参加し、今後の高・大連携に新たな道を
見いだした。参加した生徒からは、大学の雰囲気や電子顕微
鏡など未知の機器に触れた感想や環境問題に対する興味の深
まりなどの声が寄せられ、両高校とも同事業を再び行いたい
との希望を表明した。

　その後、文部科学省から成果報告の依頼があり、同年11月
12日、東京国際交流館プラザで開催されたSPP事業報告会
「理科大好きシンポジウム2005」でポスター発表を行った。
特設会場では参加17団体が説明用パネルを展示し、当校は実
験の内容やテクニック、現象など専門的な質問を多く受けた
ほか、県内高校の教員たちとの交流もでき、今後の高・大連
携に新たな道筋を開いた。
　一方、静岡北高においてSuper Science High School（SSH）
指定――これも「科学技術・理科大好きプラン」の一環である
――に向けた取り組みを始めたのがほぼ同時期だった。前述し
たSPPは大学や公的研究機関、民間企業などと教育現場との連
携推進事業だが、このSSHとは「（文科省による）科学技術・
理科・数学教育を重点的に行う学校」の指定を意味している。
SSH指定校は「理科・数学に重点を置いたカリキュラム開発や
大学や研究機関などとの効果的な連携方策についての研究を実
施」することになる。当然ながら、着実な実績をあげれば学校
の評価を上げ、他校との差別化を期待できるはずである。
　当時、静岡北高はすでに様々なプロジェクト展開による学校
改革が進行し、成果と提言を受けながら「オンリーワンの教
育」を積極的に社会にアピールしており、地域の中・高校関
係者たちに認知されつつあった。本格的にSSHの指定を目指し
文科省の求める条件の分析・検討を進め、最終的に研究概要
を「科学大好き人間を育てるためのプログラム研究」「学校
が地域への橋渡しを行い、地域全体に科学大好きを育成する
コネクト式授業の開発」の2つに絞り込んだ。この結果、平成
19年度に文科省から指定され、県内で3校目、私学では唯一の
SSH校となった。また、同年度の指定によって全国で101校が
SSH校となり、文科省の予定していた高校数（100校）を満た
した。これらSSH校の指定期間は5年間だが、年度ごとの成果
報告を義務づけられ、3年目に課される実績発表の審査を経て
残り2年の継続を決定される。静岡北高は1996（平成8）年以
来継続している巴川の水質調査などの活動をしてきた。SSH指
定後は全国の指定校が集まる研究発表会や科学連携シンポジ
ウム、東海地区SSHフェスタへ参加するなど、理数科を中心に
活動範囲を拡大させ始めた。その影響は早くも同年の体験入
学で顕著となり、参加した中学生やその保護者の関心がSSHや
理数科に集まる傾向を見せた。
　一方、この時期、学齢人口の減少は急速に進み始めており、
当法人内の各部門は安定経営に向けた分析や改革を急ピッチで
始めている。とくに危機感を強める理工科大と専門学校部門で
は新学部の開設や新たな教育分野への進出を計画していた。

静岡北高の誕生と星陵高校の加入
　当学園の教習部門（静岡校）で無線教習を開始した1973
（昭和48）年、自工高校は創立10周年を迎え、記念事業の一
環として新校舎および体育館を新築することになった。情報
処理科の開設などによって生徒数が増え、従来の校舎だけで
は狭くなったためである。
　これによって施設のほぼすべてが整い、スポーツ各部のめ
ざましい活躍も始まる。これ以後の10年を見ると、サッカー
部は県大会で2度の優勝を果たし、卓球部の全国大会出場回数
も6回におよび、1980（昭和55）年には交通工学科3年生が
ジュニア卓球全国大会で準優勝するなど好成績を残した。こ
のほか、自転車競技も全国大会に3回出場し、バスケットボー
ル部も同56年の県大会に準優勝している。また、同60年以後
には当校の特色を生かした「自動車工作部」が自作車輛で省
エネ競技会に出場し、企業チームを抑えて入賞するなど好成
績をおさめた。
　この自工高校が「静岡北高等学校」（以下、静岡北高）と
名称を変更したのが1980（昭和55）年、当学園が創立40周年
を迎えた年だった。学科が4つに増えて教育内容が多様化し、
工業高校という名称の枠に入らなくなってきたためである。
このころには社会的にも普通科志向が高まっており、静岡北
高は改称した年から工業経営科に普通コースを設置し、1982
（昭和57）年には普通科を新設した。
　上記期間、当法人は学校法人金指学園を合併することとな
り、1977（昭和52）年6月3日付で県知事の認可を得た。これ
により金指学園は解散し、その経営下にあった星陵高等学校
（以下、星陵高）の経営のすべてを当学園が引き継いだ。
　星陵高は市街を一望できる風光明媚な富士宮市星山の高台
に位置し、10万㎡の校地を有する全日制普通科の男子高校で
あった。校地面積は、高校設置基準の約3倍の広さで、優れた
教育環境を有している。まだ学校創立3年目という新しい学校
だった。
　合併当時、同校の職員数は事務職員を含めて35人、在学生
は全学年合わせて487人だった。生徒は、3学年が初めてそ
ろったばかりで、卒業予定者の大半が進学を希望しており、
星陵高校の教育や進路指導への期待も大きかったことが想像
できる。
　合併からほどない9月24日、星陵高で初となる文化部発表会
が開催された。初めての試みのため一般公開をしない校内行

事とし、翌年以降、一般公開に臨めるよう活動の充実を目指
すこととなった。翌25日には第2回体育大会を実施した。10月
からは受験に向けた本格的な進路指導が展開された。第1期卒
業生の進路希望の内訳は進学が99人、就職が46人、自営5人
だったが、県内外から50社を超える求人があり、求人者数
は、就職希望者数の3倍ほどに達した。
　翌1978（昭和53）年3月、初めての卒業式を挙行（卒業生
149人）し、4月に173人の新入生を迎えると、早くも地元地区
の中学などから入学定員増の陳情が寄せられた。第1期卒業生
の進学や就職実績もその要因の一つであった。当学園は地元
の要望に応えるべく、急遽、私学協会の了承をとり、1979
（昭和54）年度の募集定員を225人に拡大し、さらに翌年3月3
日付で同55年度の入学者数を320人（総定員960人）にまで増
加するための認可を取得した。
　同時期、校舎の増築工事が進行しており、1979（昭和54）
年8月に竣工した。増加する生徒の受入体制を整える一方、
1983（昭和58）年12月には武道館も完成させ、同59年1月に竣
工式を挙行した。さらに同年11月には夜間照明総合施設も落
成し、翌60年には念願のテニスコートの整備も完了した。か
つて自工高校がそうであったように、星陵高も創立10周年を
迎える年にはほぼすべての教育施設を整えた。
　この間、生徒数は順調に増加した。部活動も年を追う毎に
実績を上げ、その名を県外に示した。1981（昭和56）年の全
国高校総体では星陵高の自転車競技部がイタリアンチーム
レースに出場し、1分47秒21の日本記録を樹立。同58年にはハ
ンドボール部が全国高校総体県大会で初優勝を飾り、全国大

会へ出場した。同60年5月には高校総体静岡県大会の自転車競
技（団体）で念願の初優勝に輝いたほか、1000mタイムトライ
アルで1～4位を独占した上、1万mポイントレースで星陵高の
選手が優勝した。また、文化系の吹奏楽部も同57年から富士
宮市民文化会館で定期演奏会を開始した。定期演奏会は、や
がて多くのファンを集める地域の恒例行事になっていった。
　星陵高校の校訓は「誠・友・厳」で、「誠」は誠実な心で
事に当たる、「友」は、友情の輪を広げる、「厳」は厳しさ
を自ら求める、を意味している。
　1973（昭和48）年以後、2度のオイルショックを経て、日本
は戦後最大の不況といわれる時代に突入していた。しかし、
当学園の高等学校は教職員たちの努力もあって、順調に生徒
数を増やし、発展し始めた。

オイルショックの影響と対策
　高等学校2校の設備が整えられる一方、静岡産業技術専門学
校（以下、静岡産技）の新校舎も1972（昭和47）年7月に完成
し、同49年2月には自動車完成検査場も竣工した。この間、テ
レビ・新聞などの報道を通じて当校の“女性技術者養成”の
理念が高い評価を受け、1973（昭和48）年7月には中日ショッ
パー社の企画で「これからの女子の職業」をテーマとする座
談会も小冊子として発行された。
　ただ、同年10月に勃発した第4次中東戦争を契機に起きた第
1次オイルショックの影響もあり、専門学校への進学者は激減
していく。もちろん、それは全国的な傾向であったが、とく
に1975（昭和50）年以後の自動車整備学校は“苦難の時代”
を迎え、各地で休校や廃校となるケースが相次いだ。当然な
がら、その状況は静岡産技も同様で、当該時期に校長に就い
た寺田實は後にこの時期のことを「就任早々、私に課された
のは起死回生の振興策でした」と振り返っている。
　この“起死回生の振興策”として寺田が理事会に上程した
計画は、なんと「生徒数を2.5倍に増やす」という大胆なプラ
ンだった。寺田自身の予測通り、同案は「机上論だ」と非難
を浴びることとなるが、このときから寺田を含む職員たちは2
人1組となって日本全国の中学や高校を車で巡り、地道な広報
活動を開始する。むろん初めての経験でもあり、その場でよ
い返事などはもらえない。それでも職員が一丸となって活動
を続け、これと並行して学校のさらなる振興策を練っていく

ことになった。広報活動を続ける傍ら、寺田は建学精神に立
ち返って熟考を重ね、やがて3つの施策にたどり着く。
　第1の策は「必要な教材はすべて買うこと」。当時の静岡産技
はいわゆる各種学校であり、社会的評価も決して高いとはいえ
なかった。教材も、あちらこちらから譲られた“おさがり”ば
かりが目立ち、決して自慢できる状況にはなかったのである。
　第2の策は、社会人としてのマナー教育の実施だった。これを
徹底することで、生徒すべてを学校が自信をもって企業に推薦
できる学生にしようと考えたのである。事実、企業からは、社
会人としての常識をわきまえた人材を望む声が上がっていた。
　最後の策は「完全2年制」。当時の学科は中卒を対象とする1
年制と高卒を対象とした2年制に分けられていたが、これをすべ
て2年制学科にする方針としたのである。これで整備科卒業生は
2級整備士資格を取得できるし、電子計算機科（1981（昭和56）
年にコンピュータ科と改称）でも80人を1年間で教育するより40
人を2年間で育てるほうが充実した教育内容にできる。
　これら3つの施策は1975（昭和50）年以後、着実に実行され
ていく。すると、日本全国から資料請求の葉書が届くように
なり、パンフレットを送り返すと実際に学生が入学し始め
た。ほどなく従来優先していた地元の推薦を待たずに定員を
満たすようになり、地域の高校からクレームがつけられるよ
うになった。やがて、定員確保を心配するどころか、志願者
全員に入学試験を実施するようにさえなったのである。こう
なると当然ながら学生の質が大きく向上し、1979（昭和54）
年から全員が2級自動車整備士試験に合格するなど卒業生の好
実績が目立つようになった。
　こうして起死回生を図った寺田の策は功を奏し、各高校や
就職先企業から「静岡産技はいい」との評判をとるように
なったのである。
　もちろん、この好循環の背景には、専修学校制度の発足、
自動車産業の発展といった外的要因もあった。法的裏付けに
より当法人を含む専門学校の社会的地位は向上し、自動車産
業の成長で学生やその保護者たちには「自動車業界は将来有
望」「自動車メーカーに就職すれば安心」といった風潮が
あった。
　しかしこれらの外的要因があったとしても、背水の陣を敷
いた寺田の策と職員たちの実行力がなければ、オイルショッ
クによる悪影響を跳ね返すことはできなかっただろう。後に
寺田は当時得た教訓を次のように語っている。
「失敗を恐れないことです。失敗を怖がる人は失敗しないよ

うな行動しかできなくなる。そこからは何も生まれないで
しょう」
　これ以後、当学園の専門学校は近い将来における情報産業
の発展を予見し、自動車産業とともに情報処理技術教育の充
実に取り組んでいくことになる。

電算化の推進と情報専門学校の開設
　当法人の専門学校のうち、静岡産技を除く2校（沼津校・浜
松校）は1974（昭和49）年に廃止となっていたが、第2種情報
処理技術者の養成を目的として沼津情報専門学校（以下、沼
津情報）と浜松情報専門学校（以下、浜松情報）を開校する
ことになった。
　これまで当学園は電算機の活用を本格化させており、1981
（昭和56）年には教習部門の静岡校で業務の電算化を実現
し、同59年にはすべての教習所で同システムの導入を完了し
た。この当学園が開発したフルコンピューターシステムは県
内唯一の本格的電算化方式であり、全国的に見てもトップレ
ベルのシステムとなった。
　またこの年には静岡産技にパソコン・ネットワーク室が完成
している。このとき当校は文部省（現、文部科学省）より
1983（昭和58）年度私立学校施設整備補助金を受けており、
同室にOCR（文字読み取り装置）、NEC製16ビットパソコン
（PC9801-E）10セットを導入し、光ファイバーで結んだネッ
トワークを構築した。これは近い将来に普及するオフィス・
オートメーションを先取りしたローカルエリアネットワーク
（LAN）システムのプロトタイプだった。これに加えてオ
フィスのデスク作業の変革も予見し、OAデスクやチェア、間
接照明なども取り入れた先進的な施設とした。
　沼津情報の開校がこれと同時期、1983（昭和58）年4月の
ことだった。前年の秋から入学試験を実施し、コンピュータ
科の第1期生103人を迎え入れた。すでに同校は県の私立学校
審議会の事前審査に合格しており、開校時から専修学校専門
課程（専門学校）として発足した。これら1期生はプレハブ
の仮校舎からのスタートとなったが、新校舎は教習部門（沼
津校）との合同校舎として建築が進められ、その竣工後、旧
校舎と教習コースの改築・改修工事も行われた。同年には浜
松情報の設立も決定し、こちらは1984（昭和59）年に私学審
議会の審査を受け、1985（昭和60）年4月、専門学校として
開校した。
　2校とも従来の自動車整備関連学科を置かず、情報処理技

術教育を中心とする専門校である。浜松情報にはコンピュー
タ科のほか、オフィス・オートメーション科（以下、OA
科）、メカトロニクス科、エレクトロニクス科が置かれ、第
1期生として合計219人を入学させた。さらに1986（昭和61）
年には3年制のOAビジネス科の開設を決定し、翌62年4月に
開講している。学科内容や取得をめざす資格などは現行の
OA科と同様だが、3年制であるため社会人でも時間をかけて
じっくり学習できる科である。主な募集対象は浜松市周辺の
大手紡績会社（4社5工場）の社員だった（一般からも募集す
る方針がとられた）。
　沼津情報では1985（昭和60）年に第1期生が卒業し、同62年
には浜松情報の第1回卒業式を挙行した。これら情報専門学校
2校には開校当初から求人数も多く、卒業予定者の就職活動は
順調な出だしとなった。情報産業関連業界が好況を呈しつつ
あったとはいえ、両校とも新設校である。合格率数十％とい
う難関の第2種情報処理技術者試験で50％という高い合格率を
記録した生徒たちの好成績に加え、教職員たちの努力の賜と
いっていいだろう。
　実際、沼津情報の職員らは第1期生卒業の約1年前から就職先
開拓についての活動を開始している。当時、学園報『交さ
点』（昭和59年4月号）には卒業生の就職と専門学校の評価と
の関係について、「専門学校の評価は、卒業生が在学中に得
た職業に関する専門の知識・技術を生かせて就職しているか
にかかっている」と記されており、担当の職員たちはこのこ
とを念頭に500社におよぶ県東部企業の調査を始めた。
　浜松情報でも卒業前年である1986（昭和61）年6月から2年生
に就職対策講座を実施し、地元企業人事部長による講演会や正
しい話し方についての動画上映、労働省職業適性検査などを
行った。この時期、コンピューターが専門家だけのものだった
時代は終わり、多くの企業がOA化を進めるようになってい
た。当法人自体も業務における総合的なシステム化を推進して
おり、1986（昭和61）年時点で専門学校のシステムは完成間近
になっていた。これは入試管理や学籍、学業、学費、就職、卒
業生管理にいたるまで一貫した情報処理を可能とするシステム
である。一方、CAI（コンピューター支援教育）についても学
園内に推進委員会を設けて研究を開始した。

杉山学園の合併
　浜松情報が発足した1984（昭和59）年の9月、当学園は創立
以来57年の歴史をもつ静岡文化服装専門学校（従来の経営母
体は学校法人杉山学園）を合併することとなった。
　同校の創立は1927（昭和2）年2月にまでさかのぼる。当初
の校名は「F.S洋裁学院」だったが、その後、1933（昭和8）年
3月に「静岡杉山洋裁縫女学校」、1963（昭和38）年4月には
「静岡文化服装学院」と改称し、1976（昭和51）年に専修学
校制度による専門学校に認定され、静岡文化服装専門学校と
なった。さらに同57年4月に「ビジネス秘書科」を開設し、
「静岡文化専門学校」（以下、静岡文化）となった。
　ファッションデザインを学ぶ同校の特色は当学園のそれと
異なっているが、技術者教育という目的――すなわち、アパ
レル（既製服）産業界に必要とされるスペシャリストの養成

――では共通している。これまで洋裁といえばミシンによる
製縫技術が中心だったが、すでにコンピューターによる型紙
やサイズの拡縮、生地使用における効率化技術などが発達
し、デザインやファッションカラー分野にもコンピューター
を用いた情報処理技術が活用され始めていた。さらに服装科
の卒業生には服装専攻科への道が拓かれており、高級既製服
（プレタポルテ）技術者のための先端技術教育も受けられる
ようになっている。なお、1986（昭和61）年、服装科を「ア
パレル・ファッション科」に、服装専攻科を「ファッション
専攻科」に名称を改めている。
　また、ビジネス秘書科とは、OLをめざす女性を対象として
就職先企業のイメージを高められる品位ある職業人を養成す
る学科である。一般の高等学校に欠けているビジネス現場に
おける礼儀作法や身だしなみ、接遇態度をはじめ文書作成や
実用英語を学び、急速に導入の進むOA機器の取り扱いや簿記
なども同時に修めることとなる。
　当学園の所属校となった約2カ月後、11月1日より早くも
1985（昭和60）年度入学生の願書受付を開始しており、さっ
そく学園報『交さ点』には優秀な生徒確保のための協力を呼
びかける記事が掲載された。
　一方、静岡文化では、同月25日に校内で日頃の学習成果の
発表と学校のPRを兼ねたファッションショーを開催した。企
画・製作・モデルに至るまで生徒自身の自主活動によるもの
で、ワンピースやスーツ、革ブルゾン、ウェディングドレス
など約80点の作品を披露した。詰めかけた300人ほどの観客を
魅了したこのショーの模様はSBSテレビや静岡けんみんテレビ
（現、静岡朝日テレビ）で取材・放映された。
　また、1988（昭和63）年には開発中の社会人向けCAI教育を
インテリジェント・ハウス“TEN”として開講を決定した。
CAI教育とはコンピューターの支援を活用し、各人がマイペー
スで実力をつけられる新時代のシステムである。このため、
3.5インチフロッピーディスクを装備したNEC製16ビットパソ
コン「PC9801UV11」とNTTの「NTT-CAI」を導入し、体験
講座を始めた。内容はアマチュア無線資格や簿記検定、工事
担任者試験などの資格試験に関する講座のほか、表計算ソフ
ト「Lotus123」やワープロソフト「一太郎」など、一般向け
アプリケーションソフトについての講座も合わせて開始す
る。これらはワークステーションと異なり、MS-DOSを基本ソ
フトとしており、各講座は予定どおりに1989（平成元）年1月
よりスタートした。

当学園の転換期
　1985（昭和60）年前後、いわゆる産学交流といった動きが
見られるようになり、当学園の教員が高等学校などに出向
き、専門分野の講義を行うことも増えてきた。これにほぼ並
行し、パソコンやOA化の普及を背景に、社会人を対象とする
講座も増加し始めた。1984（昭和59）年、開校したばかりの
沼津情報で実施した夜間パソコン講座や静岡産技の夜間
COBOL講座などはその例である。
　また、大学・短大・専門学校間の共通科目で相互乗入れの
気運が高まり、当学園が産業能率大学（短大）の通信教育
コースから情報処理コースを選定し、短大併修コースを計画
したのも同年だった。同62年には教育界と産業界の情報交流
の必要性がいっそう叫ばれるようになり、県内研究開発企業
における人材確保と育成システムの充実・強化を図るため、
企業と専修学校の関係者が情報交流や共同調査研究を行う目
的で「交流会」を発足させた。当然ながら本校もこれに積極
的に参加する方針をとり、専修学校各種学校振興会に置かれ
た事務局の局長に本学園の寺田常務が就いた。
　同時期、高校など教育現場における国際交流の気運が高
まっており、グループ内の学校に台湾や中国、韓国などから
の留学生が見られ始めた。
　この1987（昭和62）年から同63年にかけての時期、当法人
の各部門は組織改革の転換期に向かっていた。静岡北高の生
徒数は1300人を超え、合併した星陵高の生徒数も当初の450人
から1200人に達していた。静岡産技も800人が学ぶ県内屈指の
専門学校となった。
　生徒数だけ見れば順調だが、1989（平成元）年以降になる
と、高等学校では生徒の減少期に入り、これはやがて専門学
校における学生数減少へと連鎖していくことになった。当法
人の各部門は来たるべき少子化時代への転換、すなわち「学
校が入学生を選抜する時代」から「学生やその保護者から学
校が選ばれる時代」への変化に適応していく必要があった。
〈高校部門〉
　教育部門のうち、高校では「量から質への転換」が求められ
ていた。そのため「教育環境の充実整備」「教師の教育活動の
活性化と資質向上」を目標とし、1988（昭和63）年度から静岡
北高で工業技術科を、星陵高では英数科を新設することになっ
た。特色あるカリキュラムの編成により、生徒や保護者の進学
への期待に応えられるように考慮した結果である。

　この当時、社会全体で国際化や情報化が急速に進むなか、
高等教育機関における新たな学部や学科の新設が相次いで進
められており、当学園でもこうした変化にともなうニーズに
対応するべく方針を決定した。
　また、星陵高では厳友学舎生徒館の意欲的活用も目標として
挙げた。これは重点的な教育を実現するための宿泊教育施設で
あり、以後、星陵高における教育の中心を担う施設となる。
〈専門学校部門〉
　静岡産技では生徒増に対応する教室の確保と新校舎の増築を
最優先とし、特に新校舎は県内の教育機関初のインテリジェン
トビルとする計画とした。これは1988（昭和63）年に起工し、
1989（平成元）年3月に完成している。全館に光ファイバーを巡
らせ、AV機器をネットワーク接続した高度情報化教育施設が
出現した。この間、1987（昭和62）年にはコンピュータ科に
ハードウエアコースを設置して教育内容を拡充し、並行して教
師全員の研修や自己啓発を促進しながら「社会から信頼評価さ
れる教育の確立」をめざしていくことになった。
　幸い、1988（昭和63）年には静岡産技と沼津情報、浜松情
報が通産省の推進する情報化人材育成推進事業の委嘱機関に
指定された。地域における当校の教育が評価された証だろ
う。政府は21世紀初頭に40万人のコンピュータソフト技術者
が不足すると予測しており、同省は技術革新の激しい情報処
理技術者を産学協同で育成する方針を打ち出した。その連携
機関として同事業を委嘱された当学園の専門学校3校は、地域
の情報技術教育における中核的存在へ飛躍する足がかりの一
つを得たことになる。
　実際、同年9月には「専修学校と研究開発型企業との情報交
流会」が静岡産技で行われた。その当日、協和システム制
御、ユニテック、浜松情報、沼津情報、静岡文化ほか種々の
企業や学校が参加して県産業界の情勢や海外産業について情
報交換などを行い、その模様はNHKやSBSの取材を受け、テ
レビニュースなどで報じられた。
　また11月には静岡産技が文部省から「専修学校における職
業教育の高度化に関する開発研究の実施内容が適切である」
と認められ、「職業教育高度化開発研究校」に指定されてい
る。これにより、本校は情報化社会における情報処理関連教
育に関し、「勤労者の学習要求に即応する専修学校の特性を
活かした新しい授業形態の開発研究」を3年間で進めることに
もなった。静岡産技が自動車電子科とコンピュータ制御科を
新設し、教育内容のさらなる充実を図ったのが翌、1989（平
成元）年だった。この翌年には沼津情報とともに3年制の情報

システム科も新設している（浜松情報の情報システム科は同4
年に設置された）。
〈教習部門〉
　教習部門では他校との差別化を明確化するため、1987（昭和
62）年、教習車を全面的に差し替えた。近い将来に実施される
予定のオートマチック（以下、AT）車限定免許制度を前提
に、2時間のAT車教習を導入した年だ。以後、当校の教習部門
はさらに業績を伸ばすべく、同60年に掲げた2つの目標「①教習
高率・教習サービスの向上」「②苦情ゼロ・実績を県平均以上
にする」をめざして努力を継続することとなった。
　実際のところ、②については同62年時点で改善が見られて
おり、苦情件数は大幅に低下し、まったく苦情がないという
声も聞かれるようになってきた。むしろ、外部から「事務所
が明るくなって気持ちがいい」「電話の応対がいい」などと
いった評価も出始めた。しかし、①については目標を達成し
ているとは言えず、概ねこれを達成できたのは5年を経過した
1990（平成2）年のことである。その評価の目安は修了検定や
試験の合格率であり、1990（平成2）年にはそのいずれもが県
内の平均以上となったのだった。
〈沼津校の移転〉
　同時期の教習部門で大きな課題とされていたのが沼津校の
移転問題で、これは昭和40年代にまで遡る「市道占有問題」
に端を発していた。細かい経緯については学園報『交さ点』
（昭和60年の創立45周年記念号）などに詳しいが、発足当
時、沼津校は指定教習所としての条件を満たすため、敷地の
一部として市道を占有することとなった。ただその際、「将
来、何時でも返還に応ずる」との条件を含む覚書を提出して
いたのである。以来、当法人と市、返還を要求する地元住民
とが相互に協議を重ねてきたが、同59年、沼津校はとうとう
市道を返還し、施設全体を移転させる方針となった。
　しかし、公安委員会指定教習所として継続するには、同一
性を保つかたちで近傍に移転しなければならない。やっと見
いだした用地（沼津市東椎路）には地盤や地価のほか、農地
転用や開発行為などの申請や埋没文化財の発掘調査、土地利
用委員会の承認、国土利用計画法にもとづく売買価格の承認
など多数の問題があった。1年4カ月にわたる地主との交渉や
各種申請の末、土地取得の契約は1987（昭和62）年3月に完了
した。翌年4月に校舎の建設を開始し、同年11月10日に教習
コースとともに完成した。竣工式当日、県警や施工業者、地
域の自治体ほか関係機関から200人ほどが臨席し、新沼津校の
門出を祝ったのである。

大学設立期 地域の発展に貢献する
研究機関・交流拠点へ。3 1990（平成 2）年～

バブルの崩壊や阪神淡路大震災が起こり、携帯電話やインターネットの普及による情報化が加速する変
化の激しい時代。法人名を学校法人静岡理工科大学に改称し、静岡理工科大学が開学。大学院の開設や静
岡北高等学校の SSH 指定など、理工分野における地域の人材育成・研究機関としての役割も担うように
なる。静岡北高等学校、星陵高等学校において高・大一貫教育を開始するなど、グループ内での連携教育
も整備。専門学校においてもデザインをはじめ保育や医療事務など幅広い分野へと拡大がはかられ、地域
に開かれた教育機関としても期待が高まる。

静岡理工科大学完成予想パース

星陵高等学校生徒館「厳友学舎」　1987（昭和 62）年竣工

静岡県自動車学校沼津校新校舎　1988（昭和 63）年 11月竣工
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大学設置に向けて
　「昭和62年に文部省へ大学設置について打診したところ
“可能性あり”との印象を受けた」
　これは創立50周年記念式典で宇野紳七郎理事長が述べた挨
拶の一節である。
　静岡県自動車工業高等学校（現、静岡北高等学校）の創立
当時、当法人は将来における大学設立の方針を再確認してい
た。しかし、昭和50年代以後、政府が大学新設について抑制
的な政策をとっていたこともあり、断念せざるを得ない状況
が続いていた。
　ところが1986（昭和61）年から1992（平成4）年までの期
間、文部省は18歳人口の増加を踏まえ、大学の収容能力を増
大させる方針をとった。これが大学設置の可能性を探った背
景である。当学園はその“好印象”を受け、翌63年2月の理事
会・評議員会の席上、「大学設置構想」について改めて話し
合いをもつこととなった。
　その際、議論された主な内容は学園の経営安定化と教育環
境の整備についてである。すなわち、近い将来、高等学校で
定員割れが必然であること、大学の設置によって対象とする
年齢層を弾力的に拡大できることである。定員割れの原因は
学齢層の人口減少であり、これは教習部門もほぼ同じ立場と
なるだろう。さらに、時代のニーズに的確に応えられる教育
環境を構築するには、大学を核とする体制づくりが不可欠と
の結論も得た。
　これらの審議の結果、4月1日から大学設置準備室を開設
し、大学設置準備委員会を発足させた。同委員会が計画の進
行状況を報告したのが約3カ月後のことである。
　設置場所については県内10カ所の候補で検討を進め、並行し
て自治体と接触してその意向を確認してきた。7月中旬には2カ
所まで絞りこみ、最終的に経済的な協力を申し出てきた袋井市
に決定した。ただし、この時点では同市の意向を尊重し、公式
発表をしないことになっていた。翌8月、大学教授を構成メン
バーとして全般的な問題を審議するための専門委員会を設置
し、大学設置の基本構想やカリキュラムの決定、教員候補者の
選考のための活動を開始した。同年末には大学名を「静岡理工
科大学」（以下、理工科大）と決定。学部として理工学部を設
置し、機械工学科、電子工学科、知能情報学科、物質科学科の4

学科（定員合計300人）を置くこととなった。
　1989（平成元）年1月、当初から助言を受けていた東京大学
名誉教授石原智男氏より、初代学長就任について内諾を得
た。7月には第1次設置認可申請と設置にともなう寄附行為変
更申請を文部省に提出し、12月15日、同申請を認可された。
その間、6月から校地の造成を開始し、11月には新たに第2法
人の設置認可申請書を県知事に提出した。これは教習部門と
自動車産業に関する教育部門を第2法人に移し、従来の法人に
大学を中心とする教育体制を構築するためである。
　1990（平成2）年2月1日、袋井市や地元関係者との業務連絡
のため大学設置準備室袋井分室を設置し、6日には大学校舎の
起工式を執り行った。学園本部事務局が静岡県自動車学校本
館に移転したのも同月中のことである。

創立50周年　静岡北高の変化
　大学設置準備が進行していた1990（平成2）年は、当法人
の創立50周年という大きな節目の年でもあった。記念事業の
準備委員会が1987（昭和62）年6月に発足し、記念式典・イ
ベントの企画立案や記念出版物の資料収集、PRなどについて
準備を進めた。そして1990（平成2）年4月2日、静岡北高の
体育館で創立50周年記念式典を盛大に挙行した。例年のよう
に永年勤続表彰の受賞者が発表され、宇野紳七郎理事長が挨
拶に立った。

　静岡北高の入学式はその8日後の10日に行われ、新設した理
数科の第1期生37人を含む458人の新入生を迎え入れた。その
一方、翌5月の理事会・評議員会では、同校の自動車工学科と
工業技術科を普通科に統合することを可決した。
　静岡北高は創立以来、自動車工学科を中心に発展してきた
が、近年これと最も関係の深い自動車整備関連企業は2級整備
士の教育を行う専門学校への期待を高めており、事実上、当
校の3級整備士養成教育はその使命をほぼ終えていた。
　実際、前章で「転換期」と述べた1988（昭和63）年以後の3
年間、自動車工学科の卒業生で自動車整備関連企業へ就職し
た者は20％を大きく下回るようになっていた。一方、生徒や
保護者の専門学校への進学希望は予想を超えて高まってお
り、産業界では情報化・技術の高度化が急ピッチで進むこと
から、これらに対応できる人材の育成は急務となってきた。
　このため、当校の「職業教育」のあり方をいったん見直
し、専門学校4校との連携をいっそう密接にした特色ある普通
高校への脱皮が今後の社会からの期待に沿うことにつながる
と考えられた。そのためには従来の「自動車」というイメー
ジから脱却し、多様なニーズに対応できる柔軟な教育プログ
ラムを構築しなければならない。
　以後、静岡北高は理数科や進学コースを軸とした大学進学
のためのコース、さらには専門学校との連携による「高・専
一貫」による情報技術教育など、本学園ならではの幅広い
コース制を導入した「特色ある普通科」を設置する進学校へ
と変貌していくのである。
　なお、創立50周年記念事業の一環として1990（平成2）年8
月14日、当学園と県サッカー協会の共催による「日・独・伯
親善サッカー大会」を実施した。静岡北高に留学中のブラジ
ル人学生は同校サッカー部の中心選手となってもおり、近
年、静岡北高や星陵高で一般化してきた国際交流の幅をいっ
そう拡大した。とくに、星陵高ではオーストラリアの聖ヨセ
フ（ジョセフ）校（通称ナジー校）やキャノンヒル高校との
間で相互訪問が始まり、早期から国際交流を始めていた。

第2法人設置と理工科大の開学
　1990（平成2）年5月に開かれた理事会・評議員会で第2法人の
設置認可の本申請提出前の議案について決議され、続けて開かれ
た第2法人設立発起人会でその名称を「静岡自動車学園」、設置
校名を「静岡工科専門学校」（以下、静岡工科）と決定した。
　これにより、静岡産技の自動車科・自動車電子科・コン

ピュータ電子科の生徒は1991（平成3）年4月1日から静岡工科
に転学する。同時に、現在の「学校法人静岡県自動車学園」
の収益事業（自動車教習所・車両整備工場）は新法人「静岡
自動車学園」に所属することとなった。この第2法人の設置は
同年7月16日に認可され、同月21日に登記を行い、私立学校法
にもとづく静岡自動車学園の設置が完了した。
　これ以後、文部省の大学設置審議会専門委員による教員の
審査、さらには大学設置・学校法人審議会の袋井市での実地
調査などが行われ、12月21日、ついに文部大臣より理工科大
の設置とそれにともなう寄附行為変更の認可を受けた。そし
て従来の法人の名称が「静岡県自動車学園」から大学名に変
更され、ここに「学校法人静岡理工科大学」が誕生した。理
事長には鈴与株式会社の代表取締役社長を務める鈴木通弘氏
（現、同社代表取締役会長8代目鈴木与平氏）が就任した。
　また、12月21日に開かれた理事会・評議員会では新たに発
足する大学などのシンボルマークやカラーイメージなどを決
議した。シンボルマークのモチーフとされたのは大学名のイ
ニシャル「S」だった。
　ところがその4日後の12月25日、当学園に思いがけぬ訃報が
入った。学長をお願いしていた石原智男氏が同日急逝され、
残念ながら理工科大の開学を見ないまま没したのである。そ
のため当学園は同日から喪に服し、理事長による学園報の年
頭挨拶も中止と決定したのだった。
　深い悲しみとともに年が明け、正月を過ぎた1991（平成
3）年2月11日、この日から翌13日にかけて理工科大の入学試
験を実施し、その際、静岡や東京、浜松、名古屋に試験会場
を設置した。定員300人の小規模新設校ではあったが4000人
にのぼる学生が受験し、2次の3月24日（試験会場は静岡と浜
松）でも600人が応募した。理工科大の初代学長として、日
新製鋼株式会社副社長の久松敬弘氏が就任したのが同月12日
のことだった。
　そして1991（平成3）年4月10日、とうとう理工科大の第1回
入学式を挙行し、理工学部4学科の第1期生（合計372人）を迎
え入れた。
　開学した理工科大の教育理念は「広く産業の発展に貢献出来
る技術の修得とともに、その技術を正しく活用できる人格の陶
治」であり、これは、前身である学校法人静岡自動車学園から
継承した、学園建学の精神『技術者の育成をもって地域社会に
貢献する』のもと、教育基本法及び学校教育法に基づき「科
学・技術に関する学術を研究教授し、国際的視野と技術者とし
ての使命感を持った向上心溢れる人材の育成、及び実践的創造
的研究により社会に貢献する」ことを目的としている。以降、
取り巻く環境の変化に対応すべく多くのご意見を聴取しながら
検討を重ね、本学が到達すべき理想的な姿を包括した、「豊か
な人間性を基に、『やらまいか精神と創造性』で地域社会に貢
献する技術者を育成する」を理念としている。
　同年8月、学園報を創刊し、その名称を『SIST』とした。同
月30日には受験生のためのオープンキャンパスを実施し、翌
日には「国際性を持った人間とは？」と題して第1回静岡理工
科大学公開講座を催した。本学の教員200人ほどに市民も加
わって聴講し、当大学は開かれた大学づくりの第一歩を踏み
出した。11月2、3日には在学する1年生のみで準備を進めてき

た第1回大学祭を開催、ささやかなものではあったが天候にも
恵まれて大成功に終わった。
　そして同月22日、日本私立大学協会の理事会で当法人の加
入について審議され、同日付で承認された。その結果、当法
人は前記協会の中部支部に所属することになったのである。

高・専一貫教育
　1992（平成4）年4月22日、翌年に創立30周年を控えた静岡
北高は情報系専門学校志望者を対象とした2年間のダブルス
クールを開講し、いわゆる「高・専一貫教育」を開始した。
これは高校の基礎学力と専門学校の知識・技術を結びつける
もので、高校の指定休の土曜日や6時限終了後（放課後）など
を利用し、学園内の専門学校へ通学させる独自のシステムで
ある。静岡北高の所在地などを鑑み、このコースの対象とな
る専門学校は静岡産技と静岡工科である。
　この高・専一貫コースの内容は、①情報、②電子、③自動
車という3つの系統に分かれており、それぞれの概要は以下の
通りである。
①情報系：コンピューターソフト分野のスペシャリスト
（SE、プログラマー）の育成を目的とし、卒業生を情報処理
技術者として社会に送り出す
②電子系：コンピューターハード分野の設計・開発を行う技
術者の育成を目的とする。電子技術と情報技術を駆使できる
バランスの取れたエンジニアを社会に送り出す
③自動車系：カーエレクトロニクス分野のスペシャリスト育
成を目的とする。高度な自動車電装システムに対応できるハ
イメカニックを産業界に送り出す
　静岡北高の各志望者たちはダブルスクールでそれぞれの基
礎について学び、その後、専門学校へ進学して応用技術と知
識を習得することになる。
　この新たな教育プロセスは主に4つの特色を備えている。す
なわち、「実践的で最新の技術革新に対応した教育を提供で
きること」「生徒に明確な目的意識を持たせられること」
「ダブルスクールによって学ぶ場を変え、新鮮な学習意欲を
与えられること」「早期から高い技術と専門性を学ぶことに
より資格取得の幅を広げられ、合格率の上昇を期待できるこ
と」などである。1993（平成5）年7月21日付発行の『SIST』
には、学園内の大学・専門学校・高校の間の進学・編入学な
どの連携を示す概念図が掲載されている。
　この当時、グループ内のネットワークを応用した専門学校

や理工科大への進学が徐々に定着しつつあった。大学創立以
来の3年間（1994（平成6）年まで）で静岡北高と星陵高から
の理工科大進学者数は33人を数え、さらに増加傾向を示して
いた。また、高校部門から専門学校への進学者数は4校合わせ
て97人にのぼり、その翌年には北高の高・専一貫コースから
90人ほどが進学していた。
　同時期、星陵高は創立18年目で男女共学の導入に踏み切
り、森英恵デザインによる制服とも相俟って地域における学
校イメージを一新した。当初、男女共学は英数科のみの実施
だったが、1994（平成6）年度からは普通科でも実現し、創立
20周年にして完全な男女共学の高等学校となった。更に、社
会からのニーズに応えてCAI教室の設置や進学講座を実施する
とともに、国際交流の一環として留学生の受入や海外の学校
との姉妹校提携などにも力を入れていた。当時は正に、新学
習指導要領が実施された時期であり、国際化・情報化に則し
た教育への転換をさらに進めることとなる。そして1995（平
成７）年度からは星陵高でも新時代に求められる人材教育を
めざし、普通科に高・専一貫コースと国際文化コースを設置
し、1996（平成8）年度には、英数科に英数科総合コースを開
設した。星陵高ではこれらのコース新設を一つの大きなス
テップとし、同校の果たすべき役割を改めて認識するととも
に、以後の新たな学校運営につなげていこうとの方針を打ち
出した。なお、星陵高の高・専一貫コースは普通科情報コー
スと沼津情報とのダブルスクールであり、実施に先だって希
望する生徒42人が同校を見学するほど人気を博した。

専門学校の改革―情報化社会への対応
　80年代バブルが崩壊する一方、「IT革命」が始まる時期、
専門学校部門では多様化する教育や情報化の進む社会のニー
ズに対応し、以下のような変更・新設をした。
　1990（平成2）年に沼津情報で3年制の「システム研究科」を
開設し、同4年には静岡産技でOA科を「OAビジネス科」と改
称したほか、浜松情報でも「システム研究科」を新設してい
る。さらに1994（平成6）年度、静岡産技は「情報テクノ科」を
新設して高・専一貫コースによる進学者の受け皿とし、同7年度
には「コンピュータグラフィックス科」も新設した。浜松情報
ではOA科を「ビジネスクリエイト科」に改称、コンピュータ
デザイン科にコンピュータエレクトロニクス科を統合した。
ちょうど、文部省による専門士制度が始まった年である。静

岡・沼津・浜松それぞれに「マルチメディア科」を新設したの
もこの年から翌8年度にかけてのことで、同時期に発売された
Windows95をきっかけにパソコンとインターネットの普及が加
速し、多くのパソコンゲームが店頭に並んだ。そして同8年度、
静岡産技は「ゲームクリエイト科」を新設、翌9年度には沼津情
報が「ゲームインターフェース科」を設置した。
　一方、静岡産技が文部省より「インターネットを利用した
専修学校教育における実践的な開発研究」の委託を受けたの
がこの年である。これは同省が開催した第1回専修学校イン
ターネット教育開発協議会の決定によるもので、静岡産技を
含む委託校7校は3年間にわたって「教材の共同開発」「共同
授業」「インターネット活用方法」など、情報化社会に向け
た開発研究を進めることとなった。なお、同校にインター
ネットサーバーが立ち上げられたのも同年のことで、WWW
による情報発信や電子メールサービスがスタートした。
　一方、静岡文化が大きく変化したのも同時期である。1995
（平成7）年、同校は「ファッションとビジネスの学校」とし
て「ビジネスプランニング科」を新設したが、「魅力ある学
校」となるべく検討を重ねた結果、ファッション系2学科とデ
ザイン系3学科を設置する「デザインとファッションの学校
（総定員390人）」への転換を決定した。このため1996（平成
8）年から新校舎の建設を開始し、翌9年には校名を「静岡デ
ザイン専門学校」（以下、静岡デザイン）へ改めた（校舎は
同年6月に竣工）。県内高校生を対象とした「高校生プロダク
トデザインコンペ」の主催も同年から始まった。以後、地域
におけるデザイン専門学校のリーダー的存在としての認知度
を高め、在校生が技能五輪で入賞するなどメディアへの登場
機会も増加していくことになる。

（注）専門士制度…当学園の専門学校は「専門士」の称号付与が可能な学校に認定
されており、当該課程を修了した学生にこれを授与できる。

地域に開かれた理工科大大学院
　1993（平成5）年9月、理工科大の開学を記念し、教育棟の
中庭に彫刻「光の座」が寄贈された。作者は東京芸術大学教
授林武史、寄贈者は鈴与建設株式会社である。この月、当法
人は理事会の席上、大学院（修士課程）設置の方針を決議
し、1996（平成8）年4月の開設をめどに準備を進めることに
なった。設置準備の概略は以下の通りである。
　1994（平成6）年9月末の理事会・評議員会で大学院設置認
可申請手続の開始を決定。

　1995（平成7）年6月30日、文部省に「大学院理工学研究科
修士課程」の設置認可申請書を提出し、これが受理された。
これに先立つ同月7日、大学院の研究施設とするため既存の研
究実験棟の東側で増築工事を開始した。
　同年12月、文部省から設置認可が告知され、翌1996（平成
8）年4月、静岡理工科大学大学院修士課程を開設。高度な教
育修了者を社会に送り出すことを責務として大学院理工学研
究科（修士課程）を設置し、以下の2専攻で技術革新の時代に
望まれる学際的な技術者の養成をめざす。
①システム工学専攻：定員15人。システム制御や生産システ
ム、工学解析、電子システム、知能情報システムの各分野で構
成され、総合的なシステム工学に関する技術者を養成する。
②材料科学専攻：定員10人。物性物理や材料設計、材料化学、
電子材料の各分野で構成、種々の材料における物理・化学的基
礎教育に重点をおき、工学的応用についても教育する。
　開設初年度、システム工学専攻に10人、材料科学専攻に5人
が第1期生として入学した。システム工学専攻では「2.5ギガヘ
ルツの高性能アンプの理論的解明と作製」「ダクテッドファ
ン型VTOL垂直離着陸機の姿勢制御」ほかの研究が進められ、
材料科学専攻でも「シリコンの基板上でアルコールからダイ
ヤモンドをつくる」など特色あるテーマが研究された。これ
ら大学院の開設準備と並行し、全教職員の参加のもとに進め
たのが新カリキュラムの策定だった。こちらも大学院の開設
と同時に実施に移り、そのプロセスでいっそうの検討を加え
ていくこととなる。
　さらに2000（平成12）年以後、「地域に開かれた大学院」を
テーマに新しい大学院の構築をめざすこととなった。地域の有
能な人材を客員教員に招聘し、外部研究機関との共同研究やプ
ロジェクト研究も視野に入れる方針とした。もともと理工科大
は市民体験入学を毎年開催するなど「地域に開かれた大学」と
して開学した経緯がある。第1回卒業式から全国でも珍しい袋井
市民による「卒業生を送る会」が実施されてきたし、卒業生も
同市発展への祈念と感謝の気持ちを込めて愛野公園にプラタナ
スなどの植樹を続け、地域や市民との別れを惜しんできた。な
により、卒業生の8割以上が地元企業に就職しているのである。
　なお、大学院に経営科目群の授業を開講し、修士（技術経
営）の学位を取得できるようになり、学部3年生から入学可能
なスキップ入学による進学が始まったのが以上とほぼ同時
期、2001（平成13）年のことである。

理工科大の情報システム学科
　昭和60年代前半、18歳人口の一時的な増加期を迎え、日本
政府は大学進学率の上昇に対応するため臨時の定員増を認め
た。当法人の理工科大設立も同時期に当たっている。しか
し、この措置は1999（平成11）年度を期限とされており、多
くの大学が臨時定員の扱い（継続か廃止）に注目していた。
そんななか、1997（平成9）年1月の大学審議会の答申にもと
づき、その5割ほどを1999（平成11）年度から同16年度にかけ
て順次廃止していく方針が決定された。学校によっては臨時
定員が過半を占めることもあり、今後、多くの大学が少子化
時代に向けた体質強化に努めていくことになる。

　新設された理工科大に臨時定員はなかったが、同様な経営
環境に曝されることに違いはない。1997（平成9）年度の経営
方針において、大学における教育効果や採算性の向上をめざ
した将来構想を早急にまとめ、同11年度から実行に移す方針
が策定された。その結果、1998（平成10）年春までにまとめ
られた構想案が次の2つだった。
　①知能情報学科にコース制を設け、「情報システム学科」
へ改称すること。これにともなってカリキュラムを改変し、
同時に入学定員数を80人から140人に増やす。
　②物質科学科のカリキュラムを改変し、「物質生命科学
科」へ改称すること。これにともなって入学定員数を60人か
ら100人に増やす。
　文部省での事前相談を含めて検討を重ねた末、今回は②を中
止し、①のみを申請することとなった。その見通しは必ずしも
明るくはなく、大学の経営状態や計画の裏付けとなる財源など
も十分な状況とはいえなかったが、1997（平成9）年4月末に
「情報システム学科設置認可申請書」を提出。1998（平成10）
年12月、文部省から同申請が認可され、1999（平成11）年4月よ
り定員も140人に増えた学科としてスタートした。同学科に用意
されるコースは3つ。すなわち、コンピュータシステムコース、
ネットワークシステムコース、生命情報システムコースであ
る。この後、理工科大では、学部教育・大学院教育の検討、組
織運営改善、研究の活性化などと並行して「受験生減少への対
策」を検討していくことになるが、次項に述べる高・大一貫教
育、高校生のための公開実験講座などもその一環といえる。

高・大一貫教育―各部門の改革
　前項と同時期、当法人内の各部門でも少子化時代に向けた
改革を進めている。沼津情報では入学募集活動に力を入れ、
ダイレクトメール（DM）の工夫や体験入学の充実のほか、高
校の生徒と教諭への知名度アップに努めた。並行して教育内
容の充実も図り、星陵高との高・専一貫教育の好影響もあっ
て定員を上回る入学者を確保した。2000（平成12）年には静
岡産技とともにカリキュラムと学科編成の見直しを行い、両
校とも同14年度から新体制をスタートさせた。この間、静岡
産技は建築科を新設し、地域のニーズに応えると同時に教育
分野を拡大させた。同13年には国際的に有利な資格であるベ
ンダー試験も取り入れている。
　浜松情報でも沼津情報の事例を踏まえた生徒募集活動を開始
し、1999（平成11）年からコース選択のわかりやすさや自由度

向上、ターゲット層拡大などをめざして学科の再編成を行っ
た。同時にカリキュラム・職員組織の見直しや近隣高校との
ジョイント・スクール制構築も推進し、同13年、聖隷クリスト
ファー高校との高・専一貫教育を発足させた（法人間では県内
初）。さらに、浜松駅前に移転した同17年には、沼津情報とと
もに公務員コースや医療事務科を設置し、情報系・デザイン
系・ビジネス系という3分野のバランスをとった総合的専門学校
に生まれ変わった。高さ48.8m、北面総ガラス張りの新校舎は新
たなランドマークとしてアクトシティ浜松の東隣にそびえ、動
く歩道を備えた空中回廊でJR浜松駅と結ばれている。
　静岡デザインでもDMや高校訪問、体験入学ほか生徒募集に
力を入れ、2002（平成14）年ごろには高校1、2年生対象のガ
イダンスも実施するようになってきた。とくに同校では学生
の創作活動がそのまま同校の広報活動に結びつく効率のよい
運営が継続されており、定員を上回る学生を集めている。
　一方、高校部門では教職員それぞれの視野拡大や資質向上
をその中心テーマとした。その上で静岡北高では「各生徒に
目を向け、それぞれの自己実現を可能とする手作りの教育の
実現」をめざし、星陵高では「子どもと保護者の多様な価値
観に基づく個性重視の教育、さらには地域に密着した信頼度
の高い新たな学校づくり」を目標とした。むろん、法人内
ネットワークを活用した高・専一貫コースの存在は他校との
差別化に貢献しただろう。
　これら2校のうち、いち早く国際交流を充実させた星陵高は
地域の中堅進学校との評価を得るようになっていた。また、
実業高校から普通進学校へ転換した静岡北高は1997（平成9）
年度の時点で国公立大学への進学実績を学校史上最高とし、
2000（平成12）年には「国際コミュニケーション科」を開設
してさらなる教育環境の充実を図っている。そしてその翌13
年度、これら2高校と理工科大・同大学院とを結ぶ「高・大一
貫教育」（7～9年）をスタートさせた。ちょうど理工科大が
創立10周年を祝い、記念事業の一環であるクラブ棟を完成さ
せた年のことである。
　高・大一貫教育の議論は1999（平成11）年ごろから本格化
しており、社会現象ともいえる理科教育に関わる課題を端緒
としていた。すなわち、理科教育のつまらなさなどに起因す
る「理科離れ」「物理離れ」「技術教育の低レベル化」と
いった深刻な問題である。実際、国際比較でも日本児童の理
科における応用力低下が指摘されていた。これはとりもなお
さず「実社会を生きていくツールとしての理科教育を身につ

けていない」ことを意味したが、製造現場の技術者にとって
物理学的センスの習得は極めて重要といえた。
　以上の解決には学生数の確保と理科教育の質的向上が必須
だが、そのためには理科系志望の生徒を増やさねばならな
い。このとき浮上したのが「高・大一貫教育」の構想だっ
た。理科（とくに物理）の面白さを教えるには、大学教員が
高校で直接伝えるのが最も効果的だからだ。幸い、当法人は
これを実現できる環境を備えていた。こうして当法人では
「高・専一貫」に加えて「高・大一貫」による教育システム
を実施し、他校との差別化の強化と同時に理科教育の質的向
上を実現したのだった。
　他方、理工科大の物質科学科では1997（平成9）年から高校
生のための実験講座を開き、授業や受験勉強から離れて理科
の面白さを伝える取組もしてきた。高・大一貫教育を決定し
た同12年度からは機械工学・電子工学・情報システム・物質
科学の全4学科による全学規模の企画に拡大し、県内外の高校
から多くの生徒が参加するようになった。高・大一貫教育は
法人内での連携によって実現したが、全国でも例のない実験
講座もグループや県境を超えて高校生たちの心を捉え、その
成果を上げ始めている。

理科教育とSPP・SSH
　2002（平成14）年度、文部科学省は「科学技術・理科大
好きプラン」を開始した。目的は「児童生徒の科学技術・
理科に対する関心を高め、学習意欲の向上を図り、創造
性、知的好奇心・探究心を育成すること」であり、いわゆ
る“理科離れ”の対策事業に位置づけられる。その一角を
担うのがScience Partnership Program（SPP）であり、理
工科大（物質生命科学科）は2005（平成17）年度プログラ
ムに参加した。
　理工科大ではこれ以前から高校生や中学生、小中学校の教員
を対象とする実験講座などで同様な活動をしてきたが、今回
のSPPでは夏休み期間を利用して掛川西・掛川東の両高等学校
との教育連携講座を実施した。このとき取り組んだのは「環
境に優しい新素材」をテーマにした講義や実験だった。両高
校の生徒合計15人が参加し、今後の高・大連携に新たな道を
見いだした。参加した生徒からは、大学の雰囲気や電子顕微
鏡など未知の機器に触れた感想や環境問題に対する興味の深
まりなどの声が寄せられ、両高校とも同事業を再び行いたい
との希望を表明した。

　その後、文部科学省から成果報告の依頼があり、同年11月
12日、東京国際交流館プラザで開催されたSPP事業報告会
「理科大好きシンポジウム2005」でポスター発表を行った。
特設会場では参加17団体が説明用パネルを展示し、当校は実
験の内容やテクニック、現象など専門的な質問を多く受けた
ほか、県内高校の教員たちとの交流もでき、今後の高・大連
携に新たな道筋を開いた。
　一方、静岡北高においてSuper Science High School（SSH）
指定――これも「科学技術・理科大好きプラン」の一環である
――に向けた取り組みを始めたのがほぼ同時期だった。前述し
たSPPは大学や公的研究機関、民間企業などと教育現場との連
携推進事業だが、このSSHとは「（文科省による）科学技術・
理科・数学教育を重点的に行う学校」の指定を意味している。
SSH指定校は「理科・数学に重点を置いたカリキュラム開発や
大学や研究機関などとの効果的な連携方策についての研究を実
施」することになる。当然ながら、着実な実績をあげれば学校
の評価を上げ、他校との差別化を期待できるはずである。
　当時、静岡北高はすでに様々なプロジェクト展開による学校
改革が進行し、成果と提言を受けながら「オンリーワンの教
育」を積極的に社会にアピールしており、地域の中・高校関
係者たちに認知されつつあった。本格的にSSHの指定を目指し
文科省の求める条件の分析・検討を進め、最終的に研究概要
を「科学大好き人間を育てるためのプログラム研究」「学校
が地域への橋渡しを行い、地域全体に科学大好きを育成する
コネクト式授業の開発」の2つに絞り込んだ。この結果、平成
19年度に文科省から指定され、県内で3校目、私学では唯一の
SSH校となった。また、同年度の指定によって全国で101校が
SSH校となり、文科省の予定していた高校数（100校）を満た
した。これらSSH校の指定期間は5年間だが、年度ごとの成果
報告を義務づけられ、3年目に課される実績発表の審査を経て
残り2年の継続を決定される。静岡北高は1996（平成8）年以
来継続している巴川の水質調査などの活動をしてきた。SSH指
定後は全国の指定校が集まる研究発表会や科学連携シンポジ
ウム、東海地区SSHフェスタへ参加するなど、理数科を中心に
活動範囲を拡大させ始めた。その影響は早くも同年の体験入
学で顕著となり、参加した中学生やその保護者の関心がSSHや
理数科に集まる傾向を見せた。
　一方、この時期、学齢人口の減少は急速に進み始めており、
当法人内の各部門は安定経営に向けた分析や改革を急ピッチで
始めている。とくに危機感を強める理工科大と専門学校部門で
は新学部の開設や新たな教育分野への進出を計画していた。

静岡北高の誕生と星陵高校の加入
　当学園の教習部門（静岡校）で無線教習を開始した1973
（昭和48）年、自工高校は創立10周年を迎え、記念事業の一
環として新校舎および体育館を新築することになった。情報
処理科の開設などによって生徒数が増え、従来の校舎だけで
は狭くなったためである。
　これによって施設のほぼすべてが整い、スポーツ各部のめ
ざましい活躍も始まる。これ以後の10年を見ると、サッカー
部は県大会で2度の優勝を果たし、卓球部の全国大会出場回数
も6回におよび、1980（昭和55）年には交通工学科3年生が
ジュニア卓球全国大会で準優勝するなど好成績を残した。こ
のほか、自転車競技も全国大会に3回出場し、バスケットボー
ル部も同56年の県大会に準優勝している。また、同60年以後
には当校の特色を生かした「自動車工作部」が自作車輛で省
エネ競技会に出場し、企業チームを抑えて入賞するなど好成
績をおさめた。
　この自工高校が「静岡北高等学校」（以下、静岡北高）と
名称を変更したのが1980（昭和55）年、当学園が創立40周年
を迎えた年だった。学科が4つに増えて教育内容が多様化し、
工業高校という名称の枠に入らなくなってきたためである。
このころには社会的にも普通科志向が高まっており、静岡北
高は改称した年から工業経営科に普通コースを設置し、1982
（昭和57）年には普通科を新設した。
　上記期間、当法人は学校法人金指学園を合併することとな
り、1977（昭和52）年6月3日付で県知事の認可を得た。これ
により金指学園は解散し、その経営下にあった星陵高等学校
（以下、星陵高）の経営のすべてを当学園が引き継いだ。
　星陵高は市街を一望できる風光明媚な富士宮市星山の高台
に位置し、10万㎡の校地を有する全日制普通科の男子高校で
あった。校地面積は、高校設置基準の約3倍の広さで、優れた
教育環境を有している。まだ学校創立3年目という新しい学校
だった。
　合併当時、同校の職員数は事務職員を含めて35人、在学生
は全学年合わせて487人だった。生徒は、3学年が初めてそ
ろったばかりで、卒業予定者の大半が進学を希望しており、
星陵高校の教育や進路指導への期待も大きかったことが想像
できる。
　合併からほどない9月24日、星陵高で初となる文化部発表会
が開催された。初めての試みのため一般公開をしない校内行

事とし、翌年以降、一般公開に臨めるよう活動の充実を目指
すこととなった。翌25日には第2回体育大会を実施した。10月
からは受験に向けた本格的な進路指導が展開された。第1期卒
業生の進路希望の内訳は進学が99人、就職が46人、自営5人
だったが、県内外から50社を超える求人があり、求人者数
は、就職希望者数の3倍ほどに達した。
　翌1978（昭和53）年3月、初めての卒業式を挙行（卒業生
149人）し、4月に173人の新入生を迎えると、早くも地元地区
の中学などから入学定員増の陳情が寄せられた。第1期卒業生
の進学や就職実績もその要因の一つであった。当学園は地元
の要望に応えるべく、急遽、私学協会の了承をとり、1979
（昭和54）年度の募集定員を225人に拡大し、さらに翌年3月3
日付で同55年度の入学者数を320人（総定員960人）にまで増
加するための認可を取得した。
　同時期、校舎の増築工事が進行しており、1979（昭和54）
年8月に竣工した。増加する生徒の受入体制を整える一方、
1983（昭和58）年12月には武道館も完成させ、同59年1月に竣
工式を挙行した。さらに同年11月には夜間照明総合施設も落
成し、翌60年には念願のテニスコートの整備も完了した。か
つて自工高校がそうであったように、星陵高も創立10周年を
迎える年にはほぼすべての教育施設を整えた。
　この間、生徒数は順調に増加した。部活動も年を追う毎に
実績を上げ、その名を県外に示した。1981（昭和56）年の全
国高校総体では星陵高の自転車競技部がイタリアンチーム
レースに出場し、1分47秒21の日本記録を樹立。同58年にはハ
ンドボール部が全国高校総体県大会で初優勝を飾り、全国大

会へ出場した。同60年5月には高校総体静岡県大会の自転車競
技（団体）で念願の初優勝に輝いたほか、1000mタイムトライ
アルで1～4位を独占した上、1万mポイントレースで星陵高の
選手が優勝した。また、文化系の吹奏楽部も同57年から富士
宮市民文化会館で定期演奏会を開始した。定期演奏会は、や
がて多くのファンを集める地域の恒例行事になっていった。
　星陵高校の校訓は「誠・友・厳」で、「誠」は誠実な心で
事に当たる、「友」は、友情の輪を広げる、「厳」は厳しさ
を自ら求める、を意味している。
　1973（昭和48）年以後、2度のオイルショックを経て、日本
は戦後最大の不況といわれる時代に突入していた。しかし、
当学園の高等学校は教職員たちの努力もあって、順調に生徒
数を増やし、発展し始めた。

オイルショックの影響と対策
　高等学校2校の設備が整えられる一方、静岡産業技術専門学
校（以下、静岡産技）の新校舎も1972（昭和47）年7月に完成
し、同49年2月には自動車完成検査場も竣工した。この間、テ
レビ・新聞などの報道を通じて当校の“女性技術者養成”の
理念が高い評価を受け、1973（昭和48）年7月には中日ショッ
パー社の企画で「これからの女子の職業」をテーマとする座
談会も小冊子として発行された。
　ただ、同年10月に勃発した第4次中東戦争を契機に起きた第
1次オイルショックの影響もあり、専門学校への進学者は激減
していく。もちろん、それは全国的な傾向であったが、とく
に1975（昭和50）年以後の自動車整備学校は“苦難の時代”
を迎え、各地で休校や廃校となるケースが相次いだ。当然な
がら、その状況は静岡産技も同様で、当該時期に校長に就い
た寺田實は後にこの時期のことを「就任早々、私に課された
のは起死回生の振興策でした」と振り返っている。
　この“起死回生の振興策”として寺田が理事会に上程した
計画は、なんと「生徒数を2.5倍に増やす」という大胆なプラ
ンだった。寺田自身の予測通り、同案は「机上論だ」と非難
を浴びることとなるが、このときから寺田を含む職員たちは2
人1組となって日本全国の中学や高校を車で巡り、地道な広報
活動を開始する。むろん初めての経験でもあり、その場でよ
い返事などはもらえない。それでも職員が一丸となって活動
を続け、これと並行して学校のさらなる振興策を練っていく

ことになった。広報活動を続ける傍ら、寺田は建学精神に立
ち返って熟考を重ね、やがて3つの施策にたどり着く。
　第1の策は「必要な教材はすべて買うこと」。当時の静岡産技
はいわゆる各種学校であり、社会的評価も決して高いとはいえ
なかった。教材も、あちらこちらから譲られた“おさがり”ば
かりが目立ち、決して自慢できる状況にはなかったのである。
　第2の策は、社会人としてのマナー教育の実施だった。これを
徹底することで、生徒すべてを学校が自信をもって企業に推薦
できる学生にしようと考えたのである。事実、企業からは、社
会人としての常識をわきまえた人材を望む声が上がっていた。
　最後の策は「完全2年制」。当時の学科は中卒を対象とする1
年制と高卒を対象とした2年制に分けられていたが、これをすべ
て2年制学科にする方針としたのである。これで整備科卒業生は
2級整備士資格を取得できるし、電子計算機科（1981（昭和56）
年にコンピュータ科と改称）でも80人を1年間で教育するより40
人を2年間で育てるほうが充実した教育内容にできる。
　これら3つの施策は1975（昭和50）年以後、着実に実行され
ていく。すると、日本全国から資料請求の葉書が届くように
なり、パンフレットを送り返すと実際に学生が入学し始め
た。ほどなく従来優先していた地元の推薦を待たずに定員を
満たすようになり、地域の高校からクレームがつけられるよ
うになった。やがて、定員確保を心配するどころか、志願者
全員に入学試験を実施するようにさえなったのである。こう
なると当然ながら学生の質が大きく向上し、1979（昭和54）
年から全員が2級自動車整備士試験に合格するなど卒業生の好
実績が目立つようになった。
　こうして起死回生を図った寺田の策は功を奏し、各高校や
就職先企業から「静岡産技はいい」との評判をとるように
なったのである。
　もちろん、この好循環の背景には、専修学校制度の発足、
自動車産業の発展といった外的要因もあった。法的裏付けに
より当法人を含む専門学校の社会的地位は向上し、自動車産
業の成長で学生やその保護者たちには「自動車業界は将来有
望」「自動車メーカーに就職すれば安心」といった風潮が
あった。
　しかしこれらの外的要因があったとしても、背水の陣を敷
いた寺田の策と職員たちの実行力がなければ、オイルショッ
クによる悪影響を跳ね返すことはできなかっただろう。後に
寺田は当時得た教訓を次のように語っている。
「失敗を恐れないことです。失敗を怖がる人は失敗しないよ

うな行動しかできなくなる。そこからは何も生まれないで
しょう」
　これ以後、当学園の専門学校は近い将来における情報産業
の発展を予見し、自動車産業とともに情報処理技術教育の充
実に取り組んでいくことになる。

電算化の推進と情報専門学校の開設
　当法人の専門学校のうち、静岡産技を除く2校（沼津校・浜
松校）は1974（昭和49）年に廃止となっていたが、第2種情報
処理技術者の養成を目的として沼津情報専門学校（以下、沼
津情報）と浜松情報専門学校（以下、浜松情報）を開校する
ことになった。
　これまで当学園は電算機の活用を本格化させており、1981
（昭和56）年には教習部門の静岡校で業務の電算化を実現
し、同59年にはすべての教習所で同システムの導入を完了し
た。この当学園が開発したフルコンピューターシステムは県
内唯一の本格的電算化方式であり、全国的に見てもトップレ
ベルのシステムとなった。
　またこの年には静岡産技にパソコン・ネットワーク室が完成
している。このとき当校は文部省（現、文部科学省）より
1983（昭和58）年度私立学校施設整備補助金を受けており、
同室にOCR（文字読み取り装置）、NEC製16ビットパソコン
（PC9801-E）10セットを導入し、光ファイバーで結んだネッ
トワークを構築した。これは近い将来に普及するオフィス・
オートメーションを先取りしたローカルエリアネットワーク
（LAN）システムのプロトタイプだった。これに加えてオ
フィスのデスク作業の変革も予見し、OAデスクやチェア、間
接照明なども取り入れた先進的な施設とした。
　沼津情報の開校がこれと同時期、1983（昭和58）年4月の
ことだった。前年の秋から入学試験を実施し、コンピュータ
科の第1期生103人を迎え入れた。すでに同校は県の私立学校
審議会の事前審査に合格しており、開校時から専修学校専門
課程（専門学校）として発足した。これら1期生はプレハブ
の仮校舎からのスタートとなったが、新校舎は教習部門（沼
津校）との合同校舎として建築が進められ、その竣工後、旧
校舎と教習コースの改築・改修工事も行われた。同年には浜
松情報の設立も決定し、こちらは1984（昭和59）年に私学審
議会の審査を受け、1985（昭和60）年4月、専門学校として
開校した。
　2校とも従来の自動車整備関連学科を置かず、情報処理技

術教育を中心とする専門校である。浜松情報にはコンピュー
タ科のほか、オフィス・オートメーション科（以下、OA
科）、メカトロニクス科、エレクトロニクス科が置かれ、第
1期生として合計219人を入学させた。さらに1986（昭和61）
年には3年制のOAビジネス科の開設を決定し、翌62年4月に
開講している。学科内容や取得をめざす資格などは現行の
OA科と同様だが、3年制であるため社会人でも時間をかけて
じっくり学習できる科である。主な募集対象は浜松市周辺の
大手紡績会社（4社5工場）の社員だった（一般からも募集す
る方針がとられた）。
　沼津情報では1985（昭和60）年に第1期生が卒業し、同62年
には浜松情報の第1回卒業式を挙行した。これら情報専門学校
2校には開校当初から求人数も多く、卒業予定者の就職活動は
順調な出だしとなった。情報産業関連業界が好況を呈しつつ
あったとはいえ、両校とも新設校である。合格率数十％とい
う難関の第2種情報処理技術者試験で50％という高い合格率を
記録した生徒たちの好成績に加え、教職員たちの努力の賜と
いっていいだろう。
　実際、沼津情報の職員らは第1期生卒業の約1年前から就職先
開拓についての活動を開始している。当時、学園報『交さ
点』（昭和59年4月号）には卒業生の就職と専門学校の評価と
の関係について、「専門学校の評価は、卒業生が在学中に得
た職業に関する専門の知識・技術を生かせて就職しているか
にかかっている」と記されており、担当の職員たちはこのこ
とを念頭に500社におよぶ県東部企業の調査を始めた。
　浜松情報でも卒業前年である1986（昭和61）年6月から2年生
に就職対策講座を実施し、地元企業人事部長による講演会や正
しい話し方についての動画上映、労働省職業適性検査などを
行った。この時期、コンピューターが専門家だけのものだった
時代は終わり、多くの企業がOA化を進めるようになってい
た。当法人自体も業務における総合的なシステム化を推進して
おり、1986（昭和61）年時点で専門学校のシステムは完成間近
になっていた。これは入試管理や学籍、学業、学費、就職、卒
業生管理にいたるまで一貫した情報処理を可能とするシステム
である。一方、CAI（コンピューター支援教育）についても学
園内に推進委員会を設けて研究を開始した。

杉山学園の合併
　浜松情報が発足した1984（昭和59）年の9月、当学園は創立
以来57年の歴史をもつ静岡文化服装専門学校（従来の経営母
体は学校法人杉山学園）を合併することとなった。
　同校の創立は1927（昭和2）年2月にまでさかのぼる。当初
の校名は「F.S洋裁学院」だったが、その後、1933（昭和8）年
3月に「静岡杉山洋裁縫女学校」、1963（昭和38）年4月には
「静岡文化服装学院」と改称し、1976（昭和51）年に専修学
校制度による専門学校に認定され、静岡文化服装専門学校と
なった。さらに同57年4月に「ビジネス秘書科」を開設し、
「静岡文化専門学校」（以下、静岡文化）となった。
　ファッションデザインを学ぶ同校の特色は当学園のそれと
異なっているが、技術者教育という目的――すなわち、アパ
レル（既製服）産業界に必要とされるスペシャリストの養成

――では共通している。これまで洋裁といえばミシンによる
製縫技術が中心だったが、すでにコンピューターによる型紙
やサイズの拡縮、生地使用における効率化技術などが発達
し、デザインやファッションカラー分野にもコンピューター
を用いた情報処理技術が活用され始めていた。さらに服装科
の卒業生には服装専攻科への道が拓かれており、高級既製服
（プレタポルテ）技術者のための先端技術教育も受けられる
ようになっている。なお、1986（昭和61）年、服装科を「ア
パレル・ファッション科」に、服装専攻科を「ファッション
専攻科」に名称を改めている。
　また、ビジネス秘書科とは、OLをめざす女性を対象として
就職先企業のイメージを高められる品位ある職業人を養成す
る学科である。一般の高等学校に欠けているビジネス現場に
おける礼儀作法や身だしなみ、接遇態度をはじめ文書作成や
実用英語を学び、急速に導入の進むOA機器の取り扱いや簿記
なども同時に修めることとなる。
　当学園の所属校となった約2カ月後、11月1日より早くも
1985（昭和60）年度入学生の願書受付を開始しており、さっ
そく学園報『交さ点』には優秀な生徒確保のための協力を呼
びかける記事が掲載された。
　一方、静岡文化では、同月25日に校内で日頃の学習成果の
発表と学校のPRを兼ねたファッションショーを開催した。企
画・製作・モデルに至るまで生徒自身の自主活動によるもの
で、ワンピースやスーツ、革ブルゾン、ウェディングドレス
など約80点の作品を披露した。詰めかけた300人ほどの観客を
魅了したこのショーの模様はSBSテレビや静岡けんみんテレビ
（現、静岡朝日テレビ）で取材・放映された。
　また、1988（昭和63）年には開発中の社会人向けCAI教育を
インテリジェント・ハウス“TEN”として開講を決定した。
CAI教育とはコンピューターの支援を活用し、各人がマイペー
スで実力をつけられる新時代のシステムである。このため、
3.5インチフロッピーディスクを装備したNEC製16ビットパソ
コン「PC9801UV11」とNTTの「NTT-CAI」を導入し、体験
講座を始めた。内容はアマチュア無線資格や簿記検定、工事
担任者試験などの資格試験に関する講座のほか、表計算ソフ
ト「Lotus123」やワープロソフト「一太郎」など、一般向け
アプリケーションソフトについての講座も合わせて開始す
る。これらはワークステーションと異なり、MS-DOSを基本ソ
フトとしており、各講座は予定どおりに1989（平成元）年1月
よりスタートした。

当学園の転換期
　1985（昭和60）年前後、いわゆる産学交流といった動きが
見られるようになり、当学園の教員が高等学校などに出向
き、専門分野の講義を行うことも増えてきた。これにほぼ並
行し、パソコンやOA化の普及を背景に、社会人を対象とする
講座も増加し始めた。1984（昭和59）年、開校したばかりの
沼津情報で実施した夜間パソコン講座や静岡産技の夜間
COBOL講座などはその例である。
　また、大学・短大・専門学校間の共通科目で相互乗入れの
気運が高まり、当学園が産業能率大学（短大）の通信教育
コースから情報処理コースを選定し、短大併修コースを計画
したのも同年だった。同62年には教育界と産業界の情報交流
の必要性がいっそう叫ばれるようになり、県内研究開発企業
における人材確保と育成システムの充実・強化を図るため、
企業と専修学校の関係者が情報交流や共同調査研究を行う目
的で「交流会」を発足させた。当然ながら本校もこれに積極
的に参加する方針をとり、専修学校各種学校振興会に置かれ
た事務局の局長に本学園の寺田常務が就いた。
　同時期、高校など教育現場における国際交流の気運が高
まっており、グループ内の学校に台湾や中国、韓国などから
の留学生が見られ始めた。
　この1987（昭和62）年から同63年にかけての時期、当法人
の各部門は組織改革の転換期に向かっていた。静岡北高の生
徒数は1300人を超え、合併した星陵高の生徒数も当初の450人
から1200人に達していた。静岡産技も800人が学ぶ県内屈指の
専門学校となった。
　生徒数だけ見れば順調だが、1989（平成元）年以降になる
と、高等学校では生徒の減少期に入り、これはやがて専門学
校における学生数減少へと連鎖していくことになった。当法
人の各部門は来たるべき少子化時代への転換、すなわち「学
校が入学生を選抜する時代」から「学生やその保護者から学
校が選ばれる時代」への変化に適応していく必要があった。
〈高校部門〉
　教育部門のうち、高校では「量から質への転換」が求められ
ていた。そのため「教育環境の充実整備」「教師の教育活動の
活性化と資質向上」を目標とし、1988（昭和63）年度から静岡
北高で工業技術科を、星陵高では英数科を新設することになっ
た。特色あるカリキュラムの編成により、生徒や保護者の進学
への期待に応えられるように考慮した結果である。

　この当時、社会全体で国際化や情報化が急速に進むなか、
高等教育機関における新たな学部や学科の新設が相次いで進
められており、当学園でもこうした変化にともなうニーズに
対応するべく方針を決定した。
　また、星陵高では厳友学舎生徒館の意欲的活用も目標として
挙げた。これは重点的な教育を実現するための宿泊教育施設で
あり、以後、星陵高における教育の中心を担う施設となる。
〈専門学校部門〉
　静岡産技では生徒増に対応する教室の確保と新校舎の増築を
最優先とし、特に新校舎は県内の教育機関初のインテリジェン
トビルとする計画とした。これは1988（昭和63）年に起工し、
1989（平成元）年3月に完成している。全館に光ファイバーを巡
らせ、AV機器をネットワーク接続した高度情報化教育施設が
出現した。この間、1987（昭和62）年にはコンピュータ科に
ハードウエアコースを設置して教育内容を拡充し、並行して教
師全員の研修や自己啓発を促進しながら「社会から信頼評価さ
れる教育の確立」をめざしていくことになった。
　幸い、1988（昭和63）年には静岡産技と沼津情報、浜松情
報が通産省の推進する情報化人材育成推進事業の委嘱機関に
指定された。地域における当校の教育が評価された証だろ
う。政府は21世紀初頭に40万人のコンピュータソフト技術者
が不足すると予測しており、同省は技術革新の激しい情報処
理技術者を産学協同で育成する方針を打ち出した。その連携
機関として同事業を委嘱された当学園の専門学校3校は、地域
の情報技術教育における中核的存在へ飛躍する足がかりの一
つを得たことになる。
　実際、同年9月には「専修学校と研究開発型企業との情報交
流会」が静岡産技で行われた。その当日、協和システム制
御、ユニテック、浜松情報、沼津情報、静岡文化ほか種々の
企業や学校が参加して県産業界の情勢や海外産業について情
報交換などを行い、その模様はNHKやSBSの取材を受け、テ
レビニュースなどで報じられた。
　また11月には静岡産技が文部省から「専修学校における職
業教育の高度化に関する開発研究の実施内容が適切である」
と認められ、「職業教育高度化開発研究校」に指定されてい
る。これにより、本校は情報化社会における情報処理関連教
育に関し、「勤労者の学習要求に即応する専修学校の特性を
活かした新しい授業形態の開発研究」を3年間で進めることに
もなった。静岡産技が自動車電子科とコンピュータ制御科を
新設し、教育内容のさらなる充実を図ったのが翌、1989（平
成元）年だった。この翌年には沼津情報とともに3年制の情報

システム科も新設している（浜松情報の情報システム科は同4
年に設置された）。
〈教習部門〉
　教習部門では他校との差別化を明確化するため、1987（昭和
62）年、教習車を全面的に差し替えた。近い将来に実施される
予定のオートマチック（以下、AT）車限定免許制度を前提
に、2時間のAT車教習を導入した年だ。以後、当校の教習部門
はさらに業績を伸ばすべく、同60年に掲げた2つの目標「①教習
高率・教習サービスの向上」「②苦情ゼロ・実績を県平均以上
にする」をめざして努力を継続することとなった。
　実際のところ、②については同62年時点で改善が見られて
おり、苦情件数は大幅に低下し、まったく苦情がないという
声も聞かれるようになってきた。むしろ、外部から「事務所
が明るくなって気持ちがいい」「電話の応対がいい」などと
いった評価も出始めた。しかし、①については目標を達成し
ているとは言えず、概ねこれを達成できたのは5年を経過した
1990（平成2）年のことである。その評価の目安は修了検定や
試験の合格率であり、1990（平成2）年にはそのいずれもが県
内の平均以上となったのだった。
〈沼津校の移転〉
　同時期の教習部門で大きな課題とされていたのが沼津校の
移転問題で、これは昭和40年代にまで遡る「市道占有問題」
に端を発していた。細かい経緯については学園報『交さ点』
（昭和60年の創立45周年記念号）などに詳しいが、発足当
時、沼津校は指定教習所としての条件を満たすため、敷地の
一部として市道を占有することとなった。ただその際、「将
来、何時でも返還に応ずる」との条件を含む覚書を提出して
いたのである。以来、当法人と市、返還を要求する地元住民
とが相互に協議を重ねてきたが、同59年、沼津校はとうとう
市道を返還し、施設全体を移転させる方針となった。
　しかし、公安委員会指定教習所として継続するには、同一
性を保つかたちで近傍に移転しなければならない。やっと見
いだした用地（沼津市東椎路）には地盤や地価のほか、農地
転用や開発行為などの申請や埋没文化財の発掘調査、土地利
用委員会の承認、国土利用計画法にもとづく売買価格の承認
など多数の問題があった。1年4カ月にわたる地主との交渉や
各種申請の末、土地取得の契約は1987（昭和62）年3月に完了
した。翌年4月に校舎の建設を開始し、同年11月10日に教習
コースとともに完成した。竣工式当日、県警や施工業者、地
域の自治体ほか関係機関から200人ほどが臨席し、新沼津校の
門出を祝ったのである。

大学設立期 地域の発展に貢献する
研究機関・交流拠点へ。3 1990（平成 2）年～

バブルの崩壊や阪神淡路大震災が起こり、携帯電話やインターネットの普及による情報化が加速する変
化の激しい時代。法人名を学校法人静岡理工科大学に改称し、静岡理工科大学が開学。大学院の開設や静
岡北高等学校の SSH 指定など、理工分野における地域の人材育成・研究機関としての役割も担うように
なる。静岡北高等学校、星陵高等学校において高・大一貫教育を開始するなど、グループ内での連携教育
も整備。専門学校においてもデザインをはじめ保育や医療事務など幅広い分野へと拡大がはかられ、地域
に開かれた教育機関としても期待が高まる。

静岡理工科大学完成予想パース

星陵高等学校生徒館「厳友学舎」　1987（昭和 62）年竣工

静岡県自動車学校沼津校新校舎　1988（昭和 63）年 11月竣工
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大学設置に向けて
　「昭和62年に文部省へ大学設置について打診したところ
“可能性あり”との印象を受けた」
　これは創立50周年記念式典で宇野紳七郎理事長が述べた挨
拶の一節である。
　静岡県自動車工業高等学校（現、静岡北高等学校）の創立
当時、当法人は将来における大学設立の方針を再確認してい
た。しかし、昭和50年代以後、政府が大学新設について抑制
的な政策をとっていたこともあり、断念せざるを得ない状況
が続いていた。
　ところが1986（昭和61）年から1992（平成4）年までの期
間、文部省は18歳人口の増加を踏まえ、大学の収容能力を増
大させる方針をとった。これが大学設置の可能性を探った背
景である。当学園はその“好印象”を受け、翌63年2月の理事
会・評議員会の席上、「大学設置構想」について改めて話し
合いをもつこととなった。
　その際、議論された主な内容は学園の経営安定化と教育環
境の整備についてである。すなわち、近い将来、高等学校で
定員割れが必然であること、大学の設置によって対象とする
年齢層を弾力的に拡大できることである。定員割れの原因は
学齢層の人口減少であり、これは教習部門もほぼ同じ立場と
なるだろう。さらに、時代のニーズに的確に応えられる教育
環境を構築するには、大学を核とする体制づくりが不可欠と
の結論も得た。
　これらの審議の結果、4月1日から大学設置準備室を開設
し、大学設置準備委員会を発足させた。同委員会が計画の進
行状況を報告したのが約3カ月後のことである。
　設置場所については県内10カ所の候補で検討を進め、並行し
て自治体と接触してその意向を確認してきた。7月中旬には2カ
所まで絞りこみ、最終的に経済的な協力を申し出てきた袋井市
に決定した。ただし、この時点では同市の意向を尊重し、公式
発表をしないことになっていた。翌8月、大学教授を構成メン
バーとして全般的な問題を審議するための専門委員会を設置
し、大学設置の基本構想やカリキュラムの決定、教員候補者の
選考のための活動を開始した。同年末には大学名を「静岡理工
科大学」（以下、理工科大）と決定。学部として理工学部を設
置し、機械工学科、電子工学科、知能情報学科、物質科学科の4

学科（定員合計300人）を置くこととなった。
　1989（平成元）年1月、当初から助言を受けていた東京大学
名誉教授石原智男氏より、初代学長就任について内諾を得
た。7月には第1次設置認可申請と設置にともなう寄附行為変
更申請を文部省に提出し、12月15日、同申請を認可された。
その間、6月から校地の造成を開始し、11月には新たに第2法
人の設置認可申請書を県知事に提出した。これは教習部門と
自動車産業に関する教育部門を第2法人に移し、従来の法人に
大学を中心とする教育体制を構築するためである。
　1990（平成2）年2月1日、袋井市や地元関係者との業務連絡
のため大学設置準備室袋井分室を設置し、6日には大学校舎の
起工式を執り行った。学園本部事務局が静岡県自動車学校本
館に移転したのも同月中のことである。

創立50周年　静岡北高の変化
　大学設置準備が進行していた1990（平成2）年は、当法人
の創立50周年という大きな節目の年でもあった。記念事業の
準備委員会が1987（昭和62）年6月に発足し、記念式典・イ
ベントの企画立案や記念出版物の資料収集、PRなどについて
準備を進めた。そして1990（平成2）年4月2日、静岡北高の
体育館で創立50周年記念式典を盛大に挙行した。例年のよう
に永年勤続表彰の受賞者が発表され、宇野紳七郎理事長が挨
拶に立った。

　静岡北高の入学式はその8日後の10日に行われ、新設した理
数科の第1期生37人を含む458人の新入生を迎え入れた。その
一方、翌5月の理事会・評議員会では、同校の自動車工学科と
工業技術科を普通科に統合することを可決した。
　静岡北高は創立以来、自動車工学科を中心に発展してきた
が、近年これと最も関係の深い自動車整備関連企業は2級整備
士の教育を行う専門学校への期待を高めており、事実上、当
校の3級整備士養成教育はその使命をほぼ終えていた。
　実際、前章で「転換期」と述べた1988（昭和63）年以後の3
年間、自動車工学科の卒業生で自動車整備関連企業へ就職し
た者は20％を大きく下回るようになっていた。一方、生徒や
保護者の専門学校への進学希望は予想を超えて高まってお
り、産業界では情報化・技術の高度化が急ピッチで進むこと
から、これらに対応できる人材の育成は急務となってきた。
　このため、当校の「職業教育」のあり方をいったん見直
し、専門学校4校との連携をいっそう密接にした特色ある普通
高校への脱皮が今後の社会からの期待に沿うことにつながる
と考えられた。そのためには従来の「自動車」というイメー
ジから脱却し、多様なニーズに対応できる柔軟な教育プログ
ラムを構築しなければならない。
　以後、静岡北高は理数科や進学コースを軸とした大学進学
のためのコース、さらには専門学校との連携による「高・専
一貫」による情報技術教育など、本学園ならではの幅広い
コース制を導入した「特色ある普通科」を設置する進学校へ
と変貌していくのである。
　なお、創立50周年記念事業の一環として1990（平成2）年8
月14日、当学園と県サッカー協会の共催による「日・独・伯
親善サッカー大会」を実施した。静岡北高に留学中のブラジ
ル人学生は同校サッカー部の中心選手となってもおり、近
年、静岡北高や星陵高で一般化してきた国際交流の幅をいっ
そう拡大した。とくに、星陵高ではオーストラリアの聖ヨセ
フ（ジョセフ）校（通称ナジー校）やキャノンヒル高校との
間で相互訪問が始まり、早期から国際交流を始めていた。

第2法人設置と理工科大の開学
　1990（平成2）年5月に開かれた理事会・評議員会で第2法人の
設置認可の本申請提出前の議案について決議され、続けて開かれ
た第2法人設立発起人会でその名称を「静岡自動車学園」、設置
校名を「静岡工科専門学校」（以下、静岡工科）と決定した。
　これにより、静岡産技の自動車科・自動車電子科・コン

ピュータ電子科の生徒は1991（平成3）年4月1日から静岡工科
に転学する。同時に、現在の「学校法人静岡県自動車学園」
の収益事業（自動車教習所・車両整備工場）は新法人「静岡
自動車学園」に所属することとなった。この第2法人の設置は
同年7月16日に認可され、同月21日に登記を行い、私立学校法
にもとづく静岡自動車学園の設置が完了した。
　これ以後、文部省の大学設置審議会専門委員による教員の
審査、さらには大学設置・学校法人審議会の袋井市での実地
調査などが行われ、12月21日、ついに文部大臣より理工科大
の設置とそれにともなう寄附行為変更の認可を受けた。そし
て従来の法人の名称が「静岡県自動車学園」から大学名に変
更され、ここに「学校法人静岡理工科大学」が誕生した。理
事長には鈴与株式会社の代表取締役社長を務める鈴木通弘氏
（現、同社代表取締役会長8代目鈴木与平氏）が就任した。
　また、12月21日に開かれた理事会・評議員会では新たに発
足する大学などのシンボルマークやカラーイメージなどを決
議した。シンボルマークのモチーフとされたのは大学名のイ
ニシャル「S」だった。
　ところがその4日後の12月25日、当学園に思いがけぬ訃報が
入った。学長をお願いしていた石原智男氏が同日急逝され、
残念ながら理工科大の開学を見ないまま没したのである。そ
のため当学園は同日から喪に服し、理事長による学園報の年
頭挨拶も中止と決定したのだった。
　深い悲しみとともに年が明け、正月を過ぎた1991（平成
3）年2月11日、この日から翌13日にかけて理工科大の入学試
験を実施し、その際、静岡や東京、浜松、名古屋に試験会場
を設置した。定員300人の小規模新設校ではあったが4000人
にのぼる学生が受験し、2次の3月24日（試験会場は静岡と浜
松）でも600人が応募した。理工科大の初代学長として、日
新製鋼株式会社副社長の久松敬弘氏が就任したのが同月12日
のことだった。
　そして1991（平成3）年4月10日、とうとう理工科大の第1回
入学式を挙行し、理工学部4学科の第1期生（合計372人）を迎
え入れた。
　開学した理工科大の教育理念は「広く産業の発展に貢献出来
る技術の修得とともに、その技術を正しく活用できる人格の陶
治」であり、これは、前身である学校法人静岡自動車学園から
継承した、学園建学の精神『技術者の育成をもって地域社会に
貢献する』のもと、教育基本法及び学校教育法に基づき「科
学・技術に関する学術を研究教授し、国際的視野と技術者とし
ての使命感を持った向上心溢れる人材の育成、及び実践的創造
的研究により社会に貢献する」ことを目的としている。以降、
取り巻く環境の変化に対応すべく多くのご意見を聴取しながら
検討を重ね、本学が到達すべき理想的な姿を包括した、「豊か
な人間性を基に、『やらまいか精神と創造性』で地域社会に貢
献する技術者を育成する」を理念としている。
　同年8月、学園報を創刊し、その名称を『SIST』とした。同
月30日には受験生のためのオープンキャンパスを実施し、翌
日には「国際性を持った人間とは？」と題して第1回静岡理工
科大学公開講座を催した。本学の教員200人ほどに市民も加
わって聴講し、当大学は開かれた大学づくりの第一歩を踏み
出した。11月2、3日には在学する1年生のみで準備を進めてき

た第1回大学祭を開催、ささやかなものではあったが天候にも
恵まれて大成功に終わった。
　そして同月22日、日本私立大学協会の理事会で当法人の加
入について審議され、同日付で承認された。その結果、当法
人は前記協会の中部支部に所属することになったのである。

高・専一貫教育
　1992（平成4）年4月22日、翌年に創立30周年を控えた静岡
北高は情報系専門学校志望者を対象とした2年間のダブルス
クールを開講し、いわゆる「高・専一貫教育」を開始した。
これは高校の基礎学力と専門学校の知識・技術を結びつける
もので、高校の指定休の土曜日や6時限終了後（放課後）など
を利用し、学園内の専門学校へ通学させる独自のシステムで
ある。静岡北高の所在地などを鑑み、このコースの対象とな
る専門学校は静岡産技と静岡工科である。
　この高・専一貫コースの内容は、①情報、②電子、③自動
車という3つの系統に分かれており、それぞれの概要は以下の
通りである。
①情報系：コンピューターソフト分野のスペシャリスト
（SE、プログラマー）の育成を目的とし、卒業生を情報処理
技術者として社会に送り出す
②電子系：コンピューターハード分野の設計・開発を行う技
術者の育成を目的とする。電子技術と情報技術を駆使できる
バランスの取れたエンジニアを社会に送り出す
③自動車系：カーエレクトロニクス分野のスペシャリスト育
成を目的とする。高度な自動車電装システムに対応できるハ
イメカニックを産業界に送り出す
　静岡北高の各志望者たちはダブルスクールでそれぞれの基
礎について学び、その後、専門学校へ進学して応用技術と知
識を習得することになる。
　この新たな教育プロセスは主に4つの特色を備えている。す
なわち、「実践的で最新の技術革新に対応した教育を提供で
きること」「生徒に明確な目的意識を持たせられること」
「ダブルスクールによって学ぶ場を変え、新鮮な学習意欲を
与えられること」「早期から高い技術と専門性を学ぶことに
より資格取得の幅を広げられ、合格率の上昇を期待できるこ
と」などである。1993（平成5）年7月21日付発行の『SIST』
には、学園内の大学・専門学校・高校の間の進学・編入学な
どの連携を示す概念図が掲載されている。
　この当時、グループ内のネットワークを応用した専門学校

や理工科大への進学が徐々に定着しつつあった。大学創立以
来の3年間（1994（平成6）年まで）で静岡北高と星陵高から
の理工科大進学者数は33人を数え、さらに増加傾向を示して
いた。また、高校部門から専門学校への進学者数は4校合わせ
て97人にのぼり、その翌年には北高の高・専一貫コースから
90人ほどが進学していた。
　同時期、星陵高は創立18年目で男女共学の導入に踏み切
り、森英恵デザインによる制服とも相俟って地域における学
校イメージを一新した。当初、男女共学は英数科のみの実施
だったが、1994（平成6）年度からは普通科でも実現し、創立
20周年にして完全な男女共学の高等学校となった。更に、社
会からのニーズに応えてCAI教室の設置や進学講座を実施する
とともに、国際交流の一環として留学生の受入や海外の学校
との姉妹校提携などにも力を入れていた。当時は正に、新学
習指導要領が実施された時期であり、国際化・情報化に則し
た教育への転換をさらに進めることとなる。そして1995（平
成７）年度からは星陵高でも新時代に求められる人材教育を
めざし、普通科に高・専一貫コースと国際文化コースを設置
し、1996（平成8）年度には、英数科に英数科総合コースを開
設した。星陵高ではこれらのコース新設を一つの大きなス
テップとし、同校の果たすべき役割を改めて認識するととも
に、以後の新たな学校運営につなげていこうとの方針を打ち
出した。なお、星陵高の高・専一貫コースは普通科情報コー
スと沼津情報とのダブルスクールであり、実施に先だって希
望する生徒42人が同校を見学するほど人気を博した。

専門学校の改革―情報化社会への対応
　80年代バブルが崩壊する一方、「IT革命」が始まる時期、
専門学校部門では多様化する教育や情報化の進む社会のニー
ズに対応し、以下のような変更・新設をした。
　1990（平成2）年に沼津情報で3年制の「システム研究科」を
開設し、同4年には静岡産技でOA科を「OAビジネス科」と改
称したほか、浜松情報でも「システム研究科」を新設してい
る。さらに1994（平成6）年度、静岡産技は「情報テクノ科」を
新設して高・専一貫コースによる進学者の受け皿とし、同7年度
には「コンピュータグラフィックス科」も新設した。浜松情報
ではOA科を「ビジネスクリエイト科」に改称、コンピュータ
デザイン科にコンピュータエレクトロニクス科を統合した。
ちょうど、文部省による専門士制度が始まった年である。静

岡・沼津・浜松それぞれに「マルチメディア科」を新設したの
もこの年から翌8年度にかけてのことで、同時期に発売された
Windows95をきっかけにパソコンとインターネットの普及が加
速し、多くのパソコンゲームが店頭に並んだ。そして同8年度、
静岡産技は「ゲームクリエイト科」を新設、翌9年度には沼津情
報が「ゲームインターフェース科」を設置した。
　一方、静岡産技が文部省より「インターネットを利用した
専修学校教育における実践的な開発研究」の委託を受けたの
がこの年である。これは同省が開催した第1回専修学校イン
ターネット教育開発協議会の決定によるもので、静岡産技を
含む委託校7校は3年間にわたって「教材の共同開発」「共同
授業」「インターネット活用方法」など、情報化社会に向け
た開発研究を進めることとなった。なお、同校にインター
ネットサーバーが立ち上げられたのも同年のことで、WWW
による情報発信や電子メールサービスがスタートした。
　一方、静岡文化が大きく変化したのも同時期である。1995
（平成7）年、同校は「ファッションとビジネスの学校」とし
て「ビジネスプランニング科」を新設したが、「魅力ある学
校」となるべく検討を重ねた結果、ファッション系2学科とデ
ザイン系3学科を設置する「デザインとファッションの学校
（総定員390人）」への転換を決定した。このため1996（平成
8）年から新校舎の建設を開始し、翌9年には校名を「静岡デ
ザイン専門学校」（以下、静岡デザイン）へ改めた（校舎は
同年6月に竣工）。県内高校生を対象とした「高校生プロダク
トデザインコンペ」の主催も同年から始まった。以後、地域
におけるデザイン専門学校のリーダー的存在としての認知度
を高め、在校生が技能五輪で入賞するなどメディアへの登場
機会も増加していくことになる。

（注）専門士制度…当学園の専門学校は「専門士」の称号付与が可能な学校に認定
されており、当該課程を修了した学生にこれを授与できる。

地域に開かれた理工科大大学院
　1993（平成5）年9月、理工科大の開学を記念し、教育棟の
中庭に彫刻「光の座」が寄贈された。作者は東京芸術大学教
授林武史、寄贈者は鈴与建設株式会社である。この月、当法
人は理事会の席上、大学院（修士課程）設置の方針を決議
し、1996（平成8）年4月の開設をめどに準備を進めることに
なった。設置準備の概略は以下の通りである。
　1994（平成6）年9月末の理事会・評議員会で大学院設置認
可申請手続の開始を決定。

　1995（平成7）年6月30日、文部省に「大学院理工学研究科
修士課程」の設置認可申請書を提出し、これが受理された。
これに先立つ同月7日、大学院の研究施設とするため既存の研
究実験棟の東側で増築工事を開始した。
　同年12月、文部省から設置認可が告知され、翌1996（平成
8）年4月、静岡理工科大学大学院修士課程を開設。高度な教
育修了者を社会に送り出すことを責務として大学院理工学研
究科（修士課程）を設置し、以下の2専攻で技術革新の時代に
望まれる学際的な技術者の養成をめざす。
①システム工学専攻：定員15人。システム制御や生産システ
ム、工学解析、電子システム、知能情報システムの各分野で構
成され、総合的なシステム工学に関する技術者を養成する。
②材料科学専攻：定員10人。物性物理や材料設計、材料化学、
電子材料の各分野で構成、種々の材料における物理・化学的基
礎教育に重点をおき、工学的応用についても教育する。
　開設初年度、システム工学専攻に10人、材料科学専攻に5人
が第1期生として入学した。システム工学専攻では「2.5ギガヘ
ルツの高性能アンプの理論的解明と作製」「ダクテッドファ
ン型VTOL垂直離着陸機の姿勢制御」ほかの研究が進められ、
材料科学専攻でも「シリコンの基板上でアルコールからダイ
ヤモンドをつくる」など特色あるテーマが研究された。これ
ら大学院の開設準備と並行し、全教職員の参加のもとに進め
たのが新カリキュラムの策定だった。こちらも大学院の開設
と同時に実施に移り、そのプロセスでいっそうの検討を加え
ていくこととなる。
　さらに2000（平成12）年以後、「地域に開かれた大学院」を
テーマに新しい大学院の構築をめざすこととなった。地域の有
能な人材を客員教員に招聘し、外部研究機関との共同研究やプ
ロジェクト研究も視野に入れる方針とした。もともと理工科大
は市民体験入学を毎年開催するなど「地域に開かれた大学」と
して開学した経緯がある。第1回卒業式から全国でも珍しい袋井
市民による「卒業生を送る会」が実施されてきたし、卒業生も
同市発展への祈念と感謝の気持ちを込めて愛野公園にプラタナ
スなどの植樹を続け、地域や市民との別れを惜しんできた。な
により、卒業生の8割以上が地元企業に就職しているのである。
　なお、大学院に経営科目群の授業を開講し、修士（技術経
営）の学位を取得できるようになり、学部3年生から入学可能
なスキップ入学による進学が始まったのが以上とほぼ同時
期、2001（平成13）年のことである。

理工科大の情報システム学科
　昭和60年代前半、18歳人口の一時的な増加期を迎え、日本
政府は大学進学率の上昇に対応するため臨時の定員増を認め
た。当法人の理工科大設立も同時期に当たっている。しか
し、この措置は1999（平成11）年度を期限とされており、多
くの大学が臨時定員の扱い（継続か廃止）に注目していた。
そんななか、1997（平成9）年1月の大学審議会の答申にもと
づき、その5割ほどを1999（平成11）年度から同16年度にかけ
て順次廃止していく方針が決定された。学校によっては臨時
定員が過半を占めることもあり、今後、多くの大学が少子化
時代に向けた体質強化に努めていくことになる。

　新設された理工科大に臨時定員はなかったが、同様な経営
環境に曝されることに違いはない。1997（平成9）年度の経営
方針において、大学における教育効果や採算性の向上をめざ
した将来構想を早急にまとめ、同11年度から実行に移す方針
が策定された。その結果、1998（平成10）年春までにまとめ
られた構想案が次の2つだった。
　①知能情報学科にコース制を設け、「情報システム学科」
へ改称すること。これにともなってカリキュラムを改変し、
同時に入学定員数を80人から140人に増やす。
　②物質科学科のカリキュラムを改変し、「物質生命科学
科」へ改称すること。これにともなって入学定員数を60人か
ら100人に増やす。
　文部省での事前相談を含めて検討を重ねた末、今回は②を中
止し、①のみを申請することとなった。その見通しは必ずしも
明るくはなく、大学の経営状態や計画の裏付けとなる財源など
も十分な状況とはいえなかったが、1997（平成9）年4月末に
「情報システム学科設置認可申請書」を提出。1998（平成10）
年12月、文部省から同申請が認可され、1999（平成11）年4月よ
り定員も140人に増えた学科としてスタートした。同学科に用意
されるコースは3つ。すなわち、コンピュータシステムコース、
ネットワークシステムコース、生命情報システムコースであ
る。この後、理工科大では、学部教育・大学院教育の検討、組
織運営改善、研究の活性化などと並行して「受験生減少への対
策」を検討していくことになるが、次項に述べる高・大一貫教
育、高校生のための公開実験講座などもその一環といえる。

高・大一貫教育―各部門の改革
　前項と同時期、当法人内の各部門でも少子化時代に向けた
改革を進めている。沼津情報では入学募集活動に力を入れ、
ダイレクトメール（DM）の工夫や体験入学の充実のほか、高
校の生徒と教諭への知名度アップに努めた。並行して教育内
容の充実も図り、星陵高との高・専一貫教育の好影響もあっ
て定員を上回る入学者を確保した。2000（平成12）年には静
岡産技とともにカリキュラムと学科編成の見直しを行い、両
校とも同14年度から新体制をスタートさせた。この間、静岡
産技は建築科を新設し、地域のニーズに応えると同時に教育
分野を拡大させた。同13年には国際的に有利な資格であるベ
ンダー試験も取り入れている。
　浜松情報でも沼津情報の事例を踏まえた生徒募集活動を開始
し、1999（平成11）年からコース選択のわかりやすさや自由度

向上、ターゲット層拡大などをめざして学科の再編成を行っ
た。同時にカリキュラム・職員組織の見直しや近隣高校との
ジョイント・スクール制構築も推進し、同13年、聖隷クリスト
ファー高校との高・専一貫教育を発足させた（法人間では県内
初）。さらに、浜松駅前に移転した同17年には、沼津情報とと
もに公務員コースや医療事務科を設置し、情報系・デザイン
系・ビジネス系という3分野のバランスをとった総合的専門学校
に生まれ変わった。高さ48.8m、北面総ガラス張りの新校舎は新
たなランドマークとしてアクトシティ浜松の東隣にそびえ、動
く歩道を備えた空中回廊でJR浜松駅と結ばれている。
　静岡デザインでもDMや高校訪問、体験入学ほか生徒募集に
力を入れ、2002（平成14）年ごろには高校1、2年生対象のガ
イダンスも実施するようになってきた。とくに同校では学生
の創作活動がそのまま同校の広報活動に結びつく効率のよい
運営が継続されており、定員を上回る学生を集めている。
　一方、高校部門では教職員それぞれの視野拡大や資質向上
をその中心テーマとした。その上で静岡北高では「各生徒に
目を向け、それぞれの自己実現を可能とする手作りの教育の
実現」をめざし、星陵高では「子どもと保護者の多様な価値
観に基づく個性重視の教育、さらには地域に密着した信頼度
の高い新たな学校づくり」を目標とした。むろん、法人内
ネットワークを活用した高・専一貫コースの存在は他校との
差別化に貢献しただろう。
　これら2校のうち、いち早く国際交流を充実させた星陵高は
地域の中堅進学校との評価を得るようになっていた。また、
実業高校から普通進学校へ転換した静岡北高は1997（平成9）
年度の時点で国公立大学への進学実績を学校史上最高とし、
2000（平成12）年には「国際コミュニケーション科」を開設
してさらなる教育環境の充実を図っている。そしてその翌13
年度、これら2高校と理工科大・同大学院とを結ぶ「高・大一
貫教育」（7～9年）をスタートさせた。ちょうど理工科大が
創立10周年を祝い、記念事業の一環であるクラブ棟を完成さ
せた年のことである。
　高・大一貫教育の議論は1999（平成11）年ごろから本格化
しており、社会現象ともいえる理科教育に関わる課題を端緒
としていた。すなわち、理科教育のつまらなさなどに起因す
る「理科離れ」「物理離れ」「技術教育の低レベル化」と
いった深刻な問題である。実際、国際比較でも日本児童の理
科における応用力低下が指摘されていた。これはとりもなお
さず「実社会を生きていくツールとしての理科教育を身につ

けていない」ことを意味したが、製造現場の技術者にとって
物理学的センスの習得は極めて重要といえた。
　以上の解決には学生数の確保と理科教育の質的向上が必須
だが、そのためには理科系志望の生徒を増やさねばならな
い。このとき浮上したのが「高・大一貫教育」の構想だっ
た。理科（とくに物理）の面白さを教えるには、大学教員が
高校で直接伝えるのが最も効果的だからだ。幸い、当法人は
これを実現できる環境を備えていた。こうして当法人では
「高・専一貫」に加えて「高・大一貫」による教育システム
を実施し、他校との差別化の強化と同時に理科教育の質的向
上を実現したのだった。
　他方、理工科大の物質科学科では1997（平成9）年から高校
生のための実験講座を開き、授業や受験勉強から離れて理科
の面白さを伝える取組もしてきた。高・大一貫教育を決定し
た同12年度からは機械工学・電子工学・情報システム・物質
科学の全4学科による全学規模の企画に拡大し、県内外の高校
から多くの生徒が参加するようになった。高・大一貫教育は
法人内での連携によって実現したが、全国でも例のない実験
講座もグループや県境を超えて高校生たちの心を捉え、その
成果を上げ始めている。

理科教育とSPP・SSH
　2002（平成14）年度、文部科学省は「科学技術・理科大
好きプラン」を開始した。目的は「児童生徒の科学技術・
理科に対する関心を高め、学習意欲の向上を図り、創造
性、知的好奇心・探究心を育成すること」であり、いわゆ
る“理科離れ”の対策事業に位置づけられる。その一角を
担うのがScience Partnership Program（SPP）であり、理
工科大（物質生命科学科）は2005（平成17）年度プログラ
ムに参加した。
　理工科大ではこれ以前から高校生や中学生、小中学校の教員
を対象とする実験講座などで同様な活動をしてきたが、今回
のSPPでは夏休み期間を利用して掛川西・掛川東の両高等学校
との教育連携講座を実施した。このとき取り組んだのは「環
境に優しい新素材」をテーマにした講義や実験だった。両高
校の生徒合計15人が参加し、今後の高・大連携に新たな道を
見いだした。参加した生徒からは、大学の雰囲気や電子顕微
鏡など未知の機器に触れた感想や環境問題に対する興味の深
まりなどの声が寄せられ、両高校とも同事業を再び行いたい
との希望を表明した。

　その後、文部科学省から成果報告の依頼があり、同年11月
12日、東京国際交流館プラザで開催されたSPP事業報告会
「理科大好きシンポジウム2005」でポスター発表を行った。
特設会場では参加17団体が説明用パネルを展示し、当校は実
験の内容やテクニック、現象など専門的な質問を多く受けた
ほか、県内高校の教員たちとの交流もでき、今後の高・大連
携に新たな道筋を開いた。
　一方、静岡北高においてSuper Science High School（SSH）
指定――これも「科学技術・理科大好きプラン」の一環である
――に向けた取り組みを始めたのがほぼ同時期だった。前述し
たSPPは大学や公的研究機関、民間企業などと教育現場との連
携推進事業だが、このSSHとは「（文科省による）科学技術・
理科・数学教育を重点的に行う学校」の指定を意味している。
SSH指定校は「理科・数学に重点を置いたカリキュラム開発や
大学や研究機関などとの効果的な連携方策についての研究を実
施」することになる。当然ながら、着実な実績をあげれば学校
の評価を上げ、他校との差別化を期待できるはずである。
　当時、静岡北高はすでに様々なプロジェクト展開による学校
改革が進行し、成果と提言を受けながら「オンリーワンの教
育」を積極的に社会にアピールしており、地域の中・高校関
係者たちに認知されつつあった。本格的にSSHの指定を目指し
文科省の求める条件の分析・検討を進め、最終的に研究概要
を「科学大好き人間を育てるためのプログラム研究」「学校
が地域への橋渡しを行い、地域全体に科学大好きを育成する
コネクト式授業の開発」の2つに絞り込んだ。この結果、平成
19年度に文科省から指定され、県内で3校目、私学では唯一の
SSH校となった。また、同年度の指定によって全国で101校が
SSH校となり、文科省の予定していた高校数（100校）を満た
した。これらSSH校の指定期間は5年間だが、年度ごとの成果
報告を義務づけられ、3年目に課される実績発表の審査を経て
残り2年の継続を決定される。静岡北高は1996（平成8）年以
来継続している巴川の水質調査などの活動をしてきた。SSH指
定後は全国の指定校が集まる研究発表会や科学連携シンポジ
ウム、東海地区SSHフェスタへ参加するなど、理数科を中心に
活動範囲を拡大させ始めた。その影響は早くも同年の体験入
学で顕著となり、参加した中学生やその保護者の関心がSSHや
理数科に集まる傾向を見せた。
　一方、この時期、学齢人口の減少は急速に進み始めており、
当法人内の各部門は安定経営に向けた分析や改革を急ピッチで
始めている。とくに危機感を強める理工科大と専門学校部門で
は新学部の開設や新たな教育分野への進出を計画していた。

（注）

星陵高等学校　森英恵デザインによる制服
星陵高等学校に聖ヨセフ（ジョセフ）校（通称ナジー校）来校
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大学設置に向けて
　「昭和62年に文部省へ大学設置について打診したところ
“可能性あり”との印象を受けた」
　これは創立50周年記念式典で宇野紳七郎理事長が述べた挨
拶の一節である。
　静岡県自動車工業高等学校（現、静岡北高等学校）の創立
当時、当法人は将来における大学設立の方針を再確認してい
た。しかし、昭和50年代以後、政府が大学新設について抑制
的な政策をとっていたこともあり、断念せざるを得ない状況
が続いていた。
　ところが1986（昭和61）年から1992（平成4）年までの期
間、文部省は18歳人口の増加を踏まえ、大学の収容能力を増
大させる方針をとった。これが大学設置の可能性を探った背
景である。当学園はその“好印象”を受け、翌63年2月の理事
会・評議員会の席上、「大学設置構想」について改めて話し
合いをもつこととなった。
　その際、議論された主な内容は学園の経営安定化と教育環
境の整備についてである。すなわち、近い将来、高等学校で
定員割れが必然であること、大学の設置によって対象とする
年齢層を弾力的に拡大できることである。定員割れの原因は
学齢層の人口減少であり、これは教習部門もほぼ同じ立場と
なるだろう。さらに、時代のニーズに的確に応えられる教育
環境を構築するには、大学を核とする体制づくりが不可欠と
の結論も得た。
　これらの審議の結果、4月1日から大学設置準備室を開設
し、大学設置準備委員会を発足させた。同委員会が計画の進
行状況を報告したのが約3カ月後のことである。
　設置場所については県内10カ所の候補で検討を進め、並行し
て自治体と接触してその意向を確認してきた。7月中旬には2カ
所まで絞りこみ、最終的に経済的な協力を申し出てきた袋井市
に決定した。ただし、この時点では同市の意向を尊重し、公式
発表をしないことになっていた。翌8月、大学教授を構成メン
バーとして全般的な問題を審議するための専門委員会を設置
し、大学設置の基本構想やカリキュラムの決定、教員候補者の
選考のための活動を開始した。同年末には大学名を「静岡理工
科大学」（以下、理工科大）と決定。学部として理工学部を設
置し、機械工学科、電子工学科、知能情報学科、物質科学科の4

学科（定員合計300人）を置くこととなった。
　1989（平成元）年1月、当初から助言を受けていた東京大学
名誉教授石原智男氏より、初代学長就任について内諾を得
た。7月には第1次設置認可申請と設置にともなう寄附行為変
更申請を文部省に提出し、12月15日、同申請を認可された。
その間、6月から校地の造成を開始し、11月には新たに第2法
人の設置認可申請書を県知事に提出した。これは教習部門と
自動車産業に関する教育部門を第2法人に移し、従来の法人に
大学を中心とする教育体制を構築するためである。
　1990（平成2）年2月1日、袋井市や地元関係者との業務連絡
のため大学設置準備室袋井分室を設置し、6日には大学校舎の
起工式を執り行った。学園本部事務局が静岡県自動車学校本
館に移転したのも同月中のことである。

創立50周年　静岡北高の変化
　大学設置準備が進行していた1990（平成2）年は、当法人
の創立50周年という大きな節目の年でもあった。記念事業の
準備委員会が1987（昭和62）年6月に発足し、記念式典・イ
ベントの企画立案や記念出版物の資料収集、PRなどについて
準備を進めた。そして1990（平成2）年4月2日、静岡北高の
体育館で創立50周年記念式典を盛大に挙行した。例年のよう
に永年勤続表彰の受賞者が発表され、宇野紳七郎理事長が挨
拶に立った。

　静岡北高の入学式はその8日後の10日に行われ、新設した理
数科の第1期生37人を含む458人の新入生を迎え入れた。その
一方、翌5月の理事会・評議員会では、同校の自動車工学科と
工業技術科を普通科に統合することを可決した。
　静岡北高は創立以来、自動車工学科を中心に発展してきた
が、近年これと最も関係の深い自動車整備関連企業は2級整備
士の教育を行う専門学校への期待を高めており、事実上、当
校の3級整備士養成教育はその使命をほぼ終えていた。
　実際、前章で「転換期」と述べた1988（昭和63）年以後の3
年間、自動車工学科の卒業生で自動車整備関連企業へ就職し
た者は20％を大きく下回るようになっていた。一方、生徒や
保護者の専門学校への進学希望は予想を超えて高まってお
り、産業界では情報化・技術の高度化が急ピッチで進むこと
から、これらに対応できる人材の育成は急務となってきた。
　このため、当校の「職業教育」のあり方をいったん見直
し、専門学校4校との連携をいっそう密接にした特色ある普通
高校への脱皮が今後の社会からの期待に沿うことにつながる
と考えられた。そのためには従来の「自動車」というイメー
ジから脱却し、多様なニーズに対応できる柔軟な教育プログ
ラムを構築しなければならない。
　以後、静岡北高は理数科や進学コースを軸とした大学進学
のためのコース、さらには専門学校との連携による「高・専
一貫」による情報技術教育など、本学園ならではの幅広い
コース制を導入した「特色ある普通科」を設置する進学校へ
と変貌していくのである。
　なお、創立50周年記念事業の一環として1990（平成2）年8
月14日、当学園と県サッカー協会の共催による「日・独・伯
親善サッカー大会」を実施した。静岡北高に留学中のブラジ
ル人学生は同校サッカー部の中心選手となってもおり、近
年、静岡北高や星陵高で一般化してきた国際交流の幅をいっ
そう拡大した。とくに、星陵高ではオーストラリアの聖ヨセ
フ（ジョセフ）校（通称ナジー校）やキャノンヒル高校との
間で相互訪問が始まり、早期から国際交流を始めていた。

第2法人設置と理工科大の開学
　1990（平成2）年5月に開かれた理事会・評議員会で第2法人の
設置認可の本申請提出前の議案について決議され、続けて開かれ
た第2法人設立発起人会でその名称を「静岡自動車学園」、設置
校名を「静岡工科専門学校」（以下、静岡工科）と決定した。
　これにより、静岡産技の自動車科・自動車電子科・コン

ピュータ電子科の生徒は1991（平成3）年4月1日から静岡工科
に転学する。同時に、現在の「学校法人静岡県自動車学園」
の収益事業（自動車教習所・車両整備工場）は新法人「静岡
自動車学園」に所属することとなった。この第2法人の設置は
同年7月16日に認可され、同月21日に登記を行い、私立学校法
にもとづく静岡自動車学園の設置が完了した。
　これ以後、文部省の大学設置審議会専門委員による教員の
審査、さらには大学設置・学校法人審議会の袋井市での実地
調査などが行われ、12月21日、ついに文部大臣より理工科大
の設置とそれにともなう寄附行為変更の認可を受けた。そし
て従来の法人の名称が「静岡県自動車学園」から大学名に変
更され、ここに「学校法人静岡理工科大学」が誕生した。理
事長には鈴与株式会社の代表取締役社長を務める鈴木通弘氏
（現、同社代表取締役会長8代目鈴木与平氏）が就任した。
　また、12月21日に開かれた理事会・評議員会では新たに発
足する大学などのシンボルマークやカラーイメージなどを決
議した。シンボルマークのモチーフとされたのは大学名のイ
ニシャル「S」だった。
　ところがその4日後の12月25日、当学園に思いがけぬ訃報が
入った。学長をお願いしていた石原智男氏が同日急逝され、
残念ながら理工科大の開学を見ないまま没したのである。そ
のため当学園は同日から喪に服し、理事長による学園報の年
頭挨拶も中止と決定したのだった。
　深い悲しみとともに年が明け、正月を過ぎた1991（平成
3）年2月11日、この日から翌13日にかけて理工科大の入学試
験を実施し、その際、静岡や東京、浜松、名古屋に試験会場
を設置した。定員300人の小規模新設校ではあったが4000人
にのぼる学生が受験し、2次の3月24日（試験会場は静岡と浜
松）でも600人が応募した。理工科大の初代学長として、日
新製鋼株式会社副社長の久松敬弘氏が就任したのが同月12日
のことだった。
　そして1991（平成3）年4月10日、とうとう理工科大の第1回
入学式を挙行し、理工学部4学科の第1期生（合計372人）を迎
え入れた。
　開学した理工科大の教育理念は「広く産業の発展に貢献出来
る技術の修得とともに、その技術を正しく活用できる人格の陶
治」であり、これは、前身である学校法人静岡自動車学園から
継承した、学園建学の精神『技術者の育成をもって地域社会に
貢献する』のもと、教育基本法及び学校教育法に基づき「科
学・技術に関する学術を研究教授し、国際的視野と技術者とし
ての使命感を持った向上心溢れる人材の育成、及び実践的創造
的研究により社会に貢献する」ことを目的としている。以降、
取り巻く環境の変化に対応すべく多くのご意見を聴取しながら
検討を重ね、本学が到達すべき理想的な姿を包括した、「豊か
な人間性を基に、『やらまいか精神と創造性』で地域社会に貢
献する技術者を育成する」を理念としている。
　同年8月、学園報を創刊し、その名称を『SIST』とした。同
月30日には受験生のためのオープンキャンパスを実施し、翌
日には「国際性を持った人間とは？」と題して第1回静岡理工
科大学公開講座を催した。本学の教員200人ほどに市民も加
わって聴講し、当大学は開かれた大学づくりの第一歩を踏み
出した。11月2、3日には在学する1年生のみで準備を進めてき

た第1回大学祭を開催、ささやかなものではあったが天候にも
恵まれて大成功に終わった。
　そして同月22日、日本私立大学協会の理事会で当法人の加
入について審議され、同日付で承認された。その結果、当法
人は前記協会の中部支部に所属することになったのである。

高・専一貫教育
　1992（平成4）年4月22日、翌年に創立30周年を控えた静岡
北高は情報系専門学校志望者を対象とした2年間のダブルス
クールを開講し、いわゆる「高・専一貫教育」を開始した。
これは高校の基礎学力と専門学校の知識・技術を結びつける
もので、高校の指定休の土曜日や6時限終了後（放課後）など
を利用し、学園内の専門学校へ通学させる独自のシステムで
ある。静岡北高の所在地などを鑑み、このコースの対象とな
る専門学校は静岡産技と静岡工科である。
　この高・専一貫コースの内容は、①情報、②電子、③自動
車という3つの系統に分かれており、それぞれの概要は以下の
通りである。
①情報系：コンピューターソフト分野のスペシャリスト
（SE、プログラマー）の育成を目的とし、卒業生を情報処理
技術者として社会に送り出す
②電子系：コンピューターハード分野の設計・開発を行う技
術者の育成を目的とする。電子技術と情報技術を駆使できる
バランスの取れたエンジニアを社会に送り出す
③自動車系：カーエレクトロニクス分野のスペシャリスト育
成を目的とする。高度な自動車電装システムに対応できるハ
イメカニックを産業界に送り出す
　静岡北高の各志望者たちはダブルスクールでそれぞれの基
礎について学び、その後、専門学校へ進学して応用技術と知
識を習得することになる。
　この新たな教育プロセスは主に4つの特色を備えている。す
なわち、「実践的で最新の技術革新に対応した教育を提供で
きること」「生徒に明確な目的意識を持たせられること」
「ダブルスクールによって学ぶ場を変え、新鮮な学習意欲を
与えられること」「早期から高い技術と専門性を学ぶことに
より資格取得の幅を広げられ、合格率の上昇を期待できるこ
と」などである。1993（平成5）年7月21日付発行の『SIST』
には、学園内の大学・専門学校・高校の間の進学・編入学な
どの連携を示す概念図が掲載されている。
　この当時、グループ内のネットワークを応用した専門学校

や理工科大への進学が徐々に定着しつつあった。大学創立以
来の3年間（1994（平成6）年まで）で静岡北高と星陵高から
の理工科大進学者数は33人を数え、さらに増加傾向を示して
いた。また、高校部門から専門学校への進学者数は4校合わせ
て97人にのぼり、その翌年には北高の高・専一貫コースから
90人ほどが進学していた。
　同時期、星陵高は創立18年目で男女共学の導入に踏み切
り、森英恵デザインによる制服とも相俟って地域における学
校イメージを一新した。当初、男女共学は英数科のみの実施
だったが、1994（平成6）年度からは普通科でも実現し、創立
20周年にして完全な男女共学の高等学校となった。更に、社
会からのニーズに応えてCAI教室の設置や進学講座を実施する
とともに、国際交流の一環として留学生の受入や海外の学校
との姉妹校提携などにも力を入れていた。当時は正に、新学
習指導要領が実施された時期であり、国際化・情報化に則し
た教育への転換をさらに進めることとなる。そして1995（平
成７）年度からは星陵高でも新時代に求められる人材教育を
めざし、普通科に高・専一貫コースと国際文化コースを設置
し、1996（平成8）年度には、英数科に英数科総合コースを開
設した。星陵高ではこれらのコース新設を一つの大きなス
テップとし、同校の果たすべき役割を改めて認識するととも
に、以後の新たな学校運営につなげていこうとの方針を打ち
出した。なお、星陵高の高・専一貫コースは普通科情報コー
スと沼津情報とのダブルスクールであり、実施に先だって希
望する生徒42人が同校を見学するほど人気を博した。

専門学校の改革―情報化社会への対応
　80年代バブルが崩壊する一方、「IT革命」が始まる時期、
専門学校部門では多様化する教育や情報化の進む社会のニー
ズに対応し、以下のような変更・新設をした。
　1990（平成2）年に沼津情報で3年制の「システム研究科」を
開設し、同4年には静岡産技でOA科を「OAビジネス科」と改
称したほか、浜松情報でも「システム研究科」を新設してい
る。さらに1994（平成6）年度、静岡産技は「情報テクノ科」を
新設して高・専一貫コースによる進学者の受け皿とし、同7年度
には「コンピュータグラフィックス科」も新設した。浜松情報
ではOA科を「ビジネスクリエイト科」に改称、コンピュータ
デザイン科にコンピュータエレクトロニクス科を統合した。
ちょうど、文部省による専門士制度が始まった年である。静

岡・沼津・浜松それぞれに「マルチメディア科」を新設したの
もこの年から翌8年度にかけてのことで、同時期に発売された
Windows95をきっかけにパソコンとインターネットの普及が加
速し、多くのパソコンゲームが店頭に並んだ。そして同8年度、
静岡産技は「ゲームクリエイト科」を新設、翌9年度には沼津情
報が「ゲームインターフェース科」を設置した。
　一方、静岡産技が文部省より「インターネットを利用した
専修学校教育における実践的な開発研究」の委託を受けたの
がこの年である。これは同省が開催した第1回専修学校イン
ターネット教育開発協議会の決定によるもので、静岡産技を
含む委託校7校は3年間にわたって「教材の共同開発」「共同
授業」「インターネット活用方法」など、情報化社会に向け
た開発研究を進めることとなった。なお、同校にインター
ネットサーバーが立ち上げられたのも同年のことで、WWW
による情報発信や電子メールサービスがスタートした。
　一方、静岡文化が大きく変化したのも同時期である。1995
（平成7）年、同校は「ファッションとビジネスの学校」とし
て「ビジネスプランニング科」を新設したが、「魅力ある学
校」となるべく検討を重ねた結果、ファッション系2学科とデ
ザイン系3学科を設置する「デザインとファッションの学校
（総定員390人）」への転換を決定した。このため1996（平成
8）年から新校舎の建設を開始し、翌9年には校名を「静岡デ
ザイン専門学校」（以下、静岡デザイン）へ改めた（校舎は
同年6月に竣工）。県内高校生を対象とした「高校生プロダク
トデザインコンペ」の主催も同年から始まった。以後、地域
におけるデザイン専門学校のリーダー的存在としての認知度
を高め、在校生が技能五輪で入賞するなどメディアへの登場
機会も増加していくことになる。

（注）専門士制度…当学園の専門学校は「専門士」の称号付与が可能な学校に認定
されており、当該課程を修了した学生にこれを授与できる。

地域に開かれた理工科大大学院
　1993（平成5）年9月、理工科大の開学を記念し、教育棟の
中庭に彫刻「光の座」が寄贈された。作者は東京芸術大学教
授林武史、寄贈者は鈴与建設株式会社である。この月、当法
人は理事会の席上、大学院（修士課程）設置の方針を決議
し、1996（平成8）年4月の開設をめどに準備を進めることに
なった。設置準備の概略は以下の通りである。
　1994（平成6）年9月末の理事会・評議員会で大学院設置認
可申請手続の開始を決定。

　1995（平成7）年6月30日、文部省に「大学院理工学研究科
修士課程」の設置認可申請書を提出し、これが受理された。
これに先立つ同月7日、大学院の研究施設とするため既存の研
究実験棟の東側で増築工事を開始した。
　同年12月、文部省から設置認可が告知され、翌1996（平成
8）年4月、静岡理工科大学大学院修士課程を開設。高度な教
育修了者を社会に送り出すことを責務として大学院理工学研
究科（修士課程）を設置し、以下の2専攻で技術革新の時代に
望まれる学際的な技術者の養成をめざす。
①システム工学専攻：定員15人。システム制御や生産システ
ム、工学解析、電子システム、知能情報システムの各分野で構
成され、総合的なシステム工学に関する技術者を養成する。
②材料科学専攻：定員10人。物性物理や材料設計、材料化学、
電子材料の各分野で構成、種々の材料における物理・化学的基
礎教育に重点をおき、工学的応用についても教育する。
　開設初年度、システム工学専攻に10人、材料科学専攻に5人
が第1期生として入学した。システム工学専攻では「2.5ギガヘ
ルツの高性能アンプの理論的解明と作製」「ダクテッドファ
ン型VTOL垂直離着陸機の姿勢制御」ほかの研究が進められ、
材料科学専攻でも「シリコンの基板上でアルコールからダイ
ヤモンドをつくる」など特色あるテーマが研究された。これ
ら大学院の開設準備と並行し、全教職員の参加のもとに進め
たのが新カリキュラムの策定だった。こちらも大学院の開設
と同時に実施に移り、そのプロセスでいっそうの検討を加え
ていくこととなる。
　さらに2000（平成12）年以後、「地域に開かれた大学院」を
テーマに新しい大学院の構築をめざすこととなった。地域の有
能な人材を客員教員に招聘し、外部研究機関との共同研究やプ
ロジェクト研究も視野に入れる方針とした。もともと理工科大
は市民体験入学を毎年開催するなど「地域に開かれた大学」と
して開学した経緯がある。第1回卒業式から全国でも珍しい袋井
市民による「卒業生を送る会」が実施されてきたし、卒業生も
同市発展への祈念と感謝の気持ちを込めて愛野公園にプラタナ
スなどの植樹を続け、地域や市民との別れを惜しんできた。な
により、卒業生の8割以上が地元企業に就職しているのである。
　なお、大学院に経営科目群の授業を開講し、修士（技術経
営）の学位を取得できるようになり、学部3年生から入学可能
なスキップ入学による進学が始まったのが以上とほぼ同時
期、2001（平成13）年のことである。

理工科大の情報システム学科
　昭和60年代前半、18歳人口の一時的な増加期を迎え、日本
政府は大学進学率の上昇に対応するため臨時の定員増を認め
た。当法人の理工科大設立も同時期に当たっている。しか
し、この措置は1999（平成11）年度を期限とされており、多
くの大学が臨時定員の扱い（継続か廃止）に注目していた。
そんななか、1997（平成9）年1月の大学審議会の答申にもと
づき、その5割ほどを1999（平成11）年度から同16年度にかけ
て順次廃止していく方針が決定された。学校によっては臨時
定員が過半を占めることもあり、今後、多くの大学が少子化
時代に向けた体質強化に努めていくことになる。

　新設された理工科大に臨時定員はなかったが、同様な経営
環境に曝されることに違いはない。1997（平成9）年度の経営
方針において、大学における教育効果や採算性の向上をめざ
した将来構想を早急にまとめ、同11年度から実行に移す方針
が策定された。その結果、1998（平成10）年春までにまとめ
られた構想案が次の2つだった。
　①知能情報学科にコース制を設け、「情報システム学科」
へ改称すること。これにともなってカリキュラムを改変し、
同時に入学定員数を80人から140人に増やす。
　②物質科学科のカリキュラムを改変し、「物質生命科学
科」へ改称すること。これにともなって入学定員数を60人か
ら100人に増やす。
　文部省での事前相談を含めて検討を重ねた末、今回は②を中
止し、①のみを申請することとなった。その見通しは必ずしも
明るくはなく、大学の経営状態や計画の裏付けとなる財源など
も十分な状況とはいえなかったが、1997（平成9）年4月末に
「情報システム学科設置認可申請書」を提出。1998（平成10）
年12月、文部省から同申請が認可され、1999（平成11）年4月よ
り定員も140人に増えた学科としてスタートした。同学科に用意
されるコースは3つ。すなわち、コンピュータシステムコース、
ネットワークシステムコース、生命情報システムコースであ
る。この後、理工科大では、学部教育・大学院教育の検討、組
織運営改善、研究の活性化などと並行して「受験生減少への対
策」を検討していくことになるが、次項に述べる高・大一貫教
育、高校生のための公開実験講座などもその一環といえる。

高・大一貫教育―各部門の改革
　前項と同時期、当法人内の各部門でも少子化時代に向けた
改革を進めている。沼津情報では入学募集活動に力を入れ、
ダイレクトメール（DM）の工夫や体験入学の充実のほか、高
校の生徒と教諭への知名度アップに努めた。並行して教育内
容の充実も図り、星陵高との高・専一貫教育の好影響もあっ
て定員を上回る入学者を確保した。2000（平成12）年には静
岡産技とともにカリキュラムと学科編成の見直しを行い、両
校とも同14年度から新体制をスタートさせた。この間、静岡
産技は建築科を新設し、地域のニーズに応えると同時に教育
分野を拡大させた。同13年には国際的に有利な資格であるベ
ンダー試験も取り入れている。
　浜松情報でも沼津情報の事例を踏まえた生徒募集活動を開始
し、1999（平成11）年からコース選択のわかりやすさや自由度

向上、ターゲット層拡大などをめざして学科の再編成を行っ
た。同時にカリキュラム・職員組織の見直しや近隣高校との
ジョイント・スクール制構築も推進し、同13年、聖隷クリスト
ファー高校との高・専一貫教育を発足させた（法人間では県内
初）。さらに、浜松駅前に移転した同17年には、沼津情報とと
もに公務員コースや医療事務科を設置し、情報系・デザイン
系・ビジネス系という3分野のバランスをとった総合的専門学校
に生まれ変わった。高さ48.8m、北面総ガラス張りの新校舎は新
たなランドマークとしてアクトシティ浜松の東隣にそびえ、動
く歩道を備えた空中回廊でJR浜松駅と結ばれている。
　静岡デザインでもDMや高校訪問、体験入学ほか生徒募集に
力を入れ、2002（平成14）年ごろには高校1、2年生対象のガ
イダンスも実施するようになってきた。とくに同校では学生
の創作活動がそのまま同校の広報活動に結びつく効率のよい
運営が継続されており、定員を上回る学生を集めている。
　一方、高校部門では教職員それぞれの視野拡大や資質向上
をその中心テーマとした。その上で静岡北高では「各生徒に
目を向け、それぞれの自己実現を可能とする手作りの教育の
実現」をめざし、星陵高では「子どもと保護者の多様な価値
観に基づく個性重視の教育、さらには地域に密着した信頼度
の高い新たな学校づくり」を目標とした。むろん、法人内
ネットワークを活用した高・専一貫コースの存在は他校との
差別化に貢献しただろう。
　これら2校のうち、いち早く国際交流を充実させた星陵高は
地域の中堅進学校との評価を得るようになっていた。また、
実業高校から普通進学校へ転換した静岡北高は1997（平成9）
年度の時点で国公立大学への進学実績を学校史上最高とし、
2000（平成12）年には「国際コミュニケーション科」を開設
してさらなる教育環境の充実を図っている。そしてその翌13
年度、これら2高校と理工科大・同大学院とを結ぶ「高・大一
貫教育」（7～9年）をスタートさせた。ちょうど理工科大が
創立10周年を祝い、記念事業の一環であるクラブ棟を完成さ
せた年のことである。
　高・大一貫教育の議論は1999（平成11）年ごろから本格化
しており、社会現象ともいえる理科教育に関わる課題を端緒
としていた。すなわち、理科教育のつまらなさなどに起因す
る「理科離れ」「物理離れ」「技術教育の低レベル化」と
いった深刻な問題である。実際、国際比較でも日本児童の理
科における応用力低下が指摘されていた。これはとりもなお
さず「実社会を生きていくツールとしての理科教育を身につ

けていない」ことを意味したが、製造現場の技術者にとって
物理学的センスの習得は極めて重要といえた。
　以上の解決には学生数の確保と理科教育の質的向上が必須
だが、そのためには理科系志望の生徒を増やさねばならな
い。このとき浮上したのが「高・大一貫教育」の構想だっ
た。理科（とくに物理）の面白さを教えるには、大学教員が
高校で直接伝えるのが最も効果的だからだ。幸い、当法人は
これを実現できる環境を備えていた。こうして当法人では
「高・専一貫」に加えて「高・大一貫」による教育システム
を実施し、他校との差別化の強化と同時に理科教育の質的向
上を実現したのだった。
　他方、理工科大の物質科学科では1997（平成9）年から高校
生のための実験講座を開き、授業や受験勉強から離れて理科
の面白さを伝える取組もしてきた。高・大一貫教育を決定し
た同12年度からは機械工学・電子工学・情報システム・物質
科学の全4学科による全学規模の企画に拡大し、県内外の高校
から多くの生徒が参加するようになった。高・大一貫教育は
法人内での連携によって実現したが、全国でも例のない実験
講座もグループや県境を超えて高校生たちの心を捉え、その
成果を上げ始めている。

理科教育とSPP・SSH
　2002（平成14）年度、文部科学省は「科学技術・理科大
好きプラン」を開始した。目的は「児童生徒の科学技術・
理科に対する関心を高め、学習意欲の向上を図り、創造
性、知的好奇心・探究心を育成すること」であり、いわゆ
る“理科離れ”の対策事業に位置づけられる。その一角を
担うのがScience Partnership Program（SPP）であり、理
工科大（物質生命科学科）は2005（平成17）年度プログラ
ムに参加した。
　理工科大ではこれ以前から高校生や中学生、小中学校の教員
を対象とする実験講座などで同様な活動をしてきたが、今回
のSPPでは夏休み期間を利用して掛川西・掛川東の両高等学校
との教育連携講座を実施した。このとき取り組んだのは「環
境に優しい新素材」をテーマにした講義や実験だった。両高
校の生徒合計15人が参加し、今後の高・大連携に新たな道を
見いだした。参加した生徒からは、大学の雰囲気や電子顕微
鏡など未知の機器に触れた感想や環境問題に対する興味の深
まりなどの声が寄せられ、両高校とも同事業を再び行いたい
との希望を表明した。

　その後、文部科学省から成果報告の依頼があり、同年11月
12日、東京国際交流館プラザで開催されたSPP事業報告会
「理科大好きシンポジウム2005」でポスター発表を行った。
特設会場では参加17団体が説明用パネルを展示し、当校は実
験の内容やテクニック、現象など専門的な質問を多く受けた
ほか、県内高校の教員たちとの交流もでき、今後の高・大連
携に新たな道筋を開いた。
　一方、静岡北高においてSuper Science High School（SSH）
指定――これも「科学技術・理科大好きプラン」の一環である
――に向けた取り組みを始めたのがほぼ同時期だった。前述し
たSPPは大学や公的研究機関、民間企業などと教育現場との連
携推進事業だが、このSSHとは「（文科省による）科学技術・
理科・数学教育を重点的に行う学校」の指定を意味している。
SSH指定校は「理科・数学に重点を置いたカリキュラム開発や
大学や研究機関などとの効果的な連携方策についての研究を実
施」することになる。当然ながら、着実な実績をあげれば学校
の評価を上げ、他校との差別化を期待できるはずである。
　当時、静岡北高はすでに様々なプロジェクト展開による学校
改革が進行し、成果と提言を受けながら「オンリーワンの教
育」を積極的に社会にアピールしており、地域の中・高校関
係者たちに認知されつつあった。本格的にSSHの指定を目指し
文科省の求める条件の分析・検討を進め、最終的に研究概要
を「科学大好き人間を育てるためのプログラム研究」「学校
が地域への橋渡しを行い、地域全体に科学大好きを育成する
コネクト式授業の開発」の2つに絞り込んだ。この結果、平成
19年度に文科省から指定され、県内で3校目、私学では唯一の
SSH校となった。また、同年度の指定によって全国で101校が
SSH校となり、文科省の予定していた高校数（100校）を満た
した。これらSSH校の指定期間は5年間だが、年度ごとの成果
報告を義務づけられ、3年目に課される実績発表の審査を経て
残り2年の継続を決定される。静岡北高は1996（平成8）年以
来継続している巴川の水質調査などの活動をしてきた。SSH指
定後は全国の指定校が集まる研究発表会や科学連携シンポジ
ウム、東海地区SSHフェスタへ参加するなど、理数科を中心に
活動範囲を拡大させ始めた。その影響は早くも同年の体験入
学で顕著となり、参加した中学生やその保護者の関心がSSHや
理数科に集まる傾向を見せた。
　一方、この時期、学齢人口の減少は急速に進み始めており、
当法人内の各部門は安定経営に向けた分析や改革を急ピッチで
始めている。とくに危機感を強める理工科大と専門学校部門で
は新学部の開設や新たな教育分野への進出を計画していた。

（注）

星陵高等学校　森英恵デザインによる制服
星陵高等学校に聖ヨセフ（ジョセフ）校（通称ナジー校）来校

静岡理工科大学開学記念式典 1991（平成 3）年 5月
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大学設置に向けて
　「昭和62年に文部省へ大学設置について打診したところ
“可能性あり”との印象を受けた」
　これは創立50周年記念式典で宇野紳七郎理事長が述べた挨
拶の一節である。
　静岡県自動車工業高等学校（現、静岡北高等学校）の創立
当時、当法人は将来における大学設立の方針を再確認してい
た。しかし、昭和50年代以後、政府が大学新設について抑制
的な政策をとっていたこともあり、断念せざるを得ない状況
が続いていた。
　ところが1986（昭和61）年から1992（平成4）年までの期
間、文部省は18歳人口の増加を踏まえ、大学の収容能力を増
大させる方針をとった。これが大学設置の可能性を探った背
景である。当学園はその“好印象”を受け、翌63年2月の理事
会・評議員会の席上、「大学設置構想」について改めて話し
合いをもつこととなった。
　その際、議論された主な内容は学園の経営安定化と教育環
境の整備についてである。すなわち、近い将来、高等学校で
定員割れが必然であること、大学の設置によって対象とする
年齢層を弾力的に拡大できることである。定員割れの原因は
学齢層の人口減少であり、これは教習部門もほぼ同じ立場と
なるだろう。さらに、時代のニーズに的確に応えられる教育
環境を構築するには、大学を核とする体制づくりが不可欠と
の結論も得た。
　これらの審議の結果、4月1日から大学設置準備室を開設
し、大学設置準備委員会を発足させた。同委員会が計画の進
行状況を報告したのが約3カ月後のことである。
　設置場所については県内10カ所の候補で検討を進め、並行し
て自治体と接触してその意向を確認してきた。7月中旬には2カ
所まで絞りこみ、最終的に経済的な協力を申し出てきた袋井市
に決定した。ただし、この時点では同市の意向を尊重し、公式
発表をしないことになっていた。翌8月、大学教授を構成メン
バーとして全般的な問題を審議するための専門委員会を設置
し、大学設置の基本構想やカリキュラムの決定、教員候補者の
選考のための活動を開始した。同年末には大学名を「静岡理工
科大学」（以下、理工科大）と決定。学部として理工学部を設
置し、機械工学科、電子工学科、知能情報学科、物質科学科の4

学科（定員合計300人）を置くこととなった。
　1989（平成元）年1月、当初から助言を受けていた東京大学
名誉教授石原智男氏より、初代学長就任について内諾を得
た。7月には第1次設置認可申請と設置にともなう寄附行為変
更申請を文部省に提出し、12月15日、同申請を認可された。
その間、6月から校地の造成を開始し、11月には新たに第2法
人の設置認可申請書を県知事に提出した。これは教習部門と
自動車産業に関する教育部門を第2法人に移し、従来の法人に
大学を中心とする教育体制を構築するためである。
　1990（平成2）年2月1日、袋井市や地元関係者との業務連絡
のため大学設置準備室袋井分室を設置し、6日には大学校舎の
起工式を執り行った。学園本部事務局が静岡県自動車学校本
館に移転したのも同月中のことである。

創立50周年　静岡北高の変化
　大学設置準備が進行していた1990（平成2）年は、当法人
の創立50周年という大きな節目の年でもあった。記念事業の
準備委員会が1987（昭和62）年6月に発足し、記念式典・イ
ベントの企画立案や記念出版物の資料収集、PRなどについて
準備を進めた。そして1990（平成2）年4月2日、静岡北高の
体育館で創立50周年記念式典を盛大に挙行した。例年のよう
に永年勤続表彰の受賞者が発表され、宇野紳七郎理事長が挨
拶に立った。

　静岡北高の入学式はその8日後の10日に行われ、新設した理
数科の第1期生37人を含む458人の新入生を迎え入れた。その
一方、翌5月の理事会・評議員会では、同校の自動車工学科と
工業技術科を普通科に統合することを可決した。
　静岡北高は創立以来、自動車工学科を中心に発展してきた
が、近年これと最も関係の深い自動車整備関連企業は2級整備
士の教育を行う専門学校への期待を高めており、事実上、当
校の3級整備士養成教育はその使命をほぼ終えていた。
　実際、前章で「転換期」と述べた1988（昭和63）年以後の3
年間、自動車工学科の卒業生で自動車整備関連企業へ就職し
た者は20％を大きく下回るようになっていた。一方、生徒や
保護者の専門学校への進学希望は予想を超えて高まってお
り、産業界では情報化・技術の高度化が急ピッチで進むこと
から、これらに対応できる人材の育成は急務となってきた。
　このため、当校の「職業教育」のあり方をいったん見直
し、専門学校4校との連携をいっそう密接にした特色ある普通
高校への脱皮が今後の社会からの期待に沿うことにつながる
と考えられた。そのためには従来の「自動車」というイメー
ジから脱却し、多様なニーズに対応できる柔軟な教育プログ
ラムを構築しなければならない。
　以後、静岡北高は理数科や進学コースを軸とした大学進学
のためのコース、さらには専門学校との連携による「高・専
一貫」による情報技術教育など、本学園ならではの幅広い
コース制を導入した「特色ある普通科」を設置する進学校へ
と変貌していくのである。
　なお、創立50周年記念事業の一環として1990（平成2）年8
月14日、当学園と県サッカー協会の共催による「日・独・伯
親善サッカー大会」を実施した。静岡北高に留学中のブラジ
ル人学生は同校サッカー部の中心選手となってもおり、近
年、静岡北高や星陵高で一般化してきた国際交流の幅をいっ
そう拡大した。とくに、星陵高ではオーストラリアの聖ヨセ
フ（ジョセフ）校（通称ナジー校）やキャノンヒル高校との
間で相互訪問が始まり、早期から国際交流を始めていた。

第2法人設置と理工科大の開学
　1990（平成2）年5月に開かれた理事会・評議員会で第2法人の
設置認可の本申請提出前の議案について決議され、続けて開かれ
た第2法人設立発起人会でその名称を「静岡自動車学園」、設置
校名を「静岡工科専門学校」（以下、静岡工科）と決定した。
　これにより、静岡産技の自動車科・自動車電子科・コン

ピュータ電子科の生徒は1991（平成3）年4月1日から静岡工科
に転学する。同時に、現在の「学校法人静岡県自動車学園」
の収益事業（自動車教習所・車両整備工場）は新法人「静岡
自動車学園」に所属することとなった。この第2法人の設置は
同年7月16日に認可され、同月21日に登記を行い、私立学校法
にもとづく静岡自動車学園の設置が完了した。
　これ以後、文部省の大学設置審議会専門委員による教員の
審査、さらには大学設置・学校法人審議会の袋井市での実地
調査などが行われ、12月21日、ついに文部大臣より理工科大
の設置とそれにともなう寄附行為変更の認可を受けた。そし
て従来の法人の名称が「静岡県自動車学園」から大学名に変
更され、ここに「学校法人静岡理工科大学」が誕生した。理
事長には鈴与株式会社の代表取締役社長を務める鈴木通弘氏
（現、同社代表取締役会長8代目鈴木与平氏）が就任した。
　また、12月21日に開かれた理事会・評議員会では新たに発
足する大学などのシンボルマークやカラーイメージなどを決
議した。シンボルマークのモチーフとされたのは大学名のイ
ニシャル「S」だった。
　ところがその4日後の12月25日、当学園に思いがけぬ訃報が
入った。学長をお願いしていた石原智男氏が同日急逝され、
残念ながら理工科大の開学を見ないまま没したのである。そ
のため当学園は同日から喪に服し、理事長による学園報の年
頭挨拶も中止と決定したのだった。
　深い悲しみとともに年が明け、正月を過ぎた1991（平成
3）年2月11日、この日から翌13日にかけて理工科大の入学試
験を実施し、その際、静岡や東京、浜松、名古屋に試験会場
を設置した。定員300人の小規模新設校ではあったが4000人
にのぼる学生が受験し、2次の3月24日（試験会場は静岡と浜
松）でも600人が応募した。理工科大の初代学長として、日
新製鋼株式会社副社長の久松敬弘氏が就任したのが同月12日
のことだった。
　そして1991（平成3）年4月10日、とうとう理工科大の第1回
入学式を挙行し、理工学部4学科の第1期生（合計372人）を迎
え入れた。
　開学した理工科大の教育理念は「広く産業の発展に貢献出来
る技術の修得とともに、その技術を正しく活用できる人格の陶
治」であり、これは、前身である学校法人静岡自動車学園から
継承した、学園建学の精神『技術者の育成をもって地域社会に
貢献する』のもと、教育基本法及び学校教育法に基づき「科
学・技術に関する学術を研究教授し、国際的視野と技術者とし
ての使命感を持った向上心溢れる人材の育成、及び実践的創造
的研究により社会に貢献する」ことを目的としている。以降、
取り巻く環境の変化に対応すべく多くのご意見を聴取しながら
検討を重ね、本学が到達すべき理想的な姿を包括した、「豊か
な人間性を基に、『やらまいか精神と創造性』で地域社会に貢
献する技術者を育成する」を理念としている。
　同年8月、学園報を創刊し、その名称を『SIST』とした。同
月30日には受験生のためのオープンキャンパスを実施し、翌
日には「国際性を持った人間とは？」と題して第1回静岡理工
科大学公開講座を催した。本学の教員200人ほどに市民も加
わって聴講し、当大学は開かれた大学づくりの第一歩を踏み
出した。11月2、3日には在学する1年生のみで準備を進めてき

た第1回大学祭を開催、ささやかなものではあったが天候にも
恵まれて大成功に終わった。
　そして同月22日、日本私立大学協会の理事会で当法人の加
入について審議され、同日付で承認された。その結果、当法
人は前記協会の中部支部に所属することになったのである。

高・専一貫教育
　1992（平成4）年4月22日、翌年に創立30周年を控えた静岡
北高は情報系専門学校志望者を対象とした2年間のダブルス
クールを開講し、いわゆる「高・専一貫教育」を開始した。
これは高校の基礎学力と専門学校の知識・技術を結びつける
もので、高校の指定休の土曜日や6時限終了後（放課後）など
を利用し、学園内の専門学校へ通学させる独自のシステムで
ある。静岡北高の所在地などを鑑み、このコースの対象とな
る専門学校は静岡産技と静岡工科である。
　この高・専一貫コースの内容は、①情報、②電子、③自動
車という3つの系統に分かれており、それぞれの概要は以下の
通りである。
①情報系：コンピューターソフト分野のスペシャリスト
（SE、プログラマー）の育成を目的とし、卒業生を情報処理
技術者として社会に送り出す
②電子系：コンピューターハード分野の設計・開発を行う技
術者の育成を目的とする。電子技術と情報技術を駆使できる
バランスの取れたエンジニアを社会に送り出す
③自動車系：カーエレクトロニクス分野のスペシャリスト育
成を目的とする。高度な自動車電装システムに対応できるハ
イメカニックを産業界に送り出す
　静岡北高の各志望者たちはダブルスクールでそれぞれの基
礎について学び、その後、専門学校へ進学して応用技術と知
識を習得することになる。
　この新たな教育プロセスは主に4つの特色を備えている。す
なわち、「実践的で最新の技術革新に対応した教育を提供で
きること」「生徒に明確な目的意識を持たせられること」
「ダブルスクールによって学ぶ場を変え、新鮮な学習意欲を
与えられること」「早期から高い技術と専門性を学ぶことに
より資格取得の幅を広げられ、合格率の上昇を期待できるこ
と」などである。1993（平成5）年7月21日付発行の『SIST』
には、学園内の大学・専門学校・高校の間の進学・編入学な
どの連携を示す概念図が掲載されている。
　この当時、グループ内のネットワークを応用した専門学校

や理工科大への進学が徐々に定着しつつあった。大学創立以
来の3年間（1994（平成6）年まで）で静岡北高と星陵高から
の理工科大進学者数は33人を数え、さらに増加傾向を示して
いた。また、高校部門から専門学校への進学者数は4校合わせ
て97人にのぼり、その翌年には北高の高・専一貫コースから
90人ほどが進学していた。
　同時期、星陵高は創立18年目で男女共学の導入に踏み切
り、森英恵デザインによる制服とも相俟って地域における学
校イメージを一新した。当初、男女共学は英数科のみの実施
だったが、1994（平成6）年度からは普通科でも実現し、創立
20周年にして完全な男女共学の高等学校となった。更に、社
会からのニーズに応えてCAI教室の設置や進学講座を実施する
とともに、国際交流の一環として留学生の受入や海外の学校
との姉妹校提携などにも力を入れていた。当時は正に、新学
習指導要領が実施された時期であり、国際化・情報化に則し
た教育への転換をさらに進めることとなる。そして1995（平
成７）年度からは星陵高でも新時代に求められる人材教育を
めざし、普通科に高・専一貫コースと国際文化コースを設置
し、1996（平成8）年度には、英数科に英数科総合コースを開
設した。星陵高ではこれらのコース新設を一つの大きなス
テップとし、同校の果たすべき役割を改めて認識するととも
に、以後の新たな学校運営につなげていこうとの方針を打ち
出した。なお、星陵高の高・専一貫コースは普通科情報コー
スと沼津情報とのダブルスクールであり、実施に先だって希
望する生徒42人が同校を見学するほど人気を博した。

専門学校の改革―情報化社会への対応
　80年代バブルが崩壊する一方、「IT革命」が始まる時期、
専門学校部門では多様化する教育や情報化の進む社会のニー
ズに対応し、以下のような変更・新設をした。
　1990（平成2）年に沼津情報で3年制の「システム研究科」を
開設し、同4年には静岡産技でOA科を「OAビジネス科」と改
称したほか、浜松情報でも「システム研究科」を新設してい
る。さらに1994（平成6）年度、静岡産技は「情報テクノ科」を
新設して高・専一貫コースによる進学者の受け皿とし、同7年度
には「コンピュータグラフィックス科」も新設した。浜松情報
ではOA科を「ビジネスクリエイト科」に改称、コンピュータ
デザイン科にコンピュータエレクトロニクス科を統合した。
ちょうど、文部省による専門士制度が始まった年である。静

岡・沼津・浜松それぞれに「マルチメディア科」を新設したの
もこの年から翌8年度にかけてのことで、同時期に発売された
Windows95をきっかけにパソコンとインターネットの普及が加
速し、多くのパソコンゲームが店頭に並んだ。そして同8年度、
静岡産技は「ゲームクリエイト科」を新設、翌9年度には沼津情
報が「ゲームインターフェース科」を設置した。
　一方、静岡産技が文部省より「インターネットを利用した
専修学校教育における実践的な開発研究」の委託を受けたの
がこの年である。これは同省が開催した第1回専修学校イン
ターネット教育開発協議会の決定によるもので、静岡産技を
含む委託校7校は3年間にわたって「教材の共同開発」「共同
授業」「インターネット活用方法」など、情報化社会に向け
た開発研究を進めることとなった。なお、同校にインター
ネットサーバーが立ち上げられたのも同年のことで、WWW
による情報発信や電子メールサービスがスタートした。
　一方、静岡文化が大きく変化したのも同時期である。1995
（平成7）年、同校は「ファッションとビジネスの学校」とし
て「ビジネスプランニング科」を新設したが、「魅力ある学
校」となるべく検討を重ねた結果、ファッション系2学科とデ
ザイン系3学科を設置する「デザインとファッションの学校
（総定員390人）」への転換を決定した。このため1996（平成
8）年から新校舎の建設を開始し、翌9年には校名を「静岡デ
ザイン専門学校」（以下、静岡デザイン）へ改めた（校舎は
同年6月に竣工）。県内高校生を対象とした「高校生プロダク
トデザインコンペ」の主催も同年から始まった。以後、地域
におけるデザイン専門学校のリーダー的存在としての認知度
を高め、在校生が技能五輪で入賞するなどメディアへの登場
機会も増加していくことになる。

（注）専門士制度…当学園の専門学校は「専門士」の称号付与が可能な学校に認定
されており、当該課程を修了した学生にこれを授与できる。

地域に開かれた理工科大大学院
　1993（平成5）年9月、理工科大の開学を記念し、教育棟の
中庭に彫刻「光の座」が寄贈された。作者は東京芸術大学教
授林武史、寄贈者は鈴与建設株式会社である。この月、当法
人は理事会の席上、大学院（修士課程）設置の方針を決議
し、1996（平成8）年4月の開設をめどに準備を進めることに
なった。設置準備の概略は以下の通りである。
　1994（平成6）年9月末の理事会・評議員会で大学院設置認
可申請手続の開始を決定。

　1995（平成7）年6月30日、文部省に「大学院理工学研究科
修士課程」の設置認可申請書を提出し、これが受理された。
これに先立つ同月7日、大学院の研究施設とするため既存の研
究実験棟の東側で増築工事を開始した。
　同年12月、文部省から設置認可が告知され、翌1996（平成
8）年4月、静岡理工科大学大学院修士課程を開設。高度な教
育修了者を社会に送り出すことを責務として大学院理工学研
究科（修士課程）を設置し、以下の2専攻で技術革新の時代に
望まれる学際的な技術者の養成をめざす。
①システム工学専攻：定員15人。システム制御や生産システ
ム、工学解析、電子システム、知能情報システムの各分野で構
成され、総合的なシステム工学に関する技術者を養成する。
②材料科学専攻：定員10人。物性物理や材料設計、材料化学、
電子材料の各分野で構成、種々の材料における物理・化学的基
礎教育に重点をおき、工学的応用についても教育する。
　開設初年度、システム工学専攻に10人、材料科学専攻に5人
が第1期生として入学した。システム工学専攻では「2.5ギガヘ
ルツの高性能アンプの理論的解明と作製」「ダクテッドファ
ン型VTOL垂直離着陸機の姿勢制御」ほかの研究が進められ、
材料科学専攻でも「シリコンの基板上でアルコールからダイ
ヤモンドをつくる」など特色あるテーマが研究された。これ
ら大学院の開設準備と並行し、全教職員の参加のもとに進め
たのが新カリキュラムの策定だった。こちらも大学院の開設
と同時に実施に移り、そのプロセスでいっそうの検討を加え
ていくこととなる。
　さらに2000（平成12）年以後、「地域に開かれた大学院」を
テーマに新しい大学院の構築をめざすこととなった。地域の有
能な人材を客員教員に招聘し、外部研究機関との共同研究やプ
ロジェクト研究も視野に入れる方針とした。もともと理工科大
は市民体験入学を毎年開催するなど「地域に開かれた大学」と
して開学した経緯がある。第1回卒業式から全国でも珍しい袋井
市民による「卒業生を送る会」が実施されてきたし、卒業生も
同市発展への祈念と感謝の気持ちを込めて愛野公園にプラタナ
スなどの植樹を続け、地域や市民との別れを惜しんできた。な
により、卒業生の8割以上が地元企業に就職しているのである。
　なお、大学院に経営科目群の授業を開講し、修士（技術経
営）の学位を取得できるようになり、学部3年生から入学可能
なスキップ入学による進学が始まったのが以上とほぼ同時
期、2001（平成13）年のことである。

理工科大の情報システム学科
　昭和60年代前半、18歳人口の一時的な増加期を迎え、日本
政府は大学進学率の上昇に対応するため臨時の定員増を認め
た。当法人の理工科大設立も同時期に当たっている。しか
し、この措置は1999（平成11）年度を期限とされており、多
くの大学が臨時定員の扱い（継続か廃止）に注目していた。
そんななか、1997（平成9）年1月の大学審議会の答申にもと
づき、その5割ほどを1999（平成11）年度から同16年度にかけ
て順次廃止していく方針が決定された。学校によっては臨時
定員が過半を占めることもあり、今後、多くの大学が少子化
時代に向けた体質強化に努めていくことになる。

　新設された理工科大に臨時定員はなかったが、同様な経営
環境に曝されることに違いはない。1997（平成9）年度の経営
方針において、大学における教育効果や採算性の向上をめざ
した将来構想を早急にまとめ、同11年度から実行に移す方針
が策定された。その結果、1998（平成10）年春までにまとめ
られた構想案が次の2つだった。
　①知能情報学科にコース制を設け、「情報システム学科」
へ改称すること。これにともなってカリキュラムを改変し、
同時に入学定員数を80人から140人に増やす。
　②物質科学科のカリキュラムを改変し、「物質生命科学
科」へ改称すること。これにともなって入学定員数を60人か
ら100人に増やす。
　文部省での事前相談を含めて検討を重ねた末、今回は②を中
止し、①のみを申請することとなった。その見通しは必ずしも
明るくはなく、大学の経営状態や計画の裏付けとなる財源など
も十分な状況とはいえなかったが、1997（平成9）年4月末に
「情報システム学科設置認可申請書」を提出。1998（平成10）
年12月、文部省から同申請が認可され、1999（平成11）年4月よ
り定員も140人に増えた学科としてスタートした。同学科に用意
されるコースは3つ。すなわち、コンピュータシステムコース、
ネットワークシステムコース、生命情報システムコースであ
る。この後、理工科大では、学部教育・大学院教育の検討、組
織運営改善、研究の活性化などと並行して「受験生減少への対
策」を検討していくことになるが、次項に述べる高・大一貫教
育、高校生のための公開実験講座などもその一環といえる。

高・大一貫教育―各部門の改革
　前項と同時期、当法人内の各部門でも少子化時代に向けた
改革を進めている。沼津情報では入学募集活動に力を入れ、
ダイレクトメール（DM）の工夫や体験入学の充実のほか、高
校の生徒と教諭への知名度アップに努めた。並行して教育内
容の充実も図り、星陵高との高・専一貫教育の好影響もあっ
て定員を上回る入学者を確保した。2000（平成12）年には静
岡産技とともにカリキュラムと学科編成の見直しを行い、両
校とも同14年度から新体制をスタートさせた。この間、静岡
産技は建築科を新設し、地域のニーズに応えると同時に教育
分野を拡大させた。同13年には国際的に有利な資格であるベ
ンダー試験も取り入れている。
　浜松情報でも沼津情報の事例を踏まえた生徒募集活動を開始
し、1999（平成11）年からコース選択のわかりやすさや自由度

向上、ターゲット層拡大などをめざして学科の再編成を行っ
た。同時にカリキュラム・職員組織の見直しや近隣高校との
ジョイント・スクール制構築も推進し、同13年、聖隷クリスト
ファー高校との高・専一貫教育を発足させた（法人間では県内
初）。さらに、浜松駅前に移転した同17年には、沼津情報とと
もに公務員コースや医療事務科を設置し、情報系・デザイン
系・ビジネス系という3分野のバランスをとった総合的専門学校
に生まれ変わった。高さ48.8m、北面総ガラス張りの新校舎は新
たなランドマークとしてアクトシティ浜松の東隣にそびえ、動
く歩道を備えた空中回廊でJR浜松駅と結ばれている。
　静岡デザインでもDMや高校訪問、体験入学ほか生徒募集に
力を入れ、2002（平成14）年ごろには高校1、2年生対象のガ
イダンスも実施するようになってきた。とくに同校では学生
の創作活動がそのまま同校の広報活動に結びつく効率のよい
運営が継続されており、定員を上回る学生を集めている。
　一方、高校部門では教職員それぞれの視野拡大や資質向上
をその中心テーマとした。その上で静岡北高では「各生徒に
目を向け、それぞれの自己実現を可能とする手作りの教育の
実現」をめざし、星陵高では「子どもと保護者の多様な価値
観に基づく個性重視の教育、さらには地域に密着した信頼度
の高い新たな学校づくり」を目標とした。むろん、法人内
ネットワークを活用した高・専一貫コースの存在は他校との
差別化に貢献しただろう。
　これら2校のうち、いち早く国際交流を充実させた星陵高は
地域の中堅進学校との評価を得るようになっていた。また、
実業高校から普通進学校へ転換した静岡北高は1997（平成9）
年度の時点で国公立大学への進学実績を学校史上最高とし、
2000（平成12）年には「国際コミュニケーション科」を開設
してさらなる教育環境の充実を図っている。そしてその翌13
年度、これら2高校と理工科大・同大学院とを結ぶ「高・大一
貫教育」（7～9年）をスタートさせた。ちょうど理工科大が
創立10周年を祝い、記念事業の一環であるクラブ棟を完成さ
せた年のことである。
　高・大一貫教育の議論は1999（平成11）年ごろから本格化
しており、社会現象ともいえる理科教育に関わる課題を端緒
としていた。すなわち、理科教育のつまらなさなどに起因す
る「理科離れ」「物理離れ」「技術教育の低レベル化」と
いった深刻な問題である。実際、国際比較でも日本児童の理
科における応用力低下が指摘されていた。これはとりもなお
さず「実社会を生きていくツールとしての理科教育を身につ

けていない」ことを意味したが、製造現場の技術者にとって
物理学的センスの習得は極めて重要といえた。
　以上の解決には学生数の確保と理科教育の質的向上が必須
だが、そのためには理科系志望の生徒を増やさねばならな
い。このとき浮上したのが「高・大一貫教育」の構想だっ
た。理科（とくに物理）の面白さを教えるには、大学教員が
高校で直接伝えるのが最も効果的だからだ。幸い、当法人は
これを実現できる環境を備えていた。こうして当法人では
「高・専一貫」に加えて「高・大一貫」による教育システム
を実施し、他校との差別化の強化と同時に理科教育の質的向
上を実現したのだった。
　他方、理工科大の物質科学科では1997（平成9）年から高校
生のための実験講座を開き、授業や受験勉強から離れて理科
の面白さを伝える取組もしてきた。高・大一貫教育を決定し
た同12年度からは機械工学・電子工学・情報システム・物質
科学の全4学科による全学規模の企画に拡大し、県内外の高校
から多くの生徒が参加するようになった。高・大一貫教育は
法人内での連携によって実現したが、全国でも例のない実験
講座もグループや県境を超えて高校生たちの心を捉え、その
成果を上げ始めている。

理科教育とSPP・SSH
　2002（平成14）年度、文部科学省は「科学技術・理科大
好きプラン」を開始した。目的は「児童生徒の科学技術・
理科に対する関心を高め、学習意欲の向上を図り、創造
性、知的好奇心・探究心を育成すること」であり、いわゆ
る“理科離れ”の対策事業に位置づけられる。その一角を
担うのがScience Partnership Program（SPP）であり、理
工科大（物質生命科学科）は2005（平成17）年度プログラ
ムに参加した。
　理工科大ではこれ以前から高校生や中学生、小中学校の教員
を対象とする実験講座などで同様な活動をしてきたが、今回
のSPPでは夏休み期間を利用して掛川西・掛川東の両高等学校
との教育連携講座を実施した。このとき取り組んだのは「環
境に優しい新素材」をテーマにした講義や実験だった。両高
校の生徒合計15人が参加し、今後の高・大連携に新たな道を
見いだした。参加した生徒からは、大学の雰囲気や電子顕微
鏡など未知の機器に触れた感想や環境問題に対する興味の深
まりなどの声が寄せられ、両高校とも同事業を再び行いたい
との希望を表明した。

　その後、文部科学省から成果報告の依頼があり、同年11月
12日、東京国際交流館プラザで開催されたSPP事業報告会
「理科大好きシンポジウム2005」でポスター発表を行った。
特設会場では参加17団体が説明用パネルを展示し、当校は実
験の内容やテクニック、現象など専門的な質問を多く受けた
ほか、県内高校の教員たちとの交流もでき、今後の高・大連
携に新たな道筋を開いた。
　一方、静岡北高においてSuper Science High School（SSH）
指定――これも「科学技術・理科大好きプラン」の一環である
――に向けた取り組みを始めたのがほぼ同時期だった。前述し
たSPPは大学や公的研究機関、民間企業などと教育現場との連
携推進事業だが、このSSHとは「（文科省による）科学技術・
理科・数学教育を重点的に行う学校」の指定を意味している。
SSH指定校は「理科・数学に重点を置いたカリキュラム開発や
大学や研究機関などとの効果的な連携方策についての研究を実
施」することになる。当然ながら、着実な実績をあげれば学校
の評価を上げ、他校との差別化を期待できるはずである。
　当時、静岡北高はすでに様々なプロジェクト展開による学校
改革が進行し、成果と提言を受けながら「オンリーワンの教
育」を積極的に社会にアピールしており、地域の中・高校関
係者たちに認知されつつあった。本格的にSSHの指定を目指し
文科省の求める条件の分析・検討を進め、最終的に研究概要
を「科学大好き人間を育てるためのプログラム研究」「学校
が地域への橋渡しを行い、地域全体に科学大好きを育成する
コネクト式授業の開発」の2つに絞り込んだ。この結果、平成
19年度に文科省から指定され、県内で3校目、私学では唯一の
SSH校となった。また、同年度の指定によって全国で101校が
SSH校となり、文科省の予定していた高校数（100校）を満た
した。これらSSH校の指定期間は5年間だが、年度ごとの成果
報告を義務づけられ、3年目に課される実績発表の審査を経て
残り2年の継続を決定される。静岡北高は1996（平成8）年以
来継続している巴川の水質調査などの活動をしてきた。SSH指
定後は全国の指定校が集まる研究発表会や科学連携シンポジ
ウム、東海地区SSHフェスタへ参加するなど、理数科を中心に
活動範囲を拡大させ始めた。その影響は早くも同年の体験入
学で顕著となり、参加した中学生やその保護者の関心がSSHや
理数科に集まる傾向を見せた。
　一方、この時期、学齢人口の減少は急速に進み始めており、
当法人内の各部門は安定経営に向けた分析や改革を急ピッチで
始めている。とくに危機感を強める理工科大と専門学校部門で
は新学部の開設や新たな教育分野への進出を計画していた。
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大学設置に向けて
　「昭和62年に文部省へ大学設置について打診したところ
“可能性あり”との印象を受けた」
　これは創立50周年記念式典で宇野紳七郎理事長が述べた挨
拶の一節である。
　静岡県自動車工業高等学校（現、静岡北高等学校）の創立
当時、当法人は将来における大学設立の方針を再確認してい
た。しかし、昭和50年代以後、政府が大学新設について抑制
的な政策をとっていたこともあり、断念せざるを得ない状況
が続いていた。
　ところが1986（昭和61）年から1992（平成4）年までの期
間、文部省は18歳人口の増加を踏まえ、大学の収容能力を増
大させる方針をとった。これが大学設置の可能性を探った背
景である。当学園はその“好印象”を受け、翌63年2月の理事
会・評議員会の席上、「大学設置構想」について改めて話し
合いをもつこととなった。
　その際、議論された主な内容は学園の経営安定化と教育環
境の整備についてである。すなわち、近い将来、高等学校で
定員割れが必然であること、大学の設置によって対象とする
年齢層を弾力的に拡大できることである。定員割れの原因は
学齢層の人口減少であり、これは教習部門もほぼ同じ立場と
なるだろう。さらに、時代のニーズに的確に応えられる教育
環境を構築するには、大学を核とする体制づくりが不可欠と
の結論も得た。
　これらの審議の結果、4月1日から大学設置準備室を開設
し、大学設置準備委員会を発足させた。同委員会が計画の進
行状況を報告したのが約3カ月後のことである。
　設置場所については県内10カ所の候補で検討を進め、並行し
て自治体と接触してその意向を確認してきた。7月中旬には2カ
所まで絞りこみ、最終的に経済的な協力を申し出てきた袋井市
に決定した。ただし、この時点では同市の意向を尊重し、公式
発表をしないことになっていた。翌8月、大学教授を構成メン
バーとして全般的な問題を審議するための専門委員会を設置
し、大学設置の基本構想やカリキュラムの決定、教員候補者の
選考のための活動を開始した。同年末には大学名を「静岡理工
科大学」（以下、理工科大）と決定。学部として理工学部を設
置し、機械工学科、電子工学科、知能情報学科、物質科学科の4

学科（定員合計300人）を置くこととなった。
　1989（平成元）年1月、当初から助言を受けていた東京大学
名誉教授石原智男氏より、初代学長就任について内諾を得
た。7月には第1次設置認可申請と設置にともなう寄附行為変
更申請を文部省に提出し、12月15日、同申請を認可された。
その間、6月から校地の造成を開始し、11月には新たに第2法
人の設置認可申請書を県知事に提出した。これは教習部門と
自動車産業に関する教育部門を第2法人に移し、従来の法人に
大学を中心とする教育体制を構築するためである。
　1990（平成2）年2月1日、袋井市や地元関係者との業務連絡
のため大学設置準備室袋井分室を設置し、6日には大学校舎の
起工式を執り行った。学園本部事務局が静岡県自動車学校本
館に移転したのも同月中のことである。

創立50周年　静岡北高の変化
　大学設置準備が進行していた1990（平成2）年は、当法人
の創立50周年という大きな節目の年でもあった。記念事業の
準備委員会が1987（昭和62）年6月に発足し、記念式典・イ
ベントの企画立案や記念出版物の資料収集、PRなどについて
準備を進めた。そして1990（平成2）年4月2日、静岡北高の
体育館で創立50周年記念式典を盛大に挙行した。例年のよう
に永年勤続表彰の受賞者が発表され、宇野紳七郎理事長が挨
拶に立った。

　静岡北高の入学式はその8日後の10日に行われ、新設した理
数科の第1期生37人を含む458人の新入生を迎え入れた。その
一方、翌5月の理事会・評議員会では、同校の自動車工学科と
工業技術科を普通科に統合することを可決した。
　静岡北高は創立以来、自動車工学科を中心に発展してきた
が、近年これと最も関係の深い自動車整備関連企業は2級整備
士の教育を行う専門学校への期待を高めており、事実上、当
校の3級整備士養成教育はその使命をほぼ終えていた。
　実際、前章で「転換期」と述べた1988（昭和63）年以後の3
年間、自動車工学科の卒業生で自動車整備関連企業へ就職し
た者は20％を大きく下回るようになっていた。一方、生徒や
保護者の専門学校への進学希望は予想を超えて高まってお
り、産業界では情報化・技術の高度化が急ピッチで進むこと
から、これらに対応できる人材の育成は急務となってきた。
　このため、当校の「職業教育」のあり方をいったん見直
し、専門学校4校との連携をいっそう密接にした特色ある普通
高校への脱皮が今後の社会からの期待に沿うことにつながる
と考えられた。そのためには従来の「自動車」というイメー
ジから脱却し、多様なニーズに対応できる柔軟な教育プログ
ラムを構築しなければならない。
　以後、静岡北高は理数科や進学コースを軸とした大学進学
のためのコース、さらには専門学校との連携による「高・専
一貫」による情報技術教育など、本学園ならではの幅広い
コース制を導入した「特色ある普通科」を設置する進学校へ
と変貌していくのである。
　なお、創立50周年記念事業の一環として1990（平成2）年8
月14日、当学園と県サッカー協会の共催による「日・独・伯
親善サッカー大会」を実施した。静岡北高に留学中のブラジ
ル人学生は同校サッカー部の中心選手となってもおり、近
年、静岡北高や星陵高で一般化してきた国際交流の幅をいっ
そう拡大した。とくに、星陵高ではオーストラリアの聖ヨセ
フ（ジョセフ）校（通称ナジー校）やキャノンヒル高校との
間で相互訪問が始まり、早期から国際交流を始めていた。

第2法人設置と理工科大の開学
　1990（平成2）年5月に開かれた理事会・評議員会で第2法人の
設置認可の本申請提出前の議案について決議され、続けて開かれ
た第2法人設立発起人会でその名称を「静岡自動車学園」、設置
校名を「静岡工科専門学校」（以下、静岡工科）と決定した。
　これにより、静岡産技の自動車科・自動車電子科・コン

ピュータ電子科の生徒は1991（平成3）年4月1日から静岡工科
に転学する。同時に、現在の「学校法人静岡県自動車学園」
の収益事業（自動車教習所・車両整備工場）は新法人「静岡
自動車学園」に所属することとなった。この第2法人の設置は
同年7月16日に認可され、同月21日に登記を行い、私立学校法
にもとづく静岡自動車学園の設置が完了した。
　これ以後、文部省の大学設置審議会専門委員による教員の
審査、さらには大学設置・学校法人審議会の袋井市での実地
調査などが行われ、12月21日、ついに文部大臣より理工科大
の設置とそれにともなう寄附行為変更の認可を受けた。そし
て従来の法人の名称が「静岡県自動車学園」から大学名に変
更され、ここに「学校法人静岡理工科大学」が誕生した。理
事長には鈴与株式会社の代表取締役社長を務める鈴木通弘氏
（現、同社代表取締役会長8代目鈴木与平氏）が就任した。
　また、12月21日に開かれた理事会・評議員会では新たに発
足する大学などのシンボルマークやカラーイメージなどを決
議した。シンボルマークのモチーフとされたのは大学名のイ
ニシャル「S」だった。
　ところがその4日後の12月25日、当学園に思いがけぬ訃報が
入った。学長をお願いしていた石原智男氏が同日急逝され、
残念ながら理工科大の開学を見ないまま没したのである。そ
のため当学園は同日から喪に服し、理事長による学園報の年
頭挨拶も中止と決定したのだった。
　深い悲しみとともに年が明け、正月を過ぎた1991（平成
3）年2月11日、この日から翌13日にかけて理工科大の入学試
験を実施し、その際、静岡や東京、浜松、名古屋に試験会場
を設置した。定員300人の小規模新設校ではあったが4000人
にのぼる学生が受験し、2次の3月24日（試験会場は静岡と浜
松）でも600人が応募した。理工科大の初代学長として、日
新製鋼株式会社副社長の久松敬弘氏が就任したのが同月12日
のことだった。
　そして1991（平成3）年4月10日、とうとう理工科大の第1回
入学式を挙行し、理工学部4学科の第1期生（合計372人）を迎
え入れた。
　開学した理工科大の教育理念は「広く産業の発展に貢献出来
る技術の修得とともに、その技術を正しく活用できる人格の陶
治」であり、これは、前身である学校法人静岡自動車学園から
継承した、学園建学の精神『技術者の育成をもって地域社会に
貢献する』のもと、教育基本法及び学校教育法に基づき「科
学・技術に関する学術を研究教授し、国際的視野と技術者とし
ての使命感を持った向上心溢れる人材の育成、及び実践的創造
的研究により社会に貢献する」ことを目的としている。以降、
取り巻く環境の変化に対応すべく多くのご意見を聴取しながら
検討を重ね、本学が到達すべき理想的な姿を包括した、「豊か
な人間性を基に、『やらまいか精神と創造性』で地域社会に貢
献する技術者を育成する」を理念としている。
　同年8月、学園報を創刊し、その名称を『SIST』とした。同
月30日には受験生のためのオープンキャンパスを実施し、翌
日には「国際性を持った人間とは？」と題して第1回静岡理工
科大学公開講座を催した。本学の教員200人ほどに市民も加
わって聴講し、当大学は開かれた大学づくりの第一歩を踏み
出した。11月2、3日には在学する1年生のみで準備を進めてき

た第1回大学祭を開催、ささやかなものではあったが天候にも
恵まれて大成功に終わった。
　そして同月22日、日本私立大学協会の理事会で当法人の加
入について審議され、同日付で承認された。その結果、当法
人は前記協会の中部支部に所属することになったのである。

高・専一貫教育
　1992（平成4）年4月22日、翌年に創立30周年を控えた静岡
北高は情報系専門学校志望者を対象とした2年間のダブルス
クールを開講し、いわゆる「高・専一貫教育」を開始した。
これは高校の基礎学力と専門学校の知識・技術を結びつける
もので、高校の指定休の土曜日や6時限終了後（放課後）など
を利用し、学園内の専門学校へ通学させる独自のシステムで
ある。静岡北高の所在地などを鑑み、このコースの対象とな
る専門学校は静岡産技と静岡工科である。
　この高・専一貫コースの内容は、①情報、②電子、③自動
車という3つの系統に分かれており、それぞれの概要は以下の
通りである。
①情報系：コンピューターソフト分野のスペシャリスト
（SE、プログラマー）の育成を目的とし、卒業生を情報処理
技術者として社会に送り出す
②電子系：コンピューターハード分野の設計・開発を行う技
術者の育成を目的とする。電子技術と情報技術を駆使できる
バランスの取れたエンジニアを社会に送り出す
③自動車系：カーエレクトロニクス分野のスペシャリスト育
成を目的とする。高度な自動車電装システムに対応できるハ
イメカニックを産業界に送り出す
　静岡北高の各志望者たちはダブルスクールでそれぞれの基
礎について学び、その後、専門学校へ進学して応用技術と知
識を習得することになる。
　この新たな教育プロセスは主に4つの特色を備えている。す
なわち、「実践的で最新の技術革新に対応した教育を提供で
きること」「生徒に明確な目的意識を持たせられること」
「ダブルスクールによって学ぶ場を変え、新鮮な学習意欲を
与えられること」「早期から高い技術と専門性を学ぶことに
より資格取得の幅を広げられ、合格率の上昇を期待できるこ
と」などである。1993（平成5）年7月21日付発行の『SIST』
には、学園内の大学・専門学校・高校の間の進学・編入学な
どの連携を示す概念図が掲載されている。
　この当時、グループ内のネットワークを応用した専門学校

や理工科大への進学が徐々に定着しつつあった。大学創立以
来の3年間（1994（平成6）年まで）で静岡北高と星陵高から
の理工科大進学者数は33人を数え、さらに増加傾向を示して
いた。また、高校部門から専門学校への進学者数は4校合わせ
て97人にのぼり、その翌年には北高の高・専一貫コースから
90人ほどが進学していた。
　同時期、星陵高は創立18年目で男女共学の導入に踏み切
り、森英恵デザインによる制服とも相俟って地域における学
校イメージを一新した。当初、男女共学は英数科のみの実施
だったが、1994（平成6）年度からは普通科でも実現し、創立
20周年にして完全な男女共学の高等学校となった。更に、社
会からのニーズに応えてCAI教室の設置や進学講座を実施する
とともに、国際交流の一環として留学生の受入や海外の学校
との姉妹校提携などにも力を入れていた。当時は正に、新学
習指導要領が実施された時期であり、国際化・情報化に則し
た教育への転換をさらに進めることとなる。そして1995（平
成７）年度からは星陵高でも新時代に求められる人材教育を
めざし、普通科に高・専一貫コースと国際文化コースを設置
し、1996（平成8）年度には、英数科に英数科総合コースを開
設した。星陵高ではこれらのコース新設を一つの大きなス
テップとし、同校の果たすべき役割を改めて認識するととも
に、以後の新たな学校運営につなげていこうとの方針を打ち
出した。なお、星陵高の高・専一貫コースは普通科情報コー
スと沼津情報とのダブルスクールであり、実施に先だって希
望する生徒42人が同校を見学するほど人気を博した。

専門学校の改革―情報化社会への対応
　80年代バブルが崩壊する一方、「IT革命」が始まる時期、
専門学校部門では多様化する教育や情報化の進む社会のニー
ズに対応し、以下のような変更・新設をした。
　1990（平成2）年に沼津情報で3年制の「システム研究科」を
開設し、同4年には静岡産技でOA科を「OAビジネス科」と改
称したほか、浜松情報でも「システム研究科」を新設してい
る。さらに1994（平成6）年度、静岡産技は「情報テクノ科」を
新設して高・専一貫コースによる進学者の受け皿とし、同7年度
には「コンピュータグラフィックス科」も新設した。浜松情報
ではOA科を「ビジネスクリエイト科」に改称、コンピュータ
デザイン科にコンピュータエレクトロニクス科を統合した。
ちょうど、文部省による専門士制度が始まった年である。静

岡・沼津・浜松それぞれに「マルチメディア科」を新設したの
もこの年から翌8年度にかけてのことで、同時期に発売された
Windows95をきっかけにパソコンとインターネットの普及が加
速し、多くのパソコンゲームが店頭に並んだ。そして同8年度、
静岡産技は「ゲームクリエイト科」を新設、翌9年度には沼津情
報が「ゲームインターフェース科」を設置した。
　一方、静岡産技が文部省より「インターネットを利用した
専修学校教育における実践的な開発研究」の委託を受けたの
がこの年である。これは同省が開催した第1回専修学校イン
ターネット教育開発協議会の決定によるもので、静岡産技を
含む委託校7校は3年間にわたって「教材の共同開発」「共同
授業」「インターネット活用方法」など、情報化社会に向け
た開発研究を進めることとなった。なお、同校にインター
ネットサーバーが立ち上げられたのも同年のことで、WWW
による情報発信や電子メールサービスがスタートした。
　一方、静岡文化が大きく変化したのも同時期である。1995
（平成7）年、同校は「ファッションとビジネスの学校」とし
て「ビジネスプランニング科」を新設したが、「魅力ある学
校」となるべく検討を重ねた結果、ファッション系2学科とデ
ザイン系3学科を設置する「デザインとファッションの学校
（総定員390人）」への転換を決定した。このため1996（平成
8）年から新校舎の建設を開始し、翌9年には校名を「静岡デ
ザイン専門学校」（以下、静岡デザイン）へ改めた（校舎は
同年6月に竣工）。県内高校生を対象とした「高校生プロダク
トデザインコンペ」の主催も同年から始まった。以後、地域
におけるデザイン専門学校のリーダー的存在としての認知度
を高め、在校生が技能五輪で入賞するなどメディアへの登場
機会も増加していくことになる。

（注）専門士制度…当学園の専門学校は「専門士」の称号付与が可能な学校に認定
されており、当該課程を修了した学生にこれを授与できる。

地域に開かれた理工科大大学院
　1993（平成5）年9月、理工科大の開学を記念し、教育棟の
中庭に彫刻「光の座」が寄贈された。作者は東京芸術大学教
授林武史、寄贈者は鈴与建設株式会社である。この月、当法
人は理事会の席上、大学院（修士課程）設置の方針を決議
し、1996（平成8）年4月の開設をめどに準備を進めることに
なった。設置準備の概略は以下の通りである。
　1994（平成6）年9月末の理事会・評議員会で大学院設置認
可申請手続の開始を決定。

　1995（平成7）年6月30日、文部省に「大学院理工学研究科
修士課程」の設置認可申請書を提出し、これが受理された。
これに先立つ同月7日、大学院の研究施設とするため既存の研
究実験棟の東側で増築工事を開始した。
　同年12月、文部省から設置認可が告知され、翌1996（平成
8）年4月、静岡理工科大学大学院修士課程を開設。高度な教
育修了者を社会に送り出すことを責務として大学院理工学研
究科（修士課程）を設置し、以下の2専攻で技術革新の時代に
望まれる学際的な技術者の養成をめざす。
①システム工学専攻：定員15人。システム制御や生産システ
ム、工学解析、電子システム、知能情報システムの各分野で構
成され、総合的なシステム工学に関する技術者を養成する。
②材料科学専攻：定員10人。物性物理や材料設計、材料化学、
電子材料の各分野で構成、種々の材料における物理・化学的基
礎教育に重点をおき、工学的応用についても教育する。
　開設初年度、システム工学専攻に10人、材料科学専攻に5人
が第1期生として入学した。システム工学専攻では「2.5ギガヘ
ルツの高性能アンプの理論的解明と作製」「ダクテッドファ
ン型VTOL垂直離着陸機の姿勢制御」ほかの研究が進められ、
材料科学専攻でも「シリコンの基板上でアルコールからダイ
ヤモンドをつくる」など特色あるテーマが研究された。これ
ら大学院の開設準備と並行し、全教職員の参加のもとに進め
たのが新カリキュラムの策定だった。こちらも大学院の開設
と同時に実施に移り、そのプロセスでいっそうの検討を加え
ていくこととなる。
　さらに2000（平成12）年以後、「地域に開かれた大学院」を
テーマに新しい大学院の構築をめざすこととなった。地域の有
能な人材を客員教員に招聘し、外部研究機関との共同研究やプ
ロジェクト研究も視野に入れる方針とした。もともと理工科大
は市民体験入学を毎年開催するなど「地域に開かれた大学」と
して開学した経緯がある。第1回卒業式から全国でも珍しい袋井
市民による「卒業生を送る会」が実施されてきたし、卒業生も
同市発展への祈念と感謝の気持ちを込めて愛野公園にプラタナ
スなどの植樹を続け、地域や市民との別れを惜しんできた。な
により、卒業生の8割以上が地元企業に就職しているのである。
　なお、大学院に経営科目群の授業を開講し、修士（技術経
営）の学位を取得できるようになり、学部3年生から入学可能
なスキップ入学による進学が始まったのが以上とほぼ同時
期、2001（平成13）年のことである。

理工科大の情報システム学科
　昭和60年代前半、18歳人口の一時的な増加期を迎え、日本
政府は大学進学率の上昇に対応するため臨時の定員増を認め
た。当法人の理工科大設立も同時期に当たっている。しか
し、この措置は1999（平成11）年度を期限とされており、多
くの大学が臨時定員の扱い（継続か廃止）に注目していた。
そんななか、1997（平成9）年1月の大学審議会の答申にもと
づき、その5割ほどを1999（平成11）年度から同16年度にかけ
て順次廃止していく方針が決定された。学校によっては臨時
定員が過半を占めることもあり、今後、多くの大学が少子化
時代に向けた体質強化に努めていくことになる。

　新設された理工科大に臨時定員はなかったが、同様な経営
環境に曝されることに違いはない。1997（平成9）年度の経営
方針において、大学における教育効果や採算性の向上をめざ
した将来構想を早急にまとめ、同11年度から実行に移す方針
が策定された。その結果、1998（平成10）年春までにまとめ
られた構想案が次の2つだった。
　①知能情報学科にコース制を設け、「情報システム学科」
へ改称すること。これにともなってカリキュラムを改変し、
同時に入学定員数を80人から140人に増やす。
　②物質科学科のカリキュラムを改変し、「物質生命科学
科」へ改称すること。これにともなって入学定員数を60人か
ら100人に増やす。
　文部省での事前相談を含めて検討を重ねた末、今回は②を中
止し、①のみを申請することとなった。その見通しは必ずしも
明るくはなく、大学の経営状態や計画の裏付けとなる財源など
も十分な状況とはいえなかったが、1997（平成9）年4月末に
「情報システム学科設置認可申請書」を提出。1998（平成10）
年12月、文部省から同申請が認可され、1999（平成11）年4月よ
り定員も140人に増えた学科としてスタートした。同学科に用意
されるコースは3つ。すなわち、コンピュータシステムコース、
ネットワークシステムコース、生命情報システムコースであ
る。この後、理工科大では、学部教育・大学院教育の検討、組
織運営改善、研究の活性化などと並行して「受験生減少への対
策」を検討していくことになるが、次項に述べる高・大一貫教
育、高校生のための公開実験講座などもその一環といえる。

高・大一貫教育―各部門の改革
　前項と同時期、当法人内の各部門でも少子化時代に向けた
改革を進めている。沼津情報では入学募集活動に力を入れ、
ダイレクトメール（DM）の工夫や体験入学の充実のほか、高
校の生徒と教諭への知名度アップに努めた。並行して教育内
容の充実も図り、星陵高との高・専一貫教育の好影響もあっ
て定員を上回る入学者を確保した。2000（平成12）年には静
岡産技とともにカリキュラムと学科編成の見直しを行い、両
校とも同14年度から新体制をスタートさせた。この間、静岡
産技は建築科を新設し、地域のニーズに応えると同時に教育
分野を拡大させた。同13年には国際的に有利な資格であるベ
ンダー試験も取り入れている。
　浜松情報でも沼津情報の事例を踏まえた生徒募集活動を開始
し、1999（平成11）年からコース選択のわかりやすさや自由度

向上、ターゲット層拡大などをめざして学科の再編成を行っ
た。同時にカリキュラム・職員組織の見直しや近隣高校との
ジョイント・スクール制構築も推進し、同13年、聖隷クリスト
ファー高校との高・専一貫教育を発足させた（法人間では県内
初）。さらに、浜松駅前に移転した同17年には、沼津情報とと
もに公務員コースや医療事務科を設置し、情報系・デザイン
系・ビジネス系という3分野のバランスをとった総合的専門学校
に生まれ変わった。高さ48.8m、北面総ガラス張りの新校舎は新
たなランドマークとしてアクトシティ浜松の東隣にそびえ、動
く歩道を備えた空中回廊でJR浜松駅と結ばれている。
　静岡デザインでもDMや高校訪問、体験入学ほか生徒募集に
力を入れ、2002（平成14）年ごろには高校1、2年生対象のガ
イダンスも実施するようになってきた。とくに同校では学生
の創作活動がそのまま同校の広報活動に結びつく効率のよい
運営が継続されており、定員を上回る学生を集めている。
　一方、高校部門では教職員それぞれの視野拡大や資質向上
をその中心テーマとした。その上で静岡北高では「各生徒に
目を向け、それぞれの自己実現を可能とする手作りの教育の
実現」をめざし、星陵高では「子どもと保護者の多様な価値
観に基づく個性重視の教育、さらには地域に密着した信頼度
の高い新たな学校づくり」を目標とした。むろん、法人内
ネットワークを活用した高・専一貫コースの存在は他校との
差別化に貢献しただろう。
　これら2校のうち、いち早く国際交流を充実させた星陵高は
地域の中堅進学校との評価を得るようになっていた。また、
実業高校から普通進学校へ転換した静岡北高は1997（平成9）
年度の時点で国公立大学への進学実績を学校史上最高とし、
2000（平成12）年には「国際コミュニケーション科」を開設
してさらなる教育環境の充実を図っている。そしてその翌13
年度、これら2高校と理工科大・同大学院とを結ぶ「高・大一
貫教育」（7～9年）をスタートさせた。ちょうど理工科大が
創立10周年を祝い、記念事業の一環であるクラブ棟を完成さ
せた年のことである。
　高・大一貫教育の議論は1999（平成11）年ごろから本格化
しており、社会現象ともいえる理科教育に関わる課題を端緒
としていた。すなわち、理科教育のつまらなさなどに起因す
る「理科離れ」「物理離れ」「技術教育の低レベル化」と
いった深刻な問題である。実際、国際比較でも日本児童の理
科における応用力低下が指摘されていた。これはとりもなお
さず「実社会を生きていくツールとしての理科教育を身につ

けていない」ことを意味したが、製造現場の技術者にとって
物理学的センスの習得は極めて重要といえた。
　以上の解決には学生数の確保と理科教育の質的向上が必須
だが、そのためには理科系志望の生徒を増やさねばならな
い。このとき浮上したのが「高・大一貫教育」の構想だっ
た。理科（とくに物理）の面白さを教えるには、大学教員が
高校で直接伝えるのが最も効果的だからだ。幸い、当法人は
これを実現できる環境を備えていた。こうして当法人では
「高・専一貫」に加えて「高・大一貫」による教育システム
を実施し、他校との差別化の強化と同時に理科教育の質的向
上を実現したのだった。
　他方、理工科大の物質科学科では1997（平成9）年から高校
生のための実験講座を開き、授業や受験勉強から離れて理科
の面白さを伝える取組もしてきた。高・大一貫教育を決定し
た同12年度からは機械工学・電子工学・情報システム・物質
科学の全4学科による全学規模の企画に拡大し、県内外の高校
から多くの生徒が参加するようになった。高・大一貫教育は
法人内での連携によって実現したが、全国でも例のない実験
講座もグループや県境を超えて高校生たちの心を捉え、その
成果を上げ始めている。

理科教育とSPP・SSH
　2002（平成14）年度、文部科学省は「科学技術・理科大
好きプラン」を開始した。目的は「児童生徒の科学技術・
理科に対する関心を高め、学習意欲の向上を図り、創造
性、知的好奇心・探究心を育成すること」であり、いわゆ
る“理科離れ”の対策事業に位置づけられる。その一角を
担うのがScience Partnership Program（SPP）であり、理
工科大（物質生命科学科）は2005（平成17）年度プログラ
ムに参加した。
　理工科大ではこれ以前から高校生や中学生、小中学校の教員
を対象とする実験講座などで同様な活動をしてきたが、今回
のSPPでは夏休み期間を利用して掛川西・掛川東の両高等学校
との教育連携講座を実施した。このとき取り組んだのは「環
境に優しい新素材」をテーマにした講義や実験だった。両高
校の生徒合計15人が参加し、今後の高・大連携に新たな道を
見いだした。参加した生徒からは、大学の雰囲気や電子顕微
鏡など未知の機器に触れた感想や環境問題に対する興味の深
まりなどの声が寄せられ、両高校とも同事業を再び行いたい
との希望を表明した。

　その後、文部科学省から成果報告の依頼があり、同年11月
12日、東京国際交流館プラザで開催されたSPP事業報告会
「理科大好きシンポジウム2005」でポスター発表を行った。
特設会場では参加17団体が説明用パネルを展示し、当校は実
験の内容やテクニック、現象など専門的な質問を多く受けた
ほか、県内高校の教員たちとの交流もでき、今後の高・大連
携に新たな道筋を開いた。
　一方、静岡北高においてSuper Science High School（SSH）
指定――これも「科学技術・理科大好きプラン」の一環である
――に向けた取り組みを始めたのがほぼ同時期だった。前述し
たSPPは大学や公的研究機関、民間企業などと教育現場との連
携推進事業だが、このSSHとは「（文科省による）科学技術・
理科・数学教育を重点的に行う学校」の指定を意味している。
SSH指定校は「理科・数学に重点を置いたカリキュラム開発や
大学や研究機関などとの効果的な連携方策についての研究を実
施」することになる。当然ながら、着実な実績をあげれば学校
の評価を上げ、他校との差別化を期待できるはずである。
　当時、静岡北高はすでに様々なプロジェクト展開による学校
改革が進行し、成果と提言を受けながら「オンリーワンの教
育」を積極的に社会にアピールしており、地域の中・高校関
係者たちに認知されつつあった。本格的にSSHの指定を目指し
文科省の求める条件の分析・検討を進め、最終的に研究概要
を「科学大好き人間を育てるためのプログラム研究」「学校
が地域への橋渡しを行い、地域全体に科学大好きを育成する
コネクト式授業の開発」の2つに絞り込んだ。この結果、平成
19年度に文科省から指定され、県内で3校目、私学では唯一の
SSH校となった。また、同年度の指定によって全国で101校が
SSH校となり、文科省の予定していた高校数（100校）を満た
した。これらSSH校の指定期間は5年間だが、年度ごとの成果
報告を義務づけられ、3年目に課される実績発表の審査を経て
残り2年の継続を決定される。静岡北高は1996（平成8）年以
来継続している巴川の水質調査などの活動をしてきた。SSH指
定後は全国の指定校が集まる研究発表会や科学連携シンポジ
ウム、東海地区SSHフェスタへ参加するなど、理数科を中心に
活動範囲を拡大させ始めた。その影響は早くも同年の体験入
学で顕著となり、参加した中学生やその保護者の関心がSSHや
理数科に集まる傾向を見せた。
　一方、この時期、学齢人口の減少は急速に進み始めており、
当法人内の各部門は安定経営に向けた分析や改革を急ピッチで
始めている。とくに危機感を強める理工科大と専門学校部門で
は新学部の開設や新たな教育分野への進出を計画していた。
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当法人にとって2008（平成20）年はさらなる発展に向け、着実
に歩み出した節目の年である。同19年度に定員割れとなった理
工科大や経営面に危機感を強める専門学校部門では周到に準備
してきた改革を実行に移した。ただ、学齢人口の減少に加えて
児童・生徒の理科離れも進み、今後も当法人にとって厳しい状
況が続く。当法人は改めて建学精神に立ち返り、グローバル化
を急速に進める情報化社会のニーズに応えるべく教育改革とグ
ループ内連携をいっそう強化することになる。

理工科大の2学部制発足
　2008（平成20）年4月、理工科大は情報システム学科を改組
し、「総合情報学部」を開設し、コンピュータシステム学
科、人間情報デザイン学科を設置した。
　この前年2月、理工科大は半年間にわたる定員確保に向けた
議論の末に3項目の目標をまとめ、達成のための中期計画（5
年間）を策定した。その3項目とは、「社会に必要な技術者を
一人ひとりていねいに養成して世に送り出している大学であ
ることの評価が社会の中で確立している大学」「小規模でも
ダイヤモンドのように光る大学力を有する大学」「地域にな
くてはならぬ存在感のある大学」である。これらを踏まえ、
理工科大は360人以上の入学者を確保し、卒業生と就職先企業
が大きな満足を得ている大学をめざすこととなった。そのた
めの戦略を以下の2つとした。
①多様化する学生それぞれに十分な専門能力と社会人として
の基礎力を与え、学生が満足する進路を実現することで大学
のブランド力を確立すること。
②本学に地歩のある新たな教育分野に進出（強化）すること。
　①の第1歩としてめざしたのが「モノから入る教育」であり、
大学全入時代を見据えた「学生中心の大学づくり」である。
　さらに「進化」をキーワードに実施したのが2学部制への移
行だった。こちらは戦略②にあたる。新学部設置の目的は本
学独自の文理融合の構築で、文理の境界で研究成果を出して
いる教員はこれに参画することとなる。
　また、機械工学科に「航空工学コース」を新設した。航空
機は新素材の塊であり、生命科学科で新素材と取り組む教員
は同学科との相乗効果を期待される。
　物質生命科学科では「食品化学」を強化する方針をとっ
た。総合情報学部で心理・神経系の研究に取り組む教員は味

覚や嗅覚などへの展開を考え、本学の食品化学を育てる努力
をすることになる。
　次に電気電子情報工学科を「電気電子工学科」へ改称し、「光
応用・電子デバイスコース」を新設した。ここでは食品化学や航
空工学の分野で利用可能なセンサーの開発研究を進めていく。
　これ以後、理工科大では上記のごとく「ベクトルを束ねて
進む」方針とし、学部や学科の境界を越えて相互に連携・協
力しながら共通する方向性を打ち出していくことになった。
それによって外部に本学の強みを見えるようにし、経営の安
定化につなげていく計画である。さらに全学部・全学科で高
校の教諭第1種免許を取得できる教職課程を設置し、建学精神
の発揚・実現もいっそう強化した。
　これら努力の結果、2008（平成20）年4月の入学者数は編入学
生などを含めて358人（大学院入学者を加えた場合374人）、翌
21年には376人（大学院入学者を加えた場合381人）となり、そ
のなかには中国や韓国からの留学生3人も含まれていた。

静岡デザイン浜松校と
静岡インターナショナル・エア・リゾート
専門学校の新設
　静岡デザイン恒例の「高校生デザインコンペ」が11年目を
迎え「デザイン・ア・ラ・モードコンペティション」に発展
進化した2008（平成20）年、静岡デザイン浜松校（以下、デ
ザイン浜松）を新設、開校した。所在地はJR浜松駅前の浜松
情報の校舎内である。
　静岡デザインは前記イベントのほかにも卒業制作展の「デ
ザイン・ア・ラ・モード」をはじめ「静岡ブランディングプ

大学設置に向けて
　「昭和62年に文部省へ大学設置について打診したところ
“可能性あり”との印象を受けた」
　これは創立50周年記念式典で宇野紳七郎理事長が述べた挨
拶の一節である。
　静岡県自動車工業高等学校（現、静岡北高等学校）の創立
当時、当法人は将来における大学設立の方針を再確認してい
た。しかし、昭和50年代以後、政府が大学新設について抑制
的な政策をとっていたこともあり、断念せざるを得ない状況
が続いていた。
　ところが1986（昭和61）年から1992（平成4）年までの期
間、文部省は18歳人口の増加を踏まえ、大学の収容能力を増
大させる方針をとった。これが大学設置の可能性を探った背
景である。当学園はその“好印象”を受け、翌63年2月の理事
会・評議員会の席上、「大学設置構想」について改めて話し
合いをもつこととなった。
　その際、議論された主な内容は学園の経営安定化と教育環
境の整備についてである。すなわち、近い将来、高等学校で
定員割れが必然であること、大学の設置によって対象とする
年齢層を弾力的に拡大できることである。定員割れの原因は
学齢層の人口減少であり、これは教習部門もほぼ同じ立場と
なるだろう。さらに、時代のニーズに的確に応えられる教育
環境を構築するには、大学を核とする体制づくりが不可欠と
の結論も得た。
　これらの審議の結果、4月1日から大学設置準備室を開設
し、大学設置準備委員会を発足させた。同委員会が計画の進
行状況を報告したのが約3カ月後のことである。
　設置場所については県内10カ所の候補で検討を進め、並行し
て自治体と接触してその意向を確認してきた。7月中旬には2カ
所まで絞りこみ、最終的に経済的な協力を申し出てきた袋井市
に決定した。ただし、この時点では同市の意向を尊重し、公式
発表をしないことになっていた。翌8月、大学教授を構成メン
バーとして全般的な問題を審議するための専門委員会を設置
し、大学設置の基本構想やカリキュラムの決定、教員候補者の
選考のための活動を開始した。同年末には大学名を「静岡理工
科大学」（以下、理工科大）と決定。学部として理工学部を設
置し、機械工学科、電子工学科、知能情報学科、物質科学科の4

学科（定員合計300人）を置くこととなった。
　1989（平成元）年1月、当初から助言を受けていた東京大学
名誉教授石原智男氏より、初代学長就任について内諾を得
た。7月には第1次設置認可申請と設置にともなう寄附行為変
更申請を文部省に提出し、12月15日、同申請を認可された。
その間、6月から校地の造成を開始し、11月には新たに第2法
人の設置認可申請書を県知事に提出した。これは教習部門と
自動車産業に関する教育部門を第2法人に移し、従来の法人に
大学を中心とする教育体制を構築するためである。
　1990（平成2）年2月1日、袋井市や地元関係者との業務連絡
のため大学設置準備室袋井分室を設置し、6日には大学校舎の
起工式を執り行った。学園本部事務局が静岡県自動車学校本
館に移転したのも同月中のことである。

創立50周年　静岡北高の変化
　大学設置準備が進行していた1990（平成2）年は、当法人
の創立50周年という大きな節目の年でもあった。記念事業の
準備委員会が1987（昭和62）年6月に発足し、記念式典・イ
ベントの企画立案や記念出版物の資料収集、PRなどについて
準備を進めた。そして1990（平成2）年4月2日、静岡北高の
体育館で創立50周年記念式典を盛大に挙行した。例年のよう
に永年勤続表彰の受賞者が発表され、宇野紳七郎理事長が挨
拶に立った。

　静岡北高の入学式はその8日後の10日に行われ、新設した理
数科の第1期生37人を含む458人の新入生を迎え入れた。その
一方、翌5月の理事会・評議員会では、同校の自動車工学科と
工業技術科を普通科に統合することを可決した。
　静岡北高は創立以来、自動車工学科を中心に発展してきた
が、近年これと最も関係の深い自動車整備関連企業は2級整備
士の教育を行う専門学校への期待を高めており、事実上、当
校の3級整備士養成教育はその使命をほぼ終えていた。
　実際、前章で「転換期」と述べた1988（昭和63）年以後の3
年間、自動車工学科の卒業生で自動車整備関連企業へ就職し
た者は20％を大きく下回るようになっていた。一方、生徒や
保護者の専門学校への進学希望は予想を超えて高まってお
り、産業界では情報化・技術の高度化が急ピッチで進むこと
から、これらに対応できる人材の育成は急務となってきた。
　このため、当校の「職業教育」のあり方をいったん見直
し、専門学校4校との連携をいっそう密接にした特色ある普通
高校への脱皮が今後の社会からの期待に沿うことにつながる
と考えられた。そのためには従来の「自動車」というイメー
ジから脱却し、多様なニーズに対応できる柔軟な教育プログ
ラムを構築しなければならない。
　以後、静岡北高は理数科や進学コースを軸とした大学進学
のためのコース、さらには専門学校との連携による「高・専
一貫」による情報技術教育など、本学園ならではの幅広い
コース制を導入した「特色ある普通科」を設置する進学校へ
と変貌していくのである。
　なお、創立50周年記念事業の一環として1990（平成2）年8
月14日、当学園と県サッカー協会の共催による「日・独・伯
親善サッカー大会」を実施した。静岡北高に留学中のブラジ
ル人学生は同校サッカー部の中心選手となってもおり、近
年、静岡北高や星陵高で一般化してきた国際交流の幅をいっ
そう拡大した。とくに、星陵高ではオーストラリアの聖ヨセ
フ（ジョセフ）校（通称ナジー校）やキャノンヒル高校との
間で相互訪問が始まり、早期から国際交流を始めていた。

第2法人設置と理工科大の開学
　1990（平成2）年5月に開かれた理事会・評議員会で第2法人の
設置認可の本申請提出前の議案について決議され、続けて開かれ
た第2法人設立発起人会でその名称を「静岡自動車学園」、設置
校名を「静岡工科専門学校」（以下、静岡工科）と決定した。
　これにより、静岡産技の自動車科・自動車電子科・コン

ピュータ電子科の生徒は1991（平成3）年4月1日から静岡工科
に転学する。同時に、現在の「学校法人静岡県自動車学園」
の収益事業（自動車教習所・車両整備工場）は新法人「静岡
自動車学園」に所属することとなった。この第2法人の設置は
同年7月16日に認可され、同月21日に登記を行い、私立学校法
にもとづく静岡自動車学園の設置が完了した。
　これ以後、文部省の大学設置審議会専門委員による教員の
審査、さらには大学設置・学校法人審議会の袋井市での実地
調査などが行われ、12月21日、ついに文部大臣より理工科大
の設置とそれにともなう寄附行為変更の認可を受けた。そし
て従来の法人の名称が「静岡県自動車学園」から大学名に変
更され、ここに「学校法人静岡理工科大学」が誕生した。理
事長には鈴与株式会社の代表取締役社長を務める鈴木通弘氏
（現、同社代表取締役会長8代目鈴木与平氏）が就任した。
　また、12月21日に開かれた理事会・評議員会では新たに発
足する大学などのシンボルマークやカラーイメージなどを決
議した。シンボルマークのモチーフとされたのは大学名のイ
ニシャル「S」だった。
　ところがその4日後の12月25日、当学園に思いがけぬ訃報が
入った。学長をお願いしていた石原智男氏が同日急逝され、
残念ながら理工科大の開学を見ないまま没したのである。そ
のため当学園は同日から喪に服し、理事長による学園報の年
頭挨拶も中止と決定したのだった。
　深い悲しみとともに年が明け、正月を過ぎた1991（平成
3）年2月11日、この日から翌13日にかけて理工科大の入学試
験を実施し、その際、静岡や東京、浜松、名古屋に試験会場
を設置した。定員300人の小規模新設校ではあったが4000人
にのぼる学生が受験し、2次の3月24日（試験会場は静岡と浜
松）でも600人が応募した。理工科大の初代学長として、日
新製鋼株式会社副社長の久松敬弘氏が就任したのが同月12日
のことだった。
　そして1991（平成3）年4月10日、とうとう理工科大の第1回
入学式を挙行し、理工学部4学科の第1期生（合計372人）を迎
え入れた。
　開学した理工科大の教育理念は「広く産業の発展に貢献出来
る技術の修得とともに、その技術を正しく活用できる人格の陶
治」であり、これは、前身である学校法人静岡自動車学園から
継承した、学園建学の精神『技術者の育成をもって地域社会に
貢献する』のもと、教育基本法及び学校教育法に基づき「科
学・技術に関する学術を研究教授し、国際的視野と技術者とし
ての使命感を持った向上心溢れる人材の育成、及び実践的創造
的研究により社会に貢献する」ことを目的としている。以降、
取り巻く環境の変化に対応すべく多くのご意見を聴取しながら
検討を重ね、本学が到達すべき理想的な姿を包括した、「豊か
な人間性を基に、『やらまいか精神と創造性』で地域社会に貢
献する技術者を育成する」を理念としている。
　同年8月、学園報を創刊し、その名称を『SIST』とした。同
月30日には受験生のためのオープンキャンパスを実施し、翌
日には「国際性を持った人間とは？」と題して第1回静岡理工
科大学公開講座を催した。本学の教員200人ほどに市民も加
わって聴講し、当大学は開かれた大学づくりの第一歩を踏み
出した。11月2、3日には在学する1年生のみで準備を進めてき

た第1回大学祭を開催、ささやかなものではあったが天候にも
恵まれて大成功に終わった。
　そして同月22日、日本私立大学協会の理事会で当法人の加
入について審議され、同日付で承認された。その結果、当法
人は前記協会の中部支部に所属することになったのである。

高・専一貫教育
　1992（平成4）年4月22日、翌年に創立30周年を控えた静岡
北高は情報系専門学校志望者を対象とした2年間のダブルス
クールを開講し、いわゆる「高・専一貫教育」を開始した。
これは高校の基礎学力と専門学校の知識・技術を結びつける
もので、高校の指定休の土曜日や6時限終了後（放課後）など
を利用し、学園内の専門学校へ通学させる独自のシステムで
ある。静岡北高の所在地などを鑑み、このコースの対象とな
る専門学校は静岡産技と静岡工科である。
　この高・専一貫コースの内容は、①情報、②電子、③自動
車という3つの系統に分かれており、それぞれの概要は以下の
通りである。
①情報系：コンピューターソフト分野のスペシャリスト
（SE、プログラマー）の育成を目的とし、卒業生を情報処理
技術者として社会に送り出す
②電子系：コンピューターハード分野の設計・開発を行う技
術者の育成を目的とする。電子技術と情報技術を駆使できる
バランスの取れたエンジニアを社会に送り出す
③自動車系：カーエレクトロニクス分野のスペシャリスト育
成を目的とする。高度な自動車電装システムに対応できるハ
イメカニックを産業界に送り出す
　静岡北高の各志望者たちはダブルスクールでそれぞれの基
礎について学び、その後、専門学校へ進学して応用技術と知
識を習得することになる。
　この新たな教育プロセスは主に4つの特色を備えている。す
なわち、「実践的で最新の技術革新に対応した教育を提供で
きること」「生徒に明確な目的意識を持たせられること」
「ダブルスクールによって学ぶ場を変え、新鮮な学習意欲を
与えられること」「早期から高い技術と専門性を学ぶことに
より資格取得の幅を広げられ、合格率の上昇を期待できるこ
と」などである。1993（平成5）年7月21日付発行の『SIST』
には、学園内の大学・専門学校・高校の間の進学・編入学な
どの連携を示す概念図が掲載されている。
　この当時、グループ内のネットワークを応用した専門学校

や理工科大への進学が徐々に定着しつつあった。大学創立以
来の3年間（1994（平成6）年まで）で静岡北高と星陵高から
の理工科大進学者数は33人を数え、さらに増加傾向を示して
いた。また、高校部門から専門学校への進学者数は4校合わせ
て97人にのぼり、その翌年には北高の高・専一貫コースから
90人ほどが進学していた。
　同時期、星陵高は創立18年目で男女共学の導入に踏み切
り、森英恵デザインによる制服とも相俟って地域における学
校イメージを一新した。当初、男女共学は英数科のみの実施
だったが、1994（平成6）年度からは普通科でも実現し、創立
20周年にして完全な男女共学の高等学校となった。更に、社
会からのニーズに応えてCAI教室の設置や進学講座を実施する
とともに、国際交流の一環として留学生の受入や海外の学校
との姉妹校提携などにも力を入れていた。当時は正に、新学
習指導要領が実施された時期であり、国際化・情報化に則し
た教育への転換をさらに進めることとなる。そして1995（平
成７）年度からは星陵高でも新時代に求められる人材教育を
めざし、普通科に高・専一貫コースと国際文化コースを設置
し、1996（平成8）年度には、英数科に英数科総合コースを開
設した。星陵高ではこれらのコース新設を一つの大きなス
テップとし、同校の果たすべき役割を改めて認識するととも
に、以後の新たな学校運営につなげていこうとの方針を打ち
出した。なお、星陵高の高・専一貫コースは普通科情報コー
スと沼津情報とのダブルスクールであり、実施に先だって希
望する生徒42人が同校を見学するほど人気を博した。

専門学校の改革―情報化社会への対応
　80年代バブルが崩壊する一方、「IT革命」が始まる時期、
専門学校部門では多様化する教育や情報化の進む社会のニー
ズに対応し、以下のような変更・新設をした。
　1990（平成2）年に沼津情報で3年制の「システム研究科」を
開設し、同4年には静岡産技でOA科を「OAビジネス科」と改
称したほか、浜松情報でも「システム研究科」を新設してい
る。さらに1994（平成6）年度、静岡産技は「情報テクノ科」を
新設して高・専一貫コースによる進学者の受け皿とし、同7年度
には「コンピュータグラフィックス科」も新設した。浜松情報
ではOA科を「ビジネスクリエイト科」に改称、コンピュータ
デザイン科にコンピュータエレクトロニクス科を統合した。
ちょうど、文部省による専門士制度が始まった年である。静

岡・沼津・浜松それぞれに「マルチメディア科」を新設したの
もこの年から翌8年度にかけてのことで、同時期に発売された
Windows95をきっかけにパソコンとインターネットの普及が加
速し、多くのパソコンゲームが店頭に並んだ。そして同8年度、
静岡産技は「ゲームクリエイト科」を新設、翌9年度には沼津情
報が「ゲームインターフェース科」を設置した。
　一方、静岡産技が文部省より「インターネットを利用した
専修学校教育における実践的な開発研究」の委託を受けたの
がこの年である。これは同省が開催した第1回専修学校イン
ターネット教育開発協議会の決定によるもので、静岡産技を
含む委託校7校は3年間にわたって「教材の共同開発」「共同
授業」「インターネット活用方法」など、情報化社会に向け
た開発研究を進めることとなった。なお、同校にインター
ネットサーバーが立ち上げられたのも同年のことで、WWW
による情報発信や電子メールサービスがスタートした。
　一方、静岡文化が大きく変化したのも同時期である。1995
（平成7）年、同校は「ファッションとビジネスの学校」とし
て「ビジネスプランニング科」を新設したが、「魅力ある学
校」となるべく検討を重ねた結果、ファッション系2学科とデ
ザイン系3学科を設置する「デザインとファッションの学校
（総定員390人）」への転換を決定した。このため1996（平成
8）年から新校舎の建設を開始し、翌9年には校名を「静岡デ
ザイン専門学校」（以下、静岡デザイン）へ改めた（校舎は
同年6月に竣工）。県内高校生を対象とした「高校生プロダク
トデザインコンペ」の主催も同年から始まった。以後、地域
におけるデザイン専門学校のリーダー的存在としての認知度
を高め、在校生が技能五輪で入賞するなどメディアへの登場
機会も増加していくことになる。

（注）専門士制度…当学園の専門学校は「専門士」の称号付与が可能な学校に認定
されており、当該課程を修了した学生にこれを授与できる。

地域に開かれた理工科大大学院
　1993（平成5）年9月、理工科大の開学を記念し、教育棟の
中庭に彫刻「光の座」が寄贈された。作者は東京芸術大学教
授林武史、寄贈者は鈴与建設株式会社である。この月、当法
人は理事会の席上、大学院（修士課程）設置の方針を決議
し、1996（平成8）年4月の開設をめどに準備を進めることに
なった。設置準備の概略は以下の通りである。
　1994（平成6）年9月末の理事会・評議員会で大学院設置認
可申請手続の開始を決定。

　1995（平成7）年6月30日、文部省に「大学院理工学研究科
修士課程」の設置認可申請書を提出し、これが受理された。
これに先立つ同月7日、大学院の研究施設とするため既存の研
究実験棟の東側で増築工事を開始した。
　同年12月、文部省から設置認可が告知され、翌1996（平成
8）年4月、静岡理工科大学大学院修士課程を開設。高度な教
育修了者を社会に送り出すことを責務として大学院理工学研
究科（修士課程）を設置し、以下の2専攻で技術革新の時代に
望まれる学際的な技術者の養成をめざす。
①システム工学専攻：定員15人。システム制御や生産システ
ム、工学解析、電子システム、知能情報システムの各分野で構
成され、総合的なシステム工学に関する技術者を養成する。
②材料科学専攻：定員10人。物性物理や材料設計、材料化学、
電子材料の各分野で構成、種々の材料における物理・化学的基
礎教育に重点をおき、工学的応用についても教育する。
　開設初年度、システム工学専攻に10人、材料科学専攻に5人
が第1期生として入学した。システム工学専攻では「2.5ギガヘ
ルツの高性能アンプの理論的解明と作製」「ダクテッドファ
ン型VTOL垂直離着陸機の姿勢制御」ほかの研究が進められ、
材料科学専攻でも「シリコンの基板上でアルコールからダイ
ヤモンドをつくる」など特色あるテーマが研究された。これ
ら大学院の開設準備と並行し、全教職員の参加のもとに進め
たのが新カリキュラムの策定だった。こちらも大学院の開設
と同時に実施に移り、そのプロセスでいっそうの検討を加え
ていくこととなる。
　さらに2000（平成12）年以後、「地域に開かれた大学院」を
テーマに新しい大学院の構築をめざすこととなった。地域の有
能な人材を客員教員に招聘し、外部研究機関との共同研究やプ
ロジェクト研究も視野に入れる方針とした。もともと理工科大
は市民体験入学を毎年開催するなど「地域に開かれた大学」と
して開学した経緯がある。第1回卒業式から全国でも珍しい袋井
市民による「卒業生を送る会」が実施されてきたし、卒業生も
同市発展への祈念と感謝の気持ちを込めて愛野公園にプラタナ
スなどの植樹を続け、地域や市民との別れを惜しんできた。な
により、卒業生の8割以上が地元企業に就職しているのである。
　なお、大学院に経営科目群の授業を開講し、修士（技術経
営）の学位を取得できるようになり、学部3年生から入学可能
なスキップ入学による進学が始まったのが以上とほぼ同時
期、2001（平成13）年のことである。

理工科大の情報システム学科
　昭和60年代前半、18歳人口の一時的な増加期を迎え、日本
政府は大学進学率の上昇に対応するため臨時の定員増を認め
た。当法人の理工科大設立も同時期に当たっている。しか
し、この措置は1999（平成11）年度を期限とされており、多
くの大学が臨時定員の扱い（継続か廃止）に注目していた。
そんななか、1997（平成9）年1月の大学審議会の答申にもと
づき、その5割ほどを1999（平成11）年度から同16年度にかけ
て順次廃止していく方針が決定された。学校によっては臨時
定員が過半を占めることもあり、今後、多くの大学が少子化
時代に向けた体質強化に努めていくことになる。

　新設された理工科大に臨時定員はなかったが、同様な経営
環境に曝されることに違いはない。1997（平成9）年度の経営
方針において、大学における教育効果や採算性の向上をめざ
した将来構想を早急にまとめ、同11年度から実行に移す方針
が策定された。その結果、1998（平成10）年春までにまとめ
られた構想案が次の2つだった。
　①知能情報学科にコース制を設け、「情報システム学科」
へ改称すること。これにともなってカリキュラムを改変し、
同時に入学定員数を80人から140人に増やす。
　②物質科学科のカリキュラムを改変し、「物質生命科学
科」へ改称すること。これにともなって入学定員数を60人か
ら100人に増やす。
　文部省での事前相談を含めて検討を重ねた末、今回は②を中
止し、①のみを申請することとなった。その見通しは必ずしも
明るくはなく、大学の経営状態や計画の裏付けとなる財源など
も十分な状況とはいえなかったが、1997（平成9）年4月末に
「情報システム学科設置認可申請書」を提出。1998（平成10）
年12月、文部省から同申請が認可され、1999（平成11）年4月よ
り定員も140人に増えた学科としてスタートした。同学科に用意
されるコースは3つ。すなわち、コンピュータシステムコース、
ネットワークシステムコース、生命情報システムコースであ
る。この後、理工科大では、学部教育・大学院教育の検討、組
織運営改善、研究の活性化などと並行して「受験生減少への対
策」を検討していくことになるが、次項に述べる高・大一貫教
育、高校生のための公開実験講座などもその一環といえる。

高・大一貫教育―各部門の改革
　前項と同時期、当法人内の各部門でも少子化時代に向けた
改革を進めている。沼津情報では入学募集活動に力を入れ、
ダイレクトメール（DM）の工夫や体験入学の充実のほか、高
校の生徒と教諭への知名度アップに努めた。並行して教育内
容の充実も図り、星陵高との高・専一貫教育の好影響もあっ
て定員を上回る入学者を確保した。2000（平成12）年には静
岡産技とともにカリキュラムと学科編成の見直しを行い、両
校とも同14年度から新体制をスタートさせた。この間、静岡
産技は建築科を新設し、地域のニーズに応えると同時に教育
分野を拡大させた。同13年には国際的に有利な資格であるベ
ンダー試験も取り入れている。
　浜松情報でも沼津情報の事例を踏まえた生徒募集活動を開始
し、1999（平成11）年からコース選択のわかりやすさや自由度

向上、ターゲット層拡大などをめざして学科の再編成を行っ
た。同時にカリキュラム・職員組織の見直しや近隣高校との
ジョイント・スクール制構築も推進し、同13年、聖隷クリスト
ファー高校との高・専一貫教育を発足させた（法人間では県内
初）。さらに、浜松駅前に移転した同17年には、沼津情報とと
もに公務員コースや医療事務科を設置し、情報系・デザイン
系・ビジネス系という3分野のバランスをとった総合的専門学校
に生まれ変わった。高さ48.8m、北面総ガラス張りの新校舎は新
たなランドマークとしてアクトシティ浜松の東隣にそびえ、動
く歩道を備えた空中回廊でJR浜松駅と結ばれている。
　静岡デザインでもDMや高校訪問、体験入学ほか生徒募集に
力を入れ、2002（平成14）年ごろには高校1、2年生対象のガ
イダンスも実施するようになってきた。とくに同校では学生
の創作活動がそのまま同校の広報活動に結びつく効率のよい
運営が継続されており、定員を上回る学生を集めている。
　一方、高校部門では教職員それぞれの視野拡大や資質向上
をその中心テーマとした。その上で静岡北高では「各生徒に
目を向け、それぞれの自己実現を可能とする手作りの教育の
実現」をめざし、星陵高では「子どもと保護者の多様な価値
観に基づく個性重視の教育、さらには地域に密着した信頼度
の高い新たな学校づくり」を目標とした。むろん、法人内
ネットワークを活用した高・専一貫コースの存在は他校との
差別化に貢献しただろう。
　これら2校のうち、いち早く国際交流を充実させた星陵高は
地域の中堅進学校との評価を得るようになっていた。また、
実業高校から普通進学校へ転換した静岡北高は1997（平成9）
年度の時点で国公立大学への進学実績を学校史上最高とし、
2000（平成12）年には「国際コミュニケーション科」を開設
してさらなる教育環境の充実を図っている。そしてその翌13
年度、これら2高校と理工科大・同大学院とを結ぶ「高・大一
貫教育」（7～9年）をスタートさせた。ちょうど理工科大が
創立10周年を祝い、記念事業の一環であるクラブ棟を完成さ
せた年のことである。
　高・大一貫教育の議論は1999（平成11）年ごろから本格化
しており、社会現象ともいえる理科教育に関わる課題を端緒
としていた。すなわち、理科教育のつまらなさなどに起因す
る「理科離れ」「物理離れ」「技術教育の低レベル化」と
いった深刻な問題である。実際、国際比較でも日本児童の理
科における応用力低下が指摘されていた。これはとりもなお
さず「実社会を生きていくツールとしての理科教育を身につ

けていない」ことを意味したが、製造現場の技術者にとって
物理学的センスの習得は極めて重要といえた。
　以上の解決には学生数の確保と理科教育の質的向上が必須
だが、そのためには理科系志望の生徒を増やさねばならな
い。このとき浮上したのが「高・大一貫教育」の構想だっ
た。理科（とくに物理）の面白さを教えるには、大学教員が
高校で直接伝えるのが最も効果的だからだ。幸い、当法人は
これを実現できる環境を備えていた。こうして当法人では
「高・専一貫」に加えて「高・大一貫」による教育システム
を実施し、他校との差別化の強化と同時に理科教育の質的向
上を実現したのだった。
　他方、理工科大の物質科学科では1997（平成9）年から高校
生のための実験講座を開き、授業や受験勉強から離れて理科
の面白さを伝える取組もしてきた。高・大一貫教育を決定し
た同12年度からは機械工学・電子工学・情報システム・物質
科学の全4学科による全学規模の企画に拡大し、県内外の高校
から多くの生徒が参加するようになった。高・大一貫教育は
法人内での連携によって実現したが、全国でも例のない実験
講座もグループや県境を超えて高校生たちの心を捉え、その
成果を上げ始めている。

理科教育とSPP・SSH
　2002（平成14）年度、文部科学省は「科学技術・理科大
好きプラン」を開始した。目的は「児童生徒の科学技術・
理科に対する関心を高め、学習意欲の向上を図り、創造
性、知的好奇心・探究心を育成すること」であり、いわゆ
る“理科離れ”の対策事業に位置づけられる。その一角を
担うのがScience Partnership Program（SPP）であり、理
工科大（物質生命科学科）は2005（平成17）年度プログラ
ムに参加した。
　理工科大ではこれ以前から高校生や中学生、小中学校の教員
を対象とする実験講座などで同様な活動をしてきたが、今回
のSPPでは夏休み期間を利用して掛川西・掛川東の両高等学校
との教育連携講座を実施した。このとき取り組んだのは「環
境に優しい新素材」をテーマにした講義や実験だった。両高
校の生徒合計15人が参加し、今後の高・大連携に新たな道を
見いだした。参加した生徒からは、大学の雰囲気や電子顕微
鏡など未知の機器に触れた感想や環境問題に対する興味の深
まりなどの声が寄せられ、両高校とも同事業を再び行いたい
との希望を表明した。

　その後、文部科学省から成果報告の依頼があり、同年11月
12日、東京国際交流館プラザで開催されたSPP事業報告会
「理科大好きシンポジウム2005」でポスター発表を行った。
特設会場では参加17団体が説明用パネルを展示し、当校は実
験の内容やテクニック、現象など専門的な質問を多く受けた
ほか、県内高校の教員たちとの交流もでき、今後の高・大連
携に新たな道筋を開いた。
　一方、静岡北高においてSuper Science High School（SSH）
指定――これも「科学技術・理科大好きプラン」の一環である
――に向けた取り組みを始めたのがほぼ同時期だった。前述し
たSPPは大学や公的研究機関、民間企業などと教育現場との連
携推進事業だが、このSSHとは「（文科省による）科学技術・
理科・数学教育を重点的に行う学校」の指定を意味している。
SSH指定校は「理科・数学に重点を置いたカリキュラム開発や
大学や研究機関などとの効果的な連携方策についての研究を実
施」することになる。当然ながら、着実な実績をあげれば学校
の評価を上げ、他校との差別化を期待できるはずである。
　当時、静岡北高はすでに様々なプロジェクト展開による学校
改革が進行し、成果と提言を受けながら「オンリーワンの教
育」を積極的に社会にアピールしており、地域の中・高校関
係者たちに認知されつつあった。本格的にSSHの指定を目指し
文科省の求める条件の分析・検討を進め、最終的に研究概要
を「科学大好き人間を育てるためのプログラム研究」「学校
が地域への橋渡しを行い、地域全体に科学大好きを育成する
コネクト式授業の開発」の2つに絞り込んだ。この結果、平成
19年度に文科省から指定され、県内で3校目、私学では唯一の
SSH校となった。また、同年度の指定によって全国で101校が
SSH校となり、文科省の予定していた高校数（100校）を満た
した。これらSSH校の指定期間は5年間だが、年度ごとの成果
報告を義務づけられ、3年目に課される実績発表の審査を経て
残り2年の継続を決定される。静岡北高は1996（平成8）年以
来継続している巴川の水質調査などの活動をしてきた。SSH指
定後は全国の指定校が集まる研究発表会や科学連携シンポジ
ウム、東海地区SSHフェスタへ参加するなど、理数科を中心に
活動範囲を拡大させ始めた。その影響は早くも同年の体験入
学で顕著となり、参加した中学生やその保護者の関心がSSHや
理数科に集まる傾向を見せた。
　一方、この時期、学齢人口の減少は急速に進み始めており、
当法人内の各部門は安定経営に向けた分析や改革を急ピッチで
始めている。とくに危機感を強める理工科大と専門学校部門で
は新学部の開設や新たな教育分野への進出を計画していた。

ロジェクト」「浜名湖フラワーフェスタ」「メイド・イン・
静岡プロジェクト」ほか数々の企画・イベントで活躍し、近
年は学生の創作活動がそのまま広報活動に結びつく情報発信
型専門学校としての評価を高めてきた。今まで、ものづくり
産業に支えられる浜松地区にはデザイン分野の専門学校はな
かったが、生活を彩り豊かにする産業の充実が不要であるは
ずもなく、そこで活躍するプロフェッショナルを育成するの
がデザイン浜松の使命である。2008（平成20）年4月、デザイ
ン浜松は第1期生として21人（グラフィックデザイン科9人、
ファッションビジネス科12人）を迎え入れた。新設校とあっ
て今後の反響の有無などを心配した面もあったが、同年の体
験入学では40人を超える参加者を集め、翌21年4月、第2期生
として31人を入学させた。この年、デザイン浜松は浜松情報
との共同イベント「Creator's SUITE」で日頃の学習成果を発
表した。とくにファッションビジネスコース1年生は1年間学
んできたコーディネートの集大成としてファッションショー
を開催、ユニクロとのコラボも実現させている。
　一方、2008（平成20）年4月、静岡産技の新館内に新設した
のが静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校（以
下、エア・リゾート）である。翌21年6月に開港予定の富士山
静岡空港を見据え、国際エアライン科（2年）・国際トラベル
科（2年）・国際コミュニケーション科（2年）の3科7コース
を設置し、第1期生53人を迎えた。
　エア・リゾートの教育を特徴づけるのは航空機内等を再現
したリアリティの高い実習室、おもてなしの心を育むマナー
教育、そして各業界への知識を深める研修など数多い。卒業
生がめざすのは、フライトアテンダント、グランドスタッ
フ、ツアープランナーなどで、航空・旅行業界も含め、さま
ざまな職種におよぶ。そのため、エア・リゾートでは必須の
英語のほか、韓国語・中国語授業にもネイティブ講師を揃
え、ハイレベルな語学教育を実現した。9月には株式会社フジ
ドリームエアラインズ（以下、FDA）や静岡エアポートサー
ビス株式会社（現：株式会社エスエーエス）の企業セミナー
を実施し、11月には理工科大とともに「静岡空港フェスタ」
に参加し地域活動にも貢献した。
　翌21年2月には国際トラベル科の学生たちが、ツアーコンダ
クターには必須の資格である「国内旅程管理研修」を受講
し、全員が試験に合格した。同年4月には第2期生69人が入学
した。開校2年目として真価の問われる年度だったが、早くも
国際エアライン科の学生2人がFDAから客室乗務員として就職
内定を得た。

　こうして新設2校はスタートしたが、この時期「大学全入時
代」の到来にそなえ、当学園の専門学校部門では独自の5カ年
中期計画を策定し、企業ニーズに則した即戦力型の人材を育
成するカリキュラムの構築を早急に進めることとなった。

中・高一貫教育
　当学園では2003（平成15）年ごろから星陵高を中心に
「中・高一貫教育」の検討を始めたが、静岡北高で具体化し
たのは同19年のSSH校指定以後である。同事業を生かした中・
高一貫教育の検討を進め、やがて中・高・大一貫教育までを
視野に入れた。中学生から学習意欲の醸成を図り、高・大一
貫教育の実を挙げることが目的の一つである。
　種々の検討の結果、静岡北中学校（以下、静岡北中）は静
岡北高併設の中学とし、男女共学で学則定員は60人（3学年で
180人）、その教育理念を次の3つとした。
1）心豊かな倫理性の育成
2）科学的思考力・分析力の育成
3）コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力の育成
　また、教育方針を「6カ年の計画的な教育活動をもって幅広
く深い教養と高い知性を育み、21世紀の時代を強くたくまし
く生き抜くための能力（＝キーコンピテンシー）を育成する
教育を実現する」とし、まずは新設校として中堅クラスの進
学校を目指した。同時に同年度から県が進める理数教育の推
進「ニュートンプロジェクト」に沿い、その方針を上回る教
育をめざす中学とする方針とした。これに先だって校舎の改
修工事も実施し、静岡北中学校は2010（平成22）年4月に開
校、入学者選抜に合格した第1期生40人を迎えた。入学式当
日、森竹鍵治校長は中・高一貫教育の目標について「地球社
会の一員として活躍できる人間を育てる」ことと述べ、「第1
期生という誇りを胸に6年間努力しましょう」と結んだ。
　一方、2009（平成21）年度に創立35周年を迎える星陵高で
は、同20年から「輝け星陵☆スターヒルプラン」と題した教
育体制の改革を始めた。この中期計画では、①キャリア教育
の構築・進学実績向上、②中・高一貫教育の確立、③教職員
の資質向上、④高・大、高・専一貫教育の改革、⑤新校舎建
設と学習環境の整備、という5項目のテーマを掲げている。
　このうち、②で新たに併設する星陵中学校（以下、星陵中）
の学則定員は静岡北中と同じく60人。星陵高との一貫教育のた
め6年間の教育プログラムを構築する。とくに国語・数学・英
語に重点をおき、新たな感性・理性を育む「美育」の充実を図

ることとした。そして、ハード面での中学生受け入れ準備とし
て、⑤の新校舎建設を決定し、2009（平成21）年10月に起工し
た。建設場所は現旧校舎南側のAグラウンドに決定、中庭を有
するロの字型の4階建校舎が2011（平成23）年1月に完成した。
この間、数回にわたって学校説明会を実施し、中・高一貫教育
の設置校のない地元からの期待を多く集めた。同年４月には、
星陵中学校が開校し、新入生61人が入学した。入学式当日、坪
井正明校長は「知・徳・体・美」それぞれのパネルを掲げ、星
陵中の4つの教育について語りかけた。

専門学校本部の設置―中期計画に沿って
　2009（平成21）年度、専門学校部門は5カ年の中期計画を策
定し、これに沿ってカリキュラムの改編や学科の新設などを
強力に推進した。並行して同部門はグループとしての活動を
始め、企画調査室専門学校担当を静岡産技に置いた。これ以
後、デザイン浜松（2011（平成23）年から浜松デザインカ
レッジ〈以下、浜松デザイン〉）とエア・リゾートに続いて
2011（平成23）年には主に東南アジアからの留学生を対象に
浜松日本語学院を新設した。留学生に日本語教育を行うこと
で日本の高等教育機関への進学や地元企業への就職に寄与
し、ひいては地域社会発展に貢献することが目的である。こ
れで同部門は7校で構成されるようになった。
　同時期、沼津情報は「公務員科」や「こども医療保育科」な
どを増設して「沼津情報・ビジネス専門学校」（以下、沼津情
報・ビジネス）に改称（同22年）し、浜松情報でも「こども医
療保育科」（同26年から「こども保育科」）を新設している。
静岡産技は同23年4月から医療事務科と専門学校部門では初の4
年制学科「みらい情報科」の新設を決定した。後者は大学院へ
の進学も可能な「高度専門士」の称号を取得できる学科で、プ
ログラム力とシステム開発力の育成を柱にネットワーク・デー
タベースの知識を兼ね備えた高度な情報処理技術者の育成を目
的とする。さらに翌24年度には「CG・アニメーション科」「メ
ディアクリエイション科」を新設、エア・リゾートも「国際交
流科」を新設した。これらの間、当然ながらカリキュラムの改
善や定員の変更なども進行していった。
　この2012（平成24）年度から企画調査室専門学校担当は法人
本部内に移動したが、同26年度には部門のスケールメリットを
生かした運営を円滑に進めるため直属の専門学校本部を設置す
ることになった。主な機能は以下の3つである。
①7校の運営の全データを集約し、随時確認可能な状態に管理・
整理する
②本部長の判断のための情報を基礎データから作成する
③広報・就職担当と連携し、アンケートなど課題解決のための
情報を収集・集積する
　また、専門学校本部長のもとに、校長ミーティングや分科
会、改革委員会を設置し、事務局を静岡産技の会議室に置い
た。こうして専門学校部門は新たな体制に移行し、そのもとで
第2次3カ年中期計画の達成をめざすこととなった。
　同計画では専門学校部門全体として横断的・総合的に対応す
る教員力の結集と高度化を進め、県東部・中部・西部に展開
する学科群のカリキュラムの統一による教員・教育の質の標

準化を図る。これを基本として“10年後の姿と目標”を「静
岡ドリームカレッジ構想」とした。すなわち、核となる学科
群と高度な専門教育学科を静岡（中部）に配置し、その上で
県内に広くニーズのある学科を沼津（東部）、浜松（西部）
に展開する計画である。
　この時点ですでに浜松地区では駅前の新校舎に3校が入ってお
り、2016（平成28）年4月にはJR沼津駅近くに新校舎の建設が予
定されている。沼津の新校舎には沼津情報・ビジネスが移転
し、翌29年には沼津日本語学院を新設する予定となった。ま
た、中部地区では2024（令和6）年ごろをめどに、静岡市葵区御
幸町の再開発ビルへ移転・集約させる計画を進めている。

第2次中期計画から第3次中期計画へ
　中学・高校部門は2013（平成25）年度から第2次中期計画を
進め、星陵高ではスターヒルプランの「ザ・ネクストステー
ジ」として「国際社会のなかで協調性を兼ね備えた日本の
リーダー・世界のリーダーとなり得る人材の育成」をめざし
た。すなわち「確かな知・使える英語・異文化理解・リー
ダー性」の4つの能力の開発である。地域における評価は年々
向上し、2015（平成27）年の入試では英数科の志願倍率が5.7
倍と県内3位の高倍率（県内私学の平均は2.7倍）となった。
　一方、静岡北高は2012（平成24）年度から2期目のSSH指定校
となり、その2期目からは完成年度を迎えた静岡北中と合わせた
6年一貫のSSHとして活動を始めた。静岡北中ではサイエンス・
スタディ・ゼロ（SSZ）と名づけたSSH活動への準備トレーニ
ングを開始し、インセンティブ・レクチャーやサイエンスコ
ミュニケーション、環境調査ほかの活動で理科学的能力を養っ
た。この時期、静岡北高はコアSSH校に指定され、国内外の学
校との合同研究や国際舞台での発表機会を多く得ている。これ
らはいずれも同活動に厚みをもたらし、他方で「SSH事業の教
材化・テキスト化」など将来につながる課題も浮上させた。
　こうして両高校とも独自性と教育目標を明確にし、同時に
進学校としての実績も積み上げてきた。国公立大学や難関校
への合格率は向上し、県内私学ではトップクラスとなった。
　2017（平成29）年度から学園は第3次中期計画に進み、「学
生・生徒の主体性の育成や地域に密着した産学連携教育・研
究活動」「一貫教育の深化と拡大」「国際連携の強化」「部
門ごとのブランドイメージの明確化」などについて重点的に
取り組むこととなり、同時にアメニティ充実や国際化、新分

野・学科設置の検討なども進めることとした。
［静岡理工科大学］
　すでに理工科大では2013（平成25）年以後に地域連携を深
め、袋井市や静岡県など地域との提携を強化し、翌26年には
「産学官連携フォーラム」を「地域創成フォーラム」へと進
化させた。そして同29年度からは1級・2級建築士、木造建築
士の受験資格を取得できる「建築学科」を新設した。同学科
は地域からの高いニーズに応えるもので、県内では初であ
る。これに合わせ、2017（平成29）年3月に同学科の新校舎
（愛称、えんつりー）の建設を開始した。
　また、当大学は「人間力」醸成の一つとして「グローバル
人材」の育成を掲げ、「日本・アジア青少年サイエンス交流
事業（さくらサイエンスプラン）」への参画や海外協定校と
ともに、もの・ことづくりを行う「一般PBLプログラム」、
「特色PBLプログラム」（PBL：問題解決型学習）も始めた。
今後はさらに海外大学との交流を拡大・活性化し、「研究
力」向上をめざす予定である。
［中・高校部門］
　中・高部門では各教室にWi-Fi環境を整備してタブレットを
活用したICT教育を行い、並行して国際化や高・大一貫教育の
強化や学科・コースの再編を検討する方針とした。
　星陵中学・高校では2016（平成28）年に新しい学びの形
「SEIRYO style」を掲げた。高度な専門性を兼ね備えた教師
陣による授業で確固たる学問の土台を築き、ICT機器を活用し
たアクティブラーニングで生徒主体の行事を展開する。ま
た、海外姉妹校と連携したグローバル教育をいっそう拡充さ
せることとし、英数科グローバルコースの開設を検討する。
以上により、自ら自分の未来と世界の明日を切り開く能力を
備えた「国際社会で活躍できる日本のリーダー、世界のリー
ダーの育成」をめざすこととなった。
　静岡北中学・高校はSSH事業を核としたPBL型教育やグローバ
ル教育を推進し、「国際社会で活躍できる理数系・科学系のリー
ダーの育成」を目標に掲げた。すでに同校はSSH校として独自の
取り組みを定着させつつあり、これが地域からの評価を押し上げ
ている。また、グローバル人材育成についても充実させ始めてお
り、オーストラリアの提携校との交流授業やホームステイ、台湾
の南新国民中学校との国際文化交流授業を行っているほか、毎年
の夏には中高生のための国際科学技術フォーラム「静岡北・ユー
ス・サイエンス・エンジニアリング・フォーラム」（SKYSEF）
を開催し、国内外から数多くの参加者を集めている。
［専門学校部門］
　グループとしての活動を強化する専門学校部門でも国際化や

新分野・学科の検討、教育改革を推進し、並行して西部地区の
運営を見直すこととなった。すなわち、浜松情報と浜松デザイ
ンの学生募集や教務運営の一体化および両校統合、さらには2019
（令和元）年度に始まる浜松情報と浜松日本語学院との連携に
よる「介護人材育成プログラム」である。同3年度には連携を海
外にも拡大し、母国で同分野の専門教育を受けた留学生を受け
入れ、日本での国家資格取得と就職を目標とする予定とした。
　東部地区では2017（平成29）年4月に沼津日本語学院を開校
し、浜松日本語学院とともに国際交流を充実させ、同年設立
の「留学生支援の会」とともに地域発展に貢献していく方針
となった。これにともない、同校卒業生の受け入れ学科の新
設についても計画を進めていく。
　また、静岡産技に「こども保育科」を、浜松情報に「国際介
護福祉科」を新設し、加えて介護福祉系学校を静岡産技校舎内
に新設する案について検討を始めることになった。さらに部門
全体の資格取得率を上昇させるため、前年比5％の向上をめざし
て指導法の改善も推進する。静岡デザインでは「静岡から日本
へ、世界へ」をコンセプトに活動フィールドをさらに拡大させ
る方針とし、今後はよりグローバルな視点に立ったデザインを
考え、「SDGs（持続可能な開発目標）」「知的財産権」といっ
た国際社会の共通目標についての理解も深めていく。また、エ
ア・リゾートでは専門的な英会話力の強化をめざし、企業と連
携した「オンライン英会話」を導入した。今後はその専門性を
高めるため、ICTを活用した語学学習・専門学習教材の開発と
導入を進めていくことを検討している。
　以上を統括する法人本部では広報活動の展開や設備投資計
画の立案を進める一方、人材育成マップにもとづく教員採
用・教育を実施し、キャリアパスによる人員配置を進める。
同時に拠点間のネットワーク構築と基幹サーバ・共有スト
レージのデータセンターへの移管を実施するほか、業務の効
率化や事務組織の見直しと改組を推進することとなった。
　なお、第3次中期計画満了（2021（令和3）年）までに予定
される主な設備投資（建設）は、理工科大の第2クラブハウス
とグラウンド整備、星陵中学・高校の新体育館、静岡北高の
新体育館、静岡北中の中学校校舎、専門学校部門の宮前町小
校舎などである。

未来に向けて
　現代は少子高齢化と同時にグローバル化・国際化・ICT・人
工知能やロボット技術・宇宙開発技術も急速に発展し、社会
の変化を見通せない時代となった。価値観や労働条件が多様
化する時代、政府は柔軟な労働環境のため働き方改革を推進
し、文科省は予測困難な時代に対応すべく高大接続改革を推
進している。当学園もこれら時代の変化や改革に対応しなが
ら、自らの将来を決める大切な時期を迎えていた。そして平
成最後の年、当学園は創立80周年と新法人設立30周年に向け
た施策のポイントとして「一体感醸成」を掲げ、「中国研修
旅行」と「SIST交流研修会」を実施した。
　前者の対象は当法人の事務系職員で、総勢95人が訪れたのは
40年前に経済特区とされた深圳市。海外企業の下請け工場のな
かから世界的通信メーカーなどを誕生させた地域振興のモデル

地区である。急速な人口増加にともなって大学をはじめとする
高等教育機関も増え、現在では国内大学と海外大学が共同運営
する学院の設置も進む。当学園の職員たちはこの著しい経済・
技術の成長や変化のエネルギーを肌で感じ、深圳大学で実施さ
れている教育モデルや先端施設、さらには全世界の大学ランキ
ングを指標とした成長・経営戦略を目の当たりにした。
　一方、SIST交流研修会は学園の全職員を対象とした。互い
に仲間意識をもち、これを深めることで学園全体の力を生み
出し、すばらしい結果をもたらそうとの願いをこめた研修会
である。当日、（株）麻生キャリアサポートの福澤仁志常務
取締役の「必要とされる学園・学校であるために～他校に学
ぶ～」と題した基調講演では他校の事例を知る貴重な機会を
得て、続いて行われたグループディスカッションでは部署を
超えて互いの意見や希望を語り合う場を初めてもった。
　閉会後、「業務と法人経営のつながりを感じられた」
「キャンパスの移転・校舎改築など、なぜその時期に、どの
ように行ったかがわかる」「グループ経営状況が理解でき、
入学者確保の重要性を認識した」など、将来を見据えたすば
らしい感想が多く寄せられた。本学園の職員たちは「人を知
り、人と語る」経験により「学園には多くの仲間がいる」と
いう認識とともに一体感を共有し、創立80年という大きな節
目となる令和の時代を迎えたのである。
　2019（令和元）年12月、中国・武漢を発生源とする新型コロ
ナウイルス（COVID-19）は、瞬く間に全世界に感染が拡大
し、2020（令和2）年12月末現在、世界の感染者数は8270万余
人、死者は180万余人に上っており、人の移動が制限されたこ
とにより、失業者の増加、GDPの減少など、リーマンショック
を上回る社会・経済に深刻な影響を全世界に及ぼしている。今
後、ワクチンや治療薬が普及しない限り本格的な人の移動は回
復せず、当面不景気が続くものと予想されている。本学園にお
いても2020（令和2）年の卒業式や入学式も全体を集めての開
催は見送られ、例年とは様変わりの様相を呈した。また、授業
は3密を避けるため一部遠隔授業が行われたり、事務職員にお
いては在宅勤務を余儀なくされたが、実際、遠隔授業や在宅勤
務を実施してみると意外とスムーズに実行できる部分もあるこ
とが判り、コロナ後の教育の在り方や業務処理の遂行方法な
ど、従来の常識が通用しないニューコロナの時代を迎えてい
る。また、今後、AI、ICTの劇的な進展による第4次産業革命
の時代を迎える中で、本学園はどのような方向に向かうのか。
2022（令和4）年度より始まる第4次中期計画が開始されるが、
その指針となる5年後、10年後の学園全体のあるべき姿を、現

在若手職員を中心に議論しており、これをもとに長期ビジョン
を策定する予定である。
　JR静岡駅北口の一等地である静岡市葵区御幸町・伝馬町再開
発ビルに、2024（令和6）年4月開校を目指して「御幸町キャン
パス」を設置する予定である。これは、県内唯一の理工系総合
大学を含む多種多様な13の学校を有する静岡理工科大学グルー
プだからこそできる方法で、静岡の更なる活性化に貢献するも
のである。そのコンセプトは、「多くの人が往来し、集い、め
ぐり逢い、共に学び共に考え刺激し合って、共に成長する、そ
して、“ひと”“もの・こと”“まち”の未来を切り開いてい
くフィールド」である。その主な機能は、
①静岡理工科大学サテライトラボ
　社会人へのAI・データサイエンス教育、小学生を対象とし
た「お理工塾」、中高生を対象としたワークショップによる
理工系分野への興味喚起、住民・企業・行政とともにワーク
ショップや研究会の開催による地域課題の解決
②地域協働センター
　地域ニーズ・地域課題と本学園のシーズをつなげるフォー
ラム・セミナーの開催、社会ニーズを受けたリカレント教育
③同窓生サイト
　全国各地で活躍する卒業生同士のビジネスマッチング、卒
業生と県内企業による異業種交流会
④静岡デザイン専門学校
　綜合デザイン専門学校としての地位を確立し、都市部への流
出から静岡への回帰、グループ専門学校・地元企業と共同で、
小中高生を対象とした職業体験イベントの開催等である。
　この御幸町キャンパスを学園のランドマークとし、「フェ
アでオリジナリティの高い教育・研究活動を通じて地域社会
に貢献し、学生・生徒と共に継続して成長し続ける総合学
園」を目指していく。
　1940（昭和15）年の創立以来、長い歴史を積み重ね、現在の
当学園は13におよぶ学校を擁している。それらの基幹ともいえ
る理工科大は2011（平成23）年に20周年を迎え、2021（令和3）
年には新法人ともども30周年を迎えようとしている。この大学
と一貫教育を進める2校の高校のうち、静岡北高は2020（令和
2）年時点で創立から57年を、星陵高校も45年を積み重ねた。
　専門学校部門も歴史を重ねるなかで、高校との一貫教育を
充実させてきた。浜松・沼津の両日本語学院や浜松デザイ
ン、エア・リゾートなど、時代のニーズに対応した新しい学
校がある一方、かつて静岡県自動車学校の整備科としてス
タートした静岡産技は創立から64年の校史を綴る伝統校と
なった。同様に沼津情報・ビジネスは37年、浜松情報は35年
が創立から経過し、2017（平成29）年に創立90周年を祝った
静岡デザインも合併から36年を数える。
　そして今、当学園の全教職員が一体となり、来たるべき100周
年に向けて新たな歴史を刻み始めた。若手教職員はより経験を積
んで一人前になるべく若々しい抱負を掲げ、中途採用の教職員は
これまでの経験を基礎にさらなるステップアップをめざす。中堅
以上の幹部教職員は法人全体を俯瞰し、グループの発展と次世代
への継承を視野に入れている。これら教職員の全てがその心に刻
むのは、80年の昔、創立者たちが掲げた「技術者の育成をもって
地域社会に貢献する」という建学精神にほかならない。

サイエンス パートナーシップ プログラム

スーパー　　 サイエンス　　　 ハイ　　　スクール

進展期 総合学園としてグローバル化が進む
社会の人材育成へ。4 2008（平成 20）年～

東日本大震災やスマートフォンの普及、日本の労働人口の減少、グローバル化の加速など、社会の構造や
価値観が変わっていく時代。静岡理工科大学の総合情報学部の開設や静岡インターナショナル・エア・
リゾート専門学校、静岡デザイン専門学校浜松校の開校など、グループの拡大が続く。沼津情報・ビジネ
ス専門学校への校名変更、静岡北中学校、星陵中学校の開校、浜松日本語学院、沼津日本語学院の開校な
ど、総合学園に向かってさらなる進展を遂げる。

平成20年度浜松情報専門学校・静岡デザイン専門学校浜松校入学式　2008（平成20）年

静岡北高等学校「巴川水質調査」気温測定や採水方法等について上級生が下級生に
指導する様子　2008（平成 20）年

高・大一貫（連携）教育始まる
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当法人にとって2008（平成20）年はさらなる発展に向け、着実
に歩み出した節目の年である。同19年度に定員割れとなった理
工科大や経営面に危機感を強める専門学校部門では周到に準備
してきた改革を実行に移した。ただ、学齢人口の減少に加えて
児童・生徒の理科離れも進み、今後も当法人にとって厳しい状
況が続く。当法人は改めて建学精神に立ち返り、グローバル化
を急速に進める情報化社会のニーズに応えるべく教育改革とグ
ループ内連携をいっそう強化することになる。

理工科大の2学部制発足
　2008（平成20）年4月、理工科大は情報システム学科を改組
し、「総合情報学部」を開設し、コンピュータシステム学
科、人間情報デザイン学科を設置した。
　この前年2月、理工科大は半年間にわたる定員確保に向けた
議論の末に3項目の目標をまとめ、達成のための中期計画（5
年間）を策定した。その3項目とは、「社会に必要な技術者を
一人ひとりていねいに養成して世に送り出している大学であ
ることの評価が社会の中で確立している大学」「小規模でも
ダイヤモンドのように光る大学力を有する大学」「地域にな
くてはならぬ存在感のある大学」である。これらを踏まえ、
理工科大は360人以上の入学者を確保し、卒業生と就職先企業
が大きな満足を得ている大学をめざすこととなった。そのた
めの戦略を以下の2つとした。
①多様化する学生それぞれに十分な専門能力と社会人として
の基礎力を与え、学生が満足する進路を実現することで大学
のブランド力を確立すること。
②本学に地歩のある新たな教育分野に進出（強化）すること。
　①の第1歩としてめざしたのが「モノから入る教育」であり、
大学全入時代を見据えた「学生中心の大学づくり」である。
　さらに「進化」をキーワードに実施したのが2学部制への移
行だった。こちらは戦略②にあたる。新学部設置の目的は本
学独自の文理融合の構築で、文理の境界で研究成果を出して
いる教員はこれに参画することとなる。
　また、機械工学科に「航空工学コース」を新設した。航空
機は新素材の塊であり、生命科学科で新素材と取り組む教員
は同学科との相乗効果を期待される。
　物質生命科学科では「食品化学」を強化する方針をとっ
た。総合情報学部で心理・神経系の研究に取り組む教員は味

覚や嗅覚などへの展開を考え、本学の食品化学を育てる努力
をすることになる。
　次に電気電子情報工学科を「電気電子工学科」へ改称し、「光
応用・電子デバイスコース」を新設した。ここでは食品化学や航
空工学の分野で利用可能なセンサーの開発研究を進めていく。
　これ以後、理工科大では上記のごとく「ベクトルを束ねて
進む」方針とし、学部や学科の境界を越えて相互に連携・協
力しながら共通する方向性を打ち出していくことになった。
それによって外部に本学の強みを見えるようにし、経営の安
定化につなげていく計画である。さらに全学部・全学科で高
校の教諭第1種免許を取得できる教職課程を設置し、建学精神
の発揚・実現もいっそう強化した。
　これら努力の結果、2008（平成20）年4月の入学者数は編入学
生などを含めて358人（大学院入学者を加えた場合374人）、翌
21年には376人（大学院入学者を加えた場合381人）となり、そ
のなかには中国や韓国からの留学生3人も含まれていた。

静岡デザイン浜松校と
静岡インターナショナル・エア・リゾート
専門学校の新設
　静岡デザイン恒例の「高校生デザインコンペ」が11年目を
迎え「デザイン・ア・ラ・モードコンペティション」に発展
進化した2008（平成20）年、静岡デザイン浜松校（以下、デ
ザイン浜松）を新設、開校した。所在地はJR浜松駅前の浜松
情報の校舎内である。
　静岡デザインは前記イベントのほかにも卒業制作展の「デ
ザイン・ア・ラ・モード」をはじめ「静岡ブランディングプ

大学設置に向けて
　「昭和62年に文部省へ大学設置について打診したところ
“可能性あり”との印象を受けた」
　これは創立50周年記念式典で宇野紳七郎理事長が述べた挨
拶の一節である。
　静岡県自動車工業高等学校（現、静岡北高等学校）の創立
当時、当法人は将来における大学設立の方針を再確認してい
た。しかし、昭和50年代以後、政府が大学新設について抑制
的な政策をとっていたこともあり、断念せざるを得ない状況
が続いていた。
　ところが1986（昭和61）年から1992（平成4）年までの期
間、文部省は18歳人口の増加を踏まえ、大学の収容能力を増
大させる方針をとった。これが大学設置の可能性を探った背
景である。当学園はその“好印象”を受け、翌63年2月の理事
会・評議員会の席上、「大学設置構想」について改めて話し
合いをもつこととなった。
　その際、議論された主な内容は学園の経営安定化と教育環
境の整備についてである。すなわち、近い将来、高等学校で
定員割れが必然であること、大学の設置によって対象とする
年齢層を弾力的に拡大できることである。定員割れの原因は
学齢層の人口減少であり、これは教習部門もほぼ同じ立場と
なるだろう。さらに、時代のニーズに的確に応えられる教育
環境を構築するには、大学を核とする体制づくりが不可欠と
の結論も得た。
　これらの審議の結果、4月1日から大学設置準備室を開設
し、大学設置準備委員会を発足させた。同委員会が計画の進
行状況を報告したのが約3カ月後のことである。
　設置場所については県内10カ所の候補で検討を進め、並行し
て自治体と接触してその意向を確認してきた。7月中旬には2カ
所まで絞りこみ、最終的に経済的な協力を申し出てきた袋井市
に決定した。ただし、この時点では同市の意向を尊重し、公式
発表をしないことになっていた。翌8月、大学教授を構成メン
バーとして全般的な問題を審議するための専門委員会を設置
し、大学設置の基本構想やカリキュラムの決定、教員候補者の
選考のための活動を開始した。同年末には大学名を「静岡理工
科大学」（以下、理工科大）と決定。学部として理工学部を設
置し、機械工学科、電子工学科、知能情報学科、物質科学科の4

学科（定員合計300人）を置くこととなった。
　1989（平成元）年1月、当初から助言を受けていた東京大学
名誉教授石原智男氏より、初代学長就任について内諾を得
た。7月には第1次設置認可申請と設置にともなう寄附行為変
更申請を文部省に提出し、12月15日、同申請を認可された。
その間、6月から校地の造成を開始し、11月には新たに第2法
人の設置認可申請書を県知事に提出した。これは教習部門と
自動車産業に関する教育部門を第2法人に移し、従来の法人に
大学を中心とする教育体制を構築するためである。
　1990（平成2）年2月1日、袋井市や地元関係者との業務連絡
のため大学設置準備室袋井分室を設置し、6日には大学校舎の
起工式を執り行った。学園本部事務局が静岡県自動車学校本
館に移転したのも同月中のことである。

創立50周年　静岡北高の変化
　大学設置準備が進行していた1990（平成2）年は、当法人
の創立50周年という大きな節目の年でもあった。記念事業の
準備委員会が1987（昭和62）年6月に発足し、記念式典・イ
ベントの企画立案や記念出版物の資料収集、PRなどについて
準備を進めた。そして1990（平成2）年4月2日、静岡北高の
体育館で創立50周年記念式典を盛大に挙行した。例年のよう
に永年勤続表彰の受賞者が発表され、宇野紳七郎理事長が挨
拶に立った。

　静岡北高の入学式はその8日後の10日に行われ、新設した理
数科の第1期生37人を含む458人の新入生を迎え入れた。その
一方、翌5月の理事会・評議員会では、同校の自動車工学科と
工業技術科を普通科に統合することを可決した。
　静岡北高は創立以来、自動車工学科を中心に発展してきた
が、近年これと最も関係の深い自動車整備関連企業は2級整備
士の教育を行う専門学校への期待を高めており、事実上、当
校の3級整備士養成教育はその使命をほぼ終えていた。
　実際、前章で「転換期」と述べた1988（昭和63）年以後の3
年間、自動車工学科の卒業生で自動車整備関連企業へ就職し
た者は20％を大きく下回るようになっていた。一方、生徒や
保護者の専門学校への進学希望は予想を超えて高まってお
り、産業界では情報化・技術の高度化が急ピッチで進むこと
から、これらに対応できる人材の育成は急務となってきた。
　このため、当校の「職業教育」のあり方をいったん見直
し、専門学校4校との連携をいっそう密接にした特色ある普通
高校への脱皮が今後の社会からの期待に沿うことにつながる
と考えられた。そのためには従来の「自動車」というイメー
ジから脱却し、多様なニーズに対応できる柔軟な教育プログ
ラムを構築しなければならない。
　以後、静岡北高は理数科や進学コースを軸とした大学進学
のためのコース、さらには専門学校との連携による「高・専
一貫」による情報技術教育など、本学園ならではの幅広い
コース制を導入した「特色ある普通科」を設置する進学校へ
と変貌していくのである。
　なお、創立50周年記念事業の一環として1990（平成2）年8
月14日、当学園と県サッカー協会の共催による「日・独・伯
親善サッカー大会」を実施した。静岡北高に留学中のブラジ
ル人学生は同校サッカー部の中心選手となってもおり、近
年、静岡北高や星陵高で一般化してきた国際交流の幅をいっ
そう拡大した。とくに、星陵高ではオーストラリアの聖ヨセ
フ（ジョセフ）校（通称ナジー校）やキャノンヒル高校との
間で相互訪問が始まり、早期から国際交流を始めていた。

第2法人設置と理工科大の開学
　1990（平成2）年5月に開かれた理事会・評議員会で第2法人の
設置認可の本申請提出前の議案について決議され、続けて開かれ
た第2法人設立発起人会でその名称を「静岡自動車学園」、設置
校名を「静岡工科専門学校」（以下、静岡工科）と決定した。
　これにより、静岡産技の自動車科・自動車電子科・コン

ピュータ電子科の生徒は1991（平成3）年4月1日から静岡工科
に転学する。同時に、現在の「学校法人静岡県自動車学園」
の収益事業（自動車教習所・車両整備工場）は新法人「静岡
自動車学園」に所属することとなった。この第2法人の設置は
同年7月16日に認可され、同月21日に登記を行い、私立学校法
にもとづく静岡自動車学園の設置が完了した。
　これ以後、文部省の大学設置審議会専門委員による教員の
審査、さらには大学設置・学校法人審議会の袋井市での実地
調査などが行われ、12月21日、ついに文部大臣より理工科大
の設置とそれにともなう寄附行為変更の認可を受けた。そし
て従来の法人の名称が「静岡県自動車学園」から大学名に変
更され、ここに「学校法人静岡理工科大学」が誕生した。理
事長には鈴与株式会社の代表取締役社長を務める鈴木通弘氏
（現、同社代表取締役会長8代目鈴木与平氏）が就任した。
　また、12月21日に開かれた理事会・評議員会では新たに発
足する大学などのシンボルマークやカラーイメージなどを決
議した。シンボルマークのモチーフとされたのは大学名のイ
ニシャル「S」だった。
　ところがその4日後の12月25日、当学園に思いがけぬ訃報が
入った。学長をお願いしていた石原智男氏が同日急逝され、
残念ながら理工科大の開学を見ないまま没したのである。そ
のため当学園は同日から喪に服し、理事長による学園報の年
頭挨拶も中止と決定したのだった。
　深い悲しみとともに年が明け、正月を過ぎた1991（平成
3）年2月11日、この日から翌13日にかけて理工科大の入学試
験を実施し、その際、静岡や東京、浜松、名古屋に試験会場
を設置した。定員300人の小規模新設校ではあったが4000人
にのぼる学生が受験し、2次の3月24日（試験会場は静岡と浜
松）でも600人が応募した。理工科大の初代学長として、日
新製鋼株式会社副社長の久松敬弘氏が就任したのが同月12日
のことだった。
　そして1991（平成3）年4月10日、とうとう理工科大の第1回
入学式を挙行し、理工学部4学科の第1期生（合計372人）を迎
え入れた。
　開学した理工科大の教育理念は「広く産業の発展に貢献出来
る技術の修得とともに、その技術を正しく活用できる人格の陶
治」であり、これは、前身である学校法人静岡自動車学園から
継承した、学園建学の精神『技術者の育成をもって地域社会に
貢献する』のもと、教育基本法及び学校教育法に基づき「科
学・技術に関する学術を研究教授し、国際的視野と技術者とし
ての使命感を持った向上心溢れる人材の育成、及び実践的創造
的研究により社会に貢献する」ことを目的としている。以降、
取り巻く環境の変化に対応すべく多くのご意見を聴取しながら
検討を重ね、本学が到達すべき理想的な姿を包括した、「豊か
な人間性を基に、『やらまいか精神と創造性』で地域社会に貢
献する技術者を育成する」を理念としている。
　同年8月、学園報を創刊し、その名称を『SIST』とした。同
月30日には受験生のためのオープンキャンパスを実施し、翌
日には「国際性を持った人間とは？」と題して第1回静岡理工
科大学公開講座を催した。本学の教員200人ほどに市民も加
わって聴講し、当大学は開かれた大学づくりの第一歩を踏み
出した。11月2、3日には在学する1年生のみで準備を進めてき

た第1回大学祭を開催、ささやかなものではあったが天候にも
恵まれて大成功に終わった。
　そして同月22日、日本私立大学協会の理事会で当法人の加
入について審議され、同日付で承認された。その結果、当法
人は前記協会の中部支部に所属することになったのである。

高・専一貫教育
　1992（平成4）年4月22日、翌年に創立30周年を控えた静岡
北高は情報系専門学校志望者を対象とした2年間のダブルス
クールを開講し、いわゆる「高・専一貫教育」を開始した。
これは高校の基礎学力と専門学校の知識・技術を結びつける
もので、高校の指定休の土曜日や6時限終了後（放課後）など
を利用し、学園内の専門学校へ通学させる独自のシステムで
ある。静岡北高の所在地などを鑑み、このコースの対象とな
る専門学校は静岡産技と静岡工科である。
　この高・専一貫コースの内容は、①情報、②電子、③自動
車という3つの系統に分かれており、それぞれの概要は以下の
通りである。
①情報系：コンピューターソフト分野のスペシャリスト
（SE、プログラマー）の育成を目的とし、卒業生を情報処理
技術者として社会に送り出す
②電子系：コンピューターハード分野の設計・開発を行う技
術者の育成を目的とする。電子技術と情報技術を駆使できる
バランスの取れたエンジニアを社会に送り出す
③自動車系：カーエレクトロニクス分野のスペシャリスト育
成を目的とする。高度な自動車電装システムに対応できるハ
イメカニックを産業界に送り出す
　静岡北高の各志望者たちはダブルスクールでそれぞれの基
礎について学び、その後、専門学校へ進学して応用技術と知
識を習得することになる。
　この新たな教育プロセスは主に4つの特色を備えている。す
なわち、「実践的で最新の技術革新に対応した教育を提供で
きること」「生徒に明確な目的意識を持たせられること」
「ダブルスクールによって学ぶ場を変え、新鮮な学習意欲を
与えられること」「早期から高い技術と専門性を学ぶことに
より資格取得の幅を広げられ、合格率の上昇を期待できるこ
と」などである。1993（平成5）年7月21日付発行の『SIST』
には、学園内の大学・専門学校・高校の間の進学・編入学な
どの連携を示す概念図が掲載されている。
　この当時、グループ内のネットワークを応用した専門学校

や理工科大への進学が徐々に定着しつつあった。大学創立以
来の3年間（1994（平成6）年まで）で静岡北高と星陵高から
の理工科大進学者数は33人を数え、さらに増加傾向を示して
いた。また、高校部門から専門学校への進学者数は4校合わせ
て97人にのぼり、その翌年には北高の高・専一貫コースから
90人ほどが進学していた。
　同時期、星陵高は創立18年目で男女共学の導入に踏み切
り、森英恵デザインによる制服とも相俟って地域における学
校イメージを一新した。当初、男女共学は英数科のみの実施
だったが、1994（平成6）年度からは普通科でも実現し、創立
20周年にして完全な男女共学の高等学校となった。更に、社
会からのニーズに応えてCAI教室の設置や進学講座を実施する
とともに、国際交流の一環として留学生の受入や海外の学校
との姉妹校提携などにも力を入れていた。当時は正に、新学
習指導要領が実施された時期であり、国際化・情報化に則し
た教育への転換をさらに進めることとなる。そして1995（平
成７）年度からは星陵高でも新時代に求められる人材教育を
めざし、普通科に高・専一貫コースと国際文化コースを設置
し、1996（平成8）年度には、英数科に英数科総合コースを開
設した。星陵高ではこれらのコース新設を一つの大きなス
テップとし、同校の果たすべき役割を改めて認識するととも
に、以後の新たな学校運営につなげていこうとの方針を打ち
出した。なお、星陵高の高・専一貫コースは普通科情報コー
スと沼津情報とのダブルスクールであり、実施に先だって希
望する生徒42人が同校を見学するほど人気を博した。

専門学校の改革―情報化社会への対応
　80年代バブルが崩壊する一方、「IT革命」が始まる時期、
専門学校部門では多様化する教育や情報化の進む社会のニー
ズに対応し、以下のような変更・新設をした。
　1990（平成2）年に沼津情報で3年制の「システム研究科」を
開設し、同4年には静岡産技でOA科を「OAビジネス科」と改
称したほか、浜松情報でも「システム研究科」を新設してい
る。さらに1994（平成6）年度、静岡産技は「情報テクノ科」を
新設して高・専一貫コースによる進学者の受け皿とし、同7年度
には「コンピュータグラフィックス科」も新設した。浜松情報
ではOA科を「ビジネスクリエイト科」に改称、コンピュータ
デザイン科にコンピュータエレクトロニクス科を統合した。
ちょうど、文部省による専門士制度が始まった年である。静

岡・沼津・浜松それぞれに「マルチメディア科」を新設したの
もこの年から翌8年度にかけてのことで、同時期に発売された
Windows95をきっかけにパソコンとインターネットの普及が加
速し、多くのパソコンゲームが店頭に並んだ。そして同8年度、
静岡産技は「ゲームクリエイト科」を新設、翌9年度には沼津情
報が「ゲームインターフェース科」を設置した。
　一方、静岡産技が文部省より「インターネットを利用した
専修学校教育における実践的な開発研究」の委託を受けたの
がこの年である。これは同省が開催した第1回専修学校イン
ターネット教育開発協議会の決定によるもので、静岡産技を
含む委託校7校は3年間にわたって「教材の共同開発」「共同
授業」「インターネット活用方法」など、情報化社会に向け
た開発研究を進めることとなった。なお、同校にインター
ネットサーバーが立ち上げられたのも同年のことで、WWW
による情報発信や電子メールサービスがスタートした。
　一方、静岡文化が大きく変化したのも同時期である。1995
（平成7）年、同校は「ファッションとビジネスの学校」とし
て「ビジネスプランニング科」を新設したが、「魅力ある学
校」となるべく検討を重ねた結果、ファッション系2学科とデ
ザイン系3学科を設置する「デザインとファッションの学校
（総定員390人）」への転換を決定した。このため1996（平成
8）年から新校舎の建設を開始し、翌9年には校名を「静岡デ
ザイン専門学校」（以下、静岡デザイン）へ改めた（校舎は
同年6月に竣工）。県内高校生を対象とした「高校生プロダク
トデザインコンペ」の主催も同年から始まった。以後、地域
におけるデザイン専門学校のリーダー的存在としての認知度
を高め、在校生が技能五輪で入賞するなどメディアへの登場
機会も増加していくことになる。

（注）専門士制度…当学園の専門学校は「専門士」の称号付与が可能な学校に認定
されており、当該課程を修了した学生にこれを授与できる。

地域に開かれた理工科大大学院
　1993（平成5）年9月、理工科大の開学を記念し、教育棟の
中庭に彫刻「光の座」が寄贈された。作者は東京芸術大学教
授林武史、寄贈者は鈴与建設株式会社である。この月、当法
人は理事会の席上、大学院（修士課程）設置の方針を決議
し、1996（平成8）年4月の開設をめどに準備を進めることに
なった。設置準備の概略は以下の通りである。
　1994（平成6）年9月末の理事会・評議員会で大学院設置認
可申請手続の開始を決定。

　1995（平成7）年6月30日、文部省に「大学院理工学研究科
修士課程」の設置認可申請書を提出し、これが受理された。
これに先立つ同月7日、大学院の研究施設とするため既存の研
究実験棟の東側で増築工事を開始した。
　同年12月、文部省から設置認可が告知され、翌1996（平成
8）年4月、静岡理工科大学大学院修士課程を開設。高度な教
育修了者を社会に送り出すことを責務として大学院理工学研
究科（修士課程）を設置し、以下の2専攻で技術革新の時代に
望まれる学際的な技術者の養成をめざす。
①システム工学専攻：定員15人。システム制御や生産システ
ム、工学解析、電子システム、知能情報システムの各分野で構
成され、総合的なシステム工学に関する技術者を養成する。
②材料科学専攻：定員10人。物性物理や材料設計、材料化学、
電子材料の各分野で構成、種々の材料における物理・化学的基
礎教育に重点をおき、工学的応用についても教育する。
　開設初年度、システム工学専攻に10人、材料科学専攻に5人
が第1期生として入学した。システム工学専攻では「2.5ギガヘ
ルツの高性能アンプの理論的解明と作製」「ダクテッドファ
ン型VTOL垂直離着陸機の姿勢制御」ほかの研究が進められ、
材料科学専攻でも「シリコンの基板上でアルコールからダイ
ヤモンドをつくる」など特色あるテーマが研究された。これ
ら大学院の開設準備と並行し、全教職員の参加のもとに進め
たのが新カリキュラムの策定だった。こちらも大学院の開設
と同時に実施に移り、そのプロセスでいっそうの検討を加え
ていくこととなる。
　さらに2000（平成12）年以後、「地域に開かれた大学院」を
テーマに新しい大学院の構築をめざすこととなった。地域の有
能な人材を客員教員に招聘し、外部研究機関との共同研究やプ
ロジェクト研究も視野に入れる方針とした。もともと理工科大
は市民体験入学を毎年開催するなど「地域に開かれた大学」と
して開学した経緯がある。第1回卒業式から全国でも珍しい袋井
市民による「卒業生を送る会」が実施されてきたし、卒業生も
同市発展への祈念と感謝の気持ちを込めて愛野公園にプラタナ
スなどの植樹を続け、地域や市民との別れを惜しんできた。な
により、卒業生の8割以上が地元企業に就職しているのである。
　なお、大学院に経営科目群の授業を開講し、修士（技術経
営）の学位を取得できるようになり、学部3年生から入学可能
なスキップ入学による進学が始まったのが以上とほぼ同時
期、2001（平成13）年のことである。

理工科大の情報システム学科
　昭和60年代前半、18歳人口の一時的な増加期を迎え、日本
政府は大学進学率の上昇に対応するため臨時の定員増を認め
た。当法人の理工科大設立も同時期に当たっている。しか
し、この措置は1999（平成11）年度を期限とされており、多
くの大学が臨時定員の扱い（継続か廃止）に注目していた。
そんななか、1997（平成9）年1月の大学審議会の答申にもと
づき、その5割ほどを1999（平成11）年度から同16年度にかけ
て順次廃止していく方針が決定された。学校によっては臨時
定員が過半を占めることもあり、今後、多くの大学が少子化
時代に向けた体質強化に努めていくことになる。

　新設された理工科大に臨時定員はなかったが、同様な経営
環境に曝されることに違いはない。1997（平成9）年度の経営
方針において、大学における教育効果や採算性の向上をめざ
した将来構想を早急にまとめ、同11年度から実行に移す方針
が策定された。その結果、1998（平成10）年春までにまとめ
られた構想案が次の2つだった。
　①知能情報学科にコース制を設け、「情報システム学科」
へ改称すること。これにともなってカリキュラムを改変し、
同時に入学定員数を80人から140人に増やす。
　②物質科学科のカリキュラムを改変し、「物質生命科学
科」へ改称すること。これにともなって入学定員数を60人か
ら100人に増やす。
　文部省での事前相談を含めて検討を重ねた末、今回は②を中
止し、①のみを申請することとなった。その見通しは必ずしも
明るくはなく、大学の経営状態や計画の裏付けとなる財源など
も十分な状況とはいえなかったが、1997（平成9）年4月末に
「情報システム学科設置認可申請書」を提出。1998（平成10）
年12月、文部省から同申請が認可され、1999（平成11）年4月よ
り定員も140人に増えた学科としてスタートした。同学科に用意
されるコースは3つ。すなわち、コンピュータシステムコース、
ネットワークシステムコース、生命情報システムコースであ
る。この後、理工科大では、学部教育・大学院教育の検討、組
織運営改善、研究の活性化などと並行して「受験生減少への対
策」を検討していくことになるが、次項に述べる高・大一貫教
育、高校生のための公開実験講座などもその一環といえる。

高・大一貫教育―各部門の改革
　前項と同時期、当法人内の各部門でも少子化時代に向けた
改革を進めている。沼津情報では入学募集活動に力を入れ、
ダイレクトメール（DM）の工夫や体験入学の充実のほか、高
校の生徒と教諭への知名度アップに努めた。並行して教育内
容の充実も図り、星陵高との高・専一貫教育の好影響もあっ
て定員を上回る入学者を確保した。2000（平成12）年には静
岡産技とともにカリキュラムと学科編成の見直しを行い、両
校とも同14年度から新体制をスタートさせた。この間、静岡
産技は建築科を新設し、地域のニーズに応えると同時に教育
分野を拡大させた。同13年には国際的に有利な資格であるベ
ンダー試験も取り入れている。
　浜松情報でも沼津情報の事例を踏まえた生徒募集活動を開始
し、1999（平成11）年からコース選択のわかりやすさや自由度

向上、ターゲット層拡大などをめざして学科の再編成を行っ
た。同時にカリキュラム・職員組織の見直しや近隣高校との
ジョイント・スクール制構築も推進し、同13年、聖隷クリスト
ファー高校との高・専一貫教育を発足させた（法人間では県内
初）。さらに、浜松駅前に移転した同17年には、沼津情報とと
もに公務員コースや医療事務科を設置し、情報系・デザイン
系・ビジネス系という3分野のバランスをとった総合的専門学校
に生まれ変わった。高さ48.8m、北面総ガラス張りの新校舎は新
たなランドマークとしてアクトシティ浜松の東隣にそびえ、動
く歩道を備えた空中回廊でJR浜松駅と結ばれている。
　静岡デザインでもDMや高校訪問、体験入学ほか生徒募集に
力を入れ、2002（平成14）年ごろには高校1、2年生対象のガ
イダンスも実施するようになってきた。とくに同校では学生
の創作活動がそのまま同校の広報活動に結びつく効率のよい
運営が継続されており、定員を上回る学生を集めている。
　一方、高校部門では教職員それぞれの視野拡大や資質向上
をその中心テーマとした。その上で静岡北高では「各生徒に
目を向け、それぞれの自己実現を可能とする手作りの教育の
実現」をめざし、星陵高では「子どもと保護者の多様な価値
観に基づく個性重視の教育、さらには地域に密着した信頼度
の高い新たな学校づくり」を目標とした。むろん、法人内
ネットワークを活用した高・専一貫コースの存在は他校との
差別化に貢献しただろう。
　これら2校のうち、いち早く国際交流を充実させた星陵高は
地域の中堅進学校との評価を得るようになっていた。また、
実業高校から普通進学校へ転換した静岡北高は1997（平成9）
年度の時点で国公立大学への進学実績を学校史上最高とし、
2000（平成12）年には「国際コミュニケーション科」を開設
してさらなる教育環境の充実を図っている。そしてその翌13
年度、これら2高校と理工科大・同大学院とを結ぶ「高・大一
貫教育」（7～9年）をスタートさせた。ちょうど理工科大が
創立10周年を祝い、記念事業の一環であるクラブ棟を完成さ
せた年のことである。
　高・大一貫教育の議論は1999（平成11）年ごろから本格化
しており、社会現象ともいえる理科教育に関わる課題を端緒
としていた。すなわち、理科教育のつまらなさなどに起因す
る「理科離れ」「物理離れ」「技術教育の低レベル化」と
いった深刻な問題である。実際、国際比較でも日本児童の理
科における応用力低下が指摘されていた。これはとりもなお
さず「実社会を生きていくツールとしての理科教育を身につ

けていない」ことを意味したが、製造現場の技術者にとって
物理学的センスの習得は極めて重要といえた。
　以上の解決には学生数の確保と理科教育の質的向上が必須
だが、そのためには理科系志望の生徒を増やさねばならな
い。このとき浮上したのが「高・大一貫教育」の構想だっ
た。理科（とくに物理）の面白さを教えるには、大学教員が
高校で直接伝えるのが最も効果的だからだ。幸い、当法人は
これを実現できる環境を備えていた。こうして当法人では
「高・専一貫」に加えて「高・大一貫」による教育システム
を実施し、他校との差別化の強化と同時に理科教育の質的向
上を実現したのだった。
　他方、理工科大の物質科学科では1997（平成9）年から高校
生のための実験講座を開き、授業や受験勉強から離れて理科
の面白さを伝える取組もしてきた。高・大一貫教育を決定し
た同12年度からは機械工学・電子工学・情報システム・物質
科学の全4学科による全学規模の企画に拡大し、県内外の高校
から多くの生徒が参加するようになった。高・大一貫教育は
法人内での連携によって実現したが、全国でも例のない実験
講座もグループや県境を超えて高校生たちの心を捉え、その
成果を上げ始めている。

理科教育とSPP・SSH
　2002（平成14）年度、文部科学省は「科学技術・理科大
好きプラン」を開始した。目的は「児童生徒の科学技術・
理科に対する関心を高め、学習意欲の向上を図り、創造
性、知的好奇心・探究心を育成すること」であり、いわゆ
る“理科離れ”の対策事業に位置づけられる。その一角を
担うのがScience Partnership Program（SPP）であり、理
工科大（物質生命科学科）は2005（平成17）年度プログラ
ムに参加した。
　理工科大ではこれ以前から高校生や中学生、小中学校の教員
を対象とする実験講座などで同様な活動をしてきたが、今回
のSPPでは夏休み期間を利用して掛川西・掛川東の両高等学校
との教育連携講座を実施した。このとき取り組んだのは「環
境に優しい新素材」をテーマにした講義や実験だった。両高
校の生徒合計15人が参加し、今後の高・大連携に新たな道を
見いだした。参加した生徒からは、大学の雰囲気や電子顕微
鏡など未知の機器に触れた感想や環境問題に対する興味の深
まりなどの声が寄せられ、両高校とも同事業を再び行いたい
との希望を表明した。

　その後、文部科学省から成果報告の依頼があり、同年11月
12日、東京国際交流館プラザで開催されたSPP事業報告会
「理科大好きシンポジウム2005」でポスター発表を行った。
特設会場では参加17団体が説明用パネルを展示し、当校は実
験の内容やテクニック、現象など専門的な質問を多く受けた
ほか、県内高校の教員たちとの交流もでき、今後の高・大連
携に新たな道筋を開いた。
　一方、静岡北高においてSuper Science High School（SSH）
指定――これも「科学技術・理科大好きプラン」の一環である
――に向けた取り組みを始めたのがほぼ同時期だった。前述し
たSPPは大学や公的研究機関、民間企業などと教育現場との連
携推進事業だが、このSSHとは「（文科省による）科学技術・
理科・数学教育を重点的に行う学校」の指定を意味している。
SSH指定校は「理科・数学に重点を置いたカリキュラム開発や
大学や研究機関などとの効果的な連携方策についての研究を実
施」することになる。当然ながら、着実な実績をあげれば学校
の評価を上げ、他校との差別化を期待できるはずである。
　当時、静岡北高はすでに様々なプロジェクト展開による学校
改革が進行し、成果と提言を受けながら「オンリーワンの教
育」を積極的に社会にアピールしており、地域の中・高校関
係者たちに認知されつつあった。本格的にSSHの指定を目指し
文科省の求める条件の分析・検討を進め、最終的に研究概要
を「科学大好き人間を育てるためのプログラム研究」「学校
が地域への橋渡しを行い、地域全体に科学大好きを育成する
コネクト式授業の開発」の2つに絞り込んだ。この結果、平成
19年度に文科省から指定され、県内で3校目、私学では唯一の
SSH校となった。また、同年度の指定によって全国で101校が
SSH校となり、文科省の予定していた高校数（100校）を満た
した。これらSSH校の指定期間は5年間だが、年度ごとの成果
報告を義務づけられ、3年目に課される実績発表の審査を経て
残り2年の継続を決定される。静岡北高は1996（平成8）年以
来継続している巴川の水質調査などの活動をしてきた。SSH指
定後は全国の指定校が集まる研究発表会や科学連携シンポジ
ウム、東海地区SSHフェスタへ参加するなど、理数科を中心に
活動範囲を拡大させ始めた。その影響は早くも同年の体験入
学で顕著となり、参加した中学生やその保護者の関心がSSHや
理数科に集まる傾向を見せた。
　一方、この時期、学齢人口の減少は急速に進み始めており、
当法人内の各部門は安定経営に向けた分析や改革を急ピッチで
始めている。とくに危機感を強める理工科大と専門学校部門で
は新学部の開設や新たな教育分野への進出を計画していた。

ロジェクト」「浜名湖フラワーフェスタ」「メイド・イン・
静岡プロジェクト」ほか数々の企画・イベントで活躍し、近
年は学生の創作活動がそのまま広報活動に結びつく情報発信
型専門学校としての評価を高めてきた。今まで、ものづくり
産業に支えられる浜松地区にはデザイン分野の専門学校はな
かったが、生活を彩り豊かにする産業の充実が不要であるは
ずもなく、そこで活躍するプロフェッショナルを育成するの
がデザイン浜松の使命である。2008（平成20）年4月、デザイ
ン浜松は第1期生として21人（グラフィックデザイン科9人、
ファッションビジネス科12人）を迎え入れた。新設校とあっ
て今後の反響の有無などを心配した面もあったが、同年の体
験入学では40人を超える参加者を集め、翌21年4月、第2期生
として31人を入学させた。この年、デザイン浜松は浜松情報
との共同イベント「Creator's SUITE」で日頃の学習成果を発
表した。とくにファッションビジネスコース1年生は1年間学
んできたコーディネートの集大成としてファッションショー
を開催、ユニクロとのコラボも実現させている。
　一方、2008（平成20）年4月、静岡産技の新館内に新設した
のが静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校（以
下、エア・リゾート）である。翌21年6月に開港予定の富士山
静岡空港を見据え、国際エアライン科（2年）・国際トラベル
科（2年）・国際コミュニケーション科（2年）の3科7コース
を設置し、第1期生53人を迎えた。
　エア・リゾートの教育を特徴づけるのは航空機内等を再現
したリアリティの高い実習室、おもてなしの心を育むマナー
教育、そして各業界への知識を深める研修など数多い。卒業
生がめざすのは、フライトアテンダント、グランドスタッ
フ、ツアープランナーなどで、航空・旅行業界も含め、さま
ざまな職種におよぶ。そのため、エア・リゾートでは必須の
英語のほか、韓国語・中国語授業にもネイティブ講師を揃
え、ハイレベルな語学教育を実現した。9月には株式会社フジ
ドリームエアラインズ（以下、FDA）や静岡エアポートサー
ビス株式会社（現：株式会社エスエーエス）の企業セミナー
を実施し、11月には理工科大とともに「静岡空港フェスタ」
に参加し地域活動にも貢献した。
　翌21年2月には国際トラベル科の学生たちが、ツアーコンダ
クターには必須の資格である「国内旅程管理研修」を受講
し、全員が試験に合格した。同年4月には第2期生69人が入学
した。開校2年目として真価の問われる年度だったが、早くも
国際エアライン科の学生2人がFDAから客室乗務員として就職
内定を得た。

　こうして新設2校はスタートしたが、この時期「大学全入時
代」の到来にそなえ、当学園の専門学校部門では独自の5カ年
中期計画を策定し、企業ニーズに則した即戦力型の人材を育
成するカリキュラムの構築を早急に進めることとなった。

中・高一貫教育
　当学園では2003（平成15）年ごろから星陵高を中心に
「中・高一貫教育」の検討を始めたが、静岡北高で具体化し
たのは同19年のSSH校指定以後である。同事業を生かした中・
高一貫教育の検討を進め、やがて中・高・大一貫教育までを
視野に入れた。中学生から学習意欲の醸成を図り、高・大一
貫教育の実を挙げることが目的の一つである。
　種々の検討の結果、静岡北中学校（以下、静岡北中）は静
岡北高併設の中学とし、男女共学で学則定員は60人（3学年で
180人）、その教育理念を次の3つとした。
1）心豊かな倫理性の育成
2）科学的思考力・分析力の育成
3）コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力の育成
　また、教育方針を「6カ年の計画的な教育活動をもって幅広
く深い教養と高い知性を育み、21世紀の時代を強くたくまし
く生き抜くための能力（＝キーコンピテンシー）を育成する
教育を実現する」とし、まずは新設校として中堅クラスの進
学校を目指した。同時に同年度から県が進める理数教育の推
進「ニュートンプロジェクト」に沿い、その方針を上回る教
育をめざす中学とする方針とした。これに先だって校舎の改
修工事も実施し、静岡北中学校は2010（平成22）年4月に開
校、入学者選抜に合格した第1期生40人を迎えた。入学式当
日、森竹鍵治校長は中・高一貫教育の目標について「地球社
会の一員として活躍できる人間を育てる」ことと述べ、「第1
期生という誇りを胸に6年間努力しましょう」と結んだ。
　一方、2009（平成21）年度に創立35周年を迎える星陵高で
は、同20年から「輝け星陵☆スターヒルプラン」と題した教
育体制の改革を始めた。この中期計画では、①キャリア教育
の構築・進学実績向上、②中・高一貫教育の確立、③教職員
の資質向上、④高・大、高・専一貫教育の改革、⑤新校舎建
設と学習環境の整備、という5項目のテーマを掲げている。
　このうち、②で新たに併設する星陵中学校（以下、星陵中）
の学則定員は静岡北中と同じく60人。星陵高との一貫教育のた
め6年間の教育プログラムを構築する。とくに国語・数学・英
語に重点をおき、新たな感性・理性を育む「美育」の充実を図

ることとした。そして、ハード面での中学生受け入れ準備とし
て、⑤の新校舎建設を決定し、2009（平成21）年10月に起工し
た。建設場所は現旧校舎南側のAグラウンドに決定、中庭を有
するロの字型の4階建校舎が2011（平成23）年1月に完成した。
この間、数回にわたって学校説明会を実施し、中・高一貫教育
の設置校のない地元からの期待を多く集めた。同年４月には、
星陵中学校が開校し、新入生61人が入学した。入学式当日、坪
井正明校長は「知・徳・体・美」それぞれのパネルを掲げ、星
陵中の4つの教育について語りかけた。

専門学校本部の設置―中期計画に沿って
　2009（平成21）年度、専門学校部門は5カ年の中期計画を策
定し、これに沿ってカリキュラムの改編や学科の新設などを
強力に推進した。並行して同部門はグループとしての活動を
始め、企画調査室専門学校担当を静岡産技に置いた。これ以
後、デザイン浜松（2011（平成23）年から浜松デザインカ
レッジ〈以下、浜松デザイン〉）とエア・リゾートに続いて
2011（平成23）年には主に東南アジアからの留学生を対象に
浜松日本語学院を新設した。留学生に日本語教育を行うこと
で日本の高等教育機関への進学や地元企業への就職に寄与
し、ひいては地域社会発展に貢献することが目的である。こ
れで同部門は7校で構成されるようになった。
　同時期、沼津情報は「公務員科」や「こども医療保育科」な
どを増設して「沼津情報・ビジネス専門学校」（以下、沼津情
報・ビジネス）に改称（同22年）し、浜松情報でも「こども医
療保育科」（同26年から「こども保育科」）を新設している。
静岡産技は同23年4月から医療事務科と専門学校部門では初の4
年制学科「みらい情報科」の新設を決定した。後者は大学院へ
の進学も可能な「高度専門士」の称号を取得できる学科で、プ
ログラム力とシステム開発力の育成を柱にネットワーク・デー
タベースの知識を兼ね備えた高度な情報処理技術者の育成を目
的とする。さらに翌24年度には「CG・アニメーション科」「メ
ディアクリエイション科」を新設、エア・リゾートも「国際交
流科」を新設した。これらの間、当然ながらカリキュラムの改
善や定員の変更なども進行していった。
　この2012（平成24）年度から企画調査室専門学校担当は法人
本部内に移動したが、同26年度には部門のスケールメリットを
生かした運営を円滑に進めるため直属の専門学校本部を設置す
ることになった。主な機能は以下の3つである。
①7校の運営の全データを集約し、随時確認可能な状態に管理・
整理する
②本部長の判断のための情報を基礎データから作成する
③広報・就職担当と連携し、アンケートなど課題解決のための
情報を収集・集積する
　また、専門学校本部長のもとに、校長ミーティングや分科
会、改革委員会を設置し、事務局を静岡産技の会議室に置い
た。こうして専門学校部門は新たな体制に移行し、そのもとで
第2次3カ年中期計画の達成をめざすこととなった。
　同計画では専門学校部門全体として横断的・総合的に対応す
る教員力の結集と高度化を進め、県東部・中部・西部に展開
する学科群のカリキュラムの統一による教員・教育の質の標

準化を図る。これを基本として“10年後の姿と目標”を「静
岡ドリームカレッジ構想」とした。すなわち、核となる学科
群と高度な専門教育学科を静岡（中部）に配置し、その上で
県内に広くニーズのある学科を沼津（東部）、浜松（西部）
に展開する計画である。
　この時点ですでに浜松地区では駅前の新校舎に3校が入ってお
り、2016（平成28）年4月にはJR沼津駅近くに新校舎の建設が予
定されている。沼津の新校舎には沼津情報・ビジネスが移転
し、翌29年には沼津日本語学院を新設する予定となった。ま
た、中部地区では2024（令和6）年ごろをめどに、静岡市葵区御
幸町の再開発ビルへ移転・集約させる計画を進めている。

第2次中期計画から第3次中期計画へ
　中学・高校部門は2013（平成25）年度から第2次中期計画を
進め、星陵高ではスターヒルプランの「ザ・ネクストステー
ジ」として「国際社会のなかで協調性を兼ね備えた日本の
リーダー・世界のリーダーとなり得る人材の育成」をめざし
た。すなわち「確かな知・使える英語・異文化理解・リー
ダー性」の4つの能力の開発である。地域における評価は年々
向上し、2015（平成27）年の入試では英数科の志願倍率が5.7
倍と県内3位の高倍率（県内私学の平均は2.7倍）となった。
　一方、静岡北高は2012（平成24）年度から2期目のSSH指定校
となり、その2期目からは完成年度を迎えた静岡北中と合わせた
6年一貫のSSHとして活動を始めた。静岡北中ではサイエンス・
スタディ・ゼロ（SSZ）と名づけたSSH活動への準備トレーニ
ングを開始し、インセンティブ・レクチャーやサイエンスコ
ミュニケーション、環境調査ほかの活動で理科学的能力を養っ
た。この時期、静岡北高はコアSSH校に指定され、国内外の学
校との合同研究や国際舞台での発表機会を多く得ている。これ
らはいずれも同活動に厚みをもたらし、他方で「SSH事業の教
材化・テキスト化」など将来につながる課題も浮上させた。
　こうして両高校とも独自性と教育目標を明確にし、同時に
進学校としての実績も積み上げてきた。国公立大学や難関校
への合格率は向上し、県内私学ではトップクラスとなった。
　2017（平成29）年度から学園は第3次中期計画に進み、「学
生・生徒の主体性の育成や地域に密着した産学連携教育・研
究活動」「一貫教育の深化と拡大」「国際連携の強化」「部
門ごとのブランドイメージの明確化」などについて重点的に
取り組むこととなり、同時にアメニティ充実や国際化、新分

野・学科設置の検討なども進めることとした。
［静岡理工科大学］
　すでに理工科大では2013（平成25）年以後に地域連携を深
め、袋井市や静岡県など地域との提携を強化し、翌26年には
「産学官連携フォーラム」を「地域創成フォーラム」へと進
化させた。そして同29年度からは1級・2級建築士、木造建築
士の受験資格を取得できる「建築学科」を新設した。同学科
は地域からの高いニーズに応えるもので、県内では初であ
る。これに合わせ、2017（平成29）年3月に同学科の新校舎
（愛称、えんつりー）の建設を開始した。
　また、当大学は「人間力」醸成の一つとして「グローバル
人材」の育成を掲げ、「日本・アジア青少年サイエンス交流
事業（さくらサイエンスプラン）」への参画や海外協定校と
ともに、もの・ことづくりを行う「一般PBLプログラム」、
「特色PBLプログラム」（PBL：問題解決型学習）も始めた。
今後はさらに海外大学との交流を拡大・活性化し、「研究
力」向上をめざす予定である。
［中・高校部門］
　中・高部門では各教室にWi-Fi環境を整備してタブレットを
活用したICT教育を行い、並行して国際化や高・大一貫教育の
強化や学科・コースの再編を検討する方針とした。
　星陵中学・高校では2016（平成28）年に新しい学びの形
「SEIRYO style」を掲げた。高度な専門性を兼ね備えた教師
陣による授業で確固たる学問の土台を築き、ICT機器を活用し
たアクティブラーニングで生徒主体の行事を展開する。ま
た、海外姉妹校と連携したグローバル教育をいっそう拡充さ
せることとし、英数科グローバルコースの開設を検討する。
以上により、自ら自分の未来と世界の明日を切り開く能力を
備えた「国際社会で活躍できる日本のリーダー、世界のリー
ダーの育成」をめざすこととなった。
　静岡北中学・高校はSSH事業を核としたPBL型教育やグローバ
ル教育を推進し、「国際社会で活躍できる理数系・科学系のリー
ダーの育成」を目標に掲げた。すでに同校はSSH校として独自の
取り組みを定着させつつあり、これが地域からの評価を押し上げ
ている。また、グローバル人材育成についても充実させ始めてお
り、オーストラリアの提携校との交流授業やホームステイ、台湾
の南新国民中学校との国際文化交流授業を行っているほか、毎年
の夏には中高生のための国際科学技術フォーラム「静岡北・ユー
ス・サイエンス・エンジニアリング・フォーラム」（SKYSEF）
を開催し、国内外から数多くの参加者を集めている。
［専門学校部門］
　グループとしての活動を強化する専門学校部門でも国際化や

新分野・学科の検討、教育改革を推進し、並行して西部地区の
運営を見直すこととなった。すなわち、浜松情報と浜松デザイ
ンの学生募集や教務運営の一体化および両校統合、さらには2019
（令和元）年度に始まる浜松情報と浜松日本語学院との連携に
よる「介護人材育成プログラム」である。同3年度には連携を海
外にも拡大し、母国で同分野の専門教育を受けた留学生を受け
入れ、日本での国家資格取得と就職を目標とする予定とした。
　東部地区では2017（平成29）年4月に沼津日本語学院を開校
し、浜松日本語学院とともに国際交流を充実させ、同年設立
の「留学生支援の会」とともに地域発展に貢献していく方針
となった。これにともない、同校卒業生の受け入れ学科の新
設についても計画を進めていく。
　また、静岡産技に「こども保育科」を、浜松情報に「国際介
護福祉科」を新設し、加えて介護福祉系学校を静岡産技校舎内
に新設する案について検討を始めることになった。さらに部門
全体の資格取得率を上昇させるため、前年比5％の向上をめざし
て指導法の改善も推進する。静岡デザインでは「静岡から日本
へ、世界へ」をコンセプトに活動フィールドをさらに拡大させ
る方針とし、今後はよりグローバルな視点に立ったデザインを
考え、「SDGs（持続可能な開発目標）」「知的財産権」といっ
た国際社会の共通目標についての理解も深めていく。また、エ
ア・リゾートでは専門的な英会話力の強化をめざし、企業と連
携した「オンライン英会話」を導入した。今後はその専門性を
高めるため、ICTを活用した語学学習・専門学習教材の開発と
導入を進めていくことを検討している。
　以上を統括する法人本部では広報活動の展開や設備投資計
画の立案を進める一方、人材育成マップにもとづく教員採
用・教育を実施し、キャリアパスによる人員配置を進める。
同時に拠点間のネットワーク構築と基幹サーバ・共有スト
レージのデータセンターへの移管を実施するほか、業務の効
率化や事務組織の見直しと改組を推進することとなった。
　なお、第3次中期計画満了（2021（令和3）年）までに予定
される主な設備投資（建設）は、理工科大の第2クラブハウス
とグラウンド整備、星陵中学・高校の新体育館、静岡北高の
新体育館、静岡北中の中学校校舎、専門学校部門の宮前町小
校舎などである。

未来に向けて
　現代は少子高齢化と同時にグローバル化・国際化・ICT・人
工知能やロボット技術・宇宙開発技術も急速に発展し、社会
の変化を見通せない時代となった。価値観や労働条件が多様
化する時代、政府は柔軟な労働環境のため働き方改革を推進
し、文科省は予測困難な時代に対応すべく高大接続改革を推
進している。当学園もこれら時代の変化や改革に対応しなが
ら、自らの将来を決める大切な時期を迎えていた。そして平
成最後の年、当学園は創立80周年と新法人設立30周年に向け
た施策のポイントとして「一体感醸成」を掲げ、「中国研修
旅行」と「SIST交流研修会」を実施した。
　前者の対象は当法人の事務系職員で、総勢95人が訪れたのは
40年前に経済特区とされた深圳市。海外企業の下請け工場のな
かから世界的通信メーカーなどを誕生させた地域振興のモデル

地区である。急速な人口増加にともなって大学をはじめとする
高等教育機関も増え、現在では国内大学と海外大学が共同運営
する学院の設置も進む。当学園の職員たちはこの著しい経済・
技術の成長や変化のエネルギーを肌で感じ、深圳大学で実施さ
れている教育モデルや先端施設、さらには全世界の大学ランキ
ングを指標とした成長・経営戦略を目の当たりにした。
　一方、SIST交流研修会は学園の全職員を対象とした。互い
に仲間意識をもち、これを深めることで学園全体の力を生み
出し、すばらしい結果をもたらそうとの願いをこめた研修会
である。当日、（株）麻生キャリアサポートの福澤仁志常務
取締役の「必要とされる学園・学校であるために～他校に学
ぶ～」と題した基調講演では他校の事例を知る貴重な機会を
得て、続いて行われたグループディスカッションでは部署を
超えて互いの意見や希望を語り合う場を初めてもった。
　閉会後、「業務と法人経営のつながりを感じられた」
「キャンパスの移転・校舎改築など、なぜその時期に、どの
ように行ったかがわかる」「グループ経営状況が理解でき、
入学者確保の重要性を認識した」など、将来を見据えたすば
らしい感想が多く寄せられた。本学園の職員たちは「人を知
り、人と語る」経験により「学園には多くの仲間がいる」と
いう認識とともに一体感を共有し、創立80年という大きな節
目となる令和の時代を迎えたのである。
　2019（令和元）年12月、中国・武漢を発生源とする新型コロ
ナウイルス（COVID-19）は、瞬く間に全世界に感染が拡大
し、2020（令和2）年12月末現在、世界の感染者数は8270万余
人、死者は180万余人に上っており、人の移動が制限されたこ
とにより、失業者の増加、GDPの減少など、リーマンショック
を上回る社会・経済に深刻な影響を全世界に及ぼしている。今
後、ワクチンや治療薬が普及しない限り本格的な人の移動は回
復せず、当面不景気が続くものと予想されている。本学園にお
いても2020（令和2）年の卒業式や入学式も全体を集めての開
催は見送られ、例年とは様変わりの様相を呈した。また、授業
は3密を避けるため一部遠隔授業が行われたり、事務職員にお
いては在宅勤務を余儀なくされたが、実際、遠隔授業や在宅勤
務を実施してみると意外とスムーズに実行できる部分もあるこ
とが判り、コロナ後の教育の在り方や業務処理の遂行方法な
ど、従来の常識が通用しないニューコロナの時代を迎えてい
る。また、今後、AI、ICTの劇的な進展による第4次産業革命
の時代を迎える中で、本学園はどのような方向に向かうのか。
2022（令和4）年度より始まる第4次中期計画が開始されるが、
その指針となる5年後、10年後の学園全体のあるべき姿を、現

在若手職員を中心に議論しており、これをもとに長期ビジョン
を策定する予定である。
　JR静岡駅北口の一等地である静岡市葵区御幸町・伝馬町再開
発ビルに、2024（令和6）年4月開校を目指して「御幸町キャン
パス」を設置する予定である。これは、県内唯一の理工系総合
大学を含む多種多様な13の学校を有する静岡理工科大学グルー
プだからこそできる方法で、静岡の更なる活性化に貢献するも
のである。そのコンセプトは、「多くの人が往来し、集い、め
ぐり逢い、共に学び共に考え刺激し合って、共に成長する、そ
して、“ひと”“もの・こと”“まち”の未来を切り開いてい
くフィールド」である。その主な機能は、
①静岡理工科大学サテライトラボ
　社会人へのAI・データサイエンス教育、小学生を対象とし
た「お理工塾」、中高生を対象としたワークショップによる
理工系分野への興味喚起、住民・企業・行政とともにワーク
ショップや研究会の開催による地域課題の解決
②地域協働センター
　地域ニーズ・地域課題と本学園のシーズをつなげるフォー
ラム・セミナーの開催、社会ニーズを受けたリカレント教育
③同窓生サイト
　全国各地で活躍する卒業生同士のビジネスマッチング、卒
業生と県内企業による異業種交流会
④静岡デザイン専門学校
　綜合デザイン専門学校としての地位を確立し、都市部への流
出から静岡への回帰、グループ専門学校・地元企業と共同で、
小中高生を対象とした職業体験イベントの開催等である。
　この御幸町キャンパスを学園のランドマークとし、「フェ
アでオリジナリティの高い教育・研究活動を通じて地域社会
に貢献し、学生・生徒と共に継続して成長し続ける総合学
園」を目指していく。
　1940（昭和15）年の創立以来、長い歴史を積み重ね、現在の
当学園は13におよぶ学校を擁している。それらの基幹ともいえ
る理工科大は2011（平成23）年に20周年を迎え、2021（令和3）
年には新法人ともども30周年を迎えようとしている。この大学
と一貫教育を進める2校の高校のうち、静岡北高は2020（令和
2）年時点で創立から57年を、星陵高校も45年を積み重ねた。
　専門学校部門も歴史を重ねるなかで、高校との一貫教育を
充実させてきた。浜松・沼津の両日本語学院や浜松デザイ
ン、エア・リゾートなど、時代のニーズに対応した新しい学
校がある一方、かつて静岡県自動車学校の整備科としてス
タートした静岡産技は創立から64年の校史を綴る伝統校と
なった。同様に沼津情報・ビジネスは37年、浜松情報は35年
が創立から経過し、2017（平成29）年に創立90周年を祝った
静岡デザインも合併から36年を数える。
　そして今、当学園の全教職員が一体となり、来たるべき100周
年に向けて新たな歴史を刻み始めた。若手教職員はより経験を積
んで一人前になるべく若々しい抱負を掲げ、中途採用の教職員は
これまでの経験を基礎にさらなるステップアップをめざす。中堅
以上の幹部教職員は法人全体を俯瞰し、グループの発展と次世代
への継承を視野に入れている。これら教職員の全てがその心に刻
むのは、80年の昔、創立者たちが掲げた「技術者の育成をもって
地域社会に貢献する」という建学精神にほかならない。

サイエンス パートナーシップ プログラム

スーパー　　 サイエンス　　　 ハイ　　　スクール

進展期 総合学園としてグローバル化が進む
社会の人材育成へ。4 2008（平成 20）年～

東日本大震災やスマートフォンの普及、日本の労働人口の減少、グローバル化の加速など、社会の構造や
価値観が変わっていく時代。静岡理工科大学の総合情報学部の開設や静岡インターナショナル・エア・
リゾート専門学校、静岡デザイン専門学校浜松校の開校など、グループの拡大が続く。沼津情報・ビジネ
ス専門学校への校名変更、静岡北中学校、星陵中学校の開校、浜松日本語学院、沼津日本語学院の開校な
ど、総合学園に向かってさらなる進展を遂げる。

平成20年度浜松情報専門学校・静岡デザイン専門学校浜松校入学式　2008（平成20）年

静岡北高等学校「巴川水質調査」気温測定や採水方法等について上級生が下級生に
指導する様子　2008（平成 20）年

高・大一貫（連携）教育始まる
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当法人にとって2008（平成20）年はさらなる発展に向け、着実
に歩み出した節目の年である。同19年度に定員割れとなった理
工科大や経営面に危機感を強める専門学校部門では周到に準備
してきた改革を実行に移した。ただ、学齢人口の減少に加えて
児童・生徒の理科離れも進み、今後も当法人にとって厳しい状
況が続く。当法人は改めて建学精神に立ち返り、グローバル化
を急速に進める情報化社会のニーズに応えるべく教育改革とグ
ループ内連携をいっそう強化することになる。

理工科大の2学部制発足
　2008（平成20）年4月、理工科大は情報システム学科を改組
し、「総合情報学部」を開設し、コンピュータシステム学
科、人間情報デザイン学科を設置した。
　この前年2月、理工科大は半年間にわたる定員確保に向けた
議論の末に3項目の目標をまとめ、達成のための中期計画（5
年間）を策定した。その3項目とは、「社会に必要な技術者を
一人ひとりていねいに養成して世に送り出している大学であ
ることの評価が社会の中で確立している大学」「小規模でも
ダイヤモンドのように光る大学力を有する大学」「地域にな
くてはならぬ存在感のある大学」である。これらを踏まえ、
理工科大は360人以上の入学者を確保し、卒業生と就職先企業
が大きな満足を得ている大学をめざすこととなった。そのた
めの戦略を以下の2つとした。
①多様化する学生それぞれに十分な専門能力と社会人として
の基礎力を与え、学生が満足する進路を実現することで大学
のブランド力を確立すること。
②本学に地歩のある新たな教育分野に進出（強化）すること。
　①の第1歩としてめざしたのが「モノから入る教育」であり、
大学全入時代を見据えた「学生中心の大学づくり」である。
　さらに「進化」をキーワードに実施したのが2学部制への移
行だった。こちらは戦略②にあたる。新学部設置の目的は本
学独自の文理融合の構築で、文理の境界で研究成果を出して
いる教員はこれに参画することとなる。
　また、機械工学科に「航空工学コース」を新設した。航空
機は新素材の塊であり、生命科学科で新素材と取り組む教員
は同学科との相乗効果を期待される。
　物質生命科学科では「食品化学」を強化する方針をとっ
た。総合情報学部で心理・神経系の研究に取り組む教員は味

覚や嗅覚などへの展開を考え、本学の食品化学を育てる努力
をすることになる。
　次に電気電子情報工学科を「電気電子工学科」へ改称し、「光
応用・電子デバイスコース」を新設した。ここでは食品化学や航
空工学の分野で利用可能なセンサーの開発研究を進めていく。
　これ以後、理工科大では上記のごとく「ベクトルを束ねて
進む」方針とし、学部や学科の境界を越えて相互に連携・協
力しながら共通する方向性を打ち出していくことになった。
それによって外部に本学の強みを見えるようにし、経営の安
定化につなげていく計画である。さらに全学部・全学科で高
校の教諭第1種免許を取得できる教職課程を設置し、建学精神
の発揚・実現もいっそう強化した。
　これら努力の結果、2008（平成20）年4月の入学者数は編入学
生などを含めて358人（大学院入学者を加えた場合374人）、翌
21年には376人（大学院入学者を加えた場合381人）となり、そ
のなかには中国や韓国からの留学生3人も含まれていた。

静岡デザイン浜松校と
静岡インターナショナル・エア・リゾート
専門学校の新設
　静岡デザイン恒例の「高校生デザインコンペ」が11年目を
迎え「デザイン・ア・ラ・モードコンペティション」に発展
進化した2008（平成20）年、静岡デザイン浜松校（以下、デ
ザイン浜松）を新設、開校した。所在地はJR浜松駅前の浜松
情報の校舎内である。
　静岡デザインは前記イベントのほかにも卒業制作展の「デ
ザイン・ア・ラ・モード」をはじめ「静岡ブランディングプ

ロジェクト」「浜名湖フラワーフェスタ」「メイド・イン・
静岡プロジェクト」ほか数々の企画・イベントで活躍し、近
年は学生の創作活動がそのまま広報活動に結びつく情報発信
型専門学校としての評価を高めてきた。今まで、ものづくり
産業に支えられる浜松地区にはデザイン分野の専門学校はな
かったが、生活を彩り豊かにする産業の充実が不要であるは
ずもなく、そこで活躍するプロフェッショナルを育成するの
がデザイン浜松の使命である。2008（平成20）年4月、デザイ
ン浜松は第1期生として21人（グラフィックデザイン科9人、
ファッションビジネス科12人）を迎え入れた。新設校とあっ
て今後の反響の有無などを心配した面もあったが、同年の体
験入学では40人を超える参加者を集め、翌21年4月、第2期生
として31人を入学させた。この年、デザイン浜松は浜松情報
との共同イベント「Creator's SUITE」で日頃の学習成果を発
表した。とくにファッションビジネスコース1年生は1年間学
んできたコーディネートの集大成としてファッションショー
を開催、ユニクロとのコラボも実現させている。
　一方、2008（平成20）年4月、静岡産技の新館内に新設した
のが静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校（以
下、エア・リゾート）である。翌21年6月に開港予定の富士山
静岡空港を見据え、国際エアライン科（2年）・国際トラベル
科（2年）・国際コミュニケーション科（2年）の3科7コース
を設置し、第1期生53人を迎えた。
　エア・リゾートの教育を特徴づけるのは航空機内等を再現
したリアリティの高い実習室、おもてなしの心を育むマナー
教育、そして各業界への知識を深める研修など数多い。卒業
生がめざすのは、フライトアテンダント、グランドスタッ
フ、ツアープランナーなどで、航空・旅行業界も含め、さま
ざまな職種におよぶ。そのため、エア・リゾートでは必須の
英語のほか、韓国語・中国語授業にもネイティブ講師を揃
え、ハイレベルな語学教育を実現した。9月には株式会社フジ
ドリームエアラインズ（以下、FDA）や静岡エアポートサー
ビス株式会社（現：株式会社エスエーエス）の企業セミナー
を実施し、11月には理工科大とともに「静岡空港フェスタ」
に参加し地域活動にも貢献した。
　翌21年2月には国際トラベル科の学生たちが、ツアーコンダ
クターには必須の資格である「国内旅程管理研修」を受講
し、全員が試験に合格した。同年4月には第2期生69人が入学
した。開校2年目として真価の問われる年度だったが、早くも
国際エアライン科の学生2人がFDAから客室乗務員として就職
内定を得た。

　こうして新設2校はスタートしたが、この時期「大学全入時
代」の到来にそなえ、当学園の専門学校部門では独自の5カ年
中期計画を策定し、企業ニーズに則した即戦力型の人材を育
成するカリキュラムの構築を早急に進めることとなった。

中・高一貫教育
　当学園では2003（平成15）年ごろから星陵高を中心に
「中・高一貫教育」の検討を始めたが、静岡北高で具体化し
たのは同19年のSSH校指定以後である。同事業を生かした中・
高一貫教育の検討を進め、やがて中・高・大一貫教育までを
視野に入れた。中学生から学習意欲の醸成を図り、高・大一
貫教育の実を挙げることが目的の一つである。
　種々の検討の結果、静岡北中学校（以下、静岡北中）は静
岡北高併設の中学とし、男女共学で学則定員は60人（3学年で
180人）、その教育理念を次の3つとした。
1）心豊かな倫理性の育成
2）科学的思考力・分析力の育成
3）コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力の育成
　また、教育方針を「6カ年の計画的な教育活動をもって幅広
く深い教養と高い知性を育み、21世紀の時代を強くたくまし
く生き抜くための能力（＝キーコンピテンシー）を育成する
教育を実現する」とし、まずは新設校として中堅クラスの進
学校を目指した。同時に同年度から県が進める理数教育の推
進「ニュートンプロジェクト」に沿い、その方針を上回る教
育をめざす中学とする方針とした。これに先だって校舎の改
修工事も実施し、静岡北中学校は2010（平成22）年4月に開
校、入学者選抜に合格した第1期生40人を迎えた。入学式当
日、森竹鍵治校長は中・高一貫教育の目標について「地球社
会の一員として活躍できる人間を育てる」ことと述べ、「第1
期生という誇りを胸に6年間努力しましょう」と結んだ。
　一方、2009（平成21）年度に創立35周年を迎える星陵高で
は、同20年から「輝け星陵☆スターヒルプラン」と題した教
育体制の改革を始めた。この中期計画では、①キャリア教育
の構築・進学実績向上、②中・高一貫教育の確立、③教職員
の資質向上、④高・大、高・専一貫教育の改革、⑤新校舎建
設と学習環境の整備、という5項目のテーマを掲げている。
　このうち、②で新たに併設する星陵中学校（以下、星陵中）
の学則定員は静岡北中と同じく60人。星陵高との一貫教育のた
め6年間の教育プログラムを構築する。とくに国語・数学・英
語に重点をおき、新たな感性・理性を育む「美育」の充実を図

ることとした。そして、ハード面での中学生受け入れ準備とし
て、⑤の新校舎建設を決定し、2009（平成21）年10月に起工し
た。建設場所は現旧校舎南側のAグラウンドに決定、中庭を有
するロの字型の4階建校舎が2011（平成23）年1月に完成した。
この間、数回にわたって学校説明会を実施し、中・高一貫教育
の設置校のない地元からの期待を多く集めた。同年４月には、
星陵中学校が開校し、新入生61人が入学した。入学式当日、坪
井正明校長は「知・徳・体・美」それぞれのパネルを掲げ、星
陵中の4つの教育について語りかけた。

専門学校本部の設置―中期計画に沿って
　2009（平成21）年度、専門学校部門は5カ年の中期計画を策
定し、これに沿ってカリキュラムの改編や学科の新設などを
強力に推進した。並行して同部門はグループとしての活動を
始め、企画調査室専門学校担当を静岡産技に置いた。これ以
後、デザイン浜松（2011（平成23）年から浜松デザインカ
レッジ〈以下、浜松デザイン〉）とエア・リゾートに続いて
2011（平成23）年には主に東南アジアからの留学生を対象に
浜松日本語学院を新設した。留学生に日本語教育を行うこと
で日本の高等教育機関への進学や地元企業への就職に寄与
し、ひいては地域社会発展に貢献することが目的である。こ
れで同部門は7校で構成されるようになった。
　同時期、沼津情報は「公務員科」や「こども医療保育科」な
どを増設して「沼津情報・ビジネス専門学校」（以下、沼津情
報・ビジネス）に改称（同22年）し、浜松情報でも「こども医
療保育科」（同26年から「こども保育科」）を新設している。
静岡産技は同23年4月から医療事務科と専門学校部門では初の4
年制学科「みらい情報科」の新設を決定した。後者は大学院へ
の進学も可能な「高度専門士」の称号を取得できる学科で、プ
ログラム力とシステム開発力の育成を柱にネットワーク・デー
タベースの知識を兼ね備えた高度な情報処理技術者の育成を目
的とする。さらに翌24年度には「CG・アニメーション科」「メ
ディアクリエイション科」を新設、エア・リゾートも「国際交
流科」を新設した。これらの間、当然ながらカリキュラムの改
善や定員の変更なども進行していった。
　この2012（平成24）年度から企画調査室専門学校担当は法人
本部内に移動したが、同26年度には部門のスケールメリットを
生かした運営を円滑に進めるため直属の専門学校本部を設置す
ることになった。主な機能は以下の3つである。
①7校の運営の全データを集約し、随時確認可能な状態に管理・
整理する
②本部長の判断のための情報を基礎データから作成する
③広報・就職担当と連携し、アンケートなど課題解決のための
情報を収集・集積する
　また、専門学校本部長のもとに、校長ミーティングや分科
会、改革委員会を設置し、事務局を静岡産技の会議室に置い
た。こうして専門学校部門は新たな体制に移行し、そのもとで
第2次3カ年中期計画の達成をめざすこととなった。
　同計画では専門学校部門全体として横断的・総合的に対応す
る教員力の結集と高度化を進め、県東部・中部・西部に展開
する学科群のカリキュラムの統一による教員・教育の質の標

準化を図る。これを基本として“10年後の姿と目標”を「静
岡ドリームカレッジ構想」とした。すなわち、核となる学科
群と高度な専門教育学科を静岡（中部）に配置し、その上で
県内に広くニーズのある学科を沼津（東部）、浜松（西部）
に展開する計画である。
　この時点ですでに浜松地区では駅前の新校舎に3校が入ってお
り、2016（平成28）年4月にはJR沼津駅近くに新校舎の建設が予
定されている。沼津の新校舎には沼津情報・ビジネスが移転
し、翌29年には沼津日本語学院を新設する予定となった。ま
た、中部地区では2024（令和6）年ごろをめどに、静岡市葵区御
幸町の再開発ビルへ移転・集約させる計画を進めている。

第2次中期計画から第3次中期計画へ
　中学・高校部門は2013（平成25）年度から第2次中期計画を
進め、星陵高ではスターヒルプランの「ザ・ネクストステー
ジ」として「国際社会のなかで協調性を兼ね備えた日本の
リーダー・世界のリーダーとなり得る人材の育成」をめざし
た。すなわち「確かな知・使える英語・異文化理解・リー
ダー性」の4つの能力の開発である。地域における評価は年々
向上し、2015（平成27）年の入試では英数科の志願倍率が5.7
倍と県内3位の高倍率（県内私学の平均は2.7倍）となった。
　一方、静岡北高は2012（平成24）年度から2期目のSSH指定校
となり、その2期目からは完成年度を迎えた静岡北中と合わせた
6年一貫のSSHとして活動を始めた。静岡北中ではサイエンス・
スタディ・ゼロ（SSZ）と名づけたSSH活動への準備トレーニ
ングを開始し、インセンティブ・レクチャーやサイエンスコ
ミュニケーション、環境調査ほかの活動で理科学的能力を養っ
た。この時期、静岡北高はコアSSH校に指定され、国内外の学
校との合同研究や国際舞台での発表機会を多く得ている。これ
らはいずれも同活動に厚みをもたらし、他方で「SSH事業の教
材化・テキスト化」など将来につながる課題も浮上させた。
　こうして両高校とも独自性と教育目標を明確にし、同時に
進学校としての実績も積み上げてきた。国公立大学や難関校
への合格率は向上し、県内私学ではトップクラスとなった。
　2017（平成29）年度から学園は第3次中期計画に進み、「学
生・生徒の主体性の育成や地域に密着した産学連携教育・研
究活動」「一貫教育の深化と拡大」「国際連携の強化」「部
門ごとのブランドイメージの明確化」などについて重点的に
取り組むこととなり、同時にアメニティ充実や国際化、新分

野・学科設置の検討なども進めることとした。
［静岡理工科大学］
　すでに理工科大では2013（平成25）年以後に地域連携を深
め、袋井市や静岡県など地域との提携を強化し、翌26年には
「産学官連携フォーラム」を「地域創成フォーラム」へと進
化させた。そして同29年度からは1級・2級建築士、木造建築
士の受験資格を取得できる「建築学科」を新設した。同学科
は地域からの高いニーズに応えるもので、県内では初であ
る。これに合わせ、2017（平成29）年3月に同学科の新校舎
（愛称、えんつりー）の建設を開始した。
　また、当大学は「人間力」醸成の一つとして「グローバル
人材」の育成を掲げ、「日本・アジア青少年サイエンス交流
事業（さくらサイエンスプラン）」への参画や海外協定校と
ともに、もの・ことづくりを行う「一般PBLプログラム」、
「特色PBLプログラム」（PBL：問題解決型学習）も始めた。
今後はさらに海外大学との交流を拡大・活性化し、「研究
力」向上をめざす予定である。
［中・高校部門］
　中・高部門では各教室にWi-Fi環境を整備してタブレットを
活用したICT教育を行い、並行して国際化や高・大一貫教育の
強化や学科・コースの再編を検討する方針とした。
　星陵中学・高校では2016（平成28）年に新しい学びの形
「SEIRYO style」を掲げた。高度な専門性を兼ね備えた教師
陣による授業で確固たる学問の土台を築き、ICT機器を活用し
たアクティブラーニングで生徒主体の行事を展開する。ま
た、海外姉妹校と連携したグローバル教育をいっそう拡充さ
せることとし、英数科グローバルコースの開設を検討する。
以上により、自ら自分の未来と世界の明日を切り開く能力を
備えた「国際社会で活躍できる日本のリーダー、世界のリー
ダーの育成」をめざすこととなった。
　静岡北中学・高校はSSH事業を核としたPBL型教育やグローバ
ル教育を推進し、「国際社会で活躍できる理数系・科学系のリー
ダーの育成」を目標に掲げた。すでに同校はSSH校として独自の
取り組みを定着させつつあり、これが地域からの評価を押し上げ
ている。また、グローバル人材育成についても充実させ始めてお
り、オーストラリアの提携校との交流授業やホームステイ、台湾
の南新国民中学校との国際文化交流授業を行っているほか、毎年
の夏には中高生のための国際科学技術フォーラム「静岡北・ユー
ス・サイエンス・エンジニアリング・フォーラム」（SKYSEF）
を開催し、国内外から数多くの参加者を集めている。
［専門学校部門］
　グループとしての活動を強化する専門学校部門でも国際化や

新分野・学科の検討、教育改革を推進し、並行して西部地区の
運営を見直すこととなった。すなわち、浜松情報と浜松デザイ
ンの学生募集や教務運営の一体化および両校統合、さらには2019
（令和元）年度に始まる浜松情報と浜松日本語学院との連携に
よる「介護人材育成プログラム」である。同3年度には連携を海
外にも拡大し、母国で同分野の専門教育を受けた留学生を受け
入れ、日本での国家資格取得と就職を目標とする予定とした。
　東部地区では2017（平成29）年4月に沼津日本語学院を開校
し、浜松日本語学院とともに国際交流を充実させ、同年設立
の「留学生支援の会」とともに地域発展に貢献していく方針
となった。これにともない、同校卒業生の受け入れ学科の新
設についても計画を進めていく。
　また、静岡産技に「こども保育科」を、浜松情報に「国際介
護福祉科」を新設し、加えて介護福祉系学校を静岡産技校舎内
に新設する案について検討を始めることになった。さらに部門
全体の資格取得率を上昇させるため、前年比5％の向上をめざし
て指導法の改善も推進する。静岡デザインでは「静岡から日本
へ、世界へ」をコンセプトに活動フィールドをさらに拡大させ
る方針とし、今後はよりグローバルな視点に立ったデザインを
考え、「SDGs（持続可能な開発目標）」「知的財産権」といっ
た国際社会の共通目標についての理解も深めていく。また、エ
ア・リゾートでは専門的な英会話力の強化をめざし、企業と連
携した「オンライン英会話」を導入した。今後はその専門性を
高めるため、ICTを活用した語学学習・専門学習教材の開発と
導入を進めていくことを検討している。
　以上を統括する法人本部では広報活動の展開や設備投資計
画の立案を進める一方、人材育成マップにもとづく教員採
用・教育を実施し、キャリアパスによる人員配置を進める。
同時に拠点間のネットワーク構築と基幹サーバ・共有スト
レージのデータセンターへの移管を実施するほか、業務の効
率化や事務組織の見直しと改組を推進することとなった。
　なお、第3次中期計画満了（2021（令和3）年）までに予定
される主な設備投資（建設）は、理工科大の第2クラブハウス
とグラウンド整備、星陵中学・高校の新体育館、静岡北高の
新体育館、静岡北中の中学校校舎、専門学校部門の宮前町小
校舎などである。

未来に向けて
　現代は少子高齢化と同時にグローバル化・国際化・ICT・人
工知能やロボット技術・宇宙開発技術も急速に発展し、社会
の変化を見通せない時代となった。価値観や労働条件が多様
化する時代、政府は柔軟な労働環境のため働き方改革を推進
し、文科省は予測困難な時代に対応すべく高大接続改革を推
進している。当学園もこれら時代の変化や改革に対応しなが
ら、自らの将来を決める大切な時期を迎えていた。そして平
成最後の年、当学園は創立80周年と新法人設立30周年に向け
た施策のポイントとして「一体感醸成」を掲げ、「中国研修
旅行」と「SIST交流研修会」を実施した。
　前者の対象は当法人の事務系職員で、総勢95人が訪れたのは
40年前に経済特区とされた深圳市。海外企業の下請け工場のな
かから世界的通信メーカーなどを誕生させた地域振興のモデル

地区である。急速な人口増加にともなって大学をはじめとする
高等教育機関も増え、現在では国内大学と海外大学が共同運営
する学院の設置も進む。当学園の職員たちはこの著しい経済・
技術の成長や変化のエネルギーを肌で感じ、深圳大学で実施さ
れている教育モデルや先端施設、さらには全世界の大学ランキ
ングを指標とした成長・経営戦略を目の当たりにした。
　一方、SIST交流研修会は学園の全職員を対象とした。互い
に仲間意識をもち、これを深めることで学園全体の力を生み
出し、すばらしい結果をもたらそうとの願いをこめた研修会
である。当日、（株）麻生キャリアサポートの福澤仁志常務
取締役の「必要とされる学園・学校であるために～他校に学
ぶ～」と題した基調講演では他校の事例を知る貴重な機会を
得て、続いて行われたグループディスカッションでは部署を
超えて互いの意見や希望を語り合う場を初めてもった。
　閉会後、「業務と法人経営のつながりを感じられた」
「キャンパスの移転・校舎改築など、なぜその時期に、どの
ように行ったかがわかる」「グループ経営状況が理解でき、
入学者確保の重要性を認識した」など、将来を見据えたすば
らしい感想が多く寄せられた。本学園の職員たちは「人を知
り、人と語る」経験により「学園には多くの仲間がいる」と
いう認識とともに一体感を共有し、創立80年という大きな節
目となる令和の時代を迎えたのである。
　2019（令和元）年12月、中国・武漢を発生源とする新型コロ
ナウイルス（COVID-19）は、瞬く間に全世界に感染が拡大
し、2020（令和2）年12月末現在、世界の感染者数は8270万余
人、死者は180万余人に上っており、人の移動が制限されたこ
とにより、失業者の増加、GDPの減少など、リーマンショック
を上回る社会・経済に深刻な影響を全世界に及ぼしている。今
後、ワクチンや治療薬が普及しない限り本格的な人の移動は回
復せず、当面不景気が続くものと予想されている。本学園にお
いても2020（令和2）年の卒業式や入学式も全体を集めての開
催は見送られ、例年とは様変わりの様相を呈した。また、授業
は3密を避けるため一部遠隔授業が行われたり、事務職員にお
いては在宅勤務を余儀なくされたが、実際、遠隔授業や在宅勤
務を実施してみると意外とスムーズに実行できる部分もあるこ
とが判り、コロナ後の教育の在り方や業務処理の遂行方法な
ど、従来の常識が通用しないニューコロナの時代を迎えてい
る。また、今後、AI、ICTの劇的な進展による第4次産業革命
の時代を迎える中で、本学園はどのような方向に向かうのか。
2022（令和4）年度より始まる第4次中期計画が開始されるが、
その指針となる5年後、10年後の学園全体のあるべき姿を、現

在若手職員を中心に議論しており、これをもとに長期ビジョン
を策定する予定である。
　JR静岡駅北口の一等地である静岡市葵区御幸町・伝馬町再開
発ビルに、2024（令和6）年4月開校を目指して「御幸町キャン
パス」を設置する予定である。これは、県内唯一の理工系総合
大学を含む多種多様な13の学校を有する静岡理工科大学グルー
プだからこそできる方法で、静岡の更なる活性化に貢献するも
のである。そのコンセプトは、「多くの人が往来し、集い、め
ぐり逢い、共に学び共に考え刺激し合って、共に成長する、そ
して、“ひと”“もの・こと”“まち”の未来を切り開いてい
くフィールド」である。その主な機能は、
①静岡理工科大学サテライトラボ
　社会人へのAI・データサイエンス教育、小学生を対象とし
た「お理工塾」、中高生を対象としたワークショップによる
理工系分野への興味喚起、住民・企業・行政とともにワーク
ショップや研究会の開催による地域課題の解決
②地域協働センター
　地域ニーズ・地域課題と本学園のシーズをつなげるフォー
ラム・セミナーの開催、社会ニーズを受けたリカレント教育
③同窓生サイト
　全国各地で活躍する卒業生同士のビジネスマッチング、卒
業生と県内企業による異業種交流会
④静岡デザイン専門学校
　綜合デザイン専門学校としての地位を確立し、都市部への流
出から静岡への回帰、グループ専門学校・地元企業と共同で、
小中高生を対象とした職業体験イベントの開催等である。
　この御幸町キャンパスを学園のランドマークとし、「フェ
アでオリジナリティの高い教育・研究活動を通じて地域社会
に貢献し、学生・生徒と共に継続して成長し続ける総合学
園」を目指していく。
　1940（昭和15）年の創立以来、長い歴史を積み重ね、現在の
当学園は13におよぶ学校を擁している。それらの基幹ともいえ
る理工科大は2011（平成23）年に20周年を迎え、2021（令和3）
年には新法人ともども30周年を迎えようとしている。この大学
と一貫教育を進める2校の高校のうち、静岡北高は2020（令和
2）年時点で創立から57年を、星陵高校も45年を積み重ねた。
　専門学校部門も歴史を重ねるなかで、高校との一貫教育を
充実させてきた。浜松・沼津の両日本語学院や浜松デザイ
ン、エア・リゾートなど、時代のニーズに対応した新しい学
校がある一方、かつて静岡県自動車学校の整備科としてス
タートした静岡産技は創立から64年の校史を綴る伝統校と
なった。同様に沼津情報・ビジネスは37年、浜松情報は35年
が創立から経過し、2017（平成29）年に創立90周年を祝った
静岡デザインも合併から36年を数える。
　そして今、当学園の全教職員が一体となり、来たるべき100周
年に向けて新たな歴史を刻み始めた。若手教職員はより経験を積
んで一人前になるべく若々しい抱負を掲げ、中途採用の教職員は
これまでの経験を基礎にさらなるステップアップをめざす。中堅
以上の幹部教職員は法人全体を俯瞰し、グループの発展と次世代
への継承を視野に入れている。これら教職員の全てがその心に刻
むのは、80年の昔、創立者たちが掲げた「技術者の育成をもって
地域社会に貢献する」という建学精神にほかならない。

星陵高等学校新校舎　2011（平成 23）年

浜松デザインカレッジと浜松情報専門学校の共同イベント Creator’ｓ SUITE　2009（平成21）年

静岡北中学校第 1期生初めての遠足　2010（平成 22）年
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当法人にとって2008（平成20）年はさらなる発展に向け、着実
に歩み出した節目の年である。同19年度に定員割れとなった理
工科大や経営面に危機感を強める専門学校部門では周到に準備
してきた改革を実行に移した。ただ、学齢人口の減少に加えて
児童・生徒の理科離れも進み、今後も当法人にとって厳しい状
況が続く。当法人は改めて建学精神に立ち返り、グローバル化
を急速に進める情報化社会のニーズに応えるべく教育改革とグ
ループ内連携をいっそう強化することになる。

理工科大の2学部制発足
　2008（平成20）年4月、理工科大は情報システム学科を改組
し、「総合情報学部」を開設し、コンピュータシステム学
科、人間情報デザイン学科を設置した。
　この前年2月、理工科大は半年間にわたる定員確保に向けた
議論の末に3項目の目標をまとめ、達成のための中期計画（5
年間）を策定した。その3項目とは、「社会に必要な技術者を
一人ひとりていねいに養成して世に送り出している大学であ
ることの評価が社会の中で確立している大学」「小規模でも
ダイヤモンドのように光る大学力を有する大学」「地域にな
くてはならぬ存在感のある大学」である。これらを踏まえ、
理工科大は360人以上の入学者を確保し、卒業生と就職先企業
が大きな満足を得ている大学をめざすこととなった。そのた
めの戦略を以下の2つとした。
①多様化する学生それぞれに十分な専門能力と社会人として
の基礎力を与え、学生が満足する進路を実現することで大学
のブランド力を確立すること。
②本学に地歩のある新たな教育分野に進出（強化）すること。
　①の第1歩としてめざしたのが「モノから入る教育」であり、
大学全入時代を見据えた「学生中心の大学づくり」である。
　さらに「進化」をキーワードに実施したのが2学部制への移
行だった。こちらは戦略②にあたる。新学部設置の目的は本
学独自の文理融合の構築で、文理の境界で研究成果を出して
いる教員はこれに参画することとなる。
　また、機械工学科に「航空工学コース」を新設した。航空
機は新素材の塊であり、生命科学科で新素材と取り組む教員
は同学科との相乗効果を期待される。
　物質生命科学科では「食品化学」を強化する方針をとっ
た。総合情報学部で心理・神経系の研究に取り組む教員は味

覚や嗅覚などへの展開を考え、本学の食品化学を育てる努力
をすることになる。
　次に電気電子情報工学科を「電気電子工学科」へ改称し、「光
応用・電子デバイスコース」を新設した。ここでは食品化学や航
空工学の分野で利用可能なセンサーの開発研究を進めていく。
　これ以後、理工科大では上記のごとく「ベクトルを束ねて
進む」方針とし、学部や学科の境界を越えて相互に連携・協
力しながら共通する方向性を打ち出していくことになった。
それによって外部に本学の強みを見えるようにし、経営の安
定化につなげていく計画である。さらに全学部・全学科で高
校の教諭第1種免許を取得できる教職課程を設置し、建学精神
の発揚・実現もいっそう強化した。
　これら努力の結果、2008（平成20）年4月の入学者数は編入学
生などを含めて358人（大学院入学者を加えた場合374人）、翌
21年には376人（大学院入学者を加えた場合381人）となり、そ
のなかには中国や韓国からの留学生3人も含まれていた。

静岡デザイン浜松校と
静岡インターナショナル・エア・リゾート
専門学校の新設
　静岡デザイン恒例の「高校生デザインコンペ」が11年目を
迎え「デザイン・ア・ラ・モードコンペティション」に発展
進化した2008（平成20）年、静岡デザイン浜松校（以下、デ
ザイン浜松）を新設、開校した。所在地はJR浜松駅前の浜松
情報の校舎内である。
　静岡デザインは前記イベントのほかにも卒業制作展の「デ
ザイン・ア・ラ・モード」をはじめ「静岡ブランディングプ

ロジェクト」「浜名湖フラワーフェスタ」「メイド・イン・
静岡プロジェクト」ほか数々の企画・イベントで活躍し、近
年は学生の創作活動がそのまま広報活動に結びつく情報発信
型専門学校としての評価を高めてきた。今まで、ものづくり
産業に支えられる浜松地区にはデザイン分野の専門学校はな
かったが、生活を彩り豊かにする産業の充実が不要であるは
ずもなく、そこで活躍するプロフェッショナルを育成するの
がデザイン浜松の使命である。2008（平成20）年4月、デザイ
ン浜松は第1期生として21人（グラフィックデザイン科9人、
ファッションビジネス科12人）を迎え入れた。新設校とあっ
て今後の反響の有無などを心配した面もあったが、同年の体
験入学では40人を超える参加者を集め、翌21年4月、第2期生
として31人を入学させた。この年、デザイン浜松は浜松情報
との共同イベント「Creator's SUITE」で日頃の学習成果を発
表した。とくにファッションビジネスコース1年生は1年間学
んできたコーディネートの集大成としてファッションショー
を開催、ユニクロとのコラボも実現させている。
　一方、2008（平成20）年4月、静岡産技の新館内に新設した
のが静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校（以
下、エア・リゾート）である。翌21年6月に開港予定の富士山
静岡空港を見据え、国際エアライン科（2年）・国際トラベル
科（2年）・国際コミュニケーション科（2年）の3科7コース
を設置し、第1期生53人を迎えた。
　エア・リゾートの教育を特徴づけるのは航空機内等を再現
したリアリティの高い実習室、おもてなしの心を育むマナー
教育、そして各業界への知識を深める研修など数多い。卒業
生がめざすのは、フライトアテンダント、グランドスタッ
フ、ツアープランナーなどで、航空・旅行業界も含め、さま
ざまな職種におよぶ。そのため、エア・リゾートでは必須の
英語のほか、韓国語・中国語授業にもネイティブ講師を揃
え、ハイレベルな語学教育を実現した。9月には株式会社フジ
ドリームエアラインズ（以下、FDA）や静岡エアポートサー
ビス株式会社（現：株式会社エスエーエス）の企業セミナー
を実施し、11月には理工科大とともに「静岡空港フェスタ」
に参加し地域活動にも貢献した。
　翌21年2月には国際トラベル科の学生たちが、ツアーコンダ
クターには必須の資格である「国内旅程管理研修」を受講
し、全員が試験に合格した。同年4月には第2期生69人が入学
した。開校2年目として真価の問われる年度だったが、早くも
国際エアライン科の学生2人がFDAから客室乗務員として就職
内定を得た。

　こうして新設2校はスタートしたが、この時期「大学全入時
代」の到来にそなえ、当学園の専門学校部門では独自の5カ年
中期計画を策定し、企業ニーズに則した即戦力型の人材を育
成するカリキュラムの構築を早急に進めることとなった。

中・高一貫教育
　当学園では2003（平成15）年ごろから星陵高を中心に
「中・高一貫教育」の検討を始めたが、静岡北高で具体化し
たのは同19年のSSH校指定以後である。同事業を生かした中・
高一貫教育の検討を進め、やがて中・高・大一貫教育までを
視野に入れた。中学生から学習意欲の醸成を図り、高・大一
貫教育の実を挙げることが目的の一つである。
　種々の検討の結果、静岡北中学校（以下、静岡北中）は静
岡北高併設の中学とし、男女共学で学則定員は60人（3学年で
180人）、その教育理念を次の3つとした。
1）心豊かな倫理性の育成
2）科学的思考力・分析力の育成
3）コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力の育成
　また、教育方針を「6カ年の計画的な教育活動をもって幅広
く深い教養と高い知性を育み、21世紀の時代を強くたくまし
く生き抜くための能力（＝キーコンピテンシー）を育成する
教育を実現する」とし、まずは新設校として中堅クラスの進
学校を目指した。同時に同年度から県が進める理数教育の推
進「ニュートンプロジェクト」に沿い、その方針を上回る教
育をめざす中学とする方針とした。これに先だって校舎の改
修工事も実施し、静岡北中学校は2010（平成22）年4月に開
校、入学者選抜に合格した第1期生40人を迎えた。入学式当
日、森竹鍵治校長は中・高一貫教育の目標について「地球社
会の一員として活躍できる人間を育てる」ことと述べ、「第1
期生という誇りを胸に6年間努力しましょう」と結んだ。
　一方、2009（平成21）年度に創立35周年を迎える星陵高で
は、同20年から「輝け星陵☆スターヒルプラン」と題した教
育体制の改革を始めた。この中期計画では、①キャリア教育
の構築・進学実績向上、②中・高一貫教育の確立、③教職員
の資質向上、④高・大、高・専一貫教育の改革、⑤新校舎建
設と学習環境の整備、という5項目のテーマを掲げている。
　このうち、②で新たに併設する星陵中学校（以下、星陵中）
の学則定員は静岡北中と同じく60人。星陵高との一貫教育のた
め6年間の教育プログラムを構築する。とくに国語・数学・英
語に重点をおき、新たな感性・理性を育む「美育」の充実を図

ることとした。そして、ハード面での中学生受け入れ準備とし
て、⑤の新校舎建設を決定し、2009（平成21）年10月に起工し
た。建設場所は現旧校舎南側のAグラウンドに決定、中庭を有
するロの字型の4階建校舎が2011（平成23）年1月に完成した。
この間、数回にわたって学校説明会を実施し、中・高一貫教育
の設置校のない地元からの期待を多く集めた。同年４月には、
星陵中学校が開校し、新入生61人が入学した。入学式当日、坪
井正明校長は「知・徳・体・美」それぞれのパネルを掲げ、星
陵中の4つの教育について語りかけた。

専門学校本部の設置―中期計画に沿って
　2009（平成21）年度、専門学校部門は5カ年の中期計画を策
定し、これに沿ってカリキュラムの改編や学科の新設などを
強力に推進した。並行して同部門はグループとしての活動を
始め、企画調査室専門学校担当を静岡産技に置いた。これ以
後、デザイン浜松（2011（平成23）年から浜松デザインカ
レッジ〈以下、浜松デザイン〉）とエア・リゾートに続いて
2011（平成23）年には主に東南アジアからの留学生を対象に
浜松日本語学院を新設した。留学生に日本語教育を行うこと
で日本の高等教育機関への進学や地元企業への就職に寄与
し、ひいては地域社会発展に貢献することが目的である。こ
れで同部門は7校で構成されるようになった。
　同時期、沼津情報は「公務員科」や「こども医療保育科」な
どを増設して「沼津情報・ビジネス専門学校」（以下、沼津情
報・ビジネス）に改称（同22年）し、浜松情報でも「こども医
療保育科」（同26年から「こども保育科」）を新設している。
静岡産技は同23年4月から医療事務科と専門学校部門では初の4
年制学科「みらい情報科」の新設を決定した。後者は大学院へ
の進学も可能な「高度専門士」の称号を取得できる学科で、プ
ログラム力とシステム開発力の育成を柱にネットワーク・デー
タベースの知識を兼ね備えた高度な情報処理技術者の育成を目
的とする。さらに翌24年度には「CG・アニメーション科」「メ
ディアクリエイション科」を新設、エア・リゾートも「国際交
流科」を新設した。これらの間、当然ながらカリキュラムの改
善や定員の変更なども進行していった。
　この2012（平成24）年度から企画調査室専門学校担当は法人
本部内に移動したが、同26年度には部門のスケールメリットを
生かした運営を円滑に進めるため直属の専門学校本部を設置す
ることになった。主な機能は以下の3つである。
①7校の運営の全データを集約し、随時確認可能な状態に管理・
整理する
②本部長の判断のための情報を基礎データから作成する
③広報・就職担当と連携し、アンケートなど課題解決のための
情報を収集・集積する
　また、専門学校本部長のもとに、校長ミーティングや分科
会、改革委員会を設置し、事務局を静岡産技の会議室に置い
た。こうして専門学校部門は新たな体制に移行し、そのもとで
第2次3カ年中期計画の達成をめざすこととなった。
　同計画では専門学校部門全体として横断的・総合的に対応す
る教員力の結集と高度化を進め、県東部・中部・西部に展開
する学科群のカリキュラムの統一による教員・教育の質の標

準化を図る。これを基本として“10年後の姿と目標”を「静
岡ドリームカレッジ構想」とした。すなわち、核となる学科
群と高度な専門教育学科を静岡（中部）に配置し、その上で
県内に広くニーズのある学科を沼津（東部）、浜松（西部）
に展開する計画である。
　この時点ですでに浜松地区では駅前の新校舎に3校が入ってお
り、2016（平成28）年4月にはJR沼津駅近くに新校舎の建設が予
定されている。沼津の新校舎には沼津情報・ビジネスが移転
し、翌29年には沼津日本語学院を新設する予定となった。ま
た、中部地区では2024（令和6）年ごろをめどに、静岡市葵区御
幸町の再開発ビルへ移転・集約させる計画を進めている。

第2次中期計画から第3次中期計画へ
　中学・高校部門は2013（平成25）年度から第2次中期計画を
進め、星陵高ではスターヒルプランの「ザ・ネクストステー
ジ」として「国際社会のなかで協調性を兼ね備えた日本の
リーダー・世界のリーダーとなり得る人材の育成」をめざし
た。すなわち「確かな知・使える英語・異文化理解・リー
ダー性」の4つの能力の開発である。地域における評価は年々
向上し、2015（平成27）年の入試では英数科の志願倍率が5.7
倍と県内3位の高倍率（県内私学の平均は2.7倍）となった。
　一方、静岡北高は2012（平成24）年度から2期目のSSH指定校
となり、その2期目からは完成年度を迎えた静岡北中と合わせた
6年一貫のSSHとして活動を始めた。静岡北中ではサイエンス・
スタディ・ゼロ（SSZ）と名づけたSSH活動への準備トレーニ
ングを開始し、インセンティブ・レクチャーやサイエンスコ
ミュニケーション、環境調査ほかの活動で理科学的能力を養っ
た。この時期、静岡北高はコアSSH校に指定され、国内外の学
校との合同研究や国際舞台での発表機会を多く得ている。これ
らはいずれも同活動に厚みをもたらし、他方で「SSH事業の教
材化・テキスト化」など将来につながる課題も浮上させた。
　こうして両高校とも独自性と教育目標を明確にし、同時に
進学校としての実績も積み上げてきた。国公立大学や難関校
への合格率は向上し、県内私学ではトップクラスとなった。
　2017（平成29）年度から学園は第3次中期計画に進み、「学
生・生徒の主体性の育成や地域に密着した産学連携教育・研
究活動」「一貫教育の深化と拡大」「国際連携の強化」「部
門ごとのブランドイメージの明確化」などについて重点的に
取り組むこととなり、同時にアメニティ充実や国際化、新分

野・学科設置の検討なども進めることとした。
［静岡理工科大学］
　すでに理工科大では2013（平成25）年以後に地域連携を深
め、袋井市や静岡県など地域との提携を強化し、翌26年には
「産学官連携フォーラム」を「地域創成フォーラム」へと進
化させた。そして同29年度からは1級・2級建築士、木造建築
士の受験資格を取得できる「建築学科」を新設した。同学科
は地域からの高いニーズに応えるもので、県内では初であ
る。これに合わせ、2017（平成29）年3月に同学科の新校舎
（愛称、えんつりー）の建設を開始した。
　また、当大学は「人間力」醸成の一つとして「グローバル
人材」の育成を掲げ、「日本・アジア青少年サイエンス交流
事業（さくらサイエンスプラン）」への参画や海外協定校と
ともに、もの・ことづくりを行う「一般PBLプログラム」、
「特色PBLプログラム」（PBL：問題解決型学習）も始めた。
今後はさらに海外大学との交流を拡大・活性化し、「研究
力」向上をめざす予定である。
［中・高校部門］
　中・高部門では各教室にWi-Fi環境を整備してタブレットを
活用したICT教育を行い、並行して国際化や高・大一貫教育の
強化や学科・コースの再編を検討する方針とした。
　星陵中学・高校では2016（平成28）年に新しい学びの形
「SEIRYO style」を掲げた。高度な専門性を兼ね備えた教師
陣による授業で確固たる学問の土台を築き、ICT機器を活用し
たアクティブラーニングで生徒主体の行事を展開する。ま
た、海外姉妹校と連携したグローバル教育をいっそう拡充さ
せることとし、英数科グローバルコースの開設を検討する。
以上により、自ら自分の未来と世界の明日を切り開く能力を
備えた「国際社会で活躍できる日本のリーダー、世界のリー
ダーの育成」をめざすこととなった。
　静岡北中学・高校はSSH事業を核としたPBL型教育やグローバ
ル教育を推進し、「国際社会で活躍できる理数系・科学系のリー
ダーの育成」を目標に掲げた。すでに同校はSSH校として独自の
取り組みを定着させつつあり、これが地域からの評価を押し上げ
ている。また、グローバル人材育成についても充実させ始めてお
り、オーストラリアの提携校との交流授業やホームステイ、台湾
の南新国民中学校との国際文化交流授業を行っているほか、毎年
の夏には中高生のための国際科学技術フォーラム「静岡北・ユー
ス・サイエンス・エンジニアリング・フォーラム」（SKYSEF）
を開催し、国内外から数多くの参加者を集めている。
［専門学校部門］
　グループとしての活動を強化する専門学校部門でも国際化や

新分野・学科の検討、教育改革を推進し、並行して西部地区の
運営を見直すこととなった。すなわち、浜松情報と浜松デザイ
ンの学生募集や教務運営の一体化および両校統合、さらには2019
（令和元）年度に始まる浜松情報と浜松日本語学院との連携に
よる「介護人材育成プログラム」である。同3年度には連携を海
外にも拡大し、母国で同分野の専門教育を受けた留学生を受け
入れ、日本での国家資格取得と就職を目標とする予定とした。
　東部地区では2017（平成29）年4月に沼津日本語学院を開校
し、浜松日本語学院とともに国際交流を充実させ、同年設立
の「留学生支援の会」とともに地域発展に貢献していく方針
となった。これにともない、同校卒業生の受け入れ学科の新
設についても計画を進めていく。
　また、静岡産技に「こども保育科」を、浜松情報に「国際介
護福祉科」を新設し、加えて介護福祉系学校を静岡産技校舎内
に新設する案について検討を始めることになった。さらに部門
全体の資格取得率を上昇させるため、前年比5％の向上をめざし
て指導法の改善も推進する。静岡デザインでは「静岡から日本
へ、世界へ」をコンセプトに活動フィールドをさらに拡大させ
る方針とし、今後はよりグローバルな視点に立ったデザインを
考え、「SDGs（持続可能な開発目標）」「知的財産権」といっ
た国際社会の共通目標についての理解も深めていく。また、エ
ア・リゾートでは専門的な英会話力の強化をめざし、企業と連
携した「オンライン英会話」を導入した。今後はその専門性を
高めるため、ICTを活用した語学学習・専門学習教材の開発と
導入を進めていくことを検討している。
　以上を統括する法人本部では広報活動の展開や設備投資計
画の立案を進める一方、人材育成マップにもとづく教員採
用・教育を実施し、キャリアパスによる人員配置を進める。
同時に拠点間のネットワーク構築と基幹サーバ・共有スト
レージのデータセンターへの移管を実施するほか、業務の効
率化や事務組織の見直しと改組を推進することとなった。
　なお、第3次中期計画満了（2021（令和3）年）までに予定
される主な設備投資（建設）は、理工科大の第2クラブハウス
とグラウンド整備、星陵中学・高校の新体育館、静岡北高の
新体育館、静岡北中の中学校校舎、専門学校部門の宮前町小
校舎などである。

未来に向けて
　現代は少子高齢化と同時にグローバル化・国際化・ICT・人
工知能やロボット技術・宇宙開発技術も急速に発展し、社会
の変化を見通せない時代となった。価値観や労働条件が多様
化する時代、政府は柔軟な労働環境のため働き方改革を推進
し、文科省は予測困難な時代に対応すべく高大接続改革を推
進している。当学園もこれら時代の変化や改革に対応しなが
ら、自らの将来を決める大切な時期を迎えていた。そして平
成最後の年、当学園は創立80周年と新法人設立30周年に向け
た施策のポイントとして「一体感醸成」を掲げ、「中国研修
旅行」と「SIST交流研修会」を実施した。
　前者の対象は当法人の事務系職員で、総勢95人が訪れたのは
40年前に経済特区とされた深圳市。海外企業の下請け工場のな
かから世界的通信メーカーなどを誕生させた地域振興のモデル

地区である。急速な人口増加にともなって大学をはじめとする
高等教育機関も増え、現在では国内大学と海外大学が共同運営
する学院の設置も進む。当学園の職員たちはこの著しい経済・
技術の成長や変化のエネルギーを肌で感じ、深圳大学で実施さ
れている教育モデルや先端施設、さらには全世界の大学ランキ
ングを指標とした成長・経営戦略を目の当たりにした。
　一方、SIST交流研修会は学園の全職員を対象とした。互い
に仲間意識をもち、これを深めることで学園全体の力を生み
出し、すばらしい結果をもたらそうとの願いをこめた研修会
である。当日、（株）麻生キャリアサポートの福澤仁志常務
取締役の「必要とされる学園・学校であるために～他校に学
ぶ～」と題した基調講演では他校の事例を知る貴重な機会を
得て、続いて行われたグループディスカッションでは部署を
超えて互いの意見や希望を語り合う場を初めてもった。
　閉会後、「業務と法人経営のつながりを感じられた」
「キャンパスの移転・校舎改築など、なぜその時期に、どの
ように行ったかがわかる」「グループ経営状況が理解でき、
入学者確保の重要性を認識した」など、将来を見据えたすば
らしい感想が多く寄せられた。本学園の職員たちは「人を知
り、人と語る」経験により「学園には多くの仲間がいる」と
いう認識とともに一体感を共有し、創立80年という大きな節
目となる令和の時代を迎えたのである。
　2019（令和元）年12月、中国・武漢を発生源とする新型コロ
ナウイルス（COVID-19）は、瞬く間に全世界に感染が拡大
し、2020（令和2）年12月末現在、世界の感染者数は8270万余
人、死者は180万余人に上っており、人の移動が制限されたこ
とにより、失業者の増加、GDPの減少など、リーマンショック
を上回る社会・経済に深刻な影響を全世界に及ぼしている。今
後、ワクチンや治療薬が普及しない限り本格的な人の移動は回
復せず、当面不景気が続くものと予想されている。本学園にお
いても2020（令和2）年の卒業式や入学式も全体を集めての開
催は見送られ、例年とは様変わりの様相を呈した。また、授業
は3密を避けるため一部遠隔授業が行われたり、事務職員にお
いては在宅勤務を余儀なくされたが、実際、遠隔授業や在宅勤
務を実施してみると意外とスムーズに実行できる部分もあるこ
とが判り、コロナ後の教育の在り方や業務処理の遂行方法な
ど、従来の常識が通用しないニューコロナの時代を迎えてい
る。また、今後、AI、ICTの劇的な進展による第4次産業革命
の時代を迎える中で、本学園はどのような方向に向かうのか。
2022（令和4）年度より始まる第4次中期計画が開始されるが、
その指針となる5年後、10年後の学園全体のあるべき姿を、現

在若手職員を中心に議論しており、これをもとに長期ビジョン
を策定する予定である。
　JR静岡駅北口の一等地である静岡市葵区御幸町・伝馬町再開
発ビルに、2024（令和6）年4月開校を目指して「御幸町キャン
パス」を設置する予定である。これは、県内唯一の理工系総合
大学を含む多種多様な13の学校を有する静岡理工科大学グルー
プだからこそできる方法で、静岡の更なる活性化に貢献するも
のである。そのコンセプトは、「多くの人が往来し、集い、め
ぐり逢い、共に学び共に考え刺激し合って、共に成長する、そ
して、“ひと”“もの・こと”“まち”の未来を切り開いてい
くフィールド」である。その主な機能は、
①静岡理工科大学サテライトラボ
　社会人へのAI・データサイエンス教育、小学生を対象とし
た「お理工塾」、中高生を対象としたワークショップによる
理工系分野への興味喚起、住民・企業・行政とともにワーク
ショップや研究会の開催による地域課題の解決
②地域協働センター
　地域ニーズ・地域課題と本学園のシーズをつなげるフォー
ラム・セミナーの開催、社会ニーズを受けたリカレント教育
③同窓生サイト
　全国各地で活躍する卒業生同士のビジネスマッチング、卒
業生と県内企業による異業種交流会
④静岡デザイン専門学校
　綜合デザイン専門学校としての地位を確立し、都市部への流
出から静岡への回帰、グループ専門学校・地元企業と共同で、
小中高生を対象とした職業体験イベントの開催等である。
　この御幸町キャンパスを学園のランドマークとし、「フェ
アでオリジナリティの高い教育・研究活動を通じて地域社会
に貢献し、学生・生徒と共に継続して成長し続ける総合学
園」を目指していく。
　1940（昭和15）年の創立以来、長い歴史を積み重ね、現在の
当学園は13におよぶ学校を擁している。それらの基幹ともいえ
る理工科大は2011（平成23）年に20周年を迎え、2021（令和3）
年には新法人ともども30周年を迎えようとしている。この大学
と一貫教育を進める2校の高校のうち、静岡北高は2020（令和
2）年時点で創立から57年を、星陵高校も45年を積み重ねた。
　専門学校部門も歴史を重ねるなかで、高校との一貫教育を
充実させてきた。浜松・沼津の両日本語学院や浜松デザイ
ン、エア・リゾートなど、時代のニーズに対応した新しい学
校がある一方、かつて静岡県自動車学校の整備科としてス
タートした静岡産技は創立から64年の校史を綴る伝統校と
なった。同様に沼津情報・ビジネスは37年、浜松情報は35年
が創立から経過し、2017（平成29）年に創立90周年を祝った
静岡デザインも合併から36年を数える。
　そして今、当学園の全教職員が一体となり、来たるべき100周
年に向けて新たな歴史を刻み始めた。若手教職員はより経験を積
んで一人前になるべく若々しい抱負を掲げ、中途採用の教職員は
これまでの経験を基礎にさらなるステップアップをめざす。中堅
以上の幹部教職員は法人全体を俯瞰し、グループの発展と次世代
への継承を視野に入れている。これら教職員の全てがその心に刻
むのは、80年の昔、創立者たちが掲げた「技術者の育成をもって
地域社会に貢献する」という建学精神にほかならない。

星陵高等学校新校舎　2011（平成 23）年

浜松デザインカレッジと浜松情報専門学校の共同イベント Creator’ｓ SUITE　2009（平成21）年

静岡北中学校第 1期生初めての遠足　2010（平成 22）年

■ 静岡理工科大学グループ　80 年の歩み　第 4 章　進展期
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当法人にとって2008（平成20）年はさらなる発展に向け、着実
に歩み出した節目の年である。同19年度に定員割れとなった理
工科大や経営面に危機感を強める専門学校部門では周到に準備
してきた改革を実行に移した。ただ、学齢人口の減少に加えて
児童・生徒の理科離れも進み、今後も当法人にとって厳しい状
況が続く。当法人は改めて建学精神に立ち返り、グローバル化
を急速に進める情報化社会のニーズに応えるべく教育改革とグ
ループ内連携をいっそう強化することになる。

理工科大の2学部制発足
　2008（平成20）年4月、理工科大は情報システム学科を改組
し、「総合情報学部」を開設し、コンピュータシステム学
科、人間情報デザイン学科を設置した。
　この前年2月、理工科大は半年間にわたる定員確保に向けた
議論の末に3項目の目標をまとめ、達成のための中期計画（5
年間）を策定した。その3項目とは、「社会に必要な技術者を
一人ひとりていねいに養成して世に送り出している大学であ
ることの評価が社会の中で確立している大学」「小規模でも
ダイヤモンドのように光る大学力を有する大学」「地域にな
くてはならぬ存在感のある大学」である。これらを踏まえ、
理工科大は360人以上の入学者を確保し、卒業生と就職先企業
が大きな満足を得ている大学をめざすこととなった。そのた
めの戦略を以下の2つとした。
①多様化する学生それぞれに十分な専門能力と社会人として
の基礎力を与え、学生が満足する進路を実現することで大学
のブランド力を確立すること。
②本学に地歩のある新たな教育分野に進出（強化）すること。
　①の第1歩としてめざしたのが「モノから入る教育」であり、
大学全入時代を見据えた「学生中心の大学づくり」である。
　さらに「進化」をキーワードに実施したのが2学部制への移
行だった。こちらは戦略②にあたる。新学部設置の目的は本
学独自の文理融合の構築で、文理の境界で研究成果を出して
いる教員はこれに参画することとなる。
　また、機械工学科に「航空工学コース」を新設した。航空
機は新素材の塊であり、生命科学科で新素材と取り組む教員
は同学科との相乗効果を期待される。
　物質生命科学科では「食品化学」を強化する方針をとっ
た。総合情報学部で心理・神経系の研究に取り組む教員は味

覚や嗅覚などへの展開を考え、本学の食品化学を育てる努力
をすることになる。
　次に電気電子情報工学科を「電気電子工学科」へ改称し、「光
応用・電子デバイスコース」を新設した。ここでは食品化学や航
空工学の分野で利用可能なセンサーの開発研究を進めていく。
　これ以後、理工科大では上記のごとく「ベクトルを束ねて
進む」方針とし、学部や学科の境界を越えて相互に連携・協
力しながら共通する方向性を打ち出していくことになった。
それによって外部に本学の強みを見えるようにし、経営の安
定化につなげていく計画である。さらに全学部・全学科で高
校の教諭第1種免許を取得できる教職課程を設置し、建学精神
の発揚・実現もいっそう強化した。
　これら努力の結果、2008（平成20）年4月の入学者数は編入学
生などを含めて358人（大学院入学者を加えた場合374人）、翌
21年には376人（大学院入学者を加えた場合381人）となり、そ
のなかには中国や韓国からの留学生3人も含まれていた。

静岡デザイン浜松校と
静岡インターナショナル・エア・リゾート
専門学校の新設
　静岡デザイン恒例の「高校生デザインコンペ」が11年目を
迎え「デザイン・ア・ラ・モードコンペティション」に発展
進化した2008（平成20）年、静岡デザイン浜松校（以下、デ
ザイン浜松）を新設、開校した。所在地はJR浜松駅前の浜松
情報の校舎内である。
　静岡デザインは前記イベントのほかにも卒業制作展の「デ
ザイン・ア・ラ・モード」をはじめ「静岡ブランディングプ

ロジェクト」「浜名湖フラワーフェスタ」「メイド・イン・
静岡プロジェクト」ほか数々の企画・イベントで活躍し、近
年は学生の創作活動がそのまま広報活動に結びつく情報発信
型専門学校としての評価を高めてきた。今まで、ものづくり
産業に支えられる浜松地区にはデザイン分野の専門学校はな
かったが、生活を彩り豊かにする産業の充実が不要であるは
ずもなく、そこで活躍するプロフェッショナルを育成するの
がデザイン浜松の使命である。2008（平成20）年4月、デザイ
ン浜松は第1期生として21人（グラフィックデザイン科9人、
ファッションビジネス科12人）を迎え入れた。新設校とあっ
て今後の反響の有無などを心配した面もあったが、同年の体
験入学では40人を超える参加者を集め、翌21年4月、第2期生
として31人を入学させた。この年、デザイン浜松は浜松情報
との共同イベント「Creator's SUITE」で日頃の学習成果を発
表した。とくにファッションビジネスコース1年生は1年間学
んできたコーディネートの集大成としてファッションショー
を開催、ユニクロとのコラボも実現させている。
　一方、2008（平成20）年4月、静岡産技の新館内に新設した
のが静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校（以
下、エア・リゾート）である。翌21年6月に開港予定の富士山
静岡空港を見据え、国際エアライン科（2年）・国際トラベル
科（2年）・国際コミュニケーション科（2年）の3科7コース
を設置し、第1期生53人を迎えた。
　エア・リゾートの教育を特徴づけるのは航空機内等を再現
したリアリティの高い実習室、おもてなしの心を育むマナー
教育、そして各業界への知識を深める研修など数多い。卒業
生がめざすのは、フライトアテンダント、グランドスタッ
フ、ツアープランナーなどで、航空・旅行業界も含め、さま
ざまな職種におよぶ。そのため、エア・リゾートでは必須の
英語のほか、韓国語・中国語授業にもネイティブ講師を揃
え、ハイレベルな語学教育を実現した。9月には株式会社フジ
ドリームエアラインズ（以下、FDA）や静岡エアポートサー
ビス株式会社（現：株式会社エスエーエス）の企業セミナー
を実施し、11月には理工科大とともに「静岡空港フェスタ」
に参加し地域活動にも貢献した。
　翌21年2月には国際トラベル科の学生たちが、ツアーコンダ
クターには必須の資格である「国内旅程管理研修」を受講
し、全員が試験に合格した。同年4月には第2期生69人が入学
した。開校2年目として真価の問われる年度だったが、早くも
国際エアライン科の学生2人がFDAから客室乗務員として就職
内定を得た。

　こうして新設2校はスタートしたが、この時期「大学全入時
代」の到来にそなえ、当学園の専門学校部門では独自の5カ年
中期計画を策定し、企業ニーズに則した即戦力型の人材を育
成するカリキュラムの構築を早急に進めることとなった。

中・高一貫教育
　当学園では2003（平成15）年ごろから星陵高を中心に
「中・高一貫教育」の検討を始めたが、静岡北高で具体化し
たのは同19年のSSH校指定以後である。同事業を生かした中・
高一貫教育の検討を進め、やがて中・高・大一貫教育までを
視野に入れた。中学生から学習意欲の醸成を図り、高・大一
貫教育の実を挙げることが目的の一つである。
　種々の検討の結果、静岡北中学校（以下、静岡北中）は静
岡北高併設の中学とし、男女共学で学則定員は60人（3学年で
180人）、その教育理念を次の3つとした。
1）心豊かな倫理性の育成
2）科学的思考力・分析力の育成
3）コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力の育成
　また、教育方針を「6カ年の計画的な教育活動をもって幅広
く深い教養と高い知性を育み、21世紀の時代を強くたくまし
く生き抜くための能力（＝キーコンピテンシー）を育成する
教育を実現する」とし、まずは新設校として中堅クラスの進
学校を目指した。同時に同年度から県が進める理数教育の推
進「ニュートンプロジェクト」に沿い、その方針を上回る教
育をめざす中学とする方針とした。これに先だって校舎の改
修工事も実施し、静岡北中学校は2010（平成22）年4月に開
校、入学者選抜に合格した第1期生40人を迎えた。入学式当
日、森竹鍵治校長は中・高一貫教育の目標について「地球社
会の一員として活躍できる人間を育てる」ことと述べ、「第1
期生という誇りを胸に6年間努力しましょう」と結んだ。
　一方、2009（平成21）年度に創立35周年を迎える星陵高で
は、同20年から「輝け星陵☆スターヒルプラン」と題した教
育体制の改革を始めた。この中期計画では、①キャリア教育
の構築・進学実績向上、②中・高一貫教育の確立、③教職員
の資質向上、④高・大、高・専一貫教育の改革、⑤新校舎建
設と学習環境の整備、という5項目のテーマを掲げている。
　このうち、②で新たに併設する星陵中学校（以下、星陵中）
の学則定員は静岡北中と同じく60人。星陵高との一貫教育のた
め6年間の教育プログラムを構築する。とくに国語・数学・英
語に重点をおき、新たな感性・理性を育む「美育」の充実を図

ることとした。そして、ハード面での中学生受け入れ準備とし
て、⑤の新校舎建設を決定し、2009（平成21）年10月に起工し
た。建設場所は現旧校舎南側のAグラウンドに決定、中庭を有
するロの字型の4階建校舎が2011（平成23）年1月に完成した。
この間、数回にわたって学校説明会を実施し、中・高一貫教育
の設置校のない地元からの期待を多く集めた。同年４月には、
星陵中学校が開校し、新入生61人が入学した。入学式当日、坪
井正明校長は「知・徳・体・美」それぞれのパネルを掲げ、星
陵中の4つの教育について語りかけた。

専門学校本部の設置―中期計画に沿って
　2009（平成21）年度、専門学校部門は5カ年の中期計画を策
定し、これに沿ってカリキュラムの改編や学科の新設などを
強力に推進した。並行して同部門はグループとしての活動を
始め、企画調査室専門学校担当を静岡産技に置いた。これ以
後、デザイン浜松（2011（平成23）年から浜松デザインカ
レッジ〈以下、浜松デザイン〉）とエア・リゾートに続いて
2011（平成23）年には主に東南アジアからの留学生を対象に
浜松日本語学院を新設した。留学生に日本語教育を行うこと
で日本の高等教育機関への進学や地元企業への就職に寄与
し、ひいては地域社会発展に貢献することが目的である。こ
れで同部門は7校で構成されるようになった。
　同時期、沼津情報は「公務員科」や「こども医療保育科」な
どを増設して「沼津情報・ビジネス専門学校」（以下、沼津情
報・ビジネス）に改称（同22年）し、浜松情報でも「こども医
療保育科」（同26年から「こども保育科」）を新設している。
静岡産技は同23年4月から医療事務科と専門学校部門では初の4
年制学科「みらい情報科」の新設を決定した。後者は大学院へ
の進学も可能な「高度専門士」の称号を取得できる学科で、プ
ログラム力とシステム開発力の育成を柱にネットワーク・デー
タベースの知識を兼ね備えた高度な情報処理技術者の育成を目
的とする。さらに翌24年度には「CG・アニメーション科」「メ
ディアクリエイション科」を新設、エア・リゾートも「国際交
流科」を新設した。これらの間、当然ながらカリキュラムの改
善や定員の変更なども進行していった。
　この2012（平成24）年度から企画調査室専門学校担当は法人
本部内に移動したが、同26年度には部門のスケールメリットを
生かした運営を円滑に進めるため直属の専門学校本部を設置す
ることになった。主な機能は以下の3つである。
①7校の運営の全データを集約し、随時確認可能な状態に管理・
整理する
②本部長の判断のための情報を基礎データから作成する
③広報・就職担当と連携し、アンケートなど課題解決のための
情報を収集・集積する
　また、専門学校本部長のもとに、校長ミーティングや分科
会、改革委員会を設置し、事務局を静岡産技の会議室に置い
た。こうして専門学校部門は新たな体制に移行し、そのもとで
第2次3カ年中期計画の達成をめざすこととなった。
　同計画では専門学校部門全体として横断的・総合的に対応す
る教員力の結集と高度化を進め、県東部・中部・西部に展開
する学科群のカリキュラムの統一による教員・教育の質の標

準化を図る。これを基本として“10年後の姿と目標”を「静
岡ドリームカレッジ構想」とした。すなわち、核となる学科
群と高度な専門教育学科を静岡（中部）に配置し、その上で
県内に広くニーズのある学科を沼津（東部）、浜松（西部）
に展開する計画である。
　この時点ですでに浜松地区では駅前の新校舎に3校が入ってお
り、2016（平成28）年4月にはJR沼津駅近くに新校舎の建設が予
定されている。沼津の新校舎には沼津情報・ビジネスが移転
し、翌29年には沼津日本語学院を新設する予定となった。ま
た、中部地区では2024（令和6）年ごろをめどに、静岡市葵区御
幸町の再開発ビルへ移転・集約させる計画を進めている。

第2次中期計画から第3次中期計画へ
　中学・高校部門は2013（平成25）年度から第2次中期計画を
進め、星陵高ではスターヒルプランの「ザ・ネクストステー
ジ」として「国際社会のなかで協調性を兼ね備えた日本の
リーダー・世界のリーダーとなり得る人材の育成」をめざし
た。すなわち「確かな知・使える英語・異文化理解・リー
ダー性」の4つの能力の開発である。地域における評価は年々
向上し、2015（平成27）年の入試では英数科の志願倍率が5.7
倍と県内3位の高倍率（県内私学の平均は2.7倍）となった。
　一方、静岡北高は2012（平成24）年度から2期目のSSH指定校
となり、その2期目からは完成年度を迎えた静岡北中と合わせた
6年一貫のSSHとして活動を始めた。静岡北中ではサイエンス・
スタディ・ゼロ（SSZ）と名づけたSSH活動への準備トレーニ
ングを開始し、インセンティブ・レクチャーやサイエンスコ
ミュニケーション、環境調査ほかの活動で理科学的能力を養っ
た。この時期、静岡北高はコアSSH校に指定され、国内外の学
校との合同研究や国際舞台での発表機会を多く得ている。これ
らはいずれも同活動に厚みをもたらし、他方で「SSH事業の教
材化・テキスト化」など将来につながる課題も浮上させた。
　こうして両高校とも独自性と教育目標を明確にし、同時に
進学校としての実績も積み上げてきた。国公立大学や難関校
への合格率は向上し、県内私学ではトップクラスとなった。
　2017（平成29）年度から学園は第3次中期計画に進み、「学
生・生徒の主体性の育成や地域に密着した産学連携教育・研
究活動」「一貫教育の深化と拡大」「国際連携の強化」「部
門ごとのブランドイメージの明確化」などについて重点的に
取り組むこととなり、同時にアメニティ充実や国際化、新分

野・学科設置の検討なども進めることとした。
［静岡理工科大学］
　すでに理工科大では2013（平成25）年以後に地域連携を深
め、袋井市や静岡県など地域との提携を強化し、翌26年には
「産学官連携フォーラム」を「地域創成フォーラム」へと進
化させた。そして同29年度からは1級・2級建築士、木造建築
士の受験資格を取得できる「建築学科」を新設した。同学科
は地域からの高いニーズに応えるもので、県内では初であ
る。これに合わせ、2017（平成29）年3月に同学科の新校舎
（愛称、えんつりー）の建設を開始した。
　また、当大学は「人間力」醸成の一つとして「グローバル
人材」の育成を掲げ、「日本・アジア青少年サイエンス交流
事業（さくらサイエンスプラン）」への参画や海外協定校と
ともに、もの・ことづくりを行う「一般PBLプログラム」、
「特色PBLプログラム」（PBL：問題解決型学習）も始めた。
今後はさらに海外大学との交流を拡大・活性化し、「研究
力」向上をめざす予定である。
［中・高校部門］
　中・高部門では各教室にWi-Fi環境を整備してタブレットを
活用したICT教育を行い、並行して国際化や高・大一貫教育の
強化や学科・コースの再編を検討する方針とした。
　星陵中学・高校では2016（平成28）年に新しい学びの形
「SEIRYO style」を掲げた。高度な専門性を兼ね備えた教師
陣による授業で確固たる学問の土台を築き、ICT機器を活用し
たアクティブラーニングで生徒主体の行事を展開する。ま
た、海外姉妹校と連携したグローバル教育をいっそう拡充さ
せることとし、英数科グローバルコースの開設を検討する。
以上により、自ら自分の未来と世界の明日を切り開く能力を
備えた「国際社会で活躍できる日本のリーダー、世界のリー
ダーの育成」をめざすこととなった。
　静岡北中学・高校はSSH事業を核としたPBL型教育やグローバ
ル教育を推進し、「国際社会で活躍できる理数系・科学系のリー
ダーの育成」を目標に掲げた。すでに同校はSSH校として独自の
取り組みを定着させつつあり、これが地域からの評価を押し上げ
ている。また、グローバル人材育成についても充実させ始めてお
り、オーストラリアの提携校との交流授業やホームステイ、台湾
の南新国民中学校との国際文化交流授業を行っているほか、毎年
の夏には中高生のための国際科学技術フォーラム「静岡北・ユー
ス・サイエンス・エンジニアリング・フォーラム」（SKYSEF）
を開催し、国内外から数多くの参加者を集めている。
［専門学校部門］
　グループとしての活動を強化する専門学校部門でも国際化や

新分野・学科の検討、教育改革を推進し、並行して西部地区の
運営を見直すこととなった。すなわち、浜松情報と浜松デザイ
ンの学生募集や教務運営の一体化および両校統合、さらには2019
（令和元）年度に始まる浜松情報と浜松日本語学院との連携に
よる「介護人材育成プログラム」である。同3年度には連携を海
外にも拡大し、母国で同分野の専門教育を受けた留学生を受け
入れ、日本での国家資格取得と就職を目標とする予定とした。
　東部地区では2017（平成29）年4月に沼津日本語学院を開校
し、浜松日本語学院とともに国際交流を充実させ、同年設立
の「留学生支援の会」とともに地域発展に貢献していく方針
となった。これにともない、同校卒業生の受け入れ学科の新
設についても計画を進めていく。
　また、静岡産技に「こども保育科」を、浜松情報に「国際介
護福祉科」を新設し、加えて介護福祉系学校を静岡産技校舎内
に新設する案について検討を始めることになった。さらに部門
全体の資格取得率を上昇させるため、前年比5％の向上をめざし
て指導法の改善も推進する。静岡デザインでは「静岡から日本
へ、世界へ」をコンセプトに活動フィールドをさらに拡大させ
る方針とし、今後はよりグローバルな視点に立ったデザインを
考え、「SDGs（持続可能な開発目標）」「知的財産権」といっ
た国際社会の共通目標についての理解も深めていく。また、エ
ア・リゾートでは専門的な英会話力の強化をめざし、企業と連
携した「オンライン英会話」を導入した。今後はその専門性を
高めるため、ICTを活用した語学学習・専門学習教材の開発と
導入を進めていくことを検討している。
　以上を統括する法人本部では広報活動の展開や設備投資計
画の立案を進める一方、人材育成マップにもとづく教員採
用・教育を実施し、キャリアパスによる人員配置を進める。
同時に拠点間のネットワーク構築と基幹サーバ・共有スト
レージのデータセンターへの移管を実施するほか、業務の効
率化や事務組織の見直しと改組を推進することとなった。
　なお、第3次中期計画満了（2021（令和3）年）までに予定
される主な設備投資（建設）は、理工科大の第2クラブハウス
とグラウンド整備、星陵中学・高校の新体育館、静岡北高の
新体育館、静岡北中の中学校校舎、専門学校部門の宮前町小
校舎などである。

未来に向けて
　現代は少子高齢化と同時にグローバル化・国際化・ICT・人
工知能やロボット技術・宇宙開発技術も急速に発展し、社会
の変化を見通せない時代となった。価値観や労働条件が多様
化する時代、政府は柔軟な労働環境のため働き方改革を推進
し、文科省は予測困難な時代に対応すべく高大接続改革を推
進している。当学園もこれら時代の変化や改革に対応しなが
ら、自らの将来を決める大切な時期を迎えていた。そして平
成最後の年、当学園は創立80周年と新法人設立30周年に向け
た施策のポイントとして「一体感醸成」を掲げ、「中国研修
旅行」と「SIST交流研修会」を実施した。
　前者の対象は当法人の事務系職員で、総勢95人が訪れたのは
40年前に経済特区とされた深圳市。海外企業の下請け工場のな
かから世界的通信メーカーなどを誕生させた地域振興のモデル

地区である。急速な人口増加にともなって大学をはじめとする
高等教育機関も増え、現在では国内大学と海外大学が共同運営
する学院の設置も進む。当学園の職員たちはこの著しい経済・
技術の成長や変化のエネルギーを肌で感じ、深圳大学で実施さ
れている教育モデルや先端施設、さらには全世界の大学ランキ
ングを指標とした成長・経営戦略を目の当たりにした。
　一方、SIST交流研修会は学園の全職員を対象とした。互い
に仲間意識をもち、これを深めることで学園全体の力を生み
出し、すばらしい結果をもたらそうとの願いをこめた研修会
である。当日、（株）麻生キャリアサポートの福澤仁志常務
取締役の「必要とされる学園・学校であるために～他校に学
ぶ～」と題した基調講演では他校の事例を知る貴重な機会を
得て、続いて行われたグループディスカッションでは部署を
超えて互いの意見や希望を語り合う場を初めてもった。
　閉会後、「業務と法人経営のつながりを感じられた」
「キャンパスの移転・校舎改築など、なぜその時期に、どの
ように行ったかがわかる」「グループ経営状況が理解でき、
入学者確保の重要性を認識した」など、将来を見据えたすば
らしい感想が多く寄せられた。本学園の職員たちは「人を知
り、人と語る」経験により「学園には多くの仲間がいる」と
いう認識とともに一体感を共有し、創立80年という大きな節
目となる令和の時代を迎えたのである。
　2019（令和元）年12月、中国・武漢を発生源とする新型コロ
ナウイルス（COVID-19）は、瞬く間に全世界に感染が拡大
し、2020（令和2）年12月末現在、世界の感染者数は8270万余
人、死者は180万余人に上っており、人の移動が制限されたこ
とにより、失業者の増加、GDPの減少など、リーマンショック
を上回る社会・経済に深刻な影響を全世界に及ぼしている。今
後、ワクチンや治療薬が普及しない限り本格的な人の移動は回
復せず、当面不景気が続くものと予想されている。本学園にお
いても2020（令和2）年の卒業式や入学式も全体を集めての開
催は見送られ、例年とは様変わりの様相を呈した。また、授業
は3密を避けるため一部遠隔授業が行われたり、事務職員にお
いては在宅勤務を余儀なくされたが、実際、遠隔授業や在宅勤
務を実施してみると意外とスムーズに実行できる部分もあるこ
とが判り、コロナ後の教育の在り方や業務処理の遂行方法な
ど、従来の常識が通用しないニューコロナの時代を迎えてい
る。また、今後、AI、ICTの劇的な進展による第4次産業革命
の時代を迎える中で、本学園はどのような方向に向かうのか。
2022（令和4）年度より始まる第4次中期計画が開始されるが、
その指針となる5年後、10年後の学園全体のあるべき姿を、現

在若手職員を中心に議論しており、これをもとに長期ビジョン
を策定する予定である。
　JR静岡駅北口の一等地である静岡市葵区御幸町・伝馬町再開
発ビルに、2024（令和6）年4月開校を目指して「御幸町キャン
パス」を設置する予定である。これは、県内唯一の理工系総合
大学を含む多種多様な13の学校を有する静岡理工科大学グルー
プだからこそできる方法で、静岡の更なる活性化に貢献するも
のである。そのコンセプトは、「多くの人が往来し、集い、め
ぐり逢い、共に学び共に考え刺激し合って、共に成長する、そ
して、“ひと”“もの・こと”“まち”の未来を切り開いてい
くフィールド」である。その主な機能は、
①静岡理工科大学サテライトラボ
　社会人へのAI・データサイエンス教育、小学生を対象とし
た「お理工塾」、中高生を対象としたワークショップによる
理工系分野への興味喚起、住民・企業・行政とともにワーク
ショップや研究会の開催による地域課題の解決
②地域協働センター
　地域ニーズ・地域課題と本学園のシーズをつなげるフォー
ラム・セミナーの開催、社会ニーズを受けたリカレント教育
③同窓生サイト
　全国各地で活躍する卒業生同士のビジネスマッチング、卒
業生と県内企業による異業種交流会
④静岡デザイン専門学校
　綜合デザイン専門学校としての地位を確立し、都市部への流
出から静岡への回帰、グループ専門学校・地元企業と共同で、
小中高生を対象とした職業体験イベントの開催等である。
　この御幸町キャンパスを学園のランドマークとし、「フェ
アでオリジナリティの高い教育・研究活動を通じて地域社会
に貢献し、学生・生徒と共に継続して成長し続ける総合学
園」を目指していく。
　1940（昭和15）年の創立以来、長い歴史を積み重ね、現在の
当学園は13におよぶ学校を擁している。それらの基幹ともいえ
る理工科大は2011（平成23）年に20周年を迎え、2021（令和3）
年には新法人ともども30周年を迎えようとしている。この大学
と一貫教育を進める2校の高校のうち、静岡北高は2020（令和
2）年時点で創立から57年を、星陵高校も45年を積み重ねた。
　専門学校部門も歴史を重ねるなかで、高校との一貫教育を
充実させてきた。浜松・沼津の両日本語学院や浜松デザイ
ン、エア・リゾートなど、時代のニーズに対応した新しい学
校がある一方、かつて静岡県自動車学校の整備科としてス
タートした静岡産技は創立から64年の校史を綴る伝統校と
なった。同様に沼津情報・ビジネスは37年、浜松情報は35年
が創立から経過し、2017（平成29）年に創立90周年を祝った
静岡デザインも合併から36年を数える。
　そして今、当学園の全教職員が一体となり、来たるべき100周
年に向けて新たな歴史を刻み始めた。若手教職員はより経験を積
んで一人前になるべく若々しい抱負を掲げ、中途採用の教職員は
これまでの経験を基礎にさらなるステップアップをめざす。中堅
以上の幹部教職員は法人全体を俯瞰し、グループの発展と次世代
への継承を視野に入れている。これら教職員の全てがその心に刻
むのは、80年の昔、創立者たちが掲げた「技術者の育成をもって
地域社会に貢献する」という建学精神にほかならない。
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当法人にとって2008（平成20）年はさらなる発展に向け、着実
に歩み出した節目の年である。同19年度に定員割れとなった理
工科大や経営面に危機感を強める専門学校部門では周到に準備
してきた改革を実行に移した。ただ、学齢人口の減少に加えて
児童・生徒の理科離れも進み、今後も当法人にとって厳しい状
況が続く。当法人は改めて建学精神に立ち返り、グローバル化
を急速に進める情報化社会のニーズに応えるべく教育改革とグ
ループ内連携をいっそう強化することになる。

理工科大の2学部制発足
　2008（平成20）年4月、理工科大は情報システム学科を改組
し、「総合情報学部」を開設し、コンピュータシステム学
科、人間情報デザイン学科を設置した。
　この前年2月、理工科大は半年間にわたる定員確保に向けた
議論の末に3項目の目標をまとめ、達成のための中期計画（5
年間）を策定した。その3項目とは、「社会に必要な技術者を
一人ひとりていねいに養成して世に送り出している大学であ
ることの評価が社会の中で確立している大学」「小規模でも
ダイヤモンドのように光る大学力を有する大学」「地域にな
くてはならぬ存在感のある大学」である。これらを踏まえ、
理工科大は360人以上の入学者を確保し、卒業生と就職先企業
が大きな満足を得ている大学をめざすこととなった。そのた
めの戦略を以下の2つとした。
①多様化する学生それぞれに十分な専門能力と社会人として
の基礎力を与え、学生が満足する進路を実現することで大学
のブランド力を確立すること。
②本学に地歩のある新たな教育分野に進出（強化）すること。
　①の第1歩としてめざしたのが「モノから入る教育」であり、
大学全入時代を見据えた「学生中心の大学づくり」である。
　さらに「進化」をキーワードに実施したのが2学部制への移
行だった。こちらは戦略②にあたる。新学部設置の目的は本
学独自の文理融合の構築で、文理の境界で研究成果を出して
いる教員はこれに参画することとなる。
　また、機械工学科に「航空工学コース」を新設した。航空
機は新素材の塊であり、生命科学科で新素材と取り組む教員
は同学科との相乗効果を期待される。
　物質生命科学科では「食品化学」を強化する方針をとっ
た。総合情報学部で心理・神経系の研究に取り組む教員は味

覚や嗅覚などへの展開を考え、本学の食品化学を育てる努力
をすることになる。
　次に電気電子情報工学科を「電気電子工学科」へ改称し、「光
応用・電子デバイスコース」を新設した。ここでは食品化学や航
空工学の分野で利用可能なセンサーの開発研究を進めていく。
　これ以後、理工科大では上記のごとく「ベクトルを束ねて
進む」方針とし、学部や学科の境界を越えて相互に連携・協
力しながら共通する方向性を打ち出していくことになった。
それによって外部に本学の強みを見えるようにし、経営の安
定化につなげていく計画である。さらに全学部・全学科で高
校の教諭第1種免許を取得できる教職課程を設置し、建学精神
の発揚・実現もいっそう強化した。
　これら努力の結果、2008（平成20）年4月の入学者数は編入学
生などを含めて358人（大学院入学者を加えた場合374人）、翌
21年には376人（大学院入学者を加えた場合381人）となり、そ
のなかには中国や韓国からの留学生3人も含まれていた。

静岡デザイン浜松校と
静岡インターナショナル・エア・リゾート
専門学校の新設
　静岡デザイン恒例の「高校生デザインコンペ」が11年目を
迎え「デザイン・ア・ラ・モードコンペティション」に発展
進化した2008（平成20）年、静岡デザイン浜松校（以下、デ
ザイン浜松）を新設、開校した。所在地はJR浜松駅前の浜松
情報の校舎内である。
　静岡デザインは前記イベントのほかにも卒業制作展の「デ
ザイン・ア・ラ・モード」をはじめ「静岡ブランディングプ

ロジェクト」「浜名湖フラワーフェスタ」「メイド・イン・
静岡プロジェクト」ほか数々の企画・イベントで活躍し、近
年は学生の創作活動がそのまま広報活動に結びつく情報発信
型専門学校としての評価を高めてきた。今まで、ものづくり
産業に支えられる浜松地区にはデザイン分野の専門学校はな
かったが、生活を彩り豊かにする産業の充実が不要であるは
ずもなく、そこで活躍するプロフェッショナルを育成するの
がデザイン浜松の使命である。2008（平成20）年4月、デザイ
ン浜松は第1期生として21人（グラフィックデザイン科9人、
ファッションビジネス科12人）を迎え入れた。新設校とあっ
て今後の反響の有無などを心配した面もあったが、同年の体
験入学では40人を超える参加者を集め、翌21年4月、第2期生
として31人を入学させた。この年、デザイン浜松は浜松情報
との共同イベント「Creator's SUITE」で日頃の学習成果を発
表した。とくにファッションビジネスコース1年生は1年間学
んできたコーディネートの集大成としてファッションショー
を開催、ユニクロとのコラボも実現させている。
　一方、2008（平成20）年4月、静岡産技の新館内に新設した
のが静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校（以
下、エア・リゾート）である。翌21年6月に開港予定の富士山
静岡空港を見据え、国際エアライン科（2年）・国際トラベル
科（2年）・国際コミュニケーション科（2年）の3科7コース
を設置し、第1期生53人を迎えた。
　エア・リゾートの教育を特徴づけるのは航空機内等を再現
したリアリティの高い実習室、おもてなしの心を育むマナー
教育、そして各業界への知識を深める研修など数多い。卒業
生がめざすのは、フライトアテンダント、グランドスタッ
フ、ツアープランナーなどで、航空・旅行業界も含め、さま
ざまな職種におよぶ。そのため、エア・リゾートでは必須の
英語のほか、韓国語・中国語授業にもネイティブ講師を揃
え、ハイレベルな語学教育を実現した。9月には株式会社フジ
ドリームエアラインズ（以下、FDA）や静岡エアポートサー
ビス株式会社（現：株式会社エスエーエス）の企業セミナー
を実施し、11月には理工科大とともに「静岡空港フェスタ」
に参加し地域活動にも貢献した。
　翌21年2月には国際トラベル科の学生たちが、ツアーコンダ
クターには必須の資格である「国内旅程管理研修」を受講
し、全員が試験に合格した。同年4月には第2期生69人が入学
した。開校2年目として真価の問われる年度だったが、早くも
国際エアライン科の学生2人がFDAから客室乗務員として就職
内定を得た。

　こうして新設2校はスタートしたが、この時期「大学全入時
代」の到来にそなえ、当学園の専門学校部門では独自の5カ年
中期計画を策定し、企業ニーズに則した即戦力型の人材を育
成するカリキュラムの構築を早急に進めることとなった。

中・高一貫教育
　当学園では2003（平成15）年ごろから星陵高を中心に
「中・高一貫教育」の検討を始めたが、静岡北高で具体化し
たのは同19年のSSH校指定以後である。同事業を生かした中・
高一貫教育の検討を進め、やがて中・高・大一貫教育までを
視野に入れた。中学生から学習意欲の醸成を図り、高・大一
貫教育の実を挙げることが目的の一つである。
　種々の検討の結果、静岡北中学校（以下、静岡北中）は静
岡北高併設の中学とし、男女共学で学則定員は60人（3学年で
180人）、その教育理念を次の3つとした。
1）心豊かな倫理性の育成
2）科学的思考力・分析力の育成
3）コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力の育成
　また、教育方針を「6カ年の計画的な教育活動をもって幅広
く深い教養と高い知性を育み、21世紀の時代を強くたくまし
く生き抜くための能力（＝キーコンピテンシー）を育成する
教育を実現する」とし、まずは新設校として中堅クラスの進
学校を目指した。同時に同年度から県が進める理数教育の推
進「ニュートンプロジェクト」に沿い、その方針を上回る教
育をめざす中学とする方針とした。これに先だって校舎の改
修工事も実施し、静岡北中学校は2010（平成22）年4月に開
校、入学者選抜に合格した第1期生40人を迎えた。入学式当
日、森竹鍵治校長は中・高一貫教育の目標について「地球社
会の一員として活躍できる人間を育てる」ことと述べ、「第1
期生という誇りを胸に6年間努力しましょう」と結んだ。
　一方、2009（平成21）年度に創立35周年を迎える星陵高で
は、同20年から「輝け星陵☆スターヒルプラン」と題した教
育体制の改革を始めた。この中期計画では、①キャリア教育
の構築・進学実績向上、②中・高一貫教育の確立、③教職員
の資質向上、④高・大、高・専一貫教育の改革、⑤新校舎建
設と学習環境の整備、という5項目のテーマを掲げている。
　このうち、②で新たに併設する星陵中学校（以下、星陵中）
の学則定員は静岡北中と同じく60人。星陵高との一貫教育のた
め6年間の教育プログラムを構築する。とくに国語・数学・英
語に重点をおき、新たな感性・理性を育む「美育」の充実を図

ることとした。そして、ハード面での中学生受け入れ準備とし
て、⑤の新校舎建設を決定し、2009（平成21）年10月に起工し
た。建設場所は現旧校舎南側のAグラウンドに決定、中庭を有
するロの字型の4階建校舎が2011（平成23）年1月に完成した。
この間、数回にわたって学校説明会を実施し、中・高一貫教育
の設置校のない地元からの期待を多く集めた。同年４月には、
星陵中学校が開校し、新入生61人が入学した。入学式当日、坪
井正明校長は「知・徳・体・美」それぞれのパネルを掲げ、星
陵中の4つの教育について語りかけた。

専門学校本部の設置―中期計画に沿って
　2009（平成21）年度、専門学校部門は5カ年の中期計画を策
定し、これに沿ってカリキュラムの改編や学科の新設などを
強力に推進した。並行して同部門はグループとしての活動を
始め、企画調査室専門学校担当を静岡産技に置いた。これ以
後、デザイン浜松（2011（平成23）年から浜松デザインカ
レッジ〈以下、浜松デザイン〉）とエア・リゾートに続いて
2011（平成23）年には主に東南アジアからの留学生を対象に
浜松日本語学院を新設した。留学生に日本語教育を行うこと
で日本の高等教育機関への進学や地元企業への就職に寄与
し、ひいては地域社会発展に貢献することが目的である。こ
れで同部門は7校で構成されるようになった。
　同時期、沼津情報は「公務員科」や「こども医療保育科」な
どを増設して「沼津情報・ビジネス専門学校」（以下、沼津情
報・ビジネス）に改称（同22年）し、浜松情報でも「こども医
療保育科」（同26年から「こども保育科」）を新設している。
静岡産技は同23年4月から医療事務科と専門学校部門では初の4
年制学科「みらい情報科」の新設を決定した。後者は大学院へ
の進学も可能な「高度専門士」の称号を取得できる学科で、プ
ログラム力とシステム開発力の育成を柱にネットワーク・デー
タベースの知識を兼ね備えた高度な情報処理技術者の育成を目
的とする。さらに翌24年度には「CG・アニメーション科」「メ
ディアクリエイション科」を新設、エア・リゾートも「国際交
流科」を新設した。これらの間、当然ながらカリキュラムの改
善や定員の変更なども進行していった。
　この2012（平成24）年度から企画調査室専門学校担当は法人
本部内に移動したが、同26年度には部門のスケールメリットを
生かした運営を円滑に進めるため直属の専門学校本部を設置す
ることになった。主な機能は以下の3つである。
①7校の運営の全データを集約し、随時確認可能な状態に管理・
整理する
②本部長の判断のための情報を基礎データから作成する
③広報・就職担当と連携し、アンケートなど課題解決のための
情報を収集・集積する
　また、専門学校本部長のもとに、校長ミーティングや分科
会、改革委員会を設置し、事務局を静岡産技の会議室に置い
た。こうして専門学校部門は新たな体制に移行し、そのもとで
第2次3カ年中期計画の達成をめざすこととなった。
　同計画では専門学校部門全体として横断的・総合的に対応す
る教員力の結集と高度化を進め、県東部・中部・西部に展開
する学科群のカリキュラムの統一による教員・教育の質の標

準化を図る。これを基本として“10年後の姿と目標”を「静
岡ドリームカレッジ構想」とした。すなわち、核となる学科
群と高度な専門教育学科を静岡（中部）に配置し、その上で
県内に広くニーズのある学科を沼津（東部）、浜松（西部）
に展開する計画である。
　この時点ですでに浜松地区では駅前の新校舎に3校が入ってお
り、2016（平成28）年4月にはJR沼津駅近くに新校舎の建設が予
定されている。沼津の新校舎には沼津情報・ビジネスが移転
し、翌29年には沼津日本語学院を新設する予定となった。ま
た、中部地区では2024（令和6）年ごろをめどに、静岡市葵区御
幸町の再開発ビルへ移転・集約させる計画を進めている。

第2次中期計画から第3次中期計画へ
　中学・高校部門は2013（平成25）年度から第2次中期計画を
進め、星陵高ではスターヒルプランの「ザ・ネクストステー
ジ」として「国際社会のなかで協調性を兼ね備えた日本の
リーダー・世界のリーダーとなり得る人材の育成」をめざし
た。すなわち「確かな知・使える英語・異文化理解・リー
ダー性」の4つの能力の開発である。地域における評価は年々
向上し、2015（平成27）年の入試では英数科の志願倍率が5.7
倍と県内3位の高倍率（県内私学の平均は2.7倍）となった。
　一方、静岡北高は2012（平成24）年度から2期目のSSH指定校
となり、その2期目からは完成年度を迎えた静岡北中と合わせた
6年一貫のSSHとして活動を始めた。静岡北中ではサイエンス・
スタディ・ゼロ（SSZ）と名づけたSSH活動への準備トレーニ
ングを開始し、インセンティブ・レクチャーやサイエンスコ
ミュニケーション、環境調査ほかの活動で理科学的能力を養っ
た。この時期、静岡北高はコアSSH校に指定され、国内外の学
校との合同研究や国際舞台での発表機会を多く得ている。これ
らはいずれも同活動に厚みをもたらし、他方で「SSH事業の教
材化・テキスト化」など将来につながる課題も浮上させた。
　こうして両高校とも独自性と教育目標を明確にし、同時に
進学校としての実績も積み上げてきた。国公立大学や難関校
への合格率は向上し、県内私学ではトップクラスとなった。
　2017（平成29）年度から学園は第3次中期計画に進み、「学
生・生徒の主体性の育成や地域に密着した産学連携教育・研
究活動」「一貫教育の深化と拡大」「国際連携の強化」「部
門ごとのブランドイメージの明確化」などについて重点的に
取り組むこととなり、同時にアメニティ充実や国際化、新分

野・学科設置の検討なども進めることとした。
［静岡理工科大学］
　すでに理工科大では2013（平成25）年以後に地域連携を深
め、袋井市や静岡県など地域との提携を強化し、翌26年には
「産学官連携フォーラム」を「地域創成フォーラム」へと進
化させた。そして同29年度からは1級・2級建築士、木造建築
士の受験資格を取得できる「建築学科」を新設した。同学科
は地域からの高いニーズに応えるもので、県内では初であ
る。これに合わせ、2017（平成29）年3月に同学科の新校舎
（愛称、えんつりー）の建設を開始した。
　また、当大学は「人間力」醸成の一つとして「グローバル
人材」の育成を掲げ、「日本・アジア青少年サイエンス交流
事業（さくらサイエンスプラン）」への参画や海外協定校と
ともに、もの・ことづくりを行う「一般PBLプログラム」、
「特色PBLプログラム」（PBL：問題解決型学習）も始めた。
今後はさらに海外大学との交流を拡大・活性化し、「研究
力」向上をめざす予定である。
［中・高校部門］
　中・高部門では各教室にWi-Fi環境を整備してタブレットを
活用したICT教育を行い、並行して国際化や高・大一貫教育の
強化や学科・コースの再編を検討する方針とした。
　星陵中学・高校では2016（平成28）年に新しい学びの形
「SEIRYO style」を掲げた。高度な専門性を兼ね備えた教師
陣による授業で確固たる学問の土台を築き、ICT機器を活用し
たアクティブラーニングで生徒主体の行事を展開する。ま
た、海外姉妹校と連携したグローバル教育をいっそう拡充さ
せることとし、英数科グローバルコースの開設を検討する。
以上により、自ら自分の未来と世界の明日を切り開く能力を
備えた「国際社会で活躍できる日本のリーダー、世界のリー
ダーの育成」をめざすこととなった。
　静岡北中学・高校はSSH事業を核としたPBL型教育やグローバ
ル教育を推進し、「国際社会で活躍できる理数系・科学系のリー
ダーの育成」を目標に掲げた。すでに同校はSSH校として独自の
取り組みを定着させつつあり、これが地域からの評価を押し上げ
ている。また、グローバル人材育成についても充実させ始めてお
り、オーストラリアの提携校との交流授業やホームステイ、台湾
の南新国民中学校との国際文化交流授業を行っているほか、毎年
の夏には中高生のための国際科学技術フォーラム「静岡北・ユー
ス・サイエンス・エンジニアリング・フォーラム」（SKYSEF）
を開催し、国内外から数多くの参加者を集めている。
［専門学校部門］
　グループとしての活動を強化する専門学校部門でも国際化や

新分野・学科の検討、教育改革を推進し、並行して西部地区の
運営を見直すこととなった。すなわち、浜松情報と浜松デザイ
ンの学生募集や教務運営の一体化および両校統合、さらには2019
（令和元）年度に始まる浜松情報と浜松日本語学院との連携に
よる「介護人材育成プログラム」である。同3年度には連携を海
外にも拡大し、母国で同分野の専門教育を受けた留学生を受け
入れ、日本での国家資格取得と就職を目標とする予定とした。
　東部地区では2017（平成29）年4月に沼津日本語学院を開校
し、浜松日本語学院とともに国際交流を充実させ、同年設立
の「留学生支援の会」とともに地域発展に貢献していく方針
となった。これにともない、同校卒業生の受け入れ学科の新
設についても計画を進めていく。
　また、静岡産技に「こども保育科」を、浜松情報に「国際介
護福祉科」を新設し、加えて介護福祉系学校を静岡産技校舎内
に新設する案について検討を始めることになった。さらに部門
全体の資格取得率を上昇させるため、前年比5％の向上をめざし
て指導法の改善も推進する。静岡デザインでは「静岡から日本
へ、世界へ」をコンセプトに活動フィールドをさらに拡大させ
る方針とし、今後はよりグローバルな視点に立ったデザインを
考え、「SDGs（持続可能な開発目標）」「知的財産権」といっ
た国際社会の共通目標についての理解も深めていく。また、エ
ア・リゾートでは専門的な英会話力の強化をめざし、企業と連
携した「オンライン英会話」を導入した。今後はその専門性を
高めるため、ICTを活用した語学学習・専門学習教材の開発と
導入を進めていくことを検討している。
　以上を統括する法人本部では広報活動の展開や設備投資計
画の立案を進める一方、人材育成マップにもとづく教員採
用・教育を実施し、キャリアパスによる人員配置を進める。
同時に拠点間のネットワーク構築と基幹サーバ・共有スト
レージのデータセンターへの移管を実施するほか、業務の効
率化や事務組織の見直しと改組を推進することとなった。
　なお、第3次中期計画満了（2021（令和3）年）までに予定
される主な設備投資（建設）は、理工科大の第2クラブハウス
とグラウンド整備、星陵中学・高校の新体育館、静岡北高の
新体育館、静岡北中の中学校校舎、専門学校部門の宮前町小
校舎などである。

未来に向けて
　現代は少子高齢化と同時にグローバル化・国際化・ICT・人
工知能やロボット技術・宇宙開発技術も急速に発展し、社会
の変化を見通せない時代となった。価値観や労働条件が多様
化する時代、政府は柔軟な労働環境のため働き方改革を推進
し、文科省は予測困難な時代に対応すべく高大接続改革を推
進している。当学園もこれら時代の変化や改革に対応しなが
ら、自らの将来を決める大切な時期を迎えていた。そして平
成最後の年、当学園は創立80周年と新法人設立30周年に向け
た施策のポイントとして「一体感醸成」を掲げ、「中国研修
旅行」と「SIST交流研修会」を実施した。
　前者の対象は当法人の事務系職員で、総勢95人が訪れたのは
40年前に経済特区とされた深圳市。海外企業の下請け工場のな
かから世界的通信メーカーなどを誕生させた地域振興のモデル

地区である。急速な人口増加にともなって大学をはじめとする
高等教育機関も増え、現在では国内大学と海外大学が共同運営
する学院の設置も進む。当学園の職員たちはこの著しい経済・
技術の成長や変化のエネルギーを肌で感じ、深圳大学で実施さ
れている教育モデルや先端施設、さらには全世界の大学ランキ
ングを指標とした成長・経営戦略を目の当たりにした。
　一方、SIST交流研修会は学園の全職員を対象とした。互い
に仲間意識をもち、これを深めることで学園全体の力を生み
出し、すばらしい結果をもたらそうとの願いをこめた研修会
である。当日、（株）麻生キャリアサポートの福澤仁志常務
取締役の「必要とされる学園・学校であるために～他校に学
ぶ～」と題した基調講演では他校の事例を知る貴重な機会を
得て、続いて行われたグループディスカッションでは部署を
超えて互いの意見や希望を語り合う場を初めてもった。
　閉会後、「業務と法人経営のつながりを感じられた」
「キャンパスの移転・校舎改築など、なぜその時期に、どの
ように行ったかがわかる」「グループ経営状況が理解でき、
入学者確保の重要性を認識した」など、将来を見据えたすば
らしい感想が多く寄せられた。本学園の職員たちは「人を知
り、人と語る」経験により「学園には多くの仲間がいる」と
いう認識とともに一体感を共有し、創立80年という大きな節
目となる令和の時代を迎えたのである。
　2019（令和元）年12月、中国・武漢を発生源とする新型コロ
ナウイルス（COVID-19）は、瞬く間に全世界に感染が拡大
し、2020（令和2）年12月末現在、世界の感染者数は8270万余
人、死者は180万余人に上っており、人の移動が制限されたこ
とにより、失業者の増加、GDPの減少など、リーマンショック
を上回る社会・経済に深刻な影響を全世界に及ぼしている。今
後、ワクチンや治療薬が普及しない限り本格的な人の移動は回
復せず、当面不景気が続くものと予想されている。本学園にお
いても2020（令和2）年の卒業式や入学式も全体を集めての開
催は見送られ、例年とは様変わりの様相を呈した。また、授業
は3密を避けるため一部遠隔授業が行われたり、事務職員にお
いては在宅勤務を余儀なくされたが、実際、遠隔授業や在宅勤
務を実施してみると意外とスムーズに実行できる部分もあるこ
とが判り、コロナ後の教育の在り方や業務処理の遂行方法な
ど、従来の常識が通用しないニューコロナの時代を迎えてい
る。また、今後、AI、ICTの劇的な進展による第4次産業革命
の時代を迎える中で、本学園はどのような方向に向かうのか。
2022（令和4）年度より始まる第4次中期計画が開始されるが、
その指針となる5年後、10年後の学園全体のあるべき姿を、現

在若手職員を中心に議論しており、これをもとに長期ビジョン
を策定する予定である。
　JR静岡駅北口の一等地である静岡市葵区御幸町・伝馬町再開
発ビルに、2024（令和6）年4月開校を目指して「御幸町キャン
パス」を設置する予定である。これは、県内唯一の理工系総合
大学を含む多種多様な13の学校を有する静岡理工科大学グルー
プだからこそできる方法で、静岡の更なる活性化に貢献するも
のである。そのコンセプトは、「多くの人が往来し、集い、め
ぐり逢い、共に学び共に考え刺激し合って、共に成長する、そ
して、“ひと”“もの・こと”“まち”の未来を切り開いてい
くフィールド」である。その主な機能は、
①静岡理工科大学サテライトラボ
　社会人へのAI・データサイエンス教育、小学生を対象とし
た「お理工塾」、中高生を対象としたワークショップによる
理工系分野への興味喚起、住民・企業・行政とともにワーク
ショップや研究会の開催による地域課題の解決
②地域協働センター
　地域ニーズ・地域課題と本学園のシーズをつなげるフォー
ラム・セミナーの開催、社会ニーズを受けたリカレント教育
③同窓生サイト
　全国各地で活躍する卒業生同士のビジネスマッチング、卒
業生と県内企業による異業種交流会
④静岡デザイン専門学校
　綜合デザイン専門学校としての地位を確立し、都市部への流
出から静岡への回帰、グループ専門学校・地元企業と共同で、
小中高生を対象とした職業体験イベントの開催等である。
　この御幸町キャンパスを学園のランドマークとし、「フェ
アでオリジナリティの高い教育・研究活動を通じて地域社会
に貢献し、学生・生徒と共に継続して成長し続ける総合学
園」を目指していく。
　1940（昭和15）年の創立以来、長い歴史を積み重ね、現在の
当学園は13におよぶ学校を擁している。それらの基幹ともいえ
る理工科大は2011（平成23）年に20周年を迎え、2021（令和3）
年には新法人ともども30周年を迎えようとしている。この大学
と一貫教育を進める2校の高校のうち、静岡北高は2020（令和
2）年時点で創立から57年を、星陵高校も45年を積み重ねた。
　専門学校部門も歴史を重ねるなかで、高校との一貫教育を
充実させてきた。浜松・沼津の両日本語学院や浜松デザイ
ン、エア・リゾートなど、時代のニーズに対応した新しい学
校がある一方、かつて静岡県自動車学校の整備科としてス
タートした静岡産技は創立から64年の校史を綴る伝統校と
なった。同様に沼津情報・ビジネスは37年、浜松情報は35年
が創立から経過し、2017（平成29）年に創立90周年を祝った
静岡デザインも合併から36年を数える。
　そして今、当学園の全教職員が一体となり、来たるべき100周
年に向けて新たな歴史を刻み始めた。若手教職員はより経験を積
んで一人前になるべく若々しい抱負を掲げ、中途採用の教職員は
これまでの経験を基礎にさらなるステップアップをめざす。中堅
以上の幹部教職員は法人全体を俯瞰し、グループの発展と次世代
への継承を視野に入れている。これら教職員の全てがその心に刻
むのは、80年の昔、創立者たちが掲げた「技術者の育成をもって
地域社会に貢献する」という建学精神にほかならない。

シンセン

静岡北中学校・高等学校
ユース・サイエンス・エンジニアリング・フォーラム（SKYSEF）2019

中国研修旅行で訪れた深圳市
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先端技術教育と人間教育の 2 つの柱で、
これまで10,000人以上、社会に貢献できる
優秀な人材を輩出してきました。

静岡産業技術専門学校

IT・ビジネス・ゲーム・CG・CAD・医療事務・保育・建築分野など
時代のニーズに合わせた 8 学科 9 コースを有する総合専門学校。

校長あいさつ

SHIZUOKA PROFESSIONAL TRAINING COLLEGE OF INDUSTRIAL TECHNOLOGY

みらい情報科 コンピュータ科
プログラムコース

コンピュータ科
ビジネスコース 医療事務科 こども保育科

ＣＧ技術科 ゲームクリエイト科 ＣＡＤデザイン科 建築科

　1970（昭和 45）年に開校した静岡産業技術専門学校は、今年
で開校 50 年を迎えました。開校以来、学生一人ひとりの個性
を尊重しながら高いレベルの教育に向き合ってきた結果、
10,000 名以上の卒業生が各業界に就職し、それぞれのフィー
ルドで活躍しています。
　「社会に自立するために必要な人間力と高い専門技術を有
する人材を育成し、地域社会に貢献する。」という教育理念を
基に、時代のニーズに対応する「先端技術教育」と、社会人の基
本である「人間教育」を日々実践しております。
　毎年多くの資格取得者を輩出しているのも本校の特徴のひ
とつです。本校の教育内容や実績が評価され、経済産業省より
「基本情報技術者試験」の午前試験免除対象校に認定されてお
り、1981（昭和 56）年から今日までに、2,800 名以上の合格者を
輩出しております。そのほか、世界基準のベンダー資格や
CAD 系、医療系など、国家資格はもちろん、長期的な視点で有
益となる多岐分野の資格実績に向けて、資格取得に特化した
「資格試験対策授業」や一人ひとりのレベルに合わせた段階ご
とのハードル設定など、開校 50 年の見識に基づいた強力な資
格取得バックアップ体制を構築しております。
　また本校では実務経験を積んだことのある教員や現在進行
形で現場の第一線で活躍している講師を揃え、進化する社会
状況にアンテナを張り、「今」必要とされる専門科目を多く用
意しています。教員は教育の質を向上させるため、最新の技術
を身につけ研鑽することで学生の可能性を引き出し、また常
に半歩先を見据えた最新のカリキュラムを構成することに
よって、単なる知識や資格の取得だけでなく実社会がもとめ
る能力を身につける実践的な教育を行っています。各産業界
の最新設備を想定した学習環境の整備にスピード感を持って
取り組むことでハイレベルなスキルを育むと同時に、学生自
身のやる気や向上心の支えに繋げています。この環境の中で
培われた数多くの企業や団体・教育機関・地域社会で作る教
育ネットワークは、全国でもトップレベルであり、日々進化を
遂げています。
　情報化が進んだ現代の実社会で本当に役立つ知識や技術を
養うため、静岡産業技術専門学校は、これからも「教育の質」に
こだわり、地域社会に貢献できる人材の育成と学生たちの夢
の実現に真摯に向き合っていきます。
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産業界のあらゆる要請に応える技術者の育成を
もって、地域産業の発展に貢献してきました

　大阪万博が開催された昭和 45 年、静岡産業技術専門学校は専門
化・細分化していく技術者需要に応えるため開設し、専門技術者
育成に努めてきました。まだコンピュータの黎明期ともいえる昭
和 48 年に、将来需要が予想される情報処理技術者の人材育成を目
的とし、即戦力となるコンピュータプログラマの養成学科を開設、
いち早くデジタル分野の教育をスタートいたしました。そして昭
和51年、学園は専修学校制度に基づき、専門学校へと昇格しまし
た。その後、昭和 55 年、2 年制の情報処理科を設置、昭和 58 年 2 年
制のオフィスオートメーション科を併設いたしました。その背景
には専門学校の教育課題である資格取得をバックアップするカリ
キュラムを組むためには、2 年過程の導入が不可欠だったというこ
とがあげられます。平成元年に電子制御に精通するカーエンジニ
アの養成を目的に自動車電子科を開設し、平成 2 年には情報系で
県内初の 3 年制情報システム研究科とコンピュータ電子科を開設
し、学校法人静岡理工科大学の開設許可を得ました。平成 6 年、情
報処理の基礎教育を経験した学生向けの情報テクノ科を設置、通
産省（現 経済産業省）より情報化人材育成学科認定校Ⅰ類として
認定、さらに平成 7 年には文部省（現 文部科学省）より、卒業生に
「専門士」 の称号が付与されることが認められました。平成 8 年、
短大併修コースを設置、平成 10 年には学校教育法の改正により、
大学への編入が認められ、より専門性の高い知識の習得が可能と
なりました。その後、拡大するゲーム・CG 業界の需要に応えるた
め、ゲームクリエイト科、マルチメディア科を設置いたしました。
また、近年では、技術者需要に応え、情報化社会に適応する人材を
養成し、建築科・みらい情報科・医療事務科・こども保育科など、
多くの業界で活躍する人材を輩出しております。

社会の変化に即応した実践的な職業教育・人材育成の
実現のため、柔軟に対応してきました

　本校は、「資格の SANGI」といわれる程、毎年多くの資格取得者
を輩出し、基本情報技術者試験が圧倒的に有利な午前試験免除制
度対象校でもあります。これまでに約 2800 名を超える「基本情報
技術者試験」合格者を生み出してきました。これは、無理なく「学び
の到達点 =資格合格」に達するカリキュラムと、50年の実績を持
つ本校だからこそできる独自の徹底した直前対策授業、そして何
より教員一人ひとりの熱意によるものといってよいでしょう。
IT・情報・医療・幼児保育・機械設計・建築といったそれぞれ希
望の業界に就職し、活躍するうえで、国家資格や長期的に見て有益
な資格を取得することは大きなアドバンテージになります。
　また静岡産業技術専門学校では 50年の開設以来、実務経験のあ
る教員や現場の第一線で働く講師を揃え、教育の質を向上させる

ために、自己研鑽を重ね、常に「今」必要とされる知識・技術を習得
できる生きた学びを展開しています。そして進化する社会状況に
もアンテナを張り、柔軟かつスピーディに学習環境の整備に取り
組むことで、最先端の技術教育を実現、学生の可能性を最大限に引
き出す努力を続けています。この実体験に基づく「生きた教育」が
社会に出た時に、即戦力となるための礎となります。

これからも未来にはばたく人材の
育成を目指しています

　専門学校教育の根幹は、取り巻く環境、特に社会や産業界との繋
がりにあります。実社会において教育分野の技術がどのように使
われているか、将来どんな方向に進んでいくかを常に見極めてい
かなければなりません。本校では、半歩先を見据えた教育を施して
いくために、最新技術で業界をリードする企業や大学、団体との教
育連携や教育認定などの様々な教育ネットワークの充実を強化し
ています。これだけの教育ネットワークを持つ専門学校は全国で
も数少なく、50 年専門学校教育に真摯に取り組んできたからこそ
の、幅広く信頼できる教育ネットワークです。人口減少、少子・高
齢化社会を迎える我が国にとって、経済成長を支える専門人材の
確保は重要な課題です。今、社会は大きな変革期の中にあると言わ
れ、非常に不透明な時代のように感じられますが、実は、すでに明
確な方向性が示されています。それは、「何かをやった人もやらな
い人も、同じ結果が生じる社会」から「何かに挑戦し、成し遂げた人
には、それ相応の報酬がもたらされる社会」に変化すると言うこと
です。社会は、集団主義から「個の重視」へと大きく変化し、自分を
表現する「コミュニケーション能力」が重要なスキルになり、「何が
できるか？」を強く問うようになってきています。私たち静岡産業
技術専門学校は、これまで以上に、この変革期に必要とされる、人
間力と高い専門性を持った人材を育み、未来の社会に貢献してい
きます。

静岡産業技術専門学校　校長　坂部 眞彦
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1940（昭和 15）年 5月

1952（昭和 27）年 3月

1956（昭和 31）年 4月

1962（昭和 37）年 9月

1970（昭和 45）年 7月

1973（昭和 48）年 4月

1974（昭和 49）年 4月

1976（昭和 51）年 4月

1980（昭和 55）年 4月

1982（昭和 57）年 4月

1983（昭和 58）年 4月

1989（平成元）年 3月

 4 月

1990（平成 2）年 4月

12 月

1991（平成 3）年 4月

1992（平成 4）年 4月

1994（平成 6）年 3月

4月

1995（平成 7）年 4月

全寮制の静岡県自動車学校を開設

学校法人静岡県自動車学校として認可される

静岡県自動車学校に整備科（１年制）を設置

法人名を学校法人静岡県自動車学園と改称

静岡県自動車学校より静岡産業技術専門学校を
分離開設
自動車整備科（１年制）及び板金塗装科（１年制）を設置

電子計算機科（１年制）を設置し、コンピュータ教育を開始

自動車整備高等科（２年制）を設置

学校教育法（専修学校規定）により専修学校（専門課程）と
して認可される

情報処理科（２年制）を設置

自動車整備高等科を自動車科、
情報処理科をコンピュータ科に改称

オフィスオートメーション科（２年制）を設置

情報棟（現在の校舎）が完成

自動車電子科（２年制）を設置

情報システム研究科（３年制）と
コンピュータ電子科（２年制）を設置

学校法人静岡県自動車学園は、学校法人静岡理工科大学
への改称と静岡理工科大学の開設認可を得る

自動車科、自動車電子科、コンピュータ電子科が学校法人
静岡自動車学園静岡工科専門学校として分離開設

オフィスオートメーション科をOAビジネス科に改称する

校舎を増築

情報テクノ科（２年制）を設置

コンピュータグラフィックス科を設置 

沿革施設紹介
1996（平成 8）年 4月

1998（平成10）年 4月

1999（平成11）年 4月

2000（平成12）年 4月

2001（平成 13）年 4月

2002（平成 14）年 4月

2003（平成 15）年 4月

2006（平成 18）年 4月

2007（平成 19）年 4月

2008（平成 20）年 4月

2011（平成 23）年 4月

2012（平成 24）年 4月

2013（平成 25）年 4月

2015（平成 27）年 4月

2018（平成 30）年 4月

2019（平成 31）年 4月

ゲームクリエイト科、マルチメディア科を設置

建築科を設置

コンピュータグラフィックス科とゲームクリエイト科を
３年制に改定

情報テクノ科を情報ネットワーク科に改称

マルチメディア科をWebデザイン科に改称

情報システム研究科を情報ネットワークシステム科に改称

マルチメディアデザイン科をWebデザイン科に改称
OAビジネス科を廃科

CADデザイン科を設置

総合ビジネス科を設置する。また情報ネットワーク
シテム科を情報システムアドバンス科に改称

総合ビジネス科を総合オフィスビジネス科に、
Webデザイン科をデジタルデザイン科に改称し、
キャリアライセンス専攻科、住環境デザイン科、
福祉公共ビジネス科を設置

みらい情報科（４年制）を設置
福祉公共ビジネス科を医療事務科に改称
住環境デザイン科を廃科

コンピュータグラフィックス科をCG・アニメーション科
に改称し、メディアクリエイション科（３年制）を設置
キャリアライセンス専攻科、総合オフィスビジネス科を廃科

情報システムアドバンス科、デジタルデザイン科を廃科

メディアクリエイション科を広告・WEBデザイン科に改称

CG・アニメーション科をCG技術科に改称

こども保育科を設置

一人一台の電子ピアノを完備。基礎から学べるので未経験
でも安心です。ヘッドホンをつければ自分のペースに合わせて
レッスンできます。

通常教室の機能に、保育や音楽などの演習ができるオープ
ンスペースを設けることで、学びと実践が効率よく展開でき、
保育・幼児教育の専門家に必要な実践力が身につきます。

業界標準の３次元ＣＡＤソフト「Solid Works」による設計演
習が行える環境を完備。また、建築系のＣＡＤ設計授業にも
対応可能です。

少人数で行う実習や研究、試験対策など、ゼミ形式での授業
を行います。

求人情報はもちろんのこと、就職実績や入社試験問題など
がストックされています。就活に関する相談や面接練習も
常時行っています。

各種特別講義や就職のためのガイダンス、卒業研究発表会
などのプレゼンテーションの場に使用します。

ゲームプログラミングを中心としたゲーム制作のための開発用ソフトを完備。ネットワークゲームに
も対応できる開発環境を備えています。

シスコネットワーキングアカデミーをはじめとする最先端のネットワーク技術やシステム開発の
実習ができる環境を完備しています。

ＣＧやアニメーション、映像編集など、プロ仕様のデザイン系ソフトウェアを完備。３ＤＣＧアニ
メーションの制作にも対応可能です。

病院の窓口での様々なシチュエーションを想定しながら、患者さんへの接遇マナー実習などを
行います。

ピアノ実習室 保育実習室 ＣＡＤデザイン実習室

ゼミナール室 就職相談室 多目的ホール

ゲームクリエイト実習室

ＣＧ・アニメーション実習室 医療＆ビジネス実習室

情報ネットワーク実習室
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1940（昭和 15）年 5月

1952（昭和 27）年 3月

1956（昭和 31）年 4月

1962（昭和 37）年 9月

1970（昭和 45）年 7月

1973（昭和 48）年 4月

1974（昭和 49）年 4月

1976（昭和 51）年 4月

1980（昭和 55）年 4月

1982（昭和 57）年 4月

1983（昭和 58）年 4月

1989（平成元）年 3月

 4 月

1990（平成 2）年 4月

12 月

1991（平成 3）年 4月

1992（平成 4）年 4月

1994（平成 6）年 3月

4月

1995（平成 7）年 4月

全寮制の静岡県自動車学校を開設

学校法人静岡県自動車学校として認可される

静岡県自動車学校に整備科（１年制）を設置

法人名を学校法人静岡県自動車学園と改称

静岡県自動車学校より静岡産業技術専門学校を
分離開設
自動車整備科（１年制）及び板金塗装科（１年制）を設置

電子計算機科（１年制）を設置し、コンピュータ教育を開始

自動車整備高等科（２年制）を設置

学校教育法（専修学校規定）により専修学校（専門課程）と
して認可される

情報処理科（２年制）を設置

自動車整備高等科を自動車科、
情報処理科をコンピュータ科に改称

オフィスオートメーション科（２年制）を設置

情報棟（現在の校舎）が完成

自動車電子科（２年制）を設置

情報システム研究科（３年制）と
コンピュータ電子科（２年制）を設置

学校法人静岡県自動車学園は、学校法人静岡理工科大学
への改称と静岡理工科大学の開設認可を得る

自動車科、自動車電子科、コンピュータ電子科が学校法人
静岡自動車学園静岡工科専門学校として分離開設

オフィスオートメーション科をOAビジネス科に改称する

校舎を増築

情報テクノ科（２年制）を設置

コンピュータグラフィックス科を設置 

沿革施設紹介
1996（平成 8）年 4月

1998（平成10）年 4月

1999（平成11）年 4月

2000（平成12）年 4月

2001（平成 13）年 4月

2002（平成 14）年 4月

2003（平成 15）年 4月

2006（平成 18）年 4月

2007（平成 19）年 4月

2008（平成 20）年 4月

2011（平成 23）年 4月

2012（平成 24）年 4月

2013（平成 25）年 4月

2015（平成 27）年 4月

2018（平成 30）年 4月

2019（平成 31）年 4月
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３年制に改定

情報テクノ科を情報ネットワーク科に改称
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総合ビジネス科を総合オフィスビジネス科に、
Webデザイン科をデジタルデザイン科に改称し、
キャリアライセンス専攻科、住環境デザイン科、
福祉公共ビジネス科を設置

みらい情報科（４年制）を設置
福祉公共ビジネス科を医療事務科に改称
住環境デザイン科を廃科

コンピュータグラフィックス科をCG・アニメーション科
に改称し、メディアクリエイション科（３年制）を設置
キャリアライセンス専攻科、総合オフィスビジネス科を廃科

情報システムアドバンス科、デジタルデザイン科を廃科

メディアクリエイション科を広告・WEBデザイン科に改称

CG・アニメーション科をCG技術科に改称

こども保育科を設置

一人一台の電子ピアノを完備。基礎から学べるので未経験
でも安心です。ヘッドホンをつければ自分のペースに合わせて
レッスンできます。

通常教室の機能に、保育や音楽などの演習ができるオープ
ンスペースを設けることで、学びと実践が効率よく展開でき、
保育・幼児教育の専門家に必要な実践力が身につきます。

業界標準の３次元ＣＡＤソフト「Solid Works」による設計演
習が行える環境を完備。また、建築系のＣＡＤ設計授業にも
対応可能です。

少人数で行う実習や研究、試験対策など、ゼミ形式での授業
を行います。

求人情報はもちろんのこと、就職実績や入社試験問題など
がストックされています。就活に関する相談や面接練習も
常時行っています。

各種特別講義や就職のためのガイダンス、卒業研究発表会
などのプレゼンテーションの場に使用します。

ゲームプログラミングを中心としたゲーム制作のための開発用ソフトを完備。ネットワークゲームに
も対応できる開発環境を備えています。

シスコネットワーキングアカデミーをはじめとする最先端のネットワーク技術やシステム開発の
実習ができる環境を完備しています。

ＣＧやアニメーション、映像編集など、プロ仕様のデザイン系ソフトウェアを完備。３ＤＣＧアニ
メーションの制作にも対応可能です。

病院の窓口での様々なシチュエーションを想定しながら、患者さんへの接遇マナー実習などを
行います。

ピアノ実習室 保育実習室 ＣＡＤデザイン実習室

ゼミナール室 就職相談室 多目的ホール

ゲームクリエイト実習室

ＣＧ・アニメーション実習室 医療＆ビジネス実習室

情報ネットワーク実習室
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活動紹介

令和最初の産技杯争奪ボウリング大会を開催
（2019.05）

狐ヶ崎ヤングランドボウルで学科・学年ごとに編成されたクラス団体戦と、個人戦が行われ
ました。団体戦は担任のスコアも含まれるので、必死にプレーする先生の姿も。

静岡県「県民の日」広報デザインコンテスト最優秀賞
（2019.08）

ＣＧ技術科に在籍している浅見皓斗さんが最優秀賞を受賞。作品は、２０１９年度の「県民
だより」８月号の表紙と、県民の日ＷＥＢパンフレットに使用されました。

「株式会社 バンダイナムコスタジオ」特別講座
（2019.12）

アニメーターとして活躍する元梅幸司様、柴田裕介様による講座。キャラクターをどう動か
したら美しく見せることができるのか等を丁寧に解説していただきました。

TV 番組「ポツンと一軒家を大改造 !!
劇的ビフォーアフターする！」に出演（2020.03）

松永先生は「匠」として一軒家のリフォームを担当。建築科の学生は屋根の部分の制作に
取り組みました。プロの指導の下、実践力を高める貴重な経験となりました。

医療事務科１年生の「ベビーシッター講座：沐浴」
（2019.07）

ベビーシッターとして必要な知識と技術を学ぶ講座です。実物大の赤ちゃんの人形を使い
ながら、体を洗い、新しい服に着替えさせるところまで実践しました。

春のディズニーハイキング（2019.05）

学習や資格試験対策、就職活動の合間にリフレッシュ！ディズニーを全力で楽しみました。
授業や学校生活が軌道に乗った１年生は、仲間の新たな一面を発見したようです。

SANGI カルチャー開講（2016.07）

授業では体験できないことを体験することで視野を広げ、教養を身につけることが目的です。
一番人気は、今話題沸騰の注目スポーツ「ボルダリング」でした。

「秋期 情報処理技術者試験」集中対策（2017.09）

ＩＴ・情報処理業界で活躍するために、必要不可欠といわれる難関国家資格「情報処理技
術者試験」に、本校では昭和５６年から今日までの長きにわたり挑戦し続けています。

「スーツ着こなし講座」を開講（2019.06）

「株式会社ＡＯＫＩ」様より、スーツの着こなし方などの指導を行う講師を招き、スーツの選び
方・ネクタイの結び方・場面に合わせた色の使い分けなどについて学びました。

コンピュータ科ビジネスコース1年生の「ＯＢ・ＯＧセミナー」
（2019.10）

様々な職種で活躍している、卒業生によるセミナーです。それぞれの仕事内容の他、仕事
で達成感を得たことや働く上でのモチベーションの上げ方などをお話しいただきました。

「SANGI スポーツフェスティバル」を開催
（2019 .10）

草薙総合運動場で開催される、全学生参加の秋の一大イベント。ドッジボールやバレー
ボールといった球技やコスプレだるまさんが転んだなどを楽しみました。

こども保育科１年生による「合唱発表会」（2020.01）

合唱曲の『虹』を、みんなで手をつなぎリズムに乗って歌いました。楽器演奏の曲は「A Whole 
New World」。学生たちはみんなで音を作り上げる喜びや達成感を味わいました。

静岡産業技術専門学校
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（2019.12）

アニメーターとして活躍する元梅幸司様、柴田裕介様による講座。キャラクターをどう動か
したら美しく見せることができるのか等を丁寧に解説していただきました。

TV 番組「ポツンと一軒家を大改造 !!
劇的ビフォーアフターする！」に出演（2020.03）

松永先生は「匠」として一軒家のリフォームを担当。建築科の学生は屋根の部分の制作に
取り組みました。プロの指導の下、実践力を高める貴重な経験となりました。

医療事務科１年生の「ベビーシッター講座：沐浴」
（2019.07）

ベビーシッターとして必要な知識と技術を学ぶ講座です。実物大の赤ちゃんの人形を使い
ながら、体を洗い、新しい服に着替えさせるところまで実践しました。

春のディズニーハイキング（2019.05）

学習や資格試験対策、就職活動の合間にリフレッシュ！ディズニーを全力で楽しみました。
授業や学校生活が軌道に乗った１年生は、仲間の新たな一面を発見したようです。

SANGI カルチャー開講（2016.07）

授業では体験できないことを体験することで視野を広げ、教養を身につけることが目的です。
一番人気は、今話題沸騰の注目スポーツ「ボルダリング」でした。

「秋期 情報処理技術者試験」集中対策（2017.09）

ＩＴ・情報処理業界で活躍するために、必要不可欠といわれる難関国家資格「情報処理技
術者試験」に、本校では昭和５６年から今日までの長きにわたり挑戦し続けています。

「スーツ着こなし講座」を開講（2019.06）

「株式会社ＡＯＫＩ」様より、スーツの着こなし方などの指導を行う講師を招き、スーツの選び
方・ネクタイの結び方・場面に合わせた色の使い分けなどについて学びました。

コンピュータ科ビジネスコース1年生の「ＯＢ・ＯＧセミナー」
（2019.10）

様々な職種で活躍している、卒業生によるセミナーです。それぞれの仕事内容の他、仕事
で達成感を得たことや働く上でのモチベーションの上げ方などをお話しいただきました。

「SANGI スポーツフェスティバル」を開催
（2019 .10）

草薙総合運動場で開催される、全学生参加の秋の一大イベント。ドッジボールやバレー
ボールといった球技やコスプレだるまさんが転んだなどを楽しみました。

こども保育科１年生による「合唱発表会」（2020.01）

合唱曲の『虹』を、みんなで手をつなぎリズムに乗って歌いました。楽器演奏の曲は「A Whole 
New World」。学生たちはみんなで音を作り上げる喜びや達成感を味わいました。
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学生代表メッセージ

長倉 大貴 さん
■みらい情報科 4 年

■静岡県立駿河総合高等学校　出身

産官学連携事業
「動画撮影と AI 認識による
駿河湾サクラエビ漁業支援システムの開発」

同窓会長メッセージ

塩谷 剛弘 さん
■静岡産業技術専門学校　同窓会　会長
　（コンピュータ科 1988 年卒）

1 万人の卒業生を繋げ
IT と共に優秀な人材の育成をもって
今後も地域社会に貢献し続けます。

　私は卒業研究として、サクラエビのAI（人工知能）画像認識に
ついて取り組んでいます。サクラエビは現在漁獲量が大幅に減
少しており、静岡県独自の水産業であるサクラエビ漁の存続が
危ぶまれています。そのため、水産資源であるサクラエビの個体
数推定が課題とされていますが、広大な駿河湾全体のサクラエ
ビを把握することは困難であり、人の目で個体数を計測するこ
とは現実的ではありません。そこで、AI にサクラエビの情報を
学習させ、動画に撮影されたサクラエビを自動的に認識するシ
ステムを構築しています。東海大学海洋学部によって駿河湾内
の深海にて撮影された動画データを利用し、この動画からサク
ラエビの特徴を検出することで AI へ学習させ、自動的に認識
するシステムを構築しています。システムは「個体数測定による
生物密度推定」「海中サクラエビ体長測定」「船上サクラエビ体長
測定」という３つの機能によって構成されています。すべてのシ
ステムに共通して、AI によるサクラエビの画像認識が必要で、
正確にサクラエビだけを認識できる精度が求められます。
　しかし、深海の動画を AI に学習させた事例は世界的にも珍
しく、AI の構築は非常に困難でした。更にサクラエビのような
小型生物（30mm～40mm）の海中における認識は前例が無く、正
確に認識し個体数を測定することを目指して AI 認識精度の向
上実験を繰り返し、現在までに 80%程度の認識率でAI を構築
することができましたが、90% 以上の精度を目指してさらに
AI の改良中です。
　サクラエビ漁を継続させるために重要なことは、経済活動を継
続させながら、漁場の生物量をコントロールすることです。サク
ラエビは１年ほどで寿命を迎えるため、１歳を超えたサクラエビ
だけ漁獲することで、個体数減少を抑制しながらサクラエビ漁を
継続させることができます。そのため、由比漁協では自主規制と
して、35mm 以下の個体を漁獲しないように定めています。そこ
で、体長を測定できるように 2台のカメラを使い同時撮影するこ
とで、画像に意図的な視差を生じさせ、自動的に体長を測定する
ことを可能にします。これが２つ目の「海中サクラエビ体長測定
システム」です。このシステムは動画で撮影されたサクラエビの
体長組成を表し、成体となる個体がどの程度含まれているか、動
画を撮影するだけで判断できるようになります。
　また、現在の漁業者は試験操業によってサンプルを採集し、
船上で方眼紙にピン留めした個体を用いて体長を測定してい
ます。この作業は 1 匹ずつ行うため、非常に手間と時間がかか
る上に、体長を正確に測定することが困難です。これを解決す

るために開発しているのが 3つ目の「船上サクラエビ体長測定
システム」です。サンプルとして漁獲された個体を撮影するこ
とで、自動的に体長組成を表示することを実現します。水揚げ
直後のサクラエビをスマートフォンで撮影することで、体長組
成をグラフ化し自主規制対象とならないかを判断する根拠と
なるシステムです。
　これら３つのシステムを組み合わせて実用化することに
よって、駿河湾のサクラエビ個体数を正確に把握し、漁獲量回
復のための一助となると考えております。
　「サクラエビ」が生きる駿河湾と「桜えび」としての静岡市だ
けの地場産品の両方を守るという社会問題に直接向き合い、
私の学んでいる技術が問題の解決につながっているという喜
びと充実感を得ることができています。このように学びを実
践へとつなげる貴重な場を提供いただけたことにあらためて
感謝します。実用化に向けてのハードルは高く、引き続き求め
られる責任を感じながら、この産官学連携事業に関わる多く
の方々のアドバイスと協力を受けて、漁業における ICT 化の
可能性を見いだすスマート漁業の実現に向けて取り組んでい
きたいです。

　静岡理工科大学グループ設立 80 周年、及び静岡産業技術専
門学校設立 50 周年を迎え、ここに敬意を表すとともに、お慶び
とお祝いを申し上げます。
　静岡産業技術専門学校のルーツは、その前身となる静岡県自
動車学校において 1956（昭和 31）年に整備科を設置したことを
起源とし規定しているところでありますが、静岡県自動車学校
から教育部門を分離するかたちで、1970（昭和 45）年に「静岡産
業技術専門学校」が産声を上げました。そこから 50 年の月日が
流れる中で、これまでに 1万人以上の卒業生を輩出し、地域社
会だけでなく全国で活躍しております。
　静岡産業技術専門学校（略称「SANGI」）といえば情報教育分
野が有名ですが、その足取りは、時代の先取りを目指す中で生
まれ、1973 年の、まだ情報産業が黎明期であったタイミングに
おいて、県下で初めて大型電算機を導入して情報教育（電子計
算機科）をスタートさせたところからはじまります。その後、
1980 年に情報処理科、1983 年にはオフィス・オートメーショ
ン科、1990 年には情報システム研究科を設置し、その後もコン
ピュータグラフィックス科、マルチメディア科、ゲームクリエ
イト科などを新設し、時代の流れの中でコンピュータにより
様々な産業が生み出され、その流れの船頭となれる技術者を
育成してきました。それ以降にはコンピュータ技術が既存の
産業界でも活用されるようになると、建築科や CAD デザイン
科、医療事務科などを設置、そして遂には幼児教育にもコン
ピュータ技術が使われる時代に入り、2019 年にはこども保育
科を新設しました。
　このように、SANGI の歴史はコンピュータの発展と共に歩
み、そして、その技術活用の拡大に併せて、静岡産業技術専門学
校も拡大してきました。
　そして、これからの時代を考えたとき、すべての産業界にお
いて、これまで以上に IT に精通した人材が求められることは
容易に想像できます。今後 10 年から 20 年後には、日本で働い
ている人の約半数の職業が、機械や人工知能によって代替する
ことが可能になると言われ、車の自動運転化や医療領域におけ
る VR（仮想現実）による施術が可能となり、更には仮想通貨に
よる取引が普及し、人とモノがリアルタイムで繋がることが可
能となります。当然のことながらそうした技術を支えるために
は、プログラム開発やセキュリティ、ネットワークなどの専門
技術者の育成が求められますが、すべての産業において DX
（デジタルトランスフォーメーション）化が進む中で、働く人材

に求められるのは、しっかりとした IT 知識や技術を備えた人
材となります。それは正に、SANGI の役割が今後も益々拡大す
ることを意味します。
　では、そのような時代を迎えるとき、その教育の在り方とし
て、従来通りの技術者の育成だけをもって、地域社会に貢献で
きるのか、と問われると、新たな取組みが必要になると感じま
す。その取組みは「繋がり」だと予測します。仮想現実の中で容
易に繋がる時代だからこそ、現実を伴った繋がりが重要な
ファクターとなります。会社内の繋がりだけでなく、同業他社
との繋がり、更に異業種との繋がりや地域との繋がりなど、
様々な人と文化の繋がりが重要となってきます。そうした意
味でも、今後益々同窓会の存在が重要になると感じています。
1 万人を超える卒業生を抱え、同業だけでなく他分野の人材に
も恵まれ、その繋がりを活かすことが出来れば、今後益々教育
が発展すると確信しています。そして、その輪が理工科大学グ
ループとして繋がることで、より魅力的なネットワークと成
り得ます。
　最後に、静岡理工科大学グループの益々の発展を祈念し、改
めて、お祝い申し上げます。

静岡産業技術専門学校

079078



学生代表メッセージ

長倉 大貴 さん
■みらい情報科 4 年

■静岡県立駿河総合高等学校　出身

産官学連携事業
「動画撮影と AI 認識による
駿河湾サクラエビ漁業支援システムの開発」

同窓会長メッセージ

塩谷 剛弘 さん
■静岡産業技術専門学校　同窓会　会長
　（コンピュータ科 1988 年卒）

1 万人の卒業生を繋げ
IT と共に優秀な人材の育成をもって
今後も地域社会に貢献し続けます。

　私は卒業研究として、サクラエビのAI（人工知能）画像認識に
ついて取り組んでいます。サクラエビは現在漁獲量が大幅に減
少しており、静岡県独自の水産業であるサクラエビ漁の存続が
危ぶまれています。そのため、水産資源であるサクラエビの個体
数推定が課題とされていますが、広大な駿河湾全体のサクラエ
ビを把握することは困難であり、人の目で個体数を計測するこ
とは現実的ではありません。そこで、AI にサクラエビの情報を
学習させ、動画に撮影されたサクラエビを自動的に認識するシ
ステムを構築しています。東海大学海洋学部によって駿河湾内
の深海にて撮影された動画データを利用し、この動画からサク
ラエビの特徴を検出することで AI へ学習させ、自動的に認識
するシステムを構築しています。システムは「個体数測定による
生物密度推定」「海中サクラエビ体長測定」「船上サクラエビ体長
測定」という３つの機能によって構成されています。すべてのシ
ステムに共通して、AI によるサクラエビの画像認識が必要で、
正確にサクラエビだけを認識できる精度が求められます。
　しかし、深海の動画を AI に学習させた事例は世界的にも珍
しく、AI の構築は非常に困難でした。更にサクラエビのような
小型生物（30mm～40mm）の海中における認識は前例が無く、正
確に認識し個体数を測定することを目指して AI 認識精度の向
上実験を繰り返し、現在までに 80%程度の認識率でAI を構築
することができましたが、90% 以上の精度を目指してさらに
AI の改良中です。
　サクラエビ漁を継続させるために重要なことは、経済活動を継
続させながら、漁場の生物量をコントロールすることです。サク
ラエビは１年ほどで寿命を迎えるため、１歳を超えたサクラエビ
だけ漁獲することで、個体数減少を抑制しながらサクラエビ漁を
継続させることができます。そのため、由比漁協では自主規制と
して、35mm 以下の個体を漁獲しないように定めています。そこ
で、体長を測定できるように 2台のカメラを使い同時撮影するこ
とで、画像に意図的な視差を生じさせ、自動的に体長を測定する
ことを可能にします。これが２つ目の「海中サクラエビ体長測定
システム」です。このシステムは動画で撮影されたサクラエビの
体長組成を表し、成体となる個体がどの程度含まれているか、動
画を撮影するだけで判断できるようになります。
　また、現在の漁業者は試験操業によってサンプルを採集し、
船上で方眼紙にピン留めした個体を用いて体長を測定してい
ます。この作業は 1 匹ずつ行うため、非常に手間と時間がかか
る上に、体長を正確に測定することが困難です。これを解決す

るために開発しているのが 3つ目の「船上サクラエビ体長測定
システム」です。サンプルとして漁獲された個体を撮影するこ
とで、自動的に体長組成を表示することを実現します。水揚げ
直後のサクラエビをスマートフォンで撮影することで、体長組
成をグラフ化し自主規制対象とならないかを判断する根拠と
なるシステムです。
　これら３つのシステムを組み合わせて実用化することに
よって、駿河湾のサクラエビ個体数を正確に把握し、漁獲量回
復のための一助となると考えております。
　「サクラエビ」が生きる駿河湾と「桜えび」としての静岡市だ
けの地場産品の両方を守るという社会問題に直接向き合い、
私の学んでいる技術が問題の解決につながっているという喜
びと充実感を得ることができています。このように学びを実
践へとつなげる貴重な場を提供いただけたことにあらためて
感謝します。実用化に向けてのハードルは高く、引き続き求め
られる責任を感じながら、この産官学連携事業に関わる多く
の方々のアドバイスと協力を受けて、漁業における ICT 化の
可能性を見いだすスマート漁業の実現に向けて取り組んでい
きたいです。

　静岡理工科大学グループ設立 80 周年、及び静岡産業技術専
門学校設立 50 周年を迎え、ここに敬意を表すとともに、お慶び
とお祝いを申し上げます。
　静岡産業技術専門学校のルーツは、その前身となる静岡県自
動車学校において 1956（昭和 31）年に整備科を設置したことを
起源とし規定しているところでありますが、静岡県自動車学校
から教育部門を分離するかたちで、1970（昭和 45）年に「静岡産
業技術専門学校」が産声を上げました。そこから 50 年の月日が
流れる中で、これまでに 1万人以上の卒業生を輩出し、地域社
会だけでなく全国で活躍しております。
　静岡産業技術専門学校（略称「SANGI」）といえば情報教育分
野が有名ですが、その足取りは、時代の先取りを目指す中で生
まれ、1973 年の、まだ情報産業が黎明期であったタイミングに
おいて、県下で初めて大型電算機を導入して情報教育（電子計
算機科）をスタートさせたところからはじまります。その後、
1980 年に情報処理科、1983 年にはオフィス・オートメーショ
ン科、1990 年には情報システム研究科を設置し、その後もコン
ピュータグラフィックス科、マルチメディア科、ゲームクリエ
イト科などを新設し、時代の流れの中でコンピュータにより
様々な産業が生み出され、その流れの船頭となれる技術者を
育成してきました。それ以降にはコンピュータ技術が既存の
産業界でも活用されるようになると、建築科や CAD デザイン
科、医療事務科などを設置、そして遂には幼児教育にもコン
ピュータ技術が使われる時代に入り、2019 年にはこども保育
科を新設しました。
　このように、SANGI の歴史はコンピュータの発展と共に歩
み、そして、その技術活用の拡大に併せて、静岡産業技術専門学
校も拡大してきました。
　そして、これからの時代を考えたとき、すべての産業界にお
いて、これまで以上に IT に精通した人材が求められることは
容易に想像できます。今後 10 年から 20 年後には、日本で働い
ている人の約半数の職業が、機械や人工知能によって代替する
ことが可能になると言われ、車の自動運転化や医療領域におけ
る VR（仮想現実）による施術が可能となり、更には仮想通貨に
よる取引が普及し、人とモノがリアルタイムで繋がることが可
能となります。当然のことながらそうした技術を支えるために
は、プログラム開発やセキュリティ、ネットワークなどの専門
技術者の育成が求められますが、すべての産業において DX
（デジタルトランスフォーメーション）化が進む中で、働く人材

に求められるのは、しっかりとした IT 知識や技術を備えた人
材となります。それは正に、SANGI の役割が今後も益々拡大す
ることを意味します。
　では、そのような時代を迎えるとき、その教育の在り方とし
て、従来通りの技術者の育成だけをもって、地域社会に貢献で
きるのか、と問われると、新たな取組みが必要になると感じま
す。その取組みは「繋がり」だと予測します。仮想現実の中で容
易に繋がる時代だからこそ、現実を伴った繋がりが重要な
ファクターとなります。会社内の繋がりだけでなく、同業他社
との繋がり、更に異業種との繋がりや地域との繋がりなど、
様々な人と文化の繋がりが重要となってきます。そうした意
味でも、今後益々同窓会の存在が重要になると感じています。
1 万人を超える卒業生を抱え、同業だけでなく他分野の人材に
も恵まれ、その繋がりを活かすことが出来れば、今後益々教育
が発展すると確信しています。そして、その輪が理工科大学グ
ループとして繋がることで、より魅力的なネットワークと成
り得ます。
　最後に、静岡理工科大学グループの益々の発展を祈念し、改
めて、お祝い申し上げます。

静岡産業技術専門学校
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静岡県東部地区の高等教育機関として、
37年の歴史と約6,000名の卒業生を輩出して来た
実績を持つ専門学校。

沼津情報･ビジネス専門学校

工業、商業実務、衛生、教育・社会福祉の分野で人間性豊かで創造性に富んだ
技術者と知性高く教養深い有能な職業人や教育者を育成する総合専門学校。

校長あいさつ

NUMAZU PROFESSIONAL TRAINING COLLEGE OF BUSINESS AND INFORMATION TECHNOLOGY

高度 ITビジネス科 コンピュータ科 ゲームクリエイト科 CG デザイン科 ビジネス科

医療事務科 公務員科 こども保育科 製菓・製パン科 国際ビジネス科

1983 年 4 月に沼津市寿町に
「沼津情報専門学校」として開校
　本校は、1983 年に沼津市寿町に「沼津情報専門学校」として
開校し、静岡県自動車学校沼津校と合同の校舎でスタートし
ています。開学当初の学科はコンピュータ科のみで定員は 80
名でした。その後学科や定員も増え、自動車学校は、東椎路に
移転し、校舎も増築しました。何度かの学科改編をしていく中
で 2010 年 4 月には保育系の学科を新設したことを機に、校名
を「沼津情報・ビジネス専門学校」に改称し、総合専門学校と
してのイメージを前面に打ち出しました。また、2016 年 4 月に
は、現在の沼津市西条町に移転するとともに校舎を新築し、4
年制の「高度 IT ビジネス科」と 2 年制の「製菓・製パン科」を
新設しました。開学時は「コンピュータ科」の 1 学科のみでス
タートしましたが、「コンピュータ制御科」、「情報システム研
究科」など学科の改編を繰り返し、現在は 10 学科を有してお
ります。この 37 年間に実に 23 の学科を立ち上げてきました。
このように、学科の改編が繰り返されてきた本校であります
が、唯一「コンピュータ科」だけは開学以来 30 年間ずっと存続
しております。ここに本校の礎があるように思います。

４つの分野、10の学科を持ち、
ベースは情報処理の総合専門学校
　本校には現在、「高度ITビジネス科」「コンピュータ科」「ゲー
ムクリエイト科」「CG デザイン科」「ビジネス科」「医療事務科」
「公務員科」「国際ビジネス科」「こども保育科」「製菓・製パン
科」の 10 学科があります。また、専門学校には全部で 8 つの分
野がありますが、本校はその内の「工業」「商業実務」「教育・社
会福祉」「衛生」の 4 分野を持っています。
　IT、ゲーム、デザイン、ビジネス、医療事務、公務員、保育、製
菓、留学生と分野も様々、学科も様々なため、それぞれの学科
（クラス）はそれぞれの個性を持っています。
　また、学生個々の将来の夢や目標もそれぞれで、そんな多様
なクラスや個人の集合体であることが、本校の特徴であり強
みであると思っています。
　本校では、授業の一部や行事などでは、学科ごとの運営では
なく学科混合での運用を多く取り入れ、様々な分野に興味を
持った学生同士が交流を持ち、卒業までにいろいろな価値観
を持った学生との交流を持つことによって、人としての幅を
広げて社会に出て行ってもらいたいと思っています。各分野
の専門的な知識や技術を身に付けることや関連資格の取得を

目指すことは専門学校として当然のこととしておりますが、
社会人としての基本的な考え方や、現代では避けて通れない、
コンピュータ関連の知識や操作も身に付けてもらいたいと考
えています。

進化し続ける学校でありたい
　静岡県は、東西に長く本校は東に位置しています。例えば沼
津からの距離は、浜松より東京の方が近い状況です。そのた
め、首都圏とのかかわりが強く、いろいろと影響が出ていま
す。かなりの数の人が新幹線で三島から東京に通勤していま
す。学生も首都圏に対して身近に感じているらしく、中部、西
部の学生と比較して県外への就職に関してあまり抵抗を感じ
ていないようです。このことは就職に関してとても有利に働
き、特に IT 系の分野では顕著に実績として表れているように
感じます。専門学校の使命は入学してきた学生を確実に就職
させることにあると思います。本校の地理的な優位性や特色
を活かし、今後も末永く存続してゆきたいと思っています。前
にも述べたとおり、開学以来 37 年間、学科の改変をしながら
時代に合った専門学校であり続けようとしてきました。言い
換えれば進化し続けてきました。進化を止めればそこで終
わってしまいます。恐竜は絶滅したといわれていますが、鳥に
進化したという考え方もできます。形を大きく変えたり、考え
方を変えたりすれば、進化し続けることができます。本校も進
化を続け生き残っていきたいと思います。

沼津情報・ビジネス専門学校
校長　鈴木 経康

　沼津情報・ビジネス専門学校は今年で開学 37 年を迎え、こ
れまでに 6,000 名近くの卒業生を輩出してきました。長い歴史
の中で地域社会のニーズを常に汲み取り、カリキュラムの変更
や学科の改編などを重ね、工業分野に留まらずビジネスや保
育、製菓など幅広い分野の教育に進出し、現在は 10 の学科を有
する静岡県東部最大の総合専門学校に成長しました。平成 28
年には、沼津駅前への校舎の移転、新築を行い、多彩且つ最適な
教育設備を整えたことで学生数・教育の質共に大きな発展を
遂げました。本学園の強みである情報教育においては 2016（平
成 28）年に 4年制の高度 ITビジネス科を開設、ソフトバンクグ
ループが運営するサイバー大学と提携したダブルスクール制
により情報化社会の最先端を行くビジネスリーダーを育成し、
完成年度となる令和元年度は高い就職実績を残すことができ
ました。本学園の中で唯一の衛生分野の専門課程を持つ製菓・
製パン科では、充実した実習設備の中で実践的な教育を行うだ
けではなく、国家資格である製菓衛生師の養成施設として昨年

は 8割以上の学生を合格に導きました。2019（平成 31）年４月よ
り外国人留学生専門学科である国際ビジネス科を開設し、日本
人学生と外国人留学生の交流を推進することで、グローバルな
視点を持った学生の育成を目指しています。各科における専門
教育はもちろんのこと、経済産業省が提唱した社会人基礎力を
持った人材の育成のために学校独自のキャリア教育にも力を
いれており、挨拶、時間厳守といった当たり前の社会常識を実
践できることを重要視しています。これらの教育を実践するこ
とで本校の教育理念でもある「社会に自立するために必要な人
間力と高い専門技術を有する人材」の育成を実現しています。
学校全体で学生ファーストの精神を共有し、教育内容だけでは
なく学生たちの学校生活が充実するよう学内イベントや課外
活動にも力を入れています。
　教育成果はもちろん、学生生活の面でも学生満足度の高い
専門学校であり続けるために、沼津情報・ビジネス専門学校
は今後も進化を続けていきます。
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静岡県東部地区の高等教育機関として、
37年の歴史と約6,000名の卒業生を輩出して来た
実績を持つ専門学校。

沼津情報･ビジネス専門学校

工業、商業実務、衛生、教育・社会福祉の分野で人間性豊かで創造性に富んだ
技術者と知性高く教養深い有能な職業人や教育者を育成する総合専門学校。

校長あいさつ

NUMAZU PROFESSIONAL TRAINING COLLEGE OF BUSINESS AND INFORMATION TECHNOLOGY

高度 ITビジネス科 コンピュータ科 ゲームクリエイト科 CG デザイン科 ビジネス科

医療事務科 公務員科 こども保育科 製菓・製パン科 国際ビジネス科

1983 年 4 月に沼津市寿町に
「沼津情報専門学校」として開校
　本校は、1983 年に沼津市寿町に「沼津情報専門学校」として
開校し、静岡県自動車学校沼津校と合同の校舎でスタートし
ています。開学当初の学科はコンピュータ科のみで定員は 80
名でした。その後学科や定員も増え、自動車学校は、東椎路に
移転し、校舎も増築しました。何度かの学科改編をしていく中
で 2010 年 4 月には保育系の学科を新設したことを機に、校名
を「沼津情報・ビジネス専門学校」に改称し、総合専門学校と
してのイメージを前面に打ち出しました。また、2016 年 4 月に
は、現在の沼津市西条町に移転するとともに校舎を新築し、4
年制の「高度 IT ビジネス科」と 2 年制の「製菓・製パン科」を
新設しました。開学時は「コンピュータ科」の 1 学科のみでス
タートしましたが、「コンピュータ制御科」、「情報システム研
究科」など学科の改編を繰り返し、現在は 10 学科を有してお
ります。この 37 年間に実に 23 の学科を立ち上げてきました。
このように、学科の改編が繰り返されてきた本校であります
が、唯一「コンピュータ科」だけは開学以来 30 年間ずっと存続
しております。ここに本校の礎があるように思います。

４つの分野、10の学科を持ち、
ベースは情報処理の総合専門学校
　本校には現在、「高度ITビジネス科」「コンピュータ科」「ゲー
ムクリエイト科」「CG デザイン科」「ビジネス科」「医療事務科」
「公務員科」「国際ビジネス科」「こども保育科」「製菓・製パン
科」の 10 学科があります。また、専門学校には全部で 8 つの分
野がありますが、本校はその内の「工業」「商業実務」「教育・社
会福祉」「衛生」の 4 分野を持っています。
　IT、ゲーム、デザイン、ビジネス、医療事務、公務員、保育、製
菓、留学生と分野も様々、学科も様々なため、それぞれの学科
（クラス）はそれぞれの個性を持っています。
　また、学生個々の将来の夢や目標もそれぞれで、そんな多様
なクラスや個人の集合体であることが、本校の特徴であり強
みであると思っています。
　本校では、授業の一部や行事などでは、学科ごとの運営では
なく学科混合での運用を多く取り入れ、様々な分野に興味を
持った学生同士が交流を持ち、卒業までにいろいろな価値観
を持った学生との交流を持つことによって、人としての幅を
広げて社会に出て行ってもらいたいと思っています。各分野
の専門的な知識や技術を身に付けることや関連資格の取得を

目指すことは専門学校として当然のこととしておりますが、
社会人としての基本的な考え方や、現代では避けて通れない、
コンピュータ関連の知識や操作も身に付けてもらいたいと考
えています。

進化し続ける学校でありたい
　静岡県は、東西に長く本校は東に位置しています。例えば沼
津からの距離は、浜松より東京の方が近い状況です。そのた
め、首都圏とのかかわりが強く、いろいろと影響が出ていま
す。かなりの数の人が新幹線で三島から東京に通勤していま
す。学生も首都圏に対して身近に感じているらしく、中部、西
部の学生と比較して県外への就職に関してあまり抵抗を感じ
ていないようです。このことは就職に関してとても有利に働
き、特に IT 系の分野では顕著に実績として表れているように
感じます。専門学校の使命は入学してきた学生を確実に就職
させることにあると思います。本校の地理的な優位性や特色
を活かし、今後も末永く存続してゆきたいと思っています。前
にも述べたとおり、開学以来 37 年間、学科の改変をしながら
時代に合った専門学校であり続けようとしてきました。言い
換えれば進化し続けてきました。進化を止めればそこで終
わってしまいます。恐竜は絶滅したといわれていますが、鳥に
進化したという考え方もできます。形を大きく変えたり、考え
方を変えたりすれば、進化し続けることができます。本校も進
化を続け生き残っていきたいと思います。

沼津情報・ビジネス専門学校
校長　鈴木 経康

　沼津情報・ビジネス専門学校は今年で開学 37 年を迎え、こ
れまでに 6,000 名近くの卒業生を輩出してきました。長い歴史
の中で地域社会のニーズを常に汲み取り、カリキュラムの変更
や学科の改編などを重ね、工業分野に留まらずビジネスや保
育、製菓など幅広い分野の教育に進出し、現在は 10 の学科を有
する静岡県東部最大の総合専門学校に成長しました。平成 28
年には、沼津駅前への校舎の移転、新築を行い、多彩且つ最適な
教育設備を整えたことで学生数・教育の質共に大きな発展を
遂げました。本学園の強みである情報教育においては 2016（平
成 28）年に 4年制の高度 ITビジネス科を開設、ソフトバンクグ
ループが運営するサイバー大学と提携したダブルスクール制
により情報化社会の最先端を行くビジネスリーダーを育成し、
完成年度となる令和元年度は高い就職実績を残すことができ
ました。本学園の中で唯一の衛生分野の専門課程を持つ製菓・
製パン科では、充実した実習設備の中で実践的な教育を行うだ
けではなく、国家資格である製菓衛生師の養成施設として昨年

は 8割以上の学生を合格に導きました。2019（平成 31）年４月よ
り外国人留学生専門学科である国際ビジネス科を開設し、日本
人学生と外国人留学生の交流を推進することで、グローバルな
視点を持った学生の育成を目指しています。各科における専門
教育はもちろんのこと、経済産業省が提唱した社会人基礎力を
持った人材の育成のために学校独自のキャリア教育にも力を
いれており、挨拶、時間厳守といった当たり前の社会常識を実
践できることを重要視しています。これらの教育を実践するこ
とで本校の教育理念でもある「社会に自立するために必要な人
間力と高い専門技術を有する人材」の育成を実現しています。
学校全体で学生ファーストの精神を共有し、教育内容だけでは
なく学生たちの学校生活が充実するよう学内イベントや課外
活動にも力を入れています。
　教育成果はもちろん、学生生活の面でも学生満足度の高い
専門学校であり続けるために、沼津情報・ビジネス専門学校
は今後も進化を続けていきます。
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1983（昭和 58）年 4月

1988（昭和 63）年 3月

1989（平成元）年 4 月

1990（平成２）年12月

1991（平成３）年 4 月

11 月

1993（平成５）年 4月

1994（平成６）年 3月

1995（平成７）年 4月

1996（平成８）年 4月

1997（平成９）年 4月

1999（平成 11）年 4月

2002（平成 14）年 4月

2003（平成 15）年 4月

2005（平成 17）年 4月

2007（平成 19）年 4月

2008（平成 20）年 4月

2010（平成 22）年 4月

2011（平成 23）年 4 月

2012（平成 24）年 4 月

2016（平成 28）年 3月

4月

2019（平成 31）年 4月

学校法人静岡県自動車学園沼津情報専門学校開設
静岡県東部地域のコンピュータ情報処理技術者の人材需要に応えるため、コンピュータ科を設置

通産省より「情報化人材育成連携機関委嘱校」に指定

電子技術とソフト技術の両方を兼ね備えた技術者の養成を目的としてコンピュータ制御科を設置

学校法人静岡県自動車学園は、学校法人静岡理工科大学に改称

SE養成を目的として 3年制の情報システム研究科を設置

文部省より「専修学校職業教育高度化開発研究」の委託指定校に選定

国際的視野で活躍できるビジネスマン・ビジネスウーマンの育成を目的として国際ビジネス科を設置
また社会のニーズに対応するために、コンピュータ制御科をシステムクリエイト科に改称

校舎を増築

時代のニーズに合った人材の育成を目指し、マルチメディア科を設置

ゲームインターフェース科を新設

システムクリエイト科、国際ビジネス科を廃止し、システムデザイン科、OAインストラクタ科を新設

情報システム研究科、ゲームインターフェース科を廃止

OAインストラクタ科を医療事務の単一コースにし、医療事務OA科と改称

システムデザイン科を廃止

工業分野に設置していた医療事務OA科を、商業実務分野を追加し医療事務科として設置

ゲームクリエイト科・CGクリエイト科・グラフィックデザイン科・CADデザイン科・ビジネス科を新設

キャリアライセンス専攻科・公務員専攻科を新設し、マルチメディア科を廃止

校名を沼津情報・ビジネス専門学校に改称し、こども医療保育科を新設

1年制の公務員専攻科を 2年制の公務員科に改称

グラフィックデザイン科、CADデザイン科を廃止

校舎を西条町 17番地 1号に移転

4年制の高度 IT ビジネス科、2年制の製菓・製パン科を新設し、CGクリエイト科をCGデザイン科に、
こども医療保育科をこども保育科に改称

外国人留学生専門学科　国際ビジネス科を新設

沿革施設紹介

近隣の乳児とその保護者が学生と触れ合っていただくための
スペース。こども保育科の学生に乳児と接する機会を提供す
るとともに、地域の子育てに貢献しています。

子育てサロン

企業の応接室と病院のカウンターを想定した実習室です。ビ
ジネス系の学生が接遇・応対について学びます。

ビジネス実習室

定期的にクリエイト系学科の学生作品を展示しています。企
業や業界関係者を招いての展示イベントを実施したり、天気
のいい日はここで授業を行ったりします。

ギャラリー

学校に寄せられた求人票や会社資料がおいてあり、学生が
自由に閲覧できます。パソコンも設置されており、学校の就
職システムを利用して求人を検索することもできます。

キャリアサポートコーナー

全学生が利用できるフリースペースです。電源もあるため、パソ
コンを持ち込んで自主学習をする学生も多いです。製菓・製パ
ン科の学生の販売実習スペースとしても利用されています。

ラウンジ

消防や警察など、体力試験を課している公務員を目指す学生
のために最新のトレーニング機器を備えたトレーニング室。空
いている時間であれば公務員科の学生以外でも利用可能。

旧校舎（沼津市寿町・2006年撮影）

トレーニング室

IT 実習室

ピアノ実習室 多目的ホール

製菓第１実習室

最新鋭のパソコン30台を完備したIT実習室。大人数の実習にも対応できます。IT系の学科だけでは
なく、他の学科の授業でも広く利用されています。

プロ仕様の厨房設備と衛生設備を備えた製菓・製パン科の実習室。講師の手元が見えるよう
調理台ごとにモニターが完備されています。調理台は熱い調理道具も直接置けるように全面
大理石でできており、より効率的な作業が可能となっています。

保育士資格取得に必須となるピアノ実技を身に着けるための実習室。部屋は防音仕様に
なっているため、合奏や合唱の練習にも対応できます。一人でじっくりと練習したい学生のため
に個室の実習室も完備しています。

200人以上収容可能な大ホール。大型のプロジェクターとスクリーンも設置されていて講演な
どの特別授業も実施可能。フットサルやバスケットボールなど学生の課外活動や体育の授業
でも使用されます。

沼津情報･ビジネス専門学校
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1983（昭和 58）年 4月

1988（昭和 63）年 3月

1989（平成元）年 4 月

1990（平成２）年12月

1991（平成３）年 4 月

11 月

1993（平成５）年 4月

1994（平成６）年 3月

1995（平成７）年 4月

1996（平成８）年 4月

1997（平成９）年 4月

1999（平成 11）年 4月

2002（平成 14）年 4月

2003（平成 15）年 4月

2005（平成 17）年 4月

2007（平成 19）年 4月

2008（平成 20）年 4月

2010（平成 22）年 4月

2011（平成 23）年 4 月

2012（平成 24）年 4 月

2016（平成 28）年 3月

4月

2019（平成 31）年 4月

学校法人静岡県自動車学園沼津情報専門学校開設
静岡県東部地域のコンピュータ情報処理技術者の人材需要に応えるため、コンピュータ科を設置

通産省より「情報化人材育成連携機関委嘱校」に指定

電子技術とソフト技術の両方を兼ね備えた技術者の養成を目的としてコンピュータ制御科を設置

学校法人静岡県自動車学園は、学校法人静岡理工科大学に改称

SE養成を目的として 3年制の情報システム研究科を設置

文部省より「専修学校職業教育高度化開発研究」の委託指定校に選定

国際的視野で活躍できるビジネスマン・ビジネスウーマンの育成を目的として国際ビジネス科を設置
また社会のニーズに対応するために、コンピュータ制御科をシステムクリエイト科に改称

校舎を増築

時代のニーズに合った人材の育成を目指し、マルチメディア科を設置

ゲームインターフェース科を新設

システムクリエイト科、国際ビジネス科を廃止し、システムデザイン科、OAインストラクタ科を新設

情報システム研究科、ゲームインターフェース科を廃止

OAインストラクタ科を医療事務の単一コースにし、医療事務OA科と改称

システムデザイン科を廃止

工業分野に設置していた医療事務OA科を、商業実務分野を追加し医療事務科として設置

ゲームクリエイト科・CGクリエイト科・グラフィックデザイン科・CADデザイン科・ビジネス科を新設

キャリアライセンス専攻科・公務員専攻科を新設し、マルチメディア科を廃止

校名を沼津情報・ビジネス専門学校に改称し、こども医療保育科を新設

1年制の公務員専攻科を 2年制の公務員科に改称

グラフィックデザイン科、CADデザイン科を廃止

校舎を西条町 17番地 1号に移転

4年制の高度 IT ビジネス科、2年制の製菓・製パン科を新設し、CGクリエイト科をCGデザイン科に、
こども医療保育科をこども保育科に改称

外国人留学生専門学科　国際ビジネス科を新設

沿革施設紹介

近隣の乳児とその保護者が学生と触れ合っていただくための
スペース。こども保育科の学生に乳児と接する機会を提供す
るとともに、地域の子育てに貢献しています。

子育てサロン

企業の応接室と病院のカウンターを想定した実習室です。ビ
ジネス系の学生が接遇・応対について学びます。

ビジネス実習室

定期的にクリエイト系学科の学生作品を展示しています。企
業や業界関係者を招いての展示イベントを実施したり、天気
のいい日はここで授業を行ったりします。

ギャラリー

学校に寄せられた求人票や会社資料がおいてあり、学生が
自由に閲覧できます。パソコンも設置されており、学校の就
職システムを利用して求人を検索することもできます。

キャリアサポートコーナー

全学生が利用できるフリースペースです。電源もあるため、パソ
コンを持ち込んで自主学習をする学生も多いです。製菓・製パ
ン科の学生の販売実習スペースとしても利用されています。

ラウンジ

消防や警察など、体力試験を課している公務員を目指す学生
のために最新のトレーニング機器を備えたトレーニング室。空
いている時間であれば公務員科の学生以外でも利用可能。

旧校舎（沼津市寿町・2006年撮影）

トレーニング室

IT 実習室

ピアノ実習室 多目的ホール

製菓第１実習室

最新鋭のパソコン30台を完備したIT実習室。大人数の実習にも対応できます。IT系の学科だけでは
なく、他の学科の授業でも広く利用されています。

プロ仕様の厨房設備と衛生設備を備えた製菓・製パン科の実習室。講師の手元が見えるよう
調理台ごとにモニターが完備されています。調理台は熱い調理道具も直接置けるように全面
大理石でできており、より効率的な作業が可能となっています。

保育士資格取得に必須となるピアノ実技を身に着けるための実習室。部屋は防音仕様に
なっているため、合奏や合唱の練習にも対応できます。一人でじっくりと練習したい学生のため
に個室の実習室も完備しています。

200人以上収容可能な大ホール。大型のプロジェクターとスクリーンも設置されていて講演な
どの特別授業も実施可能。フットサルやバスケットボールなど学生の課外活動や体育の授業
でも使用されます。
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活動紹介

沼情祭（2020.02）

年に一度開催される沼情生による文化祭。定番の飲食の屋台や音楽ライブ等のイベ
ントに加えて、ゲーム体験コーナーやデジタル水族館等、各科の特徴を活かした催しが
満載です。毎年外部からも多くの方が来場します。

東京ゲームショウ出展（2019.09）

静岡県の学校で唯一、世界最大級のゲームイベント「東京ゲームショウ」にゲームクリ
エイト科、CGデザイン科の学生が作品出展しています。業界関係者にPRするだけでは
なく、他校の学生と評価交換することで、より優れた作品の制作に繋がります。

テーブルマナー研修（2019.11）

ビジネス系の学生を対象にテーブルマナーを学ぶための研修を実施しています。ホテル
の会場で和食懐石料理やフレンチのフルコースを実食することにより、学生たちが普段
経験することの少ないテーブルマナーを学びます。

卒業研究発表会（2020.02）

卒業制作の中でも特に優れたものを選出し、外部会場にて発表会を開催しています。
卒業予定の全学生、教職員はもちろん、学生の内定先企業様も招待して、学生たちの
学習成果の集大成を発表しています。

販売実習（2019.06）

製作の技術だけではなくお客様へのサーブのトレーニングのために、製菓・製パン科の
学生が作ったパンや菓子を5階のラウンジにて定期的に販売します。毎年大人気のクリ
スマスケーキは予約受付後、短時間で完売します。

子育てサロン（定期的に開催）

地域のお子さんと保護者の方を対象に、学校の一画を子育てサロンとして開放してい
ます。こども保育科の学生の実習としての機能を果たすと同時に、地域の子育てへの
貢献もしています。

OB・OG セミナー（2020.02）

社会で活躍する卒業生をお招きして、在学生向けに講演をいただく機会を設けていま
す。学生たちが目指すべき業界・職業で働く卒業生の声を聞くことで、より明確に自身の
進路をイメージすることができるようになります。

企業見学ツアー

業界研究のために、各科において卒業後の進路となりうる企業や病院の見学ツアーを
実施しています。

研修旅行（2019.12）

学びの集大成として卒業年次生たちが国内外への研修旅行に参加します。毎年複数
のコースが用意されており、学生が最も興味のある場所へ渡航し、見識を広げます。

オアシスルーム オアシスランチ（定期的に開催）

学生支援の一環として学生と教職員の交流の場を設け、学生が気軽に相談できる環
境を整えています。学校生活の悩みから恋の悩みまで、みんなでランチを食べながら雑
談形式で相談することもできれば、個室でじっくり相談することもできます。

あいさつ運動（毎朝）

本校では「挨拶・清掃・時間厳守」の3つを基本コンセプトに掲げ、学生達に徹底指導を
しています。その一環で毎朝沼津駅から学校までの通学路に教職員を配置し、登校する
学生達への挨拶運動を実施しています。

校外清掃（定期的に開催）

学生たちの周辺地域への感謝の念を育み、地域に根差した学校教育を実現するため、
各クラスが持ち回りで学校周辺の清掃活動を実施しています。最近では活動が認知さ
れ、清掃中に近隣住民の方たちにお声がけいただくことも増えてきました。
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活動紹介

沼情祭（2020.02）

年に一度開催される沼情生による文化祭。定番の飲食の屋台や音楽ライブ等のイベ
ントに加えて、ゲーム体験コーナーやデジタル水族館等、各科の特徴を活かした催しが
満載です。毎年外部からも多くの方が来場します。

東京ゲームショウ出展（2019.09）

静岡県の学校で唯一、世界最大級のゲームイベント「東京ゲームショウ」にゲームクリ
エイト科、CGデザイン科の学生が作品出展しています。業界関係者にPRするだけでは
なく、他校の学生と評価交換することで、より優れた作品の制作に繋がります。

テーブルマナー研修（2019.11）

ビジネス系の学生を対象にテーブルマナーを学ぶための研修を実施しています。ホテル
の会場で和食懐石料理やフレンチのフルコースを実食することにより、学生たちが普段
経験することの少ないテーブルマナーを学びます。

卒業研究発表会（2020.02）

卒業制作の中でも特に優れたものを選出し、外部会場にて発表会を開催しています。
卒業予定の全学生、教職員はもちろん、学生の内定先企業様も招待して、学生たちの
学習成果の集大成を発表しています。

販売実習（2019.06）

製作の技術だけではなくお客様へのサーブのトレーニングのために、製菓・製パン科の
学生が作ったパンや菓子を5階のラウンジにて定期的に販売します。毎年大人気のクリ
スマスケーキは予約受付後、短時間で完売します。

子育てサロン（定期的に開催）

地域のお子さんと保護者の方を対象に、学校の一画を子育てサロンとして開放してい
ます。こども保育科の学生の実習としての機能を果たすと同時に、地域の子育てへの
貢献もしています。

OB・OG セミナー（2020.02）

社会で活躍する卒業生をお招きして、在学生向けに講演をいただく機会を設けていま
す。学生たちが目指すべき業界・職業で働く卒業生の声を聞くことで、より明確に自身の
進路をイメージすることができるようになります。

企業見学ツアー

業界研究のために、各科において卒業後の進路となりうる企業や病院の見学ツアーを
実施しています。

研修旅行（2019.12）

学びの集大成として卒業年次生たちが国内外への研修旅行に参加します。毎年複数
のコースが用意されており、学生が最も興味のある場所へ渡航し、見識を広げます。

オアシスルーム オアシスランチ（定期的に開催）

学生支援の一環として学生と教職員の交流の場を設け、学生が気軽に相談できる環
境を整えています。学校生活の悩みから恋の悩みまで、みんなでランチを食べながら雑
談形式で相談することもできれば、個室でじっくり相談することもできます。

あいさつ運動（毎朝）

本校では「挨拶・清掃・時間厳守」の3つを基本コンセプトに掲げ、学生達に徹底指導を
しています。その一環で毎朝沼津駅から学校までの通学路に教職員を配置し、登校する
学生達への挨拶運動を実施しています。

校外清掃（定期的に開催）

学生たちの周辺地域への感謝の念を育み、地域に根差した学校教育を実現するため、
各クラスが持ち回りで学校周辺の清掃活動を実施しています。最近では活動が認知さ
れ、清掃中に近隣住民の方たちにお声がけいただくことも増えてきました。
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学生代表メッセージ

■高度 ITビジネス科　２年　■静岡県立富士宮東高等学校　出身

■経済産業省主催　基本情報技術者試験合格

人を幸せにする IT エンジニアを目指して。

同窓会長メッセージ

■沼津情報・ビジネス専門学校　同窓会　会長

８０年の伝統を活かし、
卒業生・社会と繋がり続ける学園であり続ける。

望月 美菜 さん 山本 葉子 さん

　私は高校時代からパソコンで作業するのが好きで、文書作成
や表計算など基本的なツールの使い方を習得していくうちに、
もっと高度な情報処理スキルを学びたいと思うようになりま
した。ニュースや新聞でも日々 IT の重要性が取り上げられる
現代で、パソコンという小さな機械を通じて実現できることに
無限の可能性を感じ、将来は IT のエンジニアになるという目
標を定めました。高校卒業後の進学先を探していると、自宅か
ら通える沼津市に４年制の IT 学科を持つ専門学校があると知
り、まずはオープンキャンパスに参加してみようと思いまし
た。模擬授業では私がそれまで全く知らなかった技術や知識を
わかりやすく説明してくれたため、この学校なら自分の目標を
達成できると思い迷わず入学を決意しました。
　4 年前に移転したばかりの校舎は駅からのアクセスも良く、
実習機器やネットワーク環境も整っていて、ITを学ぶうえで最
適な環境であると感じています。高度 IT ビジネス科は 4 年前
に新設された学科ということもあり、先生方も学生に対して情
熱を持って接してくれます。少人数制のクラスで実際に IT の
プロフェッショナルだった先生方がとてもわかりやすく親切
に教えてくれるため、学生たちも自分の成長を日々感じながら
勉強に取り組むことができます。学園祭やクラブ活動など、学
生主体の行事や活動も盛んであるため、学業だけではなく楽し
い学校生活を過ごすことができます。学科を超えた学生同士の
交流も盛んなので、自分とは違う分野を目指す学生と接するこ
とで視野が広がり、将来の進路を考える参考になっています。
私が最も魅力に感じているのは資格取得のための授業が充実
していることで、特に情報処理技術者試験に関しては、試験前
の期間は分野毎に徹底した対策授業を受けることができます。
おかげで私も入学して一年目で基本情報技術者試験に合格す
ることができました。現在は応用情報技術者試験の合格を目指
し頑張っています。
　高度 IT ビジネス科は IT に関する知識だけではなく、大学
併修による経営学の授業や、卒業後の進路を見定めるための
進路指導も徹底しています。授業を受ける中で思うことは「IT
は目的ではなく手段である」ということです。入学前は漠然と
IT に関する知識を身につけたい、将来は自分が好きな IT を
仕事にしたいという思いが強かったですが、最近では「IT を
使って何をすべきか」を考えるようになりました。情報処理の
世界は私が想像していたよりはるかに広く、様々な技術と可
能性であふれています。そんな中で自分がどの技術を使って
どのようなエンジニアになるべきか、その答えを見つけ出す
ことが重要だと考えています。私はまだ２年生ですが、IT 業界

の採用活動のスタートはとても早く、先輩たちの多くは 3 年
生のうちに内定を獲得しています。自分が IT を使って何を実
現したいのか、一刻も早く目標を見定めなければなりません。
まだまだ学ぶことが多く明確な進路は定まっていませんが、
私が見つけ出した一つの答えは「人を幸せにする IT エンジニ
アになりたい」というものです。IT は今や生活のいたるところ
に関わっていて、今後ますます普及していくでしょう。エンジ
ニアとして技術の習得や新しい技術の開発ばかりに目を取ら
れていると、それを使う人たちを意識しなくなってしまうの
ではないかと思います。私はどのような分野のエンジニアに
なっても、常にユーザーの顔を意識した仕事がしたいです。将
来自分の開発した技術がたくさんの人の生活を豊かにして、
その人たちの幸せに繋がる、それこそが私が目指すべき理想
のエンジニアなのだと気づきました。そんなエンジニアにな
るという目標を達成するためにも、今学生として技術を学べ
る時間と環境のありがたさを忘れずに、学校生活の一日一日
を大切に過ごしていこうと思います。

　学校法人静岡理工科大学創立 80 周年を謹んでお祝い申しあ
げます。これまでのご功績に敬意を表すと共に、今後のさらな
るご発展とご隆盛を祈念いたします。
　私の母校である沼津情報・ビジネス専門学校はまもなく創
立 40 年を迎えます。現在は多種多様な学科を備える静岡県東
部では最大級の専門学校に成長しましたが、私が入学した時は
「沼津情報専門学校」として情報教育の学科が主流でした。今で
は一般教養の一つと言えるまでに普及している IT ですが、当
時はようやくシステムエンジニアという言葉が認知され始め、
コンピュータについて学ぶことが特別な時代でした。そのせい
か入学してくる学生は皆、高い目標意識をもって専門知識の習
得に励んでいたように感じます。私は高校卒業を控え、既に県
外の大学のマスメディア系の学部に合格していたのですが、あ
る日自宅に届いた沼情からのダイレクトメールを見て、明確な
目的意識もなく大学で学ぶよりは、地元の専門学校で最先端の
IT を学ぶのもいいかなという気持ちで入学を決意しました。入
学時に購入したノートパソコンは今の３倍は厚みがあり持ち
運びも不便でしたが、それでも最先端の機器を手にすることが
できた喜びでいっぱいでした。インターネットについても今の
ように無線接続ではなく、実習室にパソコンを持ち込んで有線
で繋ぐ時代でしたが、世界の情報にアクセスできる画期的な
ツールに感動を覚えたものでした。ここまで短期間に技術が進
歩することは予想していませんでしたが、沼情で学んだ知識と
技術があるからこそ今でも時代に取り残されることなく社会
で生き抜いていけるのだと実感しています。
　私は同窓会長であると同時に非常勤講師として今でも母校
の学生の教育に携わっています。４年前に沼津駅前に移転し
た校舎は、私が在学していた頃のものとは比べ物にならない
くらい洗練された外観で、設備も充実しています。学生達は恵
まれた環境下で勉学に励んでいますが、同時に私の学生時代
からは技術も大幅に変革を遂げているため、学生達も幅広い
知識を身につける必要があります。また、IT が身近になった
分、プロフェッショナルになるためにはより高度な技術を身
につけていることが求められます。コンピュータに触れたこ
とがある人材が重宝される時代から、コンピュータを流暢に
扱える人材が求められる時代に、更にはコンピュータを使っ
て新たな価値を創造することができる人材が求められる時代
になっています。時代の変革に取り残されることなく、高度な
人材の育成に挑戦し続ける沼津情報・ビジネス専門学校、そ

の教育の一端を担えることを大変嬉しく思っています。法人
内には私以外にも、卒業生が教職員として学生の教育に貢献
している例が多数あると聞いています。学生が在学中に習得
した技術・知識を社会で磨き上げ、それを再び母校の学生に
還元するこのサイクルこそ他の学校法人にはない学校法人静
岡理工科大学の強みだと思っています。今後も学園全体で多
数の卒業生を輩出していく中で、卒業生との繋がりが即ち社
会との繋がりとなり、学生達に社会から求められる技術を教
育することに繋がる。同窓会長の一人として、今後もこの「繋
がり」を強化していくことに努め、母校の発展に、ひいては学
園全体の発展に貢献してまいりたいと思います。
　最後に、80 周年という輝かしい歴史を誇る学校法人静岡理
工科大学が今後益々隆盛なる前途を開拓し、学生達が技術者と
して育ちゆく場であり続けることを心から祈念し、お祝いの言
葉といたします。
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学生代表メッセージ

■高度 ITビジネス科　２年　■静岡県立富士宮東高等学校　出身

■経済産業省主催　基本情報技術者試験合格

人を幸せにする IT エンジニアを目指して。

同窓会長メッセージ

■沼津情報・ビジネス専門学校　同窓会　会長

８０年の伝統を活かし、
卒業生・社会と繋がり続ける学園であり続ける。

望月 美菜 さん 山本 葉子 さん

　私は高校時代からパソコンで作業するのが好きで、文書作成
や表計算など基本的なツールの使い方を習得していくうちに、
もっと高度な情報処理スキルを学びたいと思うようになりま
した。ニュースや新聞でも日々 IT の重要性が取り上げられる
現代で、パソコンという小さな機械を通じて実現できることに
無限の可能性を感じ、将来は IT のエンジニアになるという目
標を定めました。高校卒業後の進学先を探していると、自宅か
ら通える沼津市に４年制の IT 学科を持つ専門学校があると知
り、まずはオープンキャンパスに参加してみようと思いまし
た。模擬授業では私がそれまで全く知らなかった技術や知識を
わかりやすく説明してくれたため、この学校なら自分の目標を
達成できると思い迷わず入学を決意しました。
　4 年前に移転したばかりの校舎は駅からのアクセスも良く、
実習機器やネットワーク環境も整っていて、ITを学ぶうえで最
適な環境であると感じています。高度 IT ビジネス科は 4 年前
に新設された学科ということもあり、先生方も学生に対して情
熱を持って接してくれます。少人数制のクラスで実際に IT の
プロフェッショナルだった先生方がとてもわかりやすく親切
に教えてくれるため、学生たちも自分の成長を日々感じながら
勉強に取り組むことができます。学園祭やクラブ活動など、学
生主体の行事や活動も盛んであるため、学業だけではなく楽し
い学校生活を過ごすことができます。学科を超えた学生同士の
交流も盛んなので、自分とは違う分野を目指す学生と接するこ
とで視野が広がり、将来の進路を考える参考になっています。
私が最も魅力に感じているのは資格取得のための授業が充実
していることで、特に情報処理技術者試験に関しては、試験前
の期間は分野毎に徹底した対策授業を受けることができます。
おかげで私も入学して一年目で基本情報技術者試験に合格す
ることができました。現在は応用情報技術者試験の合格を目指
し頑張っています。
　高度 IT ビジネス科は IT に関する知識だけではなく、大学
併修による経営学の授業や、卒業後の進路を見定めるための
進路指導も徹底しています。授業を受ける中で思うことは「IT
は目的ではなく手段である」ということです。入学前は漠然と
IT に関する知識を身につけたい、将来は自分が好きな IT を
仕事にしたいという思いが強かったですが、最近では「IT を
使って何をすべきか」を考えるようになりました。情報処理の
世界は私が想像していたよりはるかに広く、様々な技術と可
能性であふれています。そんな中で自分がどの技術を使って
どのようなエンジニアになるべきか、その答えを見つけ出す
ことが重要だと考えています。私はまだ２年生ですが、IT 業界

の採用活動のスタートはとても早く、先輩たちの多くは 3 年
生のうちに内定を獲得しています。自分が IT を使って何を実
現したいのか、一刻も早く目標を見定めなければなりません。
まだまだ学ぶことが多く明確な進路は定まっていませんが、
私が見つけ出した一つの答えは「人を幸せにする IT エンジニ
アになりたい」というものです。IT は今や生活のいたるところ
に関わっていて、今後ますます普及していくでしょう。エンジ
ニアとして技術の習得や新しい技術の開発ばかりに目を取ら
れていると、それを使う人たちを意識しなくなってしまうの
ではないかと思います。私はどのような分野のエンジニアに
なっても、常にユーザーの顔を意識した仕事がしたいです。将
来自分の開発した技術がたくさんの人の生活を豊かにして、
その人たちの幸せに繋がる、それこそが私が目指すべき理想
のエンジニアなのだと気づきました。そんなエンジニアにな
るという目標を達成するためにも、今学生として技術を学べ
る時間と環境のありがたさを忘れずに、学校生活の一日一日
を大切に過ごしていこうと思います。

　学校法人静岡理工科大学創立 80 周年を謹んでお祝い申しあ
げます。これまでのご功績に敬意を表すと共に、今後のさらな
るご発展とご隆盛を祈念いたします。
　私の母校である沼津情報・ビジネス専門学校はまもなく創
立 40 年を迎えます。現在は多種多様な学科を備える静岡県東
部では最大級の専門学校に成長しましたが、私が入学した時は
「沼津情報専門学校」として情報教育の学科が主流でした。今で
は一般教養の一つと言えるまでに普及している IT ですが、当
時はようやくシステムエンジニアという言葉が認知され始め、
コンピュータについて学ぶことが特別な時代でした。そのせい
か入学してくる学生は皆、高い目標意識をもって専門知識の習
得に励んでいたように感じます。私は高校卒業を控え、既に県
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ように無線接続ではなく、実習室にパソコンを持ち込んで有線
で繋ぐ時代でしたが、世界の情報にアクセスできる画期的な
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内には私以外にも、卒業生が教職員として学生の教育に貢献
している例が多数あると聞いています。学生が在学中に習得
した技術・知識を社会で磨き上げ、それを再び母校の学生に
還元するこのサイクルこそ他の学校法人にはない学校法人静
岡理工科大学の強みだと思っています。今後も学園全体で多
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沼津情報･ビジネス専門学校

087086



新しいものに挑戦してゆく進取の
気質溢れるこの街で、地域と共生し、
市民の誇りとなる総合専門学校を目指して。

浜松情報専門学校

ものづくりと情報教育から産声を上げた浜情は、幅広い分野への進出と
グローバル化を経て、「職業人」の育成を通じて静岡県西部地区の未来に貢献。

校長あいさつ

HAMAMATSU PROFESSIONAL TRAINING COLLEGE OF INFORMATION TECHNOLOGY

セキュリティネットワーク科 コンピュータ科 ゲームクリエイト科 CAD 科 ビジネスライセンス科

医療事務科 こども保育科 国際 IT ビジネス科

浜情の歴史は、地域産業の変化の歴史
今までも、これからも
　本校は、昭和60年 4 月浜松市曳馬町に県西部地域の情報教育
の拠点として、本年で38 年目を迎えました。地域産業を支え、
時代と社会構造の変化に呼応しながら教育分野の裾野を広げ、
卒業生は 7000 人を超え、県西部地域を中心に、社会の各分野で
活躍しています。
　平成 17年 4月に現在の浜松市中心地（中区中央 3丁目）に移
転し、常に社会ニーズを先取りした実践的なカリキュラムを取
り入れながら、現在、「セキュリティネットワーク科」「コンピュー
タ科」「ゲームクリエイト科」「CAD科」「ビジネスライセンス科」
「医療事務科」「こども保育科」「国際 ITビジネス科」の８学科を
有する総合専門学校に発展を遂げてまいりました。
　今、このキャンパスに立ち、校舎内に響き渡る学生たちの賑や
かな声を聞くにつれ、歴代校長のリーダーシップのもと、数多く
の教職員がそれぞれの立場で、本校の発展にご尽力、ご貢献下さ
いましたことに、あらためて敬意と、深い感謝を申し上げます。

人としての「逞しさ」を育成し、地域社会に
貢献する人財を輩出する教育を目指して
　さて、地域の皆様が本校に対して抱くイメージは、創立時の
印象から「コンピュータを教える学校」とよく言われます。
　確かにコンピュータそのものを学ぶ学科もありますが、正
しくは、コンピュータを道具として、毎日、新聞やテレビを賑
わすAI、ロボット、インターネット、ゲーム、CAD など、およ
そ情報通信技術 (ICT) に関わるあらゆるものを教育対象とし、
更には、医療事務や幼児教育者・保育者の育成など、人間と相
対するホスピタリティが教育の柱である学科や、国や文化の
違いを受容しながら、共に社会で共生していく教育を展開す
る学科など、それら全てが集まり、学生・教員が日夜切磋琢磨
している総合専門学校であるというのが、発展を遂げた現在
の浜情の姿と言えます。
　教育とは、単なる知識や技術の蓄積ではありません。それ
は、問題や課題を自分で発見・分析し、何をすべきか、それを
どのように実現するかを自分で具体的に考える力であり、現
代のように先行きがまったく見えない時代にこそ必要とされ
る能力です。
　その上で、私たちが大切にしなければならないのは「利他の
心」の育成であり、常に自身の周りに目を向け、他者の状況を

客観的に把握する冷静な知性と、他者の心を慮る豊かな感性・
想像力、自分とは異なるものを受け入れる柔軟性と広い視野、
そして自分がなすべきことをなしていく決断力・実行力です。
　そのような、時代が求める人材像に向け、これまで以上に
「技術教育」「実践教育」へ真摯に取り組むのは勿論のこと、人
としての「逞しさ」を育成し、地域社会に貢献しうる人材を輩
出する教育に、これまで以上に力を入れて参ります。

「利他の心」を育む、新時代の技術者教育を
目指し、サポーターの皆様と共に前進
　本校は、これまでの歩みの中で先人たちが築き上げてきた本
校の歴史と伝統を守りながら、2021 年 4 月には、同じ校舎で運
営する「専門学校 浜松デザインカレッジ」と発展的統合をし、
新たに「浜松未来総合専門学校」として、校名通り「未来」に向け
た新たな歩みを開始します。
　これまでの歩みの中で得た本校の財産は、活躍する卒業生は勿
論のこと、学生の成長を願い常に寄り添いながら指導にあたって
きた歴代の教職員の皆様、今この時も歩みを続ける現役の教職員
であり、そしてなによりも特筆すべきは、「やらまいか」の精神に
満ち溢れ、地域の青年を育てる志を持ち、人間的な成長を支える、
地域、行政、産業界など、数多くのサポーターの存在です。
　本校は、そうした数多くのサポーターの皆様とこれまで以上
に強く手を携え、「利他の心」を持った学生を広く世界に送り出
すために歩みを続けて参ります。

浜松情報専門学校
校長　松本 文晴

089088

　浜松情報専門学校は 1985 年（昭和 60 年）に開校し 35 年を超える
歴史を重ねてきました。情報教育を中心に工業分野、商業実務分野、
教育・福祉分野と留学生学科を含めた 3 分野 8 学科を擁する静岡県
西部地域最大規模の総合専門学校です。卒業生は 7,000 人を超え、静
岡県西部地域を中心に多くの企業・医療機関・保育幼児教育施設等
で活躍しています。開校以来一貫して「技術者の育成をもって地域社
会に貢献する」という教育理念のもと、知識、技術、資格の取得に加
え、社会人基礎力を併せ持つ人材育成を行っています。
〔セキュリティネットワーク科〕
拡大する IoT 時代の到来を見据え、ネットワークとセキュリティ教
育に特化し、インターネット社会を取り巻く脅威に備え、対応できる
セキュリティエンジニアを育成。
〔コンピュータ科〕
コンピュータの基礎からプログラミング、ネットワークなど高度な技
術まで幅広く学習し、IT業界や情報システム分野で活躍できるSE・
PGを育成。
〔ゲームクリエイト科〕
ゲームプログラミング能力を徹底的に磨き、ゲーム企画や発想力、
CG 基礎まで、ゲーム制作に関わる一連の制作過程を学習し、ゲーム
プログラマを育成。
〔CAD 科〕
「CATIA」を活用し 2 次元から 3 次元まで、より速く正確な設計を可
能にする CAD 技術を習得。基礎から高度な設計を行うことができ
る CAD 技術者を育成。
〔ビジネスライセンス科〕
業界や企業で高く評価される資格を多く取得し、パソコンスキルを
持ち合わせた、事務職、金融、販売職、営業職などさまざまなフィール
ドで活躍できる人材を育成。
〔医療事務科〕
医療現場で役立つ受付や会計窓口業務をはじめ、診療報酬請求業務、
院内事務作業にも従事できる医療事務員、調剤薬局事務員を育成。
〔こども保育科〕
幼稚園教諭免許、保育士資格、短期大学卒業資格（近大九州短大）を確
実に取得。幼児教育に深い関わりのある絵本では「認定絵本士」の資
格を取得し、幼児教育現場で活躍できる人材を育成。
〔国際 IT ビジネス科〕
留学生を対象とし、職業に活かせる日本語教育を基礎に、浜松のもの
づくり業界や観光ビジネス業界で活躍できる人材を育成。



新しいものに挑戦してゆく進取の
気質溢れるこの街で、地域と共生し、
市民の誇りとなる総合専門学校を目指して。

浜松情報専門学校

ものづくりと情報教育から産声を上げた浜情は、幅広い分野への進出と
グローバル化を経て、「職業人」の育成を通じて静岡県西部地区の未来に貢献。

校長あいさつ

HAMAMATSU PROFESSIONAL TRAINING COLLEGE OF INFORMATION TECHNOLOGY

セキュリティネットワーク科 コンピュータ科 ゲームクリエイト科 CAD 科 ビジネスライセンス科

医療事務科 こども保育科 国際 IT ビジネス科

浜情の歴史は、地域産業の変化の歴史
今までも、これからも
　本校は、昭和60年 4 月浜松市曳馬町に県西部地域の情報教育
の拠点として、本年で38 年目を迎えました。地域産業を支え、
時代と社会構造の変化に呼応しながら教育分野の裾野を広げ、
卒業生は 7000 人を超え、県西部地域を中心に、社会の各分野で
活躍しています。
　平成 17年 4月に現在の浜松市中心地（中区中央 3丁目）に移
転し、常に社会ニーズを先取りした実践的なカリキュラムを取
り入れながら、現在、「セキュリティネットワーク科」「コンピュー
タ科」「ゲームクリエイト科」「CAD科」「ビジネスライセンス科」
「医療事務科」「こども保育科」「国際 ITビジネス科」の８学科を
有する総合専門学校に発展を遂げてまいりました。
　今、このキャンパスに立ち、校舎内に響き渡る学生たちの賑や
かな声を聞くにつれ、歴代校長のリーダーシップのもと、数多く
の教職員がそれぞれの立場で、本校の発展にご尽力、ご貢献下さ
いましたことに、あらためて敬意と、深い感謝を申し上げます。

人としての「逞しさ」を育成し、地域社会に
貢献する人財を輩出する教育を目指して
　さて、地域の皆様が本校に対して抱くイメージは、創立時の
印象から「コンピュータを教える学校」とよく言われます。
　確かにコンピュータそのものを学ぶ学科もありますが、正
しくは、コンピュータを道具として、毎日、新聞やテレビを賑
わすAI、ロボット、インターネット、ゲーム、CAD など、およ
そ情報通信技術 (ICT) に関わるあらゆるものを教育対象とし、
更には、医療事務や幼児教育者・保育者の育成など、人間と相
対するホスピタリティが教育の柱である学科や、国や文化の
違いを受容しながら、共に社会で共生していく教育を展開す
る学科など、それら全てが集まり、学生・教員が日夜切磋琢磨
している総合専門学校であるというのが、発展を遂げた現在
の浜情の姿と言えます。
　教育とは、単なる知識や技術の蓄積ではありません。それ
は、問題や課題を自分で発見・分析し、何をすべきか、それを
どのように実現するかを自分で具体的に考える力であり、現
代のように先行きがまったく見えない時代にこそ必要とされ
る能力です。
　その上で、私たちが大切にしなければならないのは「利他の
心」の育成であり、常に自身の周りに目を向け、他者の状況を

客観的に把握する冷静な知性と、他者の心を慮る豊かな感性・
想像力、自分とは異なるものを受け入れる柔軟性と広い視野、
そして自分がなすべきことをなしていく決断力・実行力です。
　そのような、時代が求める人材像に向け、これまで以上に
「技術教育」「実践教育」へ真摯に取り組むのは勿論のこと、人
としての「逞しさ」を育成し、地域社会に貢献しうる人材を輩
出する教育に、これまで以上に力を入れて参ります。

「利他の心」を育む、新時代の技術者教育を
目指し、サポーターの皆様と共に前進
　本校は、これまでの歩みの中で先人たちが築き上げてきた本
校の歴史と伝統を守りながら、2021 年 4 月には、同じ校舎で運
営する「専門学校 浜松デザインカレッジ」と発展的統合をし、
新たに「浜松未来総合専門学校」として、校名通り「未来」に向け
た新たな歩みを開始します。
　これまでの歩みの中で得た本校の財産は、活躍する卒業生は勿
論のこと、学生の成長を願い常に寄り添いながら指導にあたって
きた歴代の教職員の皆様、今この時も歩みを続ける現役の教職員
であり、そしてなによりも特筆すべきは、「やらまいか」の精神に
満ち溢れ、地域の青年を育てる志を持ち、人間的な成長を支える、
地域、行政、産業界など、数多くのサポーターの存在です。
　本校は、そうした数多くのサポーターの皆様とこれまで以上
に強く手を携え、「利他の心」を持った学生を広く世界に送り出
すために歩みを続けて参ります。

浜松情報専門学校
校長　松本 文晴

089088

　浜松情報専門学校は 1985 年（昭和 60 年）に開校し 35 年を超える
歴史を重ねてきました。情報教育を中心に工業分野、商業実務分野、
教育・福祉分野と留学生学科を含めた 3 分野 8 学科を擁する静岡県
西部地域最大規模の総合専門学校です。卒業生は 7,000 人を超え、静
岡県西部地域を中心に多くの企業・医療機関・保育幼児教育施設等
で活躍しています。開校以来一貫して「技術者の育成をもって地域社
会に貢献する」という教育理念のもと、知識、技術、資格の取得に加
え、社会人基礎力を併せ持つ人材育成を行っています。
〔セキュリティネットワーク科〕
拡大する IoT 時代の到来を見据え、ネットワークとセキュリティ教
育に特化し、インターネット社会を取り巻く脅威に備え、対応できる
セキュリティエンジニアを育成。
〔コンピュータ科〕
コンピュータの基礎からプログラミング、ネットワークなど高度な技
術まで幅広く学習し、IT業界や情報システム分野で活躍できるSE・
PGを育成。
〔ゲームクリエイト科〕
ゲームプログラミング能力を徹底的に磨き、ゲーム企画や発想力、
CG 基礎まで、ゲーム制作に関わる一連の制作過程を学習し、ゲーム
プログラマを育成。
〔CAD 科〕
「CATIA」を活用し 2 次元から 3 次元まで、より速く正確な設計を可
能にする CAD 技術を習得。基礎から高度な設計を行うことができ
る CAD 技術者を育成。
〔ビジネスライセンス科〕
業界や企業で高く評価される資格を多く取得し、パソコンスキルを
持ち合わせた、事務職、金融、販売職、営業職などさまざまなフィール
ドで活躍できる人材を育成。
〔医療事務科〕
医療現場で役立つ受付や会計窓口業務をはじめ、診療報酬請求業務、
院内事務作業にも従事できる医療事務員、調剤薬局事務員を育成。
〔こども保育科〕
幼稚園教諭免許、保育士資格、短期大学卒業資格（近大九州短大）を確
実に取得。幼児教育に深い関わりのある絵本では「認定絵本士」の資
格を取得し、幼児教育現場で活躍できる人材を育成。
〔国際 IT ビジネス科〕
留学生を対象とし、職業に活かせる日本語教育を基礎に、浜松のもの
づくり業界や観光ビジネス業界で活躍できる人材を育成。



沿革施設紹介
浜松市曳馬に浜松情報専門学校を開校 
メカトロニクス科、エレクトロニクス科、コンピュータ科、
オフィスオートメーション科の2年制 4学科設置

働きながら学べる 3年制の新設学科として
OAビジネス科を設置

通産省「情報化人材育成連携機関委嘱校」の指定を受ける

3年制の学科として情報システム研究科を設置

メカトロニクス科をコンピュータデザイン科に、
エレクトロニクス科をコンピュータエレクトロニクス科に
名称変更

校舎（新館）の増築が完成

「専門士」としての称号付与を卒業生にすることができる
課程として認可

マルチメディア科を設置

コンピュータエレクトロニクス科をコンピュータデザイン科
に統合し、制御／メディアコース、CG／CADコースを設置

オフィスオートメーション科をビジネスクリエイト科に
改称

コンピュータ科に短大併習シスアドコースを設置

マルチメディア科にソフト制作コース、
インターネットコースを設置

ビジネスクリエイト科に医療事務コース、
短大併習秘書コースを設置

コンピュータデザイン科をCG／CAD科と
デジタル通信科に分割

ゲームクリエイト科を設置

3学科に統合するために情報システム科、
情報クリエイト科、情報マネジメント科を設置

OAビジネス科を情報ビジネス科に改称して、
情報システム研究科を含め 5学科の学科構成とする

高等学校との情報教育連携を開始

高等学校との情報教育一貫性を目的とする
ジョイントスクール制開始

情報ネットワーク科、コンピュータ科、CAD科、
CG・ゲーム科、OAビジネス科を統合設置し、
5学科 8コースの技術教育分野を設置

1985（昭和 60）年 4月

1987（昭和 62）年 4月

1988（昭和 63）年 3月

1992（平成 4）年 4月

1994（平成 6）年 3月

1995（平成 7）年 1月

4月

1996（平成 8）年 4月

1997（平成 9）年 4月

1998（平成 10）年 4月

1999（平成 11）年 4月

2001（平成 13）年 4月

コンピュータ科に電子制御コースを設置

校舎を浜松市曳馬から浜松市中区へ移転

CG・ゲーム科をデジタルデザイン科に改称し、
ゲームプログラミングコースをコンピュータ科に移設

CAD科を機械CADコースと工芸CADコースに分割

OAビジネス科をビジネス科と改称し、公務員コースを新設

公務員専攻科（1年制）を設置

キャリアライセンス専攻科（1年制）を設置、
コンピュータ科にｅスクールコースを設置

こども医療保育科（3年制）を設置

情報ネットワーク科を廃科し、コンピュータ科に統合。
また既存学科における教育課程の一部改正をおこなう

ゲームクリエイト科（3年制）、アニメーション科（3年制）、
ものづくり工学科（2年制）、医療事務科（2年制）を設置

ビジネス科の教育課程を一部改正し、
ビジネスライセンス科と改称

こども医療保育科の教育課程を一部改正し、
こども保育科と改称

医療事務科の教育課程を一部改正し、
職業実践専門課程認定

国際 IT ビジネス科（3年制）を設置、 コンピュータ科
職業実践専門課程認定

セキュリティネットワーク科を新設

こども保育科、ビジネスライセンス科
職業実践専門課程認定

ゲームクリエイト科　職業実践専門課程認定

高等教育の修学支援新制度の対象校として認定

2003（平成 15）年 4月

2005（平成 17）年 4月

2007（平成 19）年 4月

2008（平成 20）年 4月

2010（平成 22）年 4月

2011（平成 23）年 4月

2014（平成 26）年 4月

2015（平成 27）年 4月

2016（平成 28）年 4月

2017（平成 29）年 4月

2018（平成 30）年 4月

2019（令和元）年 9月

企業の打ち合わせルームを再現した施設です。お茶出しの
仕方や名刺の交換など、社会人としてベースとなるビジネス
マナーやスキルを磨きます。

ロールプレイングルーム

開放的な屋上からは浜松市内の街並みが見渡せます。天
気がよければ富士山をみることもできる浜情・浜デの絶景
スポットです。

RF（屋上）

1F昇降口、8Fエレベーター扉、8F廊下の3か所に設置され
たインスタ映えスポット。オープンキャンパスでは、高校生から
注目を浴びています。

インスタ映えスポット

パソコン実習室・CAD モデリング実習室

情報系学科の学生が主に使用するパソコン実習室です。ハイスペックなパソコンに加え3D
プリンターも配備され、各種実習に活かされています。

医療事務・ビジネス実習室

医療、ビジネス系学科の学生が主に使用するパソコン実習室です。室内には本格的な病院
内受付カウンターもあり、受付業務のロールプレイング授業も実践的に行われます。

保育フロア

ピアノ実習室を含む、こども保育科の施設が集約されています。造りや装飾も他とは全く異な
り、思わず大人も童心に戻ってしまいます。

ピアノ実習室

休み時間や放課後も解放されているピアノ実習室では、学生一人につき必ず一台を割り当
て、いつでも誰でも練習する機会を持てるよう配慮しています。

大講義室

大講義室は、各学科の実技学習や集会、各種セミナーなど目的・用途によってその姿を変えます。

カフェラウンジ

常時開放されているカフェラウンジにはいつも学生たちの活気があふれています。特にランチ
タイムには多くの学生が交わり、会話する姿が見受けられます。

浜松情報専門学校

091090
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活動紹介

浜情＆浜デ合同春の遠足（2019.05）

浜情と浜デの全学科でナガシマスパーランドへ行きました。ジェットコースターや観覧車
などのアトラクションに乗ったり、併設しているアウトレットモールで買い物を楽しんだりし
ました。学校や学科の垣根を越えて仲を深めることができました。

30年以上の実績と未来を見据えた情報教育。その教育内容もIT技術者を求める声に
応えながら、また技術進歩に伴い様々な変化を遂げながら取り組んでいます。開設以来
多くの卒業生を輩出し地域を支えています。

こども保育科では、幼稚園教諭、保育士の免許・資格取得に必要な保育現場での実習
を行っています。子どもとの接し方、年齢毎の発達や遊びの様子、保育者の姿など、生き
た保育を学ぶ貴重な場となり、現場実習を通して実践力を育成しています。　

地元ネットワーク企業様の協力を得て、浜松市の学校の校舎から静岡市の企業様の
サーバーにセキュリティのあるネットワークで接続し、内線電話の設定を行いました。自分
の携帯電話から多機能電話に掛けられたときは感動です。

セキュリティサービスを提供している東京の企業様を訪問し、実際の業務を見学しました。
学生たちは、モニタールームの業務やサーバールーム等、学校ではなかなか見られない設
備に驚いていました。

観光ビジネスコース３年生が、今まで学んだことを活かし、京都の１泊２日の旅行をプラン
ニングしました。ＩＴ／ＣＡＤコース３年生をアテンドするという実習を兼ね、京都に研修旅
行へ行きました。ＩＴ／ＣＡＤコースの学生も大いに楽しみました。

コンピュータ科、同電子制御コース、ものづくり工学の学生が、全国専門学校ロボット競
技会第１回から第２４回までに優勝９回、準優勝5回、その他各賞多数の輝かしい優秀
な実績を残しました。

浜松情報専門学校開設と共に歩み続ける
コンピュータ科（1985.04 ～）

資格取得も頑張っています（2019年度末・2020年度末）

浜松情報専門学校ゲームクリエイト科では、ゲーム制作やIT技術の習得はもちろん、
ゲーム制作に必要な周辺技術の習得のため、各種検定にも挑戦しています。近年は、
全国においても、優秀な成績を収めています。

自動車がどのように製作されているのか見学し歴史を学びます。モノづくりの現場を工程
ごとに知ることで設計者として必要な要件や考え方を身に付けます。知識としてしか知ら
なかった技術を実際に見ることで理解力を深めます。

CAD 科のトヨタ自動車工場見学（2018.09）

時代のニーズに合った人材を育成する
ビジネスライセンス科（2019.06）

ビジネスライセンス科は、企業連携授業を年間7社以上実施しております。「秘書」や
「コミュニケーション技法」等で学んだことを活かす実践力にも繋がっており、学生が目
指す企業からも多数内定を頂いております。

総合病院を中心に行われる１年次の病院実習は、学習意欲に大きな影響を与えます。 
様々な診療科を体験し、総合受付では電話対応や保険証、紹介状の確認などを行い、
就職活動に向け大きな自信につながっています。

病院実習で実践的に学べる医療事務科（2020.02）

公益財団法人浜松・浜名湖ツーリズムビューロー様より課題を頂き、観光ビジネスコース３
年生が「母国の大切な人に浜松・浜名湖を案内するなら…」という想定で一泊二日の旅行
を考えました。発表後は「留学生ならではの視点で発見があった」という感想を頂きました。

グループ校内も連携を意識して授業をしています。この回では、オリンピックについて、１年生
が調べ、浜松日本語学院の学生に向けて発表しました。日本語学院の学生からは、「今まで
興味がなかったが、オリンピックが楽しみになった」などの感想を頂きました。

実践力を育成する現場実習（毎年 6・7・9・10・1月）

浜松・浜名湖のツアープランニング（2019.11） 研修旅行（2019.12）

浜松日本語学院との連携授業（2020.02） オペレーションセンター見学（2019.01）

実戦ネットワーク講座（2019.06） 全国専門学校ロボット競技会で入賞多数（1992～2015毎年12月）

浜松情報専門学校
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活動紹介

浜情＆浜デ合同春の遠足（2019.05）

浜情と浜デの全学科でナガシマスパーランドへ行きました。ジェットコースターや観覧車
などのアトラクションに乗ったり、併設しているアウトレットモールで買い物を楽しんだりし
ました。学校や学科の垣根を越えて仲を深めることができました。

30年以上の実績と未来を見据えた情報教育。その教育内容もIT技術者を求める声に
応えながら、また技術進歩に伴い様々な変化を遂げながら取り組んでいます。開設以来
多くの卒業生を輩出し地域を支えています。

こども保育科では、幼稚園教諭、保育士の免許・資格取得に必要な保育現場での実習
を行っています。子どもとの接し方、年齢毎の発達や遊びの様子、保育者の姿など、生き
た保育を学ぶ貴重な場となり、現場実習を通して実践力を育成しています。　

地元ネットワーク企業様の協力を得て、浜松市の学校の校舎から静岡市の企業様の
サーバーにセキュリティのあるネットワークで接続し、内線電話の設定を行いました。自分
の携帯電話から多機能電話に掛けられたときは感動です。

セキュリティサービスを提供している東京の企業様を訪問し、実際の業務を見学しました。
学生たちは、モニタールームの業務やサーバールーム等、学校ではなかなか見られない設
備に驚いていました。

観光ビジネスコース３年生が、今まで学んだことを活かし、京都の１泊２日の旅行をプラン
ニングしました。ＩＴ／ＣＡＤコース３年生をアテンドするという実習を兼ね、京都に研修旅
行へ行きました。ＩＴ／ＣＡＤコースの学生も大いに楽しみました。

コンピュータ科、同電子制御コース、ものづくり工学の学生が、全国専門学校ロボット競
技会第１回から第２４回までに優勝９回、準優勝5回、その他各賞多数の輝かしい優秀
な実績を残しました。

浜松情報専門学校開設と共に歩み続ける
コンピュータ科（1985.04 ～）

資格取得も頑張っています（2019年度末・2020年度末）

浜松情報専門学校ゲームクリエイト科では、ゲーム制作やIT技術の習得はもちろん、
ゲーム制作に必要な周辺技術の習得のため、各種検定にも挑戦しています。近年は、
全国においても、優秀な成績を収めています。

自動車がどのように製作されているのか見学し歴史を学びます。モノづくりの現場を工程
ごとに知ることで設計者として必要な要件や考え方を身に付けます。知識としてしか知ら
なかった技術を実際に見ることで理解力を深めます。

CAD 科のトヨタ自動車工場見学（2018.09）

時代のニーズに合った人材を育成する
ビジネスライセンス科（2019.06）

ビジネスライセンス科は、企業連携授業を年間7社以上実施しております。「秘書」や
「コミュニケーション技法」等で学んだことを活かす実践力にも繋がっており、学生が目
指す企業からも多数内定を頂いております。

総合病院を中心に行われる１年次の病院実習は、学習意欲に大きな影響を与えます。 
様々な診療科を体験し、総合受付では電話対応や保険証、紹介状の確認などを行い、
就職活動に向け大きな自信につながっています。

病院実習で実践的に学べる医療事務科（2020.02）

公益財団法人浜松・浜名湖ツーリズムビューロー様より課題を頂き、観光ビジネスコース３
年生が「母国の大切な人に浜松・浜名湖を案内するなら…」という想定で一泊二日の旅行
を考えました。発表後は「留学生ならではの視点で発見があった」という感想を頂きました。

グループ校内も連携を意識して授業をしています。この回では、オリンピックについて、１年生
が調べ、浜松日本語学院の学生に向けて発表しました。日本語学院の学生からは、「今まで
興味がなかったが、オリンピックが楽しみになった」などの感想を頂きました。

実践力を育成する現場実習（毎年 6・7・9・10・1月）

浜松・浜名湖のツアープランニング（2019.11） 研修旅行（2019.12）

浜松日本語学院との連携授業（2020.02） オペレーションセンター見学（2019.01）

実戦ネットワーク講座（2019.06） 全国専門学校ロボット競技会で入賞多数（1992～2015毎年12月）
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学生代表メッセージ

大庭 未唯奈 さん
■CAD科 ２年

■静岡県立浜松城北工業高校　出身

CAD 科で学んだ知識と
これからの目標

同窓会長メッセージ

鯨 佑輔 さん
■浜松情報専門学校　同窓会　会長

ミライへのバトンタッチ

　私が２年間学んだ CAD 科は CAD に触れたことのない学生
がほとんどで、CAD の基礎から応用まで細かく学ぶことがで
き、私はCAD科でモデリング方法の多くを学びました。私は高
校時代からCADを学ぶ機会があり、CADでモデリングを行っ
ていました。専門学校に通い始めて、自分の知らないCADソフ
トやCADの操作方法を知ることができ、もっと知りたい、もっ
と学びたいと思うようになりました。CAD科はCADを使って、
３次元モデルや２次元図面を作成するだけでなくデザインに
ついてやネジや歯車などの機械系の部品について詳しく学ぶ
ことができるので CAD ソフトの操作以外のことも学ぶことが
できます。3D プリンタという自分でモデリングした作品を樹
脂で出力することのできる機械もあり、実際のものづくりの体
験や流れを体験し学ぶこともできます。
　そんな学校生活の中で行ってきた課題で１番苦労したこと
が複数人で１つの作品を作るグループワーク課題なのですが、
私はグループリーダーで班員をまとめる立場になり、メンバー
それぞれができる作業を把握し役割分担をしました。その中で
自分の任された仕事に責任を持ち、メンバーを気に掛けて作業
に取り組んでいたのですが、メンバーの知らない作業の内容を
教えるまでの時間がなかったのでメンバーを頼ることをでき
ずに作業を進めてしまったので、作業の終盤、効率が悪くなっ
てしまいました。その中で私はメンバーを頼ることの重要さを
知ることができ、メンバーで完成を目指すことができました。
グループで作業することでメンバー同士ができない場所のカ
バーをして、1 つの作品を作ることの大変さと達成感を学ぶこ
とができました。就職先では主にグループで 1 つのものをモデ
リングすることになるので、グループリーダーでなくてもリー
ダーの大変さを感じることができるので、今回の経験を生かし
作業をできるようにしたいです。
　そして今は CAD 利用技術者試験に合格する為に 3 次元モデ
ルと 2 次元モデルのモデリングを早く正確に作成することを
練習して、金属や歯車などの機械系の部品などについての勉強
をしています。私が特に苦労していることはモデリングで、通
常のモデリングの履歴は後から見返した時にわかりやすく
作っているのですがそれを試験用に早くこなすための作り方
に変えなくてはいけないということです。何度も繰り返し過去
の問題を解き、タイムを計ってできるだけ早く正確にモデリン
グができるように試験に向けて頑張っています。試験で学んだ
知識やモデリング技術は就職後でも役に立つ物ばかりなので
丁寧な作り方も早い作り方も自分の技術として使いこなせる
ように今努力しています。

　私は CAD に携わる仕事に就きたいと高校時代から夢を追い
続けてきました。そして CAD 科で学んだ知識を生かすことが
できる職業に就職が決まったので、在学中に基礎をさらに学び
基礎を学んでから応用のモデリング方法や履歴の綺麗な作り
方を学びたいと思います。また就職先が決まり、同時に高校時
代からの夢が叶ったので、学んだ知識と技術を生かして就職先
で自分の作った車が世界で安全に使用されたいというデザイ
ナーの思いが、車に乗ってくださるお客様に伝わるようなモデ
リングをするという目標ができました。在学中だけでなく、卒
業後も CAD の技術向上に向けて努力をしていき、車に対して
の新しい知識を得て、安全に運転することができる、かっこい
い車のモデリングを行いたいと思っています。

　法人の４番目の学校として浜松情報専門学校が開校されて
35 年。今では、専門学校は全 6校の姉妹校となり、県内最大の規
模の専門学校グループとなっています。その母体となった静岡
県自動車学校の開設から今年で 80 年を迎えられたことをお慶
び申し上げます。
　学園のことはよくわかりませんので、浜松情報専門学校に在
籍していた当時の印象を元にお話しさせていただきます。
　私が浜松情報専門学校に入学したのは 2010 年前半でした。
進学先を選定するうえで、「ハマジョウ」は地元では有名な専門
学校で、先輩たちも毎年進学していましたので、一番に候補に
あがりました。そして、開校の地である曳馬の校舎から、現在の
中央 3丁目（当時は旧松江町）に移転した新校舎は魅力的でし
た。入学後にクラスメイトから、浜松駅に近いことが袋井・掛
川から通学する自分たちにとって非常に便利な場所であるこ
とを耳にしました。すでに母体は、学校法人静岡理工科大学に
移管されており、当時私も、大学が擁する専門学校であること
を認識しており、経営的にも教育的にも安心できる要素のひと
つでもありました。在籍当時、選択授業で普通自動車免許を取
得する授業があり、その際に静岡県自動車学校との繋がりを知
り、学園のスケールメリットを感じた記憶があります。
　今回の寄稿にあたり、浜松情報専門学校を第 28 期卒業生と

して社会に出た私が、改めて第三者としての目線で学園をみて
みると、姉妹校で同じような勉強をしている学生との交流機会
が持てたら良かったなと感じています。
　これから浜松情報専門学校は、専門学校浜松デザインカレッ
ジと融合して、浜松未来総合専門学校に変革します。新しい学
校となりより魅力的かつ、様々な分野ごとに未来を担う学生が
成長していくのだろうと期待しています。浜情同窓会が解散さ
れることとなり、慣れ親しんだ「ハマジョウ」という母校の愛称
名が使われなくなるのは寂しいですが、誕生する新しい学校が
引き続き県西部で継続発展していくことを期待します。そし
て、浜情同窓会の会員と今まで培った同窓会のノウハウを新し
い学校の同窓会に引き継いでいくことが、私に与えられた同窓
会会長としての役目だと改めて感じています。
　これからもより一層、学園のスケールメリットが感じられる
ような学校法人グループであってほしいと願うとともに今後
の発展を期待しています。

浜松情報専門学校
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学生代表メッセージ

大庭 未唯奈 さん
■CAD科 ２年

■静岡県立浜松城北工業高校　出身

CAD 科で学んだ知識と
これからの目標

同窓会長メッセージ

鯨 佑輔 さん
■浜松情報専門学校　同窓会　会長

ミライへのバトンタッチ

　私が２年間学んだ CAD 科は CAD に触れたことのない学生
がほとんどで、CAD の基礎から応用まで細かく学ぶことがで
き、私はCAD科でモデリング方法の多くを学びました。私は高
校時代からCADを学ぶ機会があり、CADでモデリングを行っ
ていました。専門学校に通い始めて、自分の知らないCADソフ
トやCADの操作方法を知ることができ、もっと知りたい、もっ
と学びたいと思うようになりました。CAD科はCADを使って、
３次元モデルや２次元図面を作成するだけでなくデザインに
ついてやネジや歯車などの機械系の部品について詳しく学ぶ
ことができるので CAD ソフトの操作以外のことも学ぶことが
できます。3D プリンタという自分でモデリングした作品を樹
脂で出力することのできる機械もあり、実際のものづくりの体
験や流れを体験し学ぶこともできます。
　そんな学校生活の中で行ってきた課題で１番苦労したこと
が複数人で１つの作品を作るグループワーク課題なのですが、
私はグループリーダーで班員をまとめる立場になり、メンバー
それぞれができる作業を把握し役割分担をしました。その中で
自分の任された仕事に責任を持ち、メンバーを気に掛けて作業
に取り組んでいたのですが、メンバーの知らない作業の内容を
教えるまでの時間がなかったのでメンバーを頼ることをでき
ずに作業を進めてしまったので、作業の終盤、効率が悪くなっ
てしまいました。その中で私はメンバーを頼ることの重要さを
知ることができ、メンバーで完成を目指すことができました。
グループで作業することでメンバー同士ができない場所のカ
バーをして、1 つの作品を作ることの大変さと達成感を学ぶこ
とができました。就職先では主にグループで 1 つのものをモデ
リングすることになるので、グループリーダーでなくてもリー
ダーの大変さを感じることができるので、今回の経験を生かし
作業をできるようにしたいです。
　そして今は CAD 利用技術者試験に合格する為に 3 次元モデ
ルと 2 次元モデルのモデリングを早く正確に作成することを
練習して、金属や歯車などの機械系の部品などについての勉強
をしています。私が特に苦労していることはモデリングで、通
常のモデリングの履歴は後から見返した時にわかりやすく
作っているのですがそれを試験用に早くこなすための作り方
に変えなくてはいけないということです。何度も繰り返し過去
の問題を解き、タイムを計ってできるだけ早く正確にモデリン
グができるように試験に向けて頑張っています。試験で学んだ
知識やモデリング技術は就職後でも役に立つ物ばかりなので
丁寧な作り方も早い作り方も自分の技術として使いこなせる
ように今努力しています。

　私は CAD に携わる仕事に就きたいと高校時代から夢を追い
続けてきました。そして CAD 科で学んだ知識を生かすことが
できる職業に就職が決まったので、在学中に基礎をさらに学び
基礎を学んでから応用のモデリング方法や履歴の綺麗な作り
方を学びたいと思います。また就職先が決まり、同時に高校時
代からの夢が叶ったので、学んだ知識と技術を生かして就職先
で自分の作った車が世界で安全に使用されたいというデザイ
ナーの思いが、車に乗ってくださるお客様に伝わるようなモデ
リングをするという目標ができました。在学中だけでなく、卒
業後も CAD の技術向上に向けて努力をしていき、車に対して
の新しい知識を得て、安全に運転することができる、かっこい
い車のモデリングを行いたいと思っています。

　法人の４番目の学校として浜松情報専門学校が開校されて
35 年。今では、専門学校は全 6校の姉妹校となり、県内最大の規
模の専門学校グループとなっています。その母体となった静岡
県自動車学校の開設から今年で 80 年を迎えられたことをお慶
び申し上げます。
　学園のことはよくわかりませんので、浜松情報専門学校に在
籍していた当時の印象を元にお話しさせていただきます。
　私が浜松情報専門学校に入学したのは 2010 年前半でした。
進学先を選定するうえで、「ハマジョウ」は地元では有名な専門
学校で、先輩たちも毎年進学していましたので、一番に候補に
あがりました。そして、開校の地である曳馬の校舎から、現在の
中央 3丁目（当時は旧松江町）に移転した新校舎は魅力的でし
た。入学後にクラスメイトから、浜松駅に近いことが袋井・掛
川から通学する自分たちにとって非常に便利な場所であるこ
とを耳にしました。すでに母体は、学校法人静岡理工科大学に
移管されており、当時私も、大学が擁する専門学校であること
を認識しており、経営的にも教育的にも安心できる要素のひと
つでもありました。在籍当時、選択授業で普通自動車免許を取
得する授業があり、その際に静岡県自動車学校との繋がりを知
り、学園のスケールメリットを感じた記憶があります。
　今回の寄稿にあたり、浜松情報専門学校を第 28 期卒業生と

して社会に出た私が、改めて第三者としての目線で学園をみて
みると、姉妹校で同じような勉強をしている学生との交流機会
が持てたら良かったなと感じています。
　これから浜松情報専門学校は、専門学校浜松デザインカレッ
ジと融合して、浜松未来総合専門学校に変革します。新しい学
校となりより魅力的かつ、様々な分野ごとに未来を担う学生が
成長していくのだろうと期待しています。浜情同窓会が解散さ
れることとなり、慣れ親しんだ「ハマジョウ」という母校の愛称
名が使われなくなるのは寂しいですが、誕生する新しい学校が
引き続き県西部で継続発展していくことを期待します。そし
て、浜情同窓会の会員と今まで培った同窓会のノウハウを新し
い学校の同窓会に引き継いでいくことが、私に与えられた同窓
会会長としての役目だと改めて感じています。
　これからもより一層、学園のスケールメリットが感じられる
ような学校法人グループであってほしいと願うとともに今後
の発展を期待しています。
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静岡デザイン専門学校 校長あいさつ

SHIZUOKA DESIGN COLLEGE

 グラフィックデザイン科  プロダクトデザイン科  インテリアデザイン科  フラワーデザイン科

 ファッションデザイン科  ファッションビジネス科  ブライダル・ビューティー科

服飾造形教育の歴史とフロンティア精神を受け継ぎ、デザイン分野へと飛躍。
「デザインの力で地域の未来を支える」そんな人づくりが続いています。

　静岡デザイン専門学校の歴史は、1927（昭和 2）年、アメリカ
から洋裁技術とミシンを携え帰国した杉山夫妻創設の洋裁学
校から始まります。現在の地、静岡市葵区鷹匠での静岡大空襲
による校舎全焼から再建・復興。家庭洋裁から既製服の時代
へと時を経ながら、専門技術教育を積み重ね、1984（昭和 59）年
から本法人に仲間入り。杉山三枝子校長が継続して校長に着
任し、本校の歴史のバトンが繋がれました。
　その後、時代の要請を受け、1995（平成７）年、県内初のグラ
フィックデザイン科を設立。デザイン学校へのシフトチェンジ
の準備が整い、1997（平成 9）年には学校名を「静岡文化専門学
校」から「静岡デザイン専門学校」に変更、新校舎が完成。家具や
ホビーなど地場産業を支える人材育成を目指すプロダクトデ
ザイン系や、県内唯一のフラワー系学科など、現在の元となる
学科がスタートし、学生数も５倍以上に拡大していきました。
　その長い歴史の中でいつも根底に流れ続けてきたもの、そ
れは「専門技術教育」と「フロンティア精神」。時代のニーズに
合った質の高い専門性にこだわり、現在では、専任教員と共に

教育を支える県内外クリエイター講師陣は 150 名を越えます。
地域や企業、行政とのつながりを大切にしながら、学生が街に
出て活躍する産官学連携は毎年 40 件以上を数え、学生主体の
様々なイベントも一年中動いています。チャンスを楽しみ失
敗を恐れずとにかく動いてみる「フロンティア精神」「挑戦の
文化」が校風として根付き、学生・教職員に脈々と引き継がれ
ているのです。そしてその成果として今では、日本トップクラ
スブランドのヘアメイクコンテスト２年連続全国 1 位や、グ
ラフィックデザインの全国採用など、全国規模のコンテスト
入賞実績が続いています。また、2010（平成 22）年度からは「社
会人基礎力」を教育の柱に加え、行動力のある自立した社会人
の育成を続けています。
　次代の御幸町キャンパス構想において重要な使命を担う本
校は、今後も「フロンティア精神」を忘れず、この「専門技術教
育」を多様な方々の学び場として広く地域社会に開きながら、
学生や保護者・企業や地域・卒業生やクリエイターと本法人
を繋ぎ動かすハブになって参ります。

人に触れ、未来を思い、デザインの力で
街を元気に。重ねてきた時間を忘れず、
新たな一歩を踏み出します。
苦難を乗り越えることによって気づいた
地域との絆づくりの大切さ

　学校法人杉山学園静岡文化専門学校と本法人（当時の学校法人
静岡県自動車学園）が合併したのは昭和 59 年。杉山省吾理事長と、
本法人寺田實元副理事長が、静岡県専修学校各種学校教育振興会
で前会長、会長という関係からご縁が生まれたと伺っています。
　当時は情報処理教育が花盛りの時代。グループ校においても静
岡産業技術専門学校が躍進し、沼津情報専門学校、浜松情報専門学
校が次々と誕生する中で、総学生数約 100 名、アットホームな雰囲
気ながら老朽化した校舎での静岡文化専門学校学生募集は大変苦
しい時代が続きました。
　時代は平成へ。学校法人静岡理工科大学へ移行した頃から様々
な方向性を模索しました。300 社にも及ぶ企業訪問やリサーチを行
い、デザイン系へのシフトを計画。平成 7 年に県内初のグラフィッ
クデザイン科を新設しました。定員を越える応募で弾みがつき、新
校舎・新校名・新学科構想が一気に進み始めます。
　しかしその矢先、大きな出来事が起きてしまいました。「近隣住
民による新校舎建設反対運動」です。鷹匠は家康お膝元の城下町、
閑静な住宅地。当時は高層の建物も少なく、静岡鉄道沿線には建設
反対の看板が何枚も掲げられました。開かれた住民説明会は 20 回
ほど。粘り強い交渉が続きました。その苦難を乗り越えて信頼を重
ね、今の近隣の方々との良好な関係があることを忘れてはならな
いと思います。

地域社会の出来事を教材にして、
街や人と関わりながら共に成長する教育

　平成９年。予定より３ヶ月遅れたものの新校舎も無事完成し、静
岡デザイン専門学校に校名を改めます。建設反対運動を経験した
ことで「地域に貢献する」「地域に愛される学校になる」という進む
べき道が決まり、ここから地域や企業と連携する活動が本格的に
始まったのです。
　あれから 24 年。地域の方々からは「シズデ」の愛称で呼んでいた
だけるようになり、学生数も 550 名を超えました。産官学連携事業
は毎年 40 件以上。その多くは継続事業となり、日々学生達が街で
動いています。「大道芸ワールドカップ in 静岡」では、ポスターデ
ザインを担当して 19 年、キッズメイクなどのボランティアは 23
年。ある時期から、素敵な出来事が起こるようになりました。大道
芸でメイクをしてもらった子供が成長し、今度は学生としてメイ
クをしてあげる側に。ポスター制作に取り組んだ学生達が社会人
となり、自分の子供を連れてまた大道芸に帰ってくる…。継続が循
環を生み、街の元気を創り出すようになったのです。そんな事例が
本校には溢れています。
　制服から菓子、ロボットに至るまで、学生達が商品開発に関わっ

たものが今も流通し、開業 14 年のサテライトギャラリー「デザイン
ファーム」では、通年にわたりアートと元気を発信。街中をキャンパ
スにして、デザイン力と社会人基礎力（前に踏み出す力・考え抜く
力・チームで働く力）を育んでいます。この実現を支え続けるため
に、専任教職員と 150 名の講師陣、支援企業も強くつながり、教育の
質と学生の成長に向き合いながら日々工夫を重ねています。

これまでの活動を進化させることを目指して
御幸町キャンパスへ

　15 年にわたって静岡駅前エリア御幸町・伝馬町・鷹匠（みてた
地区）の街づくりに関わり、街の方々と様々な交流を続け、賑わい
創出と学生の学びが両輪となる活動を続けてきた本校は、2024 年
御幸町キャンパスへ。これからも「デザイン × ビジネス教育で社
会を元気にする」ことをビジョンに掲げ、これまでの活動を進化さ
せると共に、地域協働センターや教育推進室と連携し、地域、企業、
行政、デザイン業従事者、そして法人内各校の学生生徒、教職員、卒
業生、保護者、入学希望者を繋ぐハブとなり、活気ある街づくりと
グループ力の向上に貢献していきます。
　また、新設学科設置によるデザイン教育の幅の拡充、ハイブリッ
ド型と単位制導入による自由で多様な学びの提供など、デジタル
化と国際化をベースに、フィールドを日本へ世界へと広げた新し
い学びのカタチに挑戦していきます。リカレント教育においても、
本校らしく、良質な学びと集う場の提供を行い、デザイン業界をは
じめとする産業支援、地域の方々への学校開放を実現し、ヒト・モ
ノ・コトが行きかう街の活性化に繋げていきます。

静岡デザイン専門学校　校長　久保田 香里
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沿革施設紹介
1927（昭和 2）年 2月 

1933（昭和 8）年 3月

1944（昭和 19）年  

1945（昭和 20）年 6月 

1952（昭和 27）年 3月 

1963（昭和 38）年 4月 

1976（昭和 51）年 4月  

1981（昭和 56）年 4月 

1982（昭和 57）年 4月 

1984（昭和 59）年 9月 

1986（昭和 61）年 3月  

1990（平成 2）年 12 月

1993（平成 5）年 4月 

1995（平成 7）年 4月 

1997（平成 9）年 4月 

1998（平成 10）年 4月

  2010（平成 22）年 4月

2011（平成 23）年 4月

2013（平成 25）年 4月

2017（平成 29）年 2月 

4 月 

「Ｆ.Ｓ洋裁学院」を開校

「静岡杉山洋裁縫女学校」と改称（各種学校認可）

戦争の勤労学徒動員により休校

静岡大空襲により校舎を焼失

学校法人杉山学園の設置が認可される

校名を「静岡文化服装学院」に変更

学校教育法の改正により、専修学校の認可を受ける
校名を「静岡文化服装専門学校」に変更

短期服装科を開設。ビジネス秘書科を開設

専門課程商業実務分野が認可される
校名を「静岡文化専門学校」に変更

学校法人杉山学園と学校法人静岡県自動車学園の合併が認可される

服装科をアパレルファッション科に、
服装専攻科をファッション専攻科に名称変更

法人名称を学校法人静岡理工科大学に改称

アパレルファッション科をファッションクリエイト科に、
ビジネス秘書科をビジネスプランニング科に名称変更

グラフィックデザイン科を開設

校名を「静岡デザイン専門学校」に変更

プロダクトデザイン科、フラワービジネス科、
ファッションデザイン科、ファッションビジネス科を開設

新校舎が完成

学校教育法の改正により、大学編入学が可能になる

ファッションビジネス科のコースから独立し、ブライダルビューティー科を開設

プロダクトデザイン科のコースから独立し、空間クリエイト科を開設

空間クリエイト科をインテリアデザイン科に、
フラワービジネス科をフラワーデザイン科に名称変更

全７学科の文部科学省「職業実践専門課程」認定が完了

創立90周年を迎えるガラスに囲まれた交流と展示のスペース。学生たちの作品
発表の場にもなっています。

最新のMacと液晶タブレットを揃えたデジタル制作環境。高度なグラフィック処理や映像・アニ
メーション編集にも対応しています。

200インチの大型プロジェクターが設置されたホール。作品や企画のプレゼンの他、イベントや
卒業制作に行うショーの練習などにも活用されます。

ＣＧルーム 大ホール

基礎から本格的なデッサンまで、基礎技術を身につけるための部屋。デジタル技術を積極的に
取り入れながらも、手で描くことを大切にしています。

一人１台のミシンを備える服飾造形の実習環境。オリジナルの一着を作り上げるためのツールや
資材が揃う環境で、洋服や舞台衣装を作り上げていきます。

デッサン・塑像室 ファッション実習室

ギャラリー

フラワーアレンジメントの実習室。大型のフラワーキーパーに
は、市場から届く花が保管されます。

フラワーデザインスタジオ

3Dスキャナ、3Dプリンター、レーザー加工機が並び、イメージ
通りの作品制作をサポートします。

3D ラボ

静岡市の青葉シンボルロードにあるサテライトギャラリー。実
習店舗や作品展が常に実施されています。

デザインファーム

静岡鉄道沿線いあるキャンパスの壁面もデザインされており、
地域の皆様を楽しませています。

キャンパス壁面デザイン

ブライダル・ビューティー科の実習環境には、ウェディングドレ
スが並んでいます。

ドレスルーム
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沿革施設紹介
1927（昭和 2）年 2月 
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1952（昭和 27）年 3月 
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活動紹介

伝馬町通り商店街活性化プロジェクト（2019.08）

2006年より始まった「伝馬町通り商店街活性化プロジェクト」。デザインの力で地域を元
気にしていくために「てんま夏祭り」を開催。夏祭りでは学生が地域の小学生と行う浴衣
ショーや手作りの作品販売、ライブペイントなどを実施。

リバウェル井川ポスター制作（2019.11）

実際にリバウェル井川スキー場へと足を運び、スキーを体験したうえでポスターやリフト
利用券のデザインに取り組み19年目になります。プレゼンまでのプロセスも経験し、コン
ペ形式によって実際に採用されるデザインが決定します。

NHK 静岡放送局「ひるしず」内コーナー
「しずおか花便り」 フラワー装飾（毎週月曜日）

静岡県内の生産者から市場経由で届いた花をラッピングやアレンジして、NHKのスタ
ジオに届けて17年目を迎えます。番組内の「しずおか花便りコーナー」で紹介していた
だき、１週間使用されます。

技能五輪全国大会（2019.11）

洋裁部門、フラワー装飾部門の静岡県代表として毎年技能五輪への出場を果たしてい
ます。愛知県で開催された2020年の大会には4人の学生が出場し、洋裁部門全国3位、
フラワー装飾部門全国3位という快挙を成し遂げました。

SBS 静岡放送「sole いいね！」スタジオセット設営
（毎シーズン）

テレビ番組のスタジオセットを、番組制作側からの要望に沿った雰囲気や季節感、テレビ
に映し出された時の状況を考えながらコーディネートし、施工していきます。

大道芸ワールドカップ in 静岡
パートナーシップ協定（2019.11）

2002年の提携から19年にわたり、イベントの開催を支えな
がらデザインの力を学んでいます。ポスターやフライヤーの
デザイン、衣装製作、イベント運営など、様々な形で大規模
イベントに関わります。

卒業制作展デサイン　ア・ラ・モード（2020.01～02）

3日間にわたって行われる７学科合同の大規模な卒業制作展。2020年は「持続可能な開
発目標SDGs」という新たな共通テーマも掲げられました。3,000人を越える来場者を迎え、
個人の作品展示、ショーやディスプレイを披露しました。

シズデ × 大場建設「ヒロ・メディカル整体院」
内装・看板デザイン（2019.05）

インテリアデザイン科が実施している企業とのコラボレーション授業のひとつ。実際に施工
される現場を題材に企画・デザインを考えプレゼンを行う貴重な経験をしています。

みらーとイベント
「障がい者ファッションショー」 ヘアメイク（2019.09）

静岡県障がい者文化芸術活動支援センター「みらーと」。この施設のイベントとして開催
される「障がい者ファッションショー」をヘアメイク、スタイリング、写真・映像の担当で学生
がお手伝いしています。

衣装デザイン制作（2019.03）

静岡市のイベント「七間町ハプニング」ではダンサーの衣装を制作。他にもアイドル衣
装、企業の制服、作業服などオリジナリティあふれる作品を制作しています。FDAの初
代制服もシズデ生のデザインです。

新静岡セノバ・ショーウィンドウディスプレイ
（2019.04）

ファッションの中心地からほど近い、シズデならではの実習。学びの場を校外に移し、ディ
スプレイの企画から施工までを自分たちの手で行います。施設や商品のコンセプトを理解
し、ディスプレイを考え、施工前には企業の方にプレゼンを行います。

静岡デザイン専門学校
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学生代表メッセージ

天野 七帆 さん
■プロダクトデザイン科　3年　■静岡中央高校　出身

■ふじのくに芸術祭 2019 学生アートフェスティバル出展

■富山デザインコンペティション 2019入選

■第 18 回しずおかビジネスプランコンテスト静岡新聞社賞

人を笑顔にしたり、産業を後押しできる
モノ・コトづくりができるデザイナーになりたい。
そしていつかプロのデザイナーとして
シズデに関わることが夢です。

同窓会長メッセージ

鈴木 智 さん
■静岡デザイン専門学校　同窓会　会長

街中にシズデ（静岡デザイン専門学校）が溢れ
業界にはシズデ卒業生が続々と就職してきて
いつまでも、在学時の気分が抜けません。

　私は幼い頃から、綺麗なものを見つけて集めたり、想像して
描いたりする事が好きだったことから必然とデザイナーとい
う職業に憧れを抱いていました。未熟だった私は、デザイナー
といっても何のデザインをしたいのか、何を勉強すればいいの
かが漠然としていて、高校卒業後の進路選択に迷っていた時、
静岡デザイン専門学校のオープンキャンパスに参加しました。
その際に、「プロダクトデザイン」という業界は、平面や立体だ
けでなく、どんな領域にも挑戦できる道であると知りました。
私は、雑貨、服、写真などデザインに関わる様々な事に興味が
あったので、自分次第でいかようにもチャンスの幅を広げられ
る「プロダクトデザイン科」の道を選ぶことにしました。実際に
入学し、学生生活を送り感じていたことは、静岡デザイン専門
学校そのものがチャンスに溢れ、そのチャンスに自ら飛びつく
ことで、何にでも挑戦できる学校であるということでした。そ
のおかげで、私の可能性の幅は広がり、アイディアの在庫は今
も増え続けています。
　私はこの 2 年で沢山のコンペに参加させて頂きました。2 年
次に参加した富山デザインコンペティションでは、新しい付箋
紙を提案しました。私自身が日頃マルチタスクが苦手で付箋紙
が必需品であるにもかかわらず、付箋紙に書いた事自体を忘れ
てしまう事がしばしばあることから、それを防ぐような新しい
付箋紙の提案をしました。元々は、折り紙を集めていた事もあ
り、紙好きが高じて思いついたアイディアです。このコンペで
は、プロの方々に混じり、唯一の学生として入選することがで
き、大きな自信に繋がりました。
　また、静岡の中山間地 " オクシズ”の魅力を伝える為に考案し
たフードプロジェクトでは、しずおかビジネスプランコンテス
トにて静岡新聞社賞を頂きました。静岡の魅力のある場所はど
こだろう…と考えた際、以前母親とドライブをして知った“オ
クシズ”という地域にスポットを当てた企画を考えました。私
のアイディアは全て、自分自身の実体験からヒントを得ていま
す。卒業後社会人となっても、シズデでの体験や経験がヒント
となり、この先の私のモノづくりにも活かされていくのだと思
います。そして現在は、自分がデザインしたプロダクトを海外
に出展する為に、日々奮闘しています。
　アート、デザイン、創造して何かを生み出す事は楽しい反面、時
に難しく苦しい時もあります。うまくいかない時は全く進まず、

焦りが出たり追い込まれたり壁にぶつかることも少なくありま
せん。そういった感情と付き合う時間で、挫折を感じてしまう事
も多々あります。しかし、シズデの良い所は、それを理解し、一緒
に歩んでくれる先生がいるところです。モノを作っている時の引
き締まった空気と、ふっと力が抜ける時間をバランスよく作り出
してくれるこの学校の空気感に、私はとても助けられています。
　そして私が感じたこの学校のもう一つの魅力は、学科を問わ
ず、様々な道のプロの方と出会いお話ができた事です。その出
会いの中で、デザイナーはただモノをつくったり、考えたりす
るだけでは無く、どうやって生まれて、還るのか、最初から最後
まで責任を持たなくてはいけないという事を学びました。ただ
オシャレなものを作っても、人の心には響かない、未来には残
らない、それではデザインする意味がないと思います。単純な
言葉ですが、私は人を笑顔にしたり、産業を後押しできるモノ・
コトづくりができるデザイナーになりたいと考えます。そのた
めに、自分には何ができるかを考え続け、人や社会が幸せにな
るモノづくりができる人になりたいです。そしていつか、プロ
のデザイナーとして、シズデに関わることが夢でもあります。

　学校法人静岡理工科大学の創立80 周年、誠におめでとうござ
います。
　もう既に 3年前の話になりますが、静岡デザイン専門学校（シ
ズデ）も前身の洋裁学校の創設から数えて 90 周年の記念イベ
ントがありました。80 周年とか 90 周年とか悠久の時の流れを
感じずにはいられません。
　先日、シズデ時代の後輩と 20 年ぶりくらいに会って食事を
しました。東京でフリーランスのデザイナーとして活躍してい
るとのことで、とても懐かしくて嬉しかったです。彼から「オレ
卒業後は音楽で食っていこうと思っていたけど、鈴木先輩に
『やめろ、音楽は趣味にしとけ！』って言われてデザイナーを目
指したんだよね。あの時のアドバイスに従って本当に良かった
と思ってる。今さらだけどありがとうございます」と言われま
した。「ああ、20 年前の自分は、そんないい事を言ったんだな。そ
んなこと、全く忘れていたけど、そういうことなら、お礼に今日
は奢れよ、おごってくれよ」とご馳走してもらいました ( 笑 )。シ
ズデ在学中の話題で大いに盛り上がりとっても楽しい時間を
過ごしました。
　さてさて、つい若者ぶって「シズデ」とか言ってみましたが、
1995 年の私の入学当時はまだ「静岡文化専門学校」という名称で
した。「シズデ」などという言葉は無かったのです。「文化」という
響きに何かハイカラな印象を受けながらも、「服飾の学校だから
縁はないよな…」と思っていた矢先、グラフィックデザイン科が
新設されると知り、タイミングよく出来たばかりのグラフィック
デザイン科の 1期生として入学することができました。
　3 年間の学生生活の間には、校舎の建て替えに伴う旧校舎か
ら仮校舎への引っ越し、静岡デザイン専門学校への名称変更、
鷹匠の新築校舎への凱旋と、毎年違う学校に通っている気分
で、何とも刺激に満ちたもので飽きませんでした。学科も増え
て静岡文化専門学校が静岡デザイン専門学校（シズデ）に変身
して行くと共に、私自身も少しずつ成長していったのです。
　シズデ卒業後は、私もデザイナーとして社会人として、静岡
市内で地元企業や個人商店、地域をデザインで盛り上げるお手
伝いをしています。グラフィックデザイン科 1 期生ということ
で「同窓会長」に任命されましたが、当初は卒業生としての大き
な使命感があったわけではなく、「シズデのことも卒業後は遠
い思い出のようになるのでは？」と思っていたのですが…、現
実は全くそんなことはありませんでした。
　静岡の街中いたるところにシズデの名前が散らばっています。

大道芸ワールドカップのシーズンになればシズデデザインのポ
スターが溢れかえり、入社してくる新人はシズデ卒業生、しゃれ
たラーメン屋ができたなと思えばのれんや箸袋までシズデ生の
デザイン。こんなところにもシズデの名が…と驚きと嬉しさの連
続で、卒業生として同窓会長として誇らしく思います。
　また、デザイン業界に限らず、ファッション業界やブライダ
ル業界、家具業界に建築業界、ビューティー業界にフラワー業
界、いたるところで卒業生に出会います。新聞には毎日のよう
にシズデ生の活躍が紹介されています。私は 20 年以上も前に
卒業したわけですが、このようにいつも近くにシズデを感じて
いるので未だに学生気分が抜けないのです。
　2024 年には、御幸町の新しい建物に移転されるとのこと。静
岡デザイン専門学校の鷹匠校舎を巣立った卒業生に加えて、新
しい御幸町校舎にこれから入学し卒業してゆく後輩たちが各
業界で活躍し、これからも 100 年、200 年と静岡を、そして日本
を、世界を盛り上げて、いつまでも私を学生気分でいさせてく
れることを期待しております。

静岡デザイン専門学校
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学生代表メッセージ

天野 七帆 さん
■プロダクトデザイン科　3年　■静岡中央高校　出身

■ふじのくに芸術祭 2019 学生アートフェスティバル出展

■富山デザインコンペティション 2019入選

■第 18 回しずおかビジネスプランコンテスト静岡新聞社賞

人を笑顔にしたり、産業を後押しできる
モノ・コトづくりができるデザイナーになりたい。
そしていつかプロのデザイナーとして
シズデに関わることが夢です。

同窓会長メッセージ

鈴木 智 さん
■静岡デザイン専門学校　同窓会　会長

街中にシズデ（静岡デザイン専門学校）が溢れ
業界にはシズデ卒業生が続々と就職してきて
いつまでも、在学時の気分が抜けません。

　私は幼い頃から、綺麗なものを見つけて集めたり、想像して
描いたりする事が好きだったことから必然とデザイナーとい
う職業に憧れを抱いていました。未熟だった私は、デザイナー
といっても何のデザインをしたいのか、何を勉強すればいいの
かが漠然としていて、高校卒業後の進路選択に迷っていた時、
静岡デザイン専門学校のオープンキャンパスに参加しました。
その際に、「プロダクトデザイン」という業界は、平面や立体だ
けでなく、どんな領域にも挑戦できる道であると知りました。
私は、雑貨、服、写真などデザインに関わる様々な事に興味が
あったので、自分次第でいかようにもチャンスの幅を広げられ
る「プロダクトデザイン科」の道を選ぶことにしました。実際に
入学し、学生生活を送り感じていたことは、静岡デザイン専門
学校そのものがチャンスに溢れ、そのチャンスに自ら飛びつく
ことで、何にでも挑戦できる学校であるということでした。そ
のおかげで、私の可能性の幅は広がり、アイディアの在庫は今
も増え続けています。
　私はこの 2 年で沢山のコンペに参加させて頂きました。2 年
次に参加した富山デザインコンペティションでは、新しい付箋
紙を提案しました。私自身が日頃マルチタスクが苦手で付箋紙
が必需品であるにもかかわらず、付箋紙に書いた事自体を忘れ
てしまう事がしばしばあることから、それを防ぐような新しい
付箋紙の提案をしました。元々は、折り紙を集めていた事もあ
り、紙好きが高じて思いついたアイディアです。このコンペで
は、プロの方々に混じり、唯一の学生として入選することがで
き、大きな自信に繋がりました。
　また、静岡の中山間地 " オクシズ”の魅力を伝える為に考案し
たフードプロジェクトでは、しずおかビジネスプランコンテス
トにて静岡新聞社賞を頂きました。静岡の魅力のある場所はど
こだろう…と考えた際、以前母親とドライブをして知った“オ
クシズ”という地域にスポットを当てた企画を考えました。私
のアイディアは全て、自分自身の実体験からヒントを得ていま
す。卒業後社会人となっても、シズデでの体験や経験がヒント
となり、この先の私のモノづくりにも活かされていくのだと思
います。そして現在は、自分がデザインしたプロダクトを海外
に出展する為に、日々奮闘しています。
　アート、デザイン、創造して何かを生み出す事は楽しい反面、時
に難しく苦しい時もあります。うまくいかない時は全く進まず、

焦りが出たり追い込まれたり壁にぶつかることも少なくありま
せん。そういった感情と付き合う時間で、挫折を感じてしまう事
も多々あります。しかし、シズデの良い所は、それを理解し、一緒
に歩んでくれる先生がいるところです。モノを作っている時の引
き締まった空気と、ふっと力が抜ける時間をバランスよく作り出
してくれるこの学校の空気感に、私はとても助けられています。
　そして私が感じたこの学校のもう一つの魅力は、学科を問わ
ず、様々な道のプロの方と出会いお話ができた事です。その出
会いの中で、デザイナーはただモノをつくったり、考えたりす
るだけでは無く、どうやって生まれて、還るのか、最初から最後
まで責任を持たなくてはいけないという事を学びました。ただ
オシャレなものを作っても、人の心には響かない、未来には残
らない、それではデザインする意味がないと思います。単純な
言葉ですが、私は人を笑顔にしたり、産業を後押しできるモノ・
コトづくりができるデザイナーになりたいと考えます。そのた
めに、自分には何ができるかを考え続け、人や社会が幸せにな
るモノづくりができる人になりたいです。そしていつか、プロ
のデザイナーとして、シズデに関わることが夢でもあります。

　学校法人静岡理工科大学の創立80 周年、誠におめでとうござ
います。
　もう既に 3年前の話になりますが、静岡デザイン専門学校（シ
ズデ）も前身の洋裁学校の創設から数えて 90 周年の記念イベ
ントがありました。80 周年とか 90 周年とか悠久の時の流れを
感じずにはいられません。
　先日、シズデ時代の後輩と 20 年ぶりくらいに会って食事を
しました。東京でフリーランスのデザイナーとして活躍してい
るとのことで、とても懐かしくて嬉しかったです。彼から「オレ
卒業後は音楽で食っていこうと思っていたけど、鈴木先輩に
『やめろ、音楽は趣味にしとけ！』って言われてデザイナーを目
指したんだよね。あの時のアドバイスに従って本当に良かった
と思ってる。今さらだけどありがとうございます」と言われま
した。「ああ、20 年前の自分は、そんないい事を言ったんだな。そ
んなこと、全く忘れていたけど、そういうことなら、お礼に今日
は奢れよ、おごってくれよ」とご馳走してもらいました ( 笑 )。シ
ズデ在学中の話題で大いに盛り上がりとっても楽しい時間を
過ごしました。
　さてさて、つい若者ぶって「シズデ」とか言ってみましたが、
1995 年の私の入学当時はまだ「静岡文化専門学校」という名称で
した。「シズデ」などという言葉は無かったのです。「文化」という
響きに何かハイカラな印象を受けながらも、「服飾の学校だから
縁はないよな…」と思っていた矢先、グラフィックデザイン科が
新設されると知り、タイミングよく出来たばかりのグラフィック
デザイン科の 1期生として入学することができました。
　3 年間の学生生活の間には、校舎の建て替えに伴う旧校舎か
ら仮校舎への引っ越し、静岡デザイン専門学校への名称変更、
鷹匠の新築校舎への凱旋と、毎年違う学校に通っている気分
で、何とも刺激に満ちたもので飽きませんでした。学科も増え
て静岡文化専門学校が静岡デザイン専門学校（シズデ）に変身
して行くと共に、私自身も少しずつ成長していったのです。
　シズデ卒業後は、私もデザイナーとして社会人として、静岡
市内で地元企業や個人商店、地域をデザインで盛り上げるお手
伝いをしています。グラフィックデザイン科 1 期生ということ
で「同窓会長」に任命されましたが、当初は卒業生としての大き
な使命感があったわけではなく、「シズデのことも卒業後は遠
い思い出のようになるのでは？」と思っていたのですが…、現
実は全くそんなことはありませんでした。
　静岡の街中いたるところにシズデの名前が散らばっています。

大道芸ワールドカップのシーズンになればシズデデザインのポ
スターが溢れかえり、入社してくる新人はシズデ卒業生、しゃれ
たラーメン屋ができたなと思えばのれんや箸袋までシズデ生の
デザイン。こんなところにもシズデの名が…と驚きと嬉しさの連
続で、卒業生として同窓会長として誇らしく思います。
　また、デザイン業界に限らず、ファッション業界やブライダ
ル業界、家具業界に建築業界、ビューティー業界にフラワー業
界、いたるところで卒業生に出会います。新聞には毎日のよう
にシズデ生の活躍が紹介されています。私は 20 年以上も前に
卒業したわけですが、このようにいつも近くにシズデを感じて
いるので未だに学生気分が抜けないのです。
　2024 年には、御幸町の新しい建物に移転されるとのこと。静
岡デザイン専門学校の鷹匠校舎を巣立った卒業生に加えて、新
しい御幸町校舎にこれから入学し卒業してゆく後輩たちが各
業界で活躍し、これからも 100 年、200 年と静岡を、そして日本
を、世界を盛り上げて、いつまでも私を学生気分でいさせてく
れることを期待しております。

静岡デザイン専門学校
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静岡インターナショナル
エア・リゾート専門学校

マナー教育・語学教育をベースに、観光系専門教育を実践し、
静岡から国際社会を舞台に羽ばたく人材を育成。

校長あいさつ

SHIZUOKA PROFESSIONAL TRAINING COLLEGE OF INTERNATIONAL COMMUNICATION, AIRLINE, AND RESORT

 国際エアライン科  観光・ホテルブライダル科  国際コミュニケーション科  国際交流科

　静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校は、県
内で初めての空港である富士山静岡空港の開港に伴い、航空
系の学科を設置した観光系専門学校として、2008（平成 20）年
に静岡県中心部の静岡市に開校しました。学校法人静岡理工
科大学の専門学校部門としては 5 校目の専門学校です。
　本校の通称は、「S-AIR」。S-AIR のロゴマークにある青い鳥
は「清楚・純粋・信頼」を、そして赤い鳥は「情熱」を意味して
います。高い志を抱いた若者が、ここ静岡インターナショナ
ル・エア・リゾート専門学校で専門知識と技能を身につけ、
国際社会を舞台に羽ばたいて欲しいという願いが込められて
います。そしてその想いは校章に刻まれ、入学する学生たちの
胸に輝いています。
　本校では、マナー教育と英語を中心とした語学教育をベース
に、航空・観光・ホテル・ブライダル・国際ビジネス業界など
における様々な接客サービスに関する専門知識や技能とプロ意

識を持った人材の育成を目標とし、開校以来教職員一丸となっ
て教育活動に取り組んで参りました。マナー教育では、専門学校
では珍しい制服制度（学校指定スーツ）を全学生に導入し、業界
に相応しい立ち居振る舞いや身だしなみ、そして美しい言葉遣
いやおもてなしの心を徹底して指導しています。また、これから
のグローバル社会で欠かせない英語教育は、レベル別授業を徹
底。一人ひとりの着実なステップアップを実現し、実践的な英語
力の習得へと繋げています。加えて、関連する企業や団体と綿密
に連携しながら、業界における最新の専門知識や技術を学生へ
提供している専門学校としての教育活動が認められ、主要 3 学
科においては「職業実践専門課程」の認定を受けています。
　本校には海外からの留学生も多く在籍しており、校名の如
く学内がグローバルな学習環境です。同じような志を抱く学
生たちが学ぶ校舎には、いつも爽やかな挨拶と元気な笑顔が
満ち溢れています。

観光系専門学校として特徴ある教育を実践し、
業界・企業から更なる信頼を得られる教育機関を目指す。

航空系人材育成を目指す学科を設置する
専門学校として、2008 年に開校
　富士山静岡空港が 2009 年に開港することが決まった当時、
航空業界の人材を専門的に育成する学校が静岡県内になかっ
たことを受け、県内で幅広く教育活動を行う本法人において、
航空業界を軸に観光業界、国際ビジネス業界で活躍できる人
材の育成を目指す専門学校として「静岡インターナショナル・
エア・リゾート専門学校」を開校する運びとなりました。
　2007 年 4 月に開校準備室を立ち上げ、国際エアライン科、国
際トラベル科、国際コミュニケーション科の 3 学科を設置し、
翌 2008 年 4 月には第 1 期生として 53 名の入学生を迎えまし
た。富士山静岡空港開港に伴う静岡県内の観光業界の盛り上
がりだけでなく、日本の観光立国推進に向け、官民を挙げてイ
ンバウンドをはじめとする観光促進に取り組んでいた国の方
針も後押しし、観光業界の仕事・国際的な仕事への関心も年々
高まっていったように感じました。
　2011年度にはホテル・ブライダルコースの設置、2012 年度に
は主に留学生が学ぶ国際交流科を設置するなど、業界で求められ
る人材ニーズに合わせて学科コースの改編を行って参りました。
　また、関連する企業や団体と密に連携し、観光業界で必要と
される知識や技術・技能を身に付けるための実践的な職業教
育に取り組み、2015 年度に国際エアライン科と国際ツーリズ
ム・ホテル科（旧：国際トラベル科）が、翌 2016 年度には国際
コミュニケーション科が、文部科学大臣より「職業実践専門課
程」としての認定を受けました。
　そして開校 13 年目となる 2020 年現在、在籍者は 300 名を超
え、これまで 1,000 名に迫る卒業生を社会に送り出してきまし
た。観光業界をはじめとする様々な仕事において多くの企業様
から評価をいただいている卒業生の活躍ぶりは、後輩たちに自
信と勇気を与え、明るい未来を見せてくれています。

マナー・語学の「基本教育」と
「専門教育」による『独自の教育システム』
　本校は、航空・旅行・ホテル・ブライダル・国際ビジネス・
コンシェルジュ等の専門教育については、経験豊富な教員陣
のもと、最新の情報を取り入れた授業を展開しています。中で
も、機内実習室や搭乗実習室、ホテル・ブライダル実習室など、
将来の仕事をイメージしながら学べる実践的な学習環境も充
実しています。
　また、観光業界全般で必要となる「マナー教育」や「語学教
育」を全学生に対し『基本教育』として提供しています。この全
科共通の教育については、学科コースに関係なく学生の習熟

度別にクラス分けし、一人ひとりのレベルに合った授業を展
開する他、「マナーコンテスト」や「Language Day」といった学
校全体での行事も実施しています。これにより、学生たちが高
い意識を持って学習に取り組めるだけでなく、異なる学科
コースの学生同士の交流も活発となり、学校としての一体感
を高める効果も感じております。また、同一科目の授業運営に
対して複数の教員による取り組みを可能にしたり、全学生に
新しく導入したい教育が生まれた場合の導入が容易であった
りすることで、臨機応変な教育の提供が可能となっています。
　また、国際交流科に主に在籍する外国人留学生との合同授
業や学内イベントもあり、学内にて異文化を体感できる環境
であることも本校の特長です。お互いの違いを認識し、認め合
えるこの環境での学びは、グローバルな業界で活躍を夢見る
多くの学生にとって大変有意義であると感じています。

新しい時代のサービスやおもてなしを追求し
教育・人材育成を以て社会に貢献
　将来的には、現在の教育を発展させ、企業における基礎教育
をも組み込んだ新しい教育プログラムの構築を目指していき
たいと考えております。それは、おもてなしを第一とする接客
サービス業務ではこれまであまり取り入れられてこなかった、
データを取りサービスを改善していくシステムの構築や、企業
で実際に行われている新人教育の内容やプラスアルファで求
められる教育について企業からヒアリングを行いながら、より
高いレベルでの専門教育の構築を目指すというものです。
　このような取り組みの中で、『企業の成長に繋がるこれから
のサービスやおもてなし』というものを追求し教育改革を行
いながら、求められる人材の輩出を通して企業・社会に対し
て更なる貢献ができたらと考えております。

静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校
校長　横田　雅利
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静岡インターナショナル
エア・リゾート専門学校
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SHIZUOKA PROFESSIONAL TRAINING COLLEGE OF INTERNATIONAL COMMUNICATION, AIRLINE, AND RESORT

 国際エアライン科  観光・ホテルブライダル科  国際コミュニケーション科  国際交流科
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は「清楚・純粋・信頼」を、そして赤い鳥は「情熱」を意味して
います。高い志を抱いた若者が、ここ静岡インターナショナ
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のグローバル社会で欠かせない英語教育は、レベル別授業を徹
底。一人ひとりの着実なステップアップを実現し、実践的な英語
力の習得へと繋げています。加えて、関連する企業や団体と綿密
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高まっていったように感じました。
　2011年度にはホテル・ブライダルコースの設置、2012 年度に
は主に留学生が学ぶ国際交流科を設置するなど、業界で求められ
る人材ニーズに合わせて学科コースの改編を行って参りました。
　また、関連する企業や団体と密に連携し、観光業界で必要と
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で実際に行われている新人教育の内容やプラスアルファで求
められる教育について企業からヒアリングを行いながら、より
高いレベルでの専門教育の構築を目指すというものです。
　このような取り組みの中で、『企業の成長に繋がるこれから
のサービスやおもてなし』というものを追求し教育改革を行
いながら、求められる人材の輩出を通して企業・社会に対し
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沿革
2008（平成 20）年 4月

2010（平成 22）年 4月

2011（平成 23）年 4月

2012（平成 24）年 2月

4月

2013（平成 25）年 4月 

2014（平成 26）年 4月

2016（平成 28）年 3月

2017（平成 29）年 2月 

4 月

10 月

2019（平成 31）年 4月 

静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校を開校
以下の 3学科 7コースを設置
国際エアライン科（2年制）
　【フライトアテンダントコース／グランドスタッフコース／エアカーゴコース】
国際トラベル科（2年制）
　【ツアープランナーコース／ツアーコンダクターコース】
国際コミュニケーション科（2年制）
　【国際コミュニケーションコース／貿易ビジネスコース】

初代校長　遠藤　進　就任

第 2代校長　山口　一三　就任

国際トラベル科を国際ツーリズム・ホテル科に改称し、コース名をツーリズムコース／ホテル・ブライダルコースに改称

S-AIR フェスタ（学内国際交流イベント）を初開催

国際交流科（3年制）を新設

国際エアライン科のコース名をエアラインコース／エアポートコースに改称

国際コミュニケーション科のコース名をランゲージコース／ビジネスコースに改称

第 3代校長　仁科　誠　就任

EF（エデュケーション・ファースト）と海外語学留学プログラムで提携

全学科コースに制服制度（学校指定スーツ）を導入

学内マナーコンテストを初開催　

国際コミュニケーション科のビジネスコースをコンシェルジュコースに改称

国際エアライン科と国際ツーリズム・ホテル科が文部科学大臣より「職業実践専門課程」の認定を受ける

国際コミュニケーション科が文部科学大臣より「職業実践専門課程」の認定を受ける

国際ツーリズム・ホテル科を観光・ホテルブライダル科に改称し、ツーリズムコースを観光ビジネスコースに改称

国際エアライン科のエアポートコースをグランドスタッフコースに改称

オンライン英会話システムを学内に導入

第 4代校長　横田　雅利　就任

施設紹介

実際に使用されていた機内の座席シートやミールカートを設置し、機内と同様の空間を再現した実習室です。客室乗務員が行う様 な々機内サービスやアナウンス、保安要員としての役割を実践的に学びます。

ホテル・ブライダルに関する知識や技能を実践的に学び、テーブルセッティングやレストラン・バンケットサービス等のサービス技能を身につけていきます。

空港のチェックインカウンターを再現した実習室。搭乗手続
きや手荷物のお預かり、発券手続き、アナウンスなど、グラン
ドスタッフとしての役割をロールプレイング形式で学ぶことが
できます。

外国語会話学習を主に行う実習室。オンライン英会話シス
テムも導入し、外国人講師との少人数グループレッスンを
受講することができます。語学関連の参考書も豊富に用意
されています。

コンシェルジュが立つインフォメーションカウンターを再現。館
内のご案内やアナウンス、ベビーカーの貸し出し、周辺の観
光案内など、接客ロールプレイングを通して業務への理解を
深めていきます。

機内実習室

ホテルブライダル実習室

搭乗実習室 語学実習室 コンシェルジュ実習室

静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校
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国際コミュニケーション科（2年制）
　【国際コミュニケーションコース／貿易ビジネスコース】

初代校長　遠藤　進　就任

第 2代校長　山口　一三　就任

国際トラベル科を国際ツーリズム・ホテル科に改称し、コース名をツーリズムコース／ホテル・ブライダルコースに改称

S-AIR フェスタ（学内国際交流イベント）を初開催

国際交流科（3年制）を新設

国際エアライン科のコース名をエアラインコース／エアポートコースに改称

国際コミュニケーション科のコース名をランゲージコース／ビジネスコースに改称

第 3代校長　仁科　誠　就任

EF（エデュケーション・ファースト）と海外語学留学プログラムで提携

全学科コースに制服制度（学校指定スーツ）を導入

学内マナーコンテストを初開催　

国際コミュニケーション科のビジネスコースをコンシェルジュコースに改称

国際エアライン科と国際ツーリズム・ホテル科が文部科学大臣より「職業実践専門課程」の認定を受ける
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国際エアライン科のエアポートコースをグランドスタッフコースに改称

オンライン英会話システムを学内に導入

第 4代校長　横田　雅利　就任

施設紹介

実際に使用されていた機内の座席シートやミールカートを設置し、機内と同様の空間を再現した実習室です。客室乗務員が行う様 な々機内サービスやアナウンス、保安要員としての役割を実践的に学びます。

ホテル・ブライダルに関する知識や技能を実践的に学び、テーブルセッティングやレストラン・バンケットサービス等のサービス技能を身につけていきます。

空港のチェックインカウンターを再現した実習室。搭乗手続
きや手荷物のお預かり、発券手続き、アナウンスなど、グラン
ドスタッフとしての役割をロールプレイング形式で学ぶことが
できます。

外国語会話学習を主に行う実習室。オンライン英会話シス
テムも導入し、外国人講師との少人数グループレッスンを
受講することができます。語学関連の参考書も豊富に用意
されています。

コンシェルジュが立つインフォメーションカウンターを再現。館
内のご案内やアナウンス、ベビーカーの貸し出し、周辺の観
光案内など、接客ロールプレイングを通して業務への理解を
深めていきます。
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静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校
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活動紹介

企業連携授業【1年次】

職業実践専門課程の認定を受けている国際エアライン科、観光・ホテルブライダル科、国
際コミュニケーション科の３学科において、関連企業との連携授業を実施しています。業
界の最新情報や求められるスキルを、企業の方から直接学びます。

業界セミナー【1年次】（2018.12）

1年生が目指す業界への理解を深めることを目的に、各業界を代表する企業の方をお招
きし、講演を実施しています。様々な接遇サービス業界・国際ビジネス業界の話を聞く中
で、就職に向けた意識を高め、視野を広げていきます。

国内研修【1年次】（2019.06）

空港・ホテル・テーマパークなど行き先はコースによって異なり、普段の授業や将来目指す
仕事・業界への理解をより深めることのできる研修内容です。コースによっては各業界で活
躍している卒業生の話を聞く機会も設けており、職業をより身近に感じることができます。

マナー教育

制服制度（学校指定スーツ）を全学科コースに導入し、美しい身だしなみや立ち居振る舞
い、言葉遣いなどのマナー教育を徹底しています。また、心の姿勢である内面的要素も高
めながら２年間の中で“自分ブランド”を確立させていきます。

語学教育

グローバル社会で活躍する上で必須の英語教育を、全学科コースで実施しています。授
業はレベル別クラス編成で行われ、TOEICでもハイスコア取得者を多く輩出しています。
また、第二外国語として中国語・韓国語も学習しています。

インターンシップ【1年次】（2017.08）

希望者は長期休暇を利用し、空港やホテル、テーマパーク、商業施設などで就業体験をす
ることができます。学校で学んだことを実際のお客様対応の中で活かしながら職業への理
解を深め、その後の学習における課題を見つけていきます。

海外留学プログラム（2019.02）

世界最大の語学教育機関EF（Education First）と提携し、主に約１ヶ月の語学
留学プログラムを学生に提供しています。語学学校での学びに加え、海外ならでは
の貴重な体験や様々な人との出会いは、その後の成長に繋がる経験となります。

S-AIR フェスタ（2015.04）

本校では主にアジア圏からの留学生が国際交流科に在籍し、同じ校舎で学んでいま
す。留学生と日本人の学生たちが互いの文化や習慣についての理解を深め、異文化
を体験できる機会として、国際交流イベント『S-AIRフェスタ』を開催しています。

ボランティア活動（2018.10）

外国客船受入れや大道芸ワールドカップ、静岡マラソン、特別支援学校、子ども向け施
設等において、通訳や運営サポートのボランティアを実施。様々な方とコミュニケーション
をとることは、接遇サービスの業界を目指す学生にとって、とても貴重な経験です。

マナーコンテスト（年2 回）（2019.07）

本校の基本教育の一つであるマナー教育の一環で実施しています。ロールプレイング部
門、スピーチ部門においてマナーの審査が行なわれます。学生一人ひとりが日々の立ち居
振る舞いを改めて振り返り、今後に活かす機会としています。

Language Day（ランゲージデー）（2019.12）

英語・中国語・韓国語の言語や文化に楽しく触れ、異文化への理解を高めることを目的と
したイベントです。様々なゲームや文化体験ができる「アクティビティ」と各言語での「ス
ピーチコンテスト」が行われます。

海外研修（2013.03）

本校で身に付けた英語や中国語などを実際のコミュニケーションの中で使える国として、
主にシンガポールで4泊5日の研修を行っています。現地学生との交流活動などを通して、
異文化を体感しながら国際的な視野を広げます。

静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校
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活動紹介

企業連携授業【1年次】

職業実践専門課程の認定を受けている国際エアライン科、観光・ホテルブライダル科、国
際コミュニケーション科の３学科において、関連企業との連携授業を実施しています。業
界の最新情報や求められるスキルを、企業の方から直接学びます。

業界セミナー【1年次】（2018.12）

1年生が目指す業界への理解を深めることを目的に、各業界を代表する企業の方をお招
きし、講演を実施しています。様々な接遇サービス業界・国際ビジネス業界の話を聞く中
で、就職に向けた意識を高め、視野を広げていきます。

国内研修【1年次】（2019.06）

空港・ホテル・テーマパークなど行き先はコースによって異なり、普段の授業や将来目指す
仕事・業界への理解をより深めることのできる研修内容です。コースによっては各業界で活
躍している卒業生の話を聞く機会も設けており、職業をより身近に感じることができます。

マナー教育

制服制度（学校指定スーツ）を全学科コースに導入し、美しい身だしなみや立ち居振る舞
い、言葉遣いなどのマナー教育を徹底しています。また、心の姿勢である内面的要素も高
めながら２年間の中で“自分ブランド”を確立させていきます。

語学教育

グローバル社会で活躍する上で必須の英語教育を、全学科コースで実施しています。授
業はレベル別クラス編成で行われ、TOEICでもハイスコア取得者を多く輩出しています。
また、第二外国語として中国語・韓国語も学習しています。

インターンシップ【1年次】（2017.08）

希望者は長期休暇を利用し、空港やホテル、テーマパーク、商業施設などで就業体験をす
ることができます。学校で学んだことを実際のお客様対応の中で活かしながら職業への理
解を深め、その後の学習における課題を見つけていきます。

海外留学プログラム（2019.02）

世界最大の語学教育機関EF（Education First）と提携し、主に約１ヶ月の語学
留学プログラムを学生に提供しています。語学学校での学びに加え、海外ならでは
の貴重な体験や様々な人との出会いは、その後の成長に繋がる経験となります。

S-AIR フェスタ（2015.04）

本校では主にアジア圏からの留学生が国際交流科に在籍し、同じ校舎で学んでいま
す。留学生と日本人の学生たちが互いの文化や習慣についての理解を深め、異文化
を体験できる機会として、国際交流イベント『S-AIRフェスタ』を開催しています。

ボランティア活動（2018.10）

外国客船受入れや大道芸ワールドカップ、静岡マラソン、特別支援学校、子ども向け施
設等において、通訳や運営サポートのボランティアを実施。様々な方とコミュニケーション
をとることは、接遇サービスの業界を目指す学生にとって、とても貴重な経験です。

マナーコンテスト（年2 回）（2019.07）

本校の基本教育の一つであるマナー教育の一環で実施しています。ロールプレイング部
門、スピーチ部門においてマナーの審査が行なわれます。学生一人ひとりが日々の立ち居
振る舞いを改めて振り返り、今後に活かす機会としています。

Language Day（ランゲージデー）（2019.12）

英語・中国語・韓国語の言語や文化に楽しく触れ、異文化への理解を高めることを目的と
したイベントです。様々なゲームや文化体験ができる「アクティビティ」と各言語での「ス
ピーチコンテスト」が行われます。

海外研修（2013.03）

本校で身に付けた英語や中国語などを実際のコミュニケーションの中で使える国として、
主にシンガポールで4泊5日の研修を行っています。現地学生との交流活動などを通して、
異文化を体感しながら国際的な視野を広げます。

静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校
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学生代表メッセージ

大久保 亜子 さん
■国際エアライン科　エアラインコース 2 年

■静岡県立富岳館高等学校　出身

同じ夢を追いかける仲間と共に、
専門性を高め自分を磨いた２年間の学びは、
将来の糧に。

同窓会長メッセージ

塚本 裕作 さん
■静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校　同窓会　会長

社会が求めるニーズに
対応し続ける S-AIR の卒業生は
グローバルな人材として輝く。

　学校法人静岡理工科大学グループの記念すべき 80 周年の節
目に、静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校
（S-AIR）の学生代表としてこのような機会をいただき大変光栄
に感じています。
　専門学校は、皆それぞれの夢や目標に向かって専門知識や専
門のスキルを身に付ける中で、お互いに切磋琢磨できる場所で
す。S-AIR では、航空・観光・国際ビジネス業界などに必要な専
門知識や技術に加え、高い接遇スキルやプロ意識、実践的な語
学力を身に付けることができます。私は今、このような専門学
校の環境下で学べることをとても貴重に感じています。
　私は高校生の頃に客室乗務員を目指したいと思い、S-AIR の
国際エアライン科 エアラインコースへ入学を決めました。専門
の授業では、航空業界経験者である先生方の経験に裏付けられ
たお話がとても興味深く、客室乗務員の仕事のやりがいや楽し
さ、厳しさも学ぶことができます。学内には、航空機内を本格的
に再現した機内実習室があり、客室乗務員が行う様々な機内
サービスや保安業務についてロールプレイングを交えて学ぶ
ことができます。実際に客室乗務員になった時のことをイメー
ジしながら学べるので、毎回、緊張感と高揚感を感じながら授
業に臨んでいます。
　学外での研修制度も２年間を通じて充実しています。中でも
私が最も印象に残っている研修は、航空会社が所有する訓練施
設で、実際の客室乗務員の方も行う緊急時対応訓練を行ったこ
とです。現役トレーナーの方の指導のもと、緊張感ある空気の
中で、実際に大きな声を出しながらお客様の誘導やドア操作、
機体からの脱出の訓練を行いました。まさに客室乗務員の一つ
ひとつの行動が、お客様の命にも関わるということを実感し、
保安業務の大切さを改めて感じると共に、客室乗務員の仕事を
目指す上で身の引き締まる思いがしました。
　S-AIR に入学し、私が最も成長したと感じる点は、言葉遣いや
立ち居振舞い、マナーについてです。S-AIR では、全学科コース
を通して「マナー教育」が徹底されており、オリジナルスーツの
「制服」もあります。授業で様々なご指導があるのはもちろんの
こと、学校生活を通して先生方が、私たち学生の間違った言葉
遣いや細かな所作もその場で丁寧に指導をしてくださいます。
また、第一印象を高める身だしなみやヘアメイク、そして笑顔
の訓練を通して、一人ひとりの学生が自分自身の魅力を最大に
高めて“自分ブランド”を確立することを目標にしています。そ
のような日々の積み重ねが、就職活動に自信を持って向かう力

となり、普段も目上の方とお話しする際や接客のアルバイトで
も活かすことができています。
　語学教育についても、S-AIR では様々な学びがあります。英語
では、TOEIC や英検の検定試験におけるレベル別クラス編成で
受講する授業を基本に、日常英会話からビジネスで使える実践的
な英会話の授業、そしてオンライン英会話システムを使っての個
人レッスンもあります。毎日様々なかたちで英語に触れること
で、多くの学生が大幅なレベルアップを実現すると共に、英語に
対する壁がなくなり英語の楽しさをも感じています。
　そして、私にとって専門学校生活を通して最も大きな力と
なったのは、共に同じ夢を追いかける仲間の存在です。仲間の
頑張りに毎日刺激を受けながら、私も負けまいと必死に努力す
ることができました。ライバルであり同志である仲間は、私以
上に私のことを知り、厳しい就職活動を乗り越える上で私を支
えてくれる大きな存在となっていました。私は希望していた客
室乗務員として内定をいただくことができましたが、これは私
一人の力ではなく、周りの仲間や先生方、家族など多くの方の
サポートがあってこそだと強く感じました。
　就職後は、客室乗務員として航空機を利用される多くの方を
お迎えします。これまで私を支えてくださった方々への感謝の
気持ちを忘れず、また学校法人静岡理工科大学グループ　静岡
インターナショナル・エア・リゾート専門学校の卒業生であ
るという誇りを胸に、機内の保安要員、サービス要員である客
室乗務員として活躍していきたいと思います。

　学校法人静岡理工科大学グループ創立 80 周年、誠におめで
とうございます。心からお慶び申し上げます。
　この 80 周年記念誌への寄稿にあたり、私自身が学生だった
頃の思い出に浸り、またこれまでの社会情勢など肌に感じてき
たことを振り返る良い機会となりました。このような機会をい
ただきましたことに感謝申し上げます。
　さて、私が同窓会会長を務める静岡インターナショナル・エ
ア・リゾート専門学校（S-AIR）は、本年で 13 年目に至ります。
法人内の他校と比べると浅い歴史ではありますが、多くの学生
が学び、巣立っていく中で、数多くのドラマがあったことは確
かです。開校した2008年度当時は、53名の入学生からスタート。
国際エアライン科、国際トラベル科、国際コミュニケーション
科の３学科が設置されていました。社会ニーズや学生ニーズに
対応し、進化し続けた S-AIR の 2020 年度の入学生は 155 名。開
校時はわずか 1 名だった留学生は、今年度の入学生は 29 名に
もなります。学科やコースも改編され、現在では国際エアライ
ン科、観光・ホテルブライダル科、国際コミュニケーション科、
国際交流科の４学科が設置されています。学生たちの専門的な
学びに対して最大限のサポートをし、学びの場を与えてくだ
さったことに、卒業生を代表して感謝申し上げます。
　さて私は、2009年に 2期生として国際エアライン科 エアカー
ゴコースへ入学いたしました。高校生の頃、空港スタッフの中
でも一番航空機に近い場所で働くグランドハンドリングス
タッフという仕事を知り、憧れを抱いたことが入学のきっかけ
です。ちょうど私の入学と同じ年に、静岡県内初の空港である
静岡空港が開港を迎え、テレビや新聞などでは日常的に静岡空
港の話題が取り上げられていました。空港は皆の注目を集める
“熱い”場所であり、S-AIR で航空業界について学ぶにつれて、夢
の実現に向けた私の気持ちも益々強くなっていったことを記
憶しています。自身が目指す航空業界の専門的な学び、S-AIR 独
自のマナー教育や英語教育、そして将来について仲間と語り
合った時間。S-AIR での２年間は、今思い返しても刺激的で特別
な時間でした。
　そんな私たち学生の熱い気持ちと相反するように、当時、世
の中ではリーマンショックの影響からか稀にみる不況で、就職
活動は就職氷河期とも言える状況でした。そのような中でも
S-AIR の仲間たちは臆することもせず、日本中または世界中に
飛び立って行きました。私自身も地元の静岡空港で目標であっ
たグランドハンドリングの仕事に内定をいただき、憧れの仕事

のスタートラインに立つことができました。S-AIR で専門教育
にプラスαで行われている様々な教育が、逆境に負けない人間
力を育んでいると言えるのではないでしょうか。社会人となっ
て早 10 年の月日が流れますが、今でも各地で活躍する仲間た
ちの活躍には感化されることが多く、それは私のモチベーショ
ンにも繋がっています。
　2020 年現在、社会全体、世界全体がこれまでにない困難な状
況に直面していますが、S-AIR においてはどのような状況にお
いても常に挑戦し、世界中で活躍できるグローバルな人材を育
成していかれることを期待しています。
　改めて、学校法人静岡理工科大学グループ創立 80 周年に携
わることができましたことに感謝申し上げます。その大きな歴
史と我が母校の歴史を感じ、責任の重さに身が引き締まる思い
が致します。S-AIR は、同窓会長である私を含め理事たちも、平
成生まれの若輩者ではありますが、皆で考え、皆で行動するこ
とをモットーに、母校の更なる発展に努力して参る所存でござ
います。引き続き、皆様のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い
申し上げます。
　最後になりますが、今後も学校法人静岡理工科大学グループ
が、この長い歴史を土台に益々の発展を遂げ、社会で輝く人材
の輩出を以て社会に貢献していかれることを心より祈念いた
しております。

静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校
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学生代表メッセージ

大久保 亜子 さん
■国際エアライン科　エアラインコース 2 年

■静岡県立富岳館高等学校　出身

同じ夢を追いかける仲間と共に、
専門性を高め自分を磨いた２年間の学びは、
将来の糧に。

同窓会長メッセージ

塚本 裕作 さん
■静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校　同窓会　会長

社会が求めるニーズに
対応し続ける S-AIR の卒業生は
グローバルな人材として輝く。

　学校法人静岡理工科大学グループの記念すべき 80 周年の節
目に、静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校
（S-AIR）の学生代表としてこのような機会をいただき大変光栄
に感じています。
　専門学校は、皆それぞれの夢や目標に向かって専門知識や専
門のスキルを身に付ける中で、お互いに切磋琢磨できる場所で
す。S-AIR では、航空・観光・国際ビジネス業界などに必要な専
門知識や技術に加え、高い接遇スキルやプロ意識、実践的な語
学力を身に付けることができます。私は今、このような専門学
校の環境下で学べることをとても貴重に感じています。
　私は高校生の頃に客室乗務員を目指したいと思い、S-AIR の
国際エアライン科 エアラインコースへ入学を決めました。専門
の授業では、航空業界経験者である先生方の経験に裏付けられ
たお話がとても興味深く、客室乗務員の仕事のやりがいや楽し
さ、厳しさも学ぶことができます。学内には、航空機内を本格的
に再現した機内実習室があり、客室乗務員が行う様々な機内
サービスや保安業務についてロールプレイングを交えて学ぶ
ことができます。実際に客室乗務員になった時のことをイメー
ジしながら学べるので、毎回、緊張感と高揚感を感じながら授
業に臨んでいます。
　学外での研修制度も２年間を通じて充実しています。中でも
私が最も印象に残っている研修は、航空会社が所有する訓練施
設で、実際の客室乗務員の方も行う緊急時対応訓練を行ったこ
とです。現役トレーナーの方の指導のもと、緊張感ある空気の
中で、実際に大きな声を出しながらお客様の誘導やドア操作、
機体からの脱出の訓練を行いました。まさに客室乗務員の一つ
ひとつの行動が、お客様の命にも関わるということを実感し、
保安業務の大切さを改めて感じると共に、客室乗務員の仕事を
目指す上で身の引き締まる思いがしました。
　S-AIR に入学し、私が最も成長したと感じる点は、言葉遣いや
立ち居振舞い、マナーについてです。S-AIR では、全学科コース
を通して「マナー教育」が徹底されており、オリジナルスーツの
「制服」もあります。授業で様々なご指導があるのはもちろんの
こと、学校生活を通して先生方が、私たち学生の間違った言葉
遣いや細かな所作もその場で丁寧に指導をしてくださいます。
また、第一印象を高める身だしなみやヘアメイク、そして笑顔
の訓練を通して、一人ひとりの学生が自分自身の魅力を最大に
高めて“自分ブランド”を確立することを目標にしています。そ
のような日々の積み重ねが、就職活動に自信を持って向かう力

となり、普段も目上の方とお話しする際や接客のアルバイトで
も活かすことができています。
　語学教育についても、S-AIR では様々な学びがあります。英語
では、TOEIC や英検の検定試験におけるレベル別クラス編成で
受講する授業を基本に、日常英会話からビジネスで使える実践的
な英会話の授業、そしてオンライン英会話システムを使っての個
人レッスンもあります。毎日様々なかたちで英語に触れること
で、多くの学生が大幅なレベルアップを実現すると共に、英語に
対する壁がなくなり英語の楽しさをも感じています。
　そして、私にとって専門学校生活を通して最も大きな力と
なったのは、共に同じ夢を追いかける仲間の存在です。仲間の
頑張りに毎日刺激を受けながら、私も負けまいと必死に努力す
ることができました。ライバルであり同志である仲間は、私以
上に私のことを知り、厳しい就職活動を乗り越える上で私を支
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ア・リゾート専門学校（S-AIR）は、本年で 13 年目に至ります。
法人内の他校と比べると浅い歴史ではありますが、多くの学生
が学び、巣立っていく中で、数多くのドラマがあったことは確
かです。開校した2008年度当時は、53名の入学生からスタート。
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学びに対して最大限のサポートをし、学びの場を与えてくだ
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　さて私は、2009年に 2期生として国際エアライン科 エアカー
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です。ちょうど私の入学と同じ年に、静岡県内初の空港である
静岡空港が開港を迎え、テレビや新聞などでは日常的に静岡空
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たグランドハンドリングの仕事に内定をいただき、憧れの仕事

のスタートラインに立つことができました。S-AIR で専門教育
にプラスαで行われている様々な教育が、逆境に負けない人間
力を育んでいると言えるのではないでしょうか。社会人となっ
て早 10 年の月日が流れますが、今でも各地で活躍する仲間た
ちの活躍には感化されることが多く、それは私のモチベーショ
ンにも繋がっています。
　2020 年現在、社会全体、世界全体がこれまでにない困難な状
況に直面していますが、S-AIR においてはどのような状況にお
いても常に挑戦し、世界中で活躍できるグローバルな人材を育
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わることができましたことに感謝申し上げます。その大きな歴
史と我が母校の歴史を感じ、責任の重さに身が引き締まる思い
が致します。S-AIR は、同窓会長である私を含め理事たちも、平
成生まれの若輩者ではありますが、皆で考え、皆で行動するこ
とをモットーに、母校の更なる発展に努力して参る所存でござ
います。引き続き、皆様のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い
申し上げます。
　最後になりますが、今後も学校法人静岡理工科大学グループ
が、この長い歴史を土台に益々の発展を遂げ、社会で輝く人材
の輩出を以て社会に貢献していかれることを心より祈念いた
しております。

静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校
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専門学校 浜松デザインカレッジ

学校法人のスケールメリットと、小規模校ならではの肌理細やかな学生対応の、
ハイブリッドで学生と地域に寄り添い「職業人」を育てる。

校長あいさつ

HAMAMATSU DESIGN COLLEGE

 グラフィックデザイン科  メイク・ブライダル科  ファッション流通科

「豊かな個性と独創力を磨くこと」こそが
ハマデの伝統。これからもカタチを変え、
社会を彩る発信を続けます。

表現する事の楽しさを伝え続けた
ハマデの歴史
　本校は、平成 20 年 4 月に静岡デザイン専門学校 浜松校とし
て開校し、県西部地域のデザイン・ファッション文化の教育
拠点として創立され、平成 23 年に現在の校名に変更し、本年
13 年目を迎えました。
　開校以来一貫してハマデは、学生の個性と感性を最大限に
尊重した教育を標榜し続け、現在「グラフィックデザイン科」
「ファッション流通科」「メイク・ブライダル科」を展開し、学
生と教職員の距離が近い中で互いが切磋琢磨し、様々な教育
実績をあげています。
　常に時代のカルチャーに敏感に反応しながら教育テーマを
追い求め、しなやかに変化・成長しながら学んだ卒業生達は、
様々なフィールドで、ハマデで身に付けた個性と感性を存分
に発揮しながら今も活躍しています。
　学生に寄り添い、共に悩み、共に喜び、学生達を育てて下
さった歴代の教職員の皆様のご尽力、ご貢献に、あらためて敬
意と、深い感謝を申し上げます。

ハマデの教育は、社会を豊かに彩り、
人を笑顔にする、素敵な仕事への
近道であることを実感させること
　時代はいまだ大量生産・大量消費時代の真っただ中であり、
目的のために新しく何かを生み出すことよりも、最短距離で多
くの利益を手にするかが優先される時代が続き、多くのデザイ
ナーやクリエイターの個性を埋没させてしまっています。
　そのような中、本校は学生達に、今いる場所でしっかりとリ
アルな視点を持ち、人間本来の豊かさや感性を目に見える形
で表現し、様々なワークをあらゆる仕事や生活に活かし、そし
てあらゆる仕事や生活の場面やメディアに展開する重要性を
教えています。
　デザインを学ぶ学生には、学ぶ過程で身につく発想力や創
作力は、私たちが生きていく上で大きな力となって、様々なこ
とに応用できることを伝え続けます。
　また、ファッションを学ぶ学生には、ファッションは着飾る
ためのツールではなく、自己を表現するもの。そのためには自
身の内面を見つめ、ものの捉え方、生き方を表現できるように
なることが大切なのだと教え、目の前の一人にその喜びを伝
えることのできる大人に成長して欲しいと伝え続けます。
　そして、メイクを学ぶ学生には、ただ誰かの真似をしたり、
何かのために自分を変えたり必要はなく、「自分が一番居心地
いいと思えるもの」「自分らしくいられるもの」をお客様に自
信をもって伝えられるプロフェッショナルに成長し、お客様

の前に立ってほしいと伝え続けます。
　そして、ハマデを応援してくれる地域・行政・産業界など、
数多くのサポーターの皆さんとの交わりによって身に付ける
ことは、社会の中で、情報の伝達をスムーズにし、機能性を高
め、人々の心を和ませ、希望や高揚感を与え、また関係性をよ
くするための潤滑油の役割までも担うことができる、素敵な
仕事に繋がることを伝え続けていきます。

「その道で生きていく喜び」を伝えていきます
今までも、これからも
　私は授業の中で、デザインについて必ずあることを伝えて
きました。
「きれいに作るのは当たり前。大切なのは伝わること。」
それは、デザインやクリエイティブな仕事に就く人が理解し
ていなければならない本質であり、どんなに華やかでかっこ
よく、きれいなデザインを作っても、それを見た人に目的が伝
わらないデザインはカッコ悪いということなのです。
　本校は、これまでの歩みの中で先人たちが築き上げてきた
本校の歴史と伝統を守りながら、2021 年 4 月には、同じ校舎で
運営する「浜松情報専門学校」と発展的統合をし、新たに「浜松
未来総合専門学校」として、校名通り「未来」に向けた新たな歩
みを開始します。
　これまで本校が守り続けてきた「豊かな個性と独創力を磨
く」教育は、カタチを変え、これからも新たな歩みの中でも、必
ず受け継がれていきます。
　そして、デザインの名前を冠している「ハマデ」だからこそ、
これからも私たちは学生達に「その道で生きていく喜び」を伝
え続けていきます。

専門学校 浜松デザインカレッジ
校長　松本 文晴

　専門学校 浜松デザインカレッジは、2008（平成20）年4月に、
浜松情報専門学校校舎内に併設するかたちで「静岡デザイン
専門学校　浜松校」として設置、当初よりデザイン、ファッ
ション、ビューティー分野を持つ専門学校です。設置当初は、
おもに県西部を対象エリアとして、静岡デザイン専門学校の
教育ノウハウを受け継ぐカリキュラム内容でしたが、次第に
地域に根付いた独自のスタイルに変化させてきました。現在
では浜松情報専門学校との 2 校一体運営を行っており、2021
（令和 3）年度には「浜松未来総合専門学校」として 2 校を統合
する計画で準備を行っています。
　グラフィックデザイン科は、広告デザインを総合的に学び、
レイアウトやイラストレーションやキャラクターデザイン、
写真、ロゴマーク、コピーなどの制作や、ホームページ、映像編
集など、さまざまな「表現技術」を高いレベルで身に付けます。
またそれらの技術をどのように用い、総合的にデザインして
いくかを考える企画・提案力を養うため、産学、官学コラボ

レーションや各種コンテストへの挑戦などの実践を重ね、「社
会で必要とされるデザイン」を学び、デザイナーとしての実践
力・企画力を身に付けます。
　ファッション流通科は、ファッション販売に必要な接客マ
ナーやコーディネート、業界の知識、スタイリングやディスプ
レイ、バイイング、プレス等の学習をします。ショップの運営
経験では、企画から接客までの全てを実践的に経験します。
　メイク・ブライダル科では、ヘアメイク、ネイル、そしてブ
ライダルまで、専門性の高い学びを通して優秀な人材の輩出
に力を入れています。ブライダル分野においては、ヘアメイク
アップアーティストのみならず、プランナーやドレススタイ
リストなど幅広い職種への就職を目指します。模擬ブライダ
ルでは、プランニングや衣装選び、ヘアメイク、司会や音響に
至るまで、学生がそのすべてを手掛けます。実践的な学びとと
もに、各種検定試験の取得など、実践力 +資格で、美容業界や
ブライダル業界で輝くプロフェッショナルを目指します。
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　メイク・ブライダル科では、ヘアメイク、ネイル、そしてブ
ライダルまで、専門性の高い学びを通して優秀な人材の輩出
に力を入れています。ブライダル分野においては、ヘアメイク
アップアーティストのみならず、プランナーやドレススタイ
リストなど幅広い職種への就職を目指します。模擬ブライダ
ルでは、プランニングや衣装選び、ヘアメイク、司会や音響に
至るまで、学生がそのすべてを手掛けます。実践的な学びとと
もに、各種検定試験の取得など、実践力 +資格で、美容業界や
ブライダル業界で輝くプロフェッショナルを目指します。
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沿革
2008（平成 20）年 4月 

2011（平成 23）年 4月

  

2013（平成 25）年 4月

2017（平成 29）年 4月

7月 

2018（平成 30）年 4月

2019（令和元）年 9月

静岡デザイン専門学校浜松校として開校　2学科を設置
グラフィックデザイン科
（３年制　広告企画コース／デジタルデザインコース）
ファッションビジネス科
（２年制　ファッションビジネスコース／メイクスタイリングコース）

専門学校浜松デザインカレッジに学校名を変更　３学科に再編

グラフィックデザイン科をカリキュラム変更
（広告イラストコース /WebCGコース）

ファッションビジネス科をカリキュラム変更

メイク・ビューティー科（２年制）設置

hamade Creative Action!  高校生みらいクリエイターグランプリがスタート

グラフィックデザイン科をカリキュラム変更（広告デザインコース／イラスト・コミックコース）

ファッションビジネス科をファッション・コーディネート科に改称・カリキュラム変更

メイク・ビューティー科をメイク・ネイル・ビューティー科に改称・カリキュラム変更
（メイクコース／ネイルコース）

グラフィックデザイン科　職業実践専門課程認定

チームラボとのコラボ企画によって「チームラボアイランド浜名湖」に参加

ファッション流通科、メイク・ブライダル科　職業実践専門課程認定

グラフィックデザイン科　カリキュラム変更

ファッション・コーディネート科をファッション流通科に改称・カリキュラム変更

メイク・ネイル・ビューティー科をメイク・ブライダル科に改称・カリキュラム変更

高等教育の修学支援新制度の対象校として認定

施設紹介

撮影スタジオ

プロが使用しているカメラ、撮影機材
が整っているスタジオでは日々学生た
ちが撮影技法を学び、実践していま
す。時にはメイクやファッションの学生
とも協力し切磋琢磨しながらスチール
撮影技法を磨いていきます。

グラフィックデザイン科の学生が制作実習の授業で使用するパソコン実習室です。オープンキャ
ンパスの際には、整然と並ぶMacパソコンに高校生たちも目を輝かせます。

パソコン実習室（Mac）

最大Ａ１サイズまでの出力が可能な出力機も配備しています。手軽なものから大判ポスターまで
制作したデザインを形に仕上げる作業のスペースも兼ねています。

出力機スペース

1F 昇降口、8Fエレベーター扉、8F 廊下の 3か所に設置されたインスタ映えスポット。オープン
キャンパスでは、高校生から注目を浴びています。

インスタ映えスポット

開放的な屋上からは浜松市内の街並みが見渡せます。天気がよければ富士山をみることもでき
る浜情・浜デの絶景スポットです。

RF（屋上）

大講義室は、各学科の実技学習や集会、各種セミナーなど目的・用途によってその姿を変えます。

大講義室

常時開放されているカフェラウンジにはいつも学生たちの活気があふれています。特にランチタ
イムには多くの学生が交わり、会話する姿が見受けられます。

カフェラウンジ

専門学校 浜松デザインカレッジ
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施設紹介

撮影スタジオ

プロが使用しているカメラ、撮影機材
が整っているスタジオでは日々学生た
ちが撮影技法を学び、実践していま
す。時にはメイクやファッションの学生
とも協力し切磋琢磨しながらスチール
撮影技法を磨いていきます。

グラフィックデザイン科の学生が制作実習の授業で使用するパソコン実習室です。オープンキャ
ンパスの際には、整然と並ぶMacパソコンに高校生たちも目を輝かせます。

パソコン実習室（Mac）

最大Ａ１サイズまでの出力が可能な出力機も配備しています。手軽なものから大判ポスターまで
制作したデザインを形に仕上げる作業のスペースも兼ねています。

出力機スペース

1F 昇降口、8Fエレベーター扉、8F 廊下の 3か所に設置されたインスタ映えスポット。オープン
キャンパスでは、高校生から注目を浴びています。

インスタ映えスポット

開放的な屋上からは浜松市内の街並みが見渡せます。天気がよければ富士山をみることもでき
る浜情・浜デの絶景スポットです。

RF（屋上）

大講義室は、各学科の実技学習や集会、各種セミナーなど目的・用途によってその姿を変えます。

大講義室

常時開放されているカフェラウンジにはいつも学生たちの活気があふれています。特にランチタ
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活動紹介

デザインコンテストを通じたデザインワーク実習

JAGDA国際学生ポスターアワード（2019年入選）やＭＵＤコンペティション（2019年 
優秀賞受賞）など、デザインコンテストへの応募を通して、意識的にクオリティを高めるデ
ザインワークを行います。

ヘアメイクを通して想いを発信するクリエイティブワーク
（2019.08）

変化する美容ニーズに柔軟に対応するため、様々なタイプのヘアメイク技術を習得し
ます。ヘアメイクを通しての自己表現を学び発信力を高めていき、選ばれ，支持される
美容従事者を目指していきます。

学びの集大成「店舗実習」（2019.11）

学生たち自身でディレクションしたファッションブランドを運営する「店舗実習」。運営
期間中は多くのお客様にご来店頂き、学生たちは2年間学んできた店舗運営や接客
の手法を存分に発揮していました。

海外研修（2019.05）

異文化の芸術作品を見たり、現地で活躍するプロに技術を教わったりすることで世界の
技術・トレンドを体験します。見るもの聞くもの全てが学生たちにとって刺激的で、これか
らの作品制作でもこの経験を活かすことができそうです。

上級生が下級生にレクチャーする 1.2 年生合同授業
（2019.05）

JMA検定2級を持つ2年生が、1年生へ3級取得指導を行いました。2年生は、教えること
で他者に解りやすく伝える接客力を身に付けます。知識だけではなく、プロとしてお客様に
提案できるまでの応用力の習得を目標としています。

企業や団体と連携した実践的なカリキュラム

地元企業と連携した案件に取り組むことで、実際のクライアントワークを体験します。デザ
イン作業の他に、企業の方に向けたプレゼンテーションの実施やフィードバックを通して、
普段の学習では身に付きにくい実践的な経験を積みます。

浜デ & 浜情合同春の遠足（2019.05）

浜情と浜デの全学科でナガシマスパーランドへ行きました。ジェット
コースターや観覧車などのアトラクションに乗ったり、併設しているア
ウトレットモールで買い物を楽しんだりしました。学校や学科の垣根を
越えて仲を深めることができました。

学生発 WEB メディア運営（2019.04～）

企画/取材/撮影/デザイン/制作までの全工程を学生主体で完成させ、さらに運営までして
いる浜松の街紹介WEBメディア「ノルマチ」。その「ノルマチ」を通して、WEBサイト制作に
関わるノウハウを学んでいます。

2年間の学びの集大成　模擬挙式（2019.11）

ブライダルプランナー・ヘアメイク・司会・アテンドなどの全てを学生が担当し模擬挙式を
行いました。公開お色直しでの花嫁着付けライブショーや１年生の余興ダンスなどで盛
り上がり温かいお式となりました。

選ばれる販売員を目指す
「接客ロールプレイングコンテスト」（2019.10）

2年生が「接客ロールプレイング大会」を実施しました。現役で働く販売員の方を審査員に
迎え、緊張する雰囲気の中、学生たちはオリジナリティあふれる接客を披露してくれました。
審査員からも即戦力として期待が持てると好評価を頂きました。

ファッションと「エシカル消費」を考える・伝える
（2019.12）

消費者庁が主催する「エシカル・ラボ」というイベントで「エシカルフォトスポット」の展示を行い
ました。「SDGｓ」や「エシカル消費」についてディスカッションし伝統産業やアップサイクルを
取り入れたディスプレイを制作。来場者に撮影をして頂き、SNSでの発信を促していました。

専門学校 浜松デザインカレッジ
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活動紹介
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ヘアメイクを通して想いを発信するクリエイティブワーク
（2019.08）

変化する美容ニーズに柔軟に対応するため、様々なタイプのヘアメイク技術を習得し
ます。ヘアメイクを通しての自己表現を学び発信力を高めていき、選ばれ，支持される
美容従事者を目指していきます。

学びの集大成「店舗実習」（2019.11）

学生たち自身でディレクションしたファッションブランドを運営する「店舗実習」。運営
期間中は多くのお客様にご来店頂き、学生たちは2年間学んできた店舗運営や接客
の手法を存分に発揮していました。

海外研修（2019.05）

異文化の芸術作品を見たり、現地で活躍するプロに技術を教わったりすることで世界の
技術・トレンドを体験します。見るもの聞くもの全てが学生たちにとって刺激的で、これか
らの作品制作でもこの経験を活かすことができそうです。
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（2019.05）
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普段の学習では身に付きにくい実践的な経験を積みます。
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浜情と浜デの全学科でナガシマスパーランドへ行きました。ジェット
コースターや観覧車などのアトラクションに乗ったり、併設しているア
ウトレットモールで買い物を楽しんだりしました。学校や学科の垣根を
越えて仲を深めることができました。
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り上がり温かいお式となりました。
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2年生が「接客ロールプレイング大会」を実施しました。現役で働く販売員の方を審査員に
迎え、緊張する雰囲気の中、学生たちはオリジナリティあふれる接客を披露してくれました。
審査員からも即戦力として期待が持てると好評価を頂きました。

ファッションと「エシカル消費」を考える・伝える
（2019.12）

消費者庁が主催する「エシカル・ラボ」というイベントで「エシカルフォトスポット」の展示を行い
ました。「SDGｓ」や「エシカル消費」についてディスカッションし伝統産業やアップサイクルを
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学生代表メッセージ

加藤 柚葉 さん
■メイク・ブライダル科　２年　学級委員長

■静岡県立浜名高等学校学校　出身

学びの先にみつけたもの。

卒業生代表メッセージ

安達 彩夏 さん
■2013 年卒業／グラフィックデザイナー

　グラフィックデザイン科非常勤講師としても活躍中

ハマデと私のデザイン人生。

　私は、この学校に入って様々なことを学んできました。多く

のことを学んでいく中で、私が特に心を惹かれたのが着付けの

授業でした。正直、私はこの学校に入って着付けの授業を受け

るまで、和服を着るのは花火大会の年に一度浴衣を着るくらい

で、あまり和服に触れることがありませんでした。しかし、学校

で着付けを習って、人に着付けられるようになり、浴衣を自分

で着られるようになり、日本ならではの文化に触れ素敵だと感

じるようになりました。

　着付けの授業では、ただ着付けるだけではなく、きもののた

たみ方やきものの各部の名称まで教えていただけます。より詳

しくきものについて学ぶことができるため、技術だけでなく知

識も得ることができます。私は、その授業の中できものに魅力

を感じ、もっともっと学びたいと思うようになりました。また、

私は先輩方の卒業制作展で着付けショーのモデルを担当しま

した。真っ赤な打掛を何度も着付けしていただきました。打掛

は今まで来たことがなかったし、さらにお客様に打掛の綺麗さ

を伝えなければならないということで、とても苦戦しました。

　着付けられているとき、どのくらい胸を張って、どのくらい

顔を上げていたらより綺麗に見えるのか、鏡の前で先生と先輩

に見ていただきながら何度も調整しました。着付けられた後、

お客様に綺麗な打掛を見せるように後ろを向いて袖を広げる

ところでは、腕の角度を何度も練習したり、後ろを向くときの

目線の持っていき方まで研究したりして、先輩の作品をより素

晴らしいものにできるように頑張りました。

　何度も着付けをしていただいたので、プロの講師の方や先輩

が着付けをしている姿を目の前で何度も見ることができまし

た。プロの仕事を自分の体で体験して、自分の目で見ることが、

何よりの勉強になりました。プロの講師の方々が指導してくだ

さっている浜松デザインカレッジだからこその学び方だと思

います。着付けられている人が心地よくきものを着るために

は、いつ力を込めて、力を入れすぎてしまってはいけないのは

いつなのか、身をもって学ぶことができました。

　先輩の着付けは、不快になることがなく素晴らしいものでし

た。なぜ不快に感じることがないのか何度も着付けの練習をす

る中で、研究して自分に取り入れようと努力しました。着付け

は、人のパーソナルスペースの中に入って行うものですが、先

輩は距離の詰め方がうまく、近すぎて気を張ってしまうという

ことがないと気付きました。顔と顔が近づく瞬間が短いので、

緊張してしまうことがないのではないかと考えました。これ

は、きっと自分が実際に着付けられてみないと気付くことがで

きなかったと思います。実際に体験することがいかに大切であ

るかを知りました。

　私は、この卒業制作展での経験を通して、よりきものの魅力

を感じることができました。技術だけでなくお客様側の気持ち

も知ることができました。私は、もっときものについて学びた

いという気持ちともっときものの魅力を多くの人に知っても

らいたいという気持ちで和服店に就職することを決めました。

そして内定をいただき、来年の四月から和服店で働かせていた

だけることになりました。お客様の気持ちを考えて、笑顔の

なっていただけるような接客をする店員になれるように頑

張っていこうと思っています。そのために、これからもこの学

校でたくさんのことを学んでいきたいです。

　今、私はありがたいことにプロの方々に幅広く学べる環境に

あります。着付けの授業だけではなく、様々な授業が自分の力

になって自分の将来のためになると考えているので、毎日の学

校を楽しみながら、より多くのことを学んで自分のものとして

生かしていくことができるように努めていきたいと思います。

　浜松デザインカレッジ創立 10 周年にあたり、心からお祝い

申し上げます。卒業生を代表して御挨拶させていただきます。

　この「静岡理工科大学グループ 創立 80 周年記念誌」が発刊さ

れるにあたって、私がハマデに入学する少し前から学生生活の

様子を振り返ってみようと思います。

　幼い頃からイラストを描くことが好きだった私は、お気に入

りのアニメやイラストレーターの絵を真似して描いてみたり、

日常をマンガにしたりするのが趣味の高校生でした。しかし自

分が表現するものに対して自信を持つことができなかったこ

ともあり、友人たちにはあまり打ち明けず心に秘めて生活を続

けていました。高校 3 年生になり進路を考え始めた頃、絵を活

かせる”デザイナー”という職業が目に留まりました。この職業

を調べていくうちにクリエイティブ業界への憧れがどんどん

膨らんでいき、ついに”ハマデ”への入学を決意を固めました。

そして平成 22 年 浜松デザインカレッジ グラフィックデザイ

ン科へ入学、私のデザイン人生が始まったのです。

　学校生活では、プロデザイナーになるためにたくさんの貴重

な経験を重ねていきました。1年次では、デザインや表現の基礎

となるデッサンやあらゆる画材を使った実習、ゼロから専門ソ

フトを学びました。2・3 年次ではより実践的でプロの仕事に近

い実習が行われました。

　特に印象的だった授業は、地元企業をクライアントに招いた

産学連携の実習。クライアントとのヒアリングから問題点を見

つけ出し、デザイン企画、プレゼンテーションまで一貫して行

いました。クライアントの生の声がダイレクトにいただけるこ

ともあり、刺激的な経験となりました。

　また、同じ志を持つ仲間や夢を後押ししてくれる先生方との

出会いも大きな財産となりました。

　20数名の生徒で編成されたチームでのフリーペーパー制作

では、メンバー同士の意見がぶつかり合ったりもしましたが、

「良いものをつくりたい」という同じ目標を心に、お互いを尊重

し合った打合せを意識することでチームワークの大切さを学

びました。そんな苦楽を共にしてきた仲間たちの多くは、ハマ

デを卒業した現在でもクリエイティブ業界を舞台に活躍して

います。その姿を見て、私も負けていられないと日々励みに

なっています。

　業界での経験が豊富な先生方が在籍されていて、デザインに

関する技術や知識量に圧倒されていました。デザイン制作にお

いて行き詰まった際には気さくに相談に乗ってくださり、様々

な切り口から物事を考える方法や知らなかった表現のアイデ

アなど、話をするたびに新しい発見が多くありました。「自分に

は才能がない」と弱音を吐いたときは、自分では気がつかな

かった強みや個性に気づかせていただき、就職や人間関係など

の悩みも親身になって聞いてくださったりと、公私共にエール

を送り続けてくださる心強い存在でした。

　もともと自信がない性格の私。ハマデを卒業をするころに

は、3年間充分やってきたという自信に満ちあふれ、自分の制作

物に対して胸を張ってプレゼンすることができるようになり、

プロのデザイナーとして社会へと飛び立つことができました。

　ハマデを卒業して早 10 年。今こうしてプロのデザイナーと

して活動できているのは、卒業してもなお共に切磋琢磨できる

仲間たちがいること、見守り続けてくれる先生方がいてくださ

ること、そして、好きなことを粘り強く突き詰める原動力を育

ててくれたハマデがあったからこそだと思っています。

　2021 年度からハマデは「浜松未来総合専門学校」として生ま

れ変わり、ますます進化が止まりません。私もデザイナーとし

て更に進化し続けるよう、どんな挑戦も恐れないということを

目標にデザイン人生を歩んでいきたいです。

専門学校 浜松デザインカレッジ
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学生代表メッセージ
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